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ごあいさつ

近年、鎌倉の街ではrLjい家尾や底舗の建て替えが相次いでいます。そのけlで、 !'II版文化財

に影響のある工事も多くなっています。このため、例人咋JTJ住宅等の建設に際しては、 昭和

59年度から匡1.県の補助を受けて鎌倉市教育委μ会が調子需主体となって発侃調査の実施にあ

たってまいりました。

先人の迫産である文化財を':rることは、現在に生きる我々の責務であり、 市内のおよそ 6
;lflJの地域が埋蔵文化財包}IW.地となっている本市のぬ合、特に市民の皆様のこ"J'MWf，とご協力な

くしては、埋蔵文化財の保存や発畑調査の実施が困難で、あることは言うまでもありません。

本11?は平成11年度政び、f-}JX:14・15年j立に国 ・県の補助を受けて鎌合"i教育委以会が実施し
た伽|人事用住宅等の住設に伴う発掘調査の記録として15ヶ所の調査成*を柑載しています。

特に今小路西遺跡(地点⑤)では木組みの諮岸施設をもっ池跡や掘立柱建物跡が良好な状態

で発見されたばかりでなく、奈良 ・、F安時代にまでさかのぼる満跡や土臓が発凡され、この

地域一帯における 111世以前の様相を窺い知ることができ、大きな成果をあげることができま

した。

調査の実施にあたり j!~. ~詩文化財に対する深い御理解をいただくとともに、調査の期間中、

物心ITlii[面にわたり多人-なご協力をいただきました・Jc業者 ・仁'Jj:関係有の背峨に心からお礼を

"1しあげます。

平成18年 3月31日

鎌倉市教育委員会



仔リ

1 本占は平成17年度の凶}I計111助事業埋版文化財緊

急調査に係わる発制調査報告占(第 1分|川及び第2

分|叶)である。

2 本主所収の調査j山点及び所収分IIItは別表 ・|ヌ11Z

び I~I 次のとおりである 。

3 現地調査及びm1 :資料の~W :flf1 は鎌台市教育委員

会文化財課が実施した。

4 出士迫物及び写点 ・区11而等の資料は、鎌倉r打教

育委μ会文化財諜が保管している。

5 各調査内脊の詳細は、各々の報文を参J!日されたい。
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極楽寺旧境内遺跡 (No.291)

極楽寺三丁目358番外地点



例

1.本報文は、極楽寺旧境内辿跡 (No.291)の所在する遺跡内、極楽寺三T!=I358番外地点における個人専用住宅(地
F室)建設に伴う緊急発品~i調査報告 ， !?である 。
2.発掘調査は、平成14年12f12口一平成15年2H511にかけて鎌倉市教育委μ会が実胞した。
3.調査体制は、以下の通りである。
調査担当有 :J京股志

調査員 : 太田美智チ、須佐仁和、 1 1.l.~則rll市、久保凹俗美、 1 1 リ 11 佳二、本城裕
調査補助貝 :楠岡渓音、宇都洋平(鶴見大学生)

調査協力者 :荻野 勲・佐藤美隆 ・中路正弘(社)鎌倉市シルバー人材セ ンター

協力機関名:(社)鎌frdiシルパ 人材センター、鎌倉考古学研究所、京|五i歴史考古学附究所
4.本報の執筆は、第2訟を宇都、第1・3f，'i:をj京がそれぞれ分担執筆し、第4章については調査員協議のもと原が稲を草
した。挿図作成は太田・久保田が行い、法量表作成を宇都が行なった。

5. 本報掲載の写兵は、全対・個別辿柿を久保田、出土遺物を須佐(仁)が損i;~ した 。
5. 発1~Ii調査における出 t辿物・ |盟国ï類 ・ 写点などの資料は、鎌合 l打教育委員会が保管している 。
7.本報の凡例は、以下の通りである。

-図版縮尺全lWI図:1/100 
遺構阿・ 1/40
辿物図・ 1/3

・Jfl構凶版 遺構のレベルは海抜標高の数値を示している。

-辿物凶版 ー・ーは利薬の範囲を示す。黒塗りは陀明ml'こ卜f着した泌l煙煤を表現している。
8. 現地調査及び資料盤旦~においては、多くの方々からこ。助言、並びにご援助を賜った 。 記して感謝の意を表します
( {孜称略、五十音JI阪)。

秋山哲縦、大三輪龍彦、岡 陽一郎、小野正敏、河野民知郎、菊川| 束、小林康幸、斎藤慎一、佐勝仁彦、

汐見一夫、宗主秀明、宗主:宮f:tf、凹代郁夫、五林美男、塚本利弘、継 実、手塚l直樹、福日l誠、松尾宣}J、馬
淵平[Ik1f
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第 1章 遺跡、の位置と歴史的環境

1. 遺跡の概要

極楽寺旧境内遺跡 (No.291)は、江ノ島電鉄極楽寺駅から南西方向に300m程のところで月影ケ谷に

位置しており(図1)、地番は鎌倉市極楽寺三丁目358番外である。

極楽寺旧境内遺跡の名称の由来となった極楽寺は霊鷲山感応院極楽寺と号し、 真言律宗西大寺末にあ

たる。『極楽寺縁起jには、正元元年 (1259)に北条重時が良観房忍性にそれまでー老僧により営まれ

ていた極楽寺という小寺を律院とするために相応しい場所について諮ったところ当時地獄谷現在地一帯

に大伽援を建立したと伝えている。しかしながら、発願者の垂時は弘長元年 (1261)に没してしまった

ためにその子の長時 ・業H寺らが重時の意志を継ぎ完成させたと云う 。実際に寺容が整ったのは泉ヶ谷

(現在の扇ヶ谷)の多宝寺から忍性が極楽寺に入寺した文永4年 (1267)以降と考えられる。極楽寺伽藍

の隆盛を伝えるものとして、室町時代に作成されたものという I極楽寺境内絵図jがあり (鎌倉国宝館

1968)、そこには金堂 ・講堂 ・塔 ・方丈などの主要伽藍の他に四十九の支院の存在が知られる。この絵

図によれば、今回の調査地点の位置する月影ヶ谷には、前方に法蔵院 ・無常院 ・薬湯寮がみられ、谷戸

の最奥部には月影地蔵凶王院が描かれている。さらに調査地の谷戸内には冷泉為相の母、阿例尼(?-

1283年)が京都から領地相続争いの問題で訴訟のために鎌倉へ来訪した折りに一時、住んでいたことで

も知られる。『十六夜日記jには「浦ちかき山もとにて風いとあらし。山寺のかたはらなれば、のどか

にすごくて、浪のおと、松の風たえずJと書き留めている。また極楽寺は幕府との関係も深く 和賀江島

(飯島津)や前浜の管理 ・管轄しており、関料を徴収するなどして莫大な利益を得ていた。

極楽寺は建治元年 (1175)三月二十三日に火災が起き、堂宇ことごとく焼亡したが、忍、性が旧観に復

したという 。旧境内中心部にあたる稲村ーケdl奇小学校の調査地点(大三輪 ・玉林・木村1980)では、新旧一

種に大別される多量の瓦類を出土したが旧相の一昨には二次焼成を受けたものが多く含まれ、乙の時の

火災を物語る資料と与えられている。その後、正和元年 (1315)には十三重塔、元亨元年(1321)に金

宅がそれぞれ建てられた。元弘三年 (1333)の建武中興に際して後醍醐天皇の勅願寺となり、寺領安堵

を受けている。室町時代となってからも代々の鎌倉御所の外諮を受け、鎌倉有数の大寺院としての地位

を保っていたが、応、永三十二年 (1425)と元亀三年 (1572)の二度にわたる火災や、永亨年 (1472)に

起きた震災により伽藍が相次いで損失し、その後の復興もままならず衰退の一途をたどったようである。

寛政十年 (1572)沢庵宗彰が極楽寺を訪れた際には「壁はおち、堂のいらかやふれ、むな木たをみ…」

という状態の荒れ果て疲弊した様子が伝えられている。また大正十二年 (1923)の関東大渓災では山門

大破、本堂半壊、客j殻 .Jl-ji轟 ・方丈など全壊している。現在、堂宇こそ少ないながら盛時を伝える文化

財の数は多く残されている。

ところで、鎌倉は三方を山に凶まれた要害の地であり、鎌倉と他地域との往来は鎌倉七口と言われる

切通により結ぼれている。本地区はその一つである極楽寺切通しが位置しており 、北条重時の山荘が所

山したことが知られる。執椛北条氏における鎌余の防術策は、 ヒ口切通し付近に外部から敵進入を19)ぐ

ために北条一門の別邸を配するものであった。すなわち、常盤には北条政村-・義政の別業、大仏坂の大

仏氏の屋敷、 111ノ|付利の北条泰H寺邸、六浦荘の金沢氏の別邸、名越の名越氏別業の屋敷などがそれにあ

たる。さらに極楽寺周辺には、 i-J卜桝jや 「五合桝」などの軍事的な施設を思わす逃柄が残されてお

り(鈴木 ・桝、淵 ・松尾ほか2001、13地点 :福田・ 原ほか2003)、新田義貞の鎌倉攻めにおいて稲村ヶ

dl~ .極楽寺周辺の攻防は 『太平記jであまりにも有名である。
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図1 調査地点と周辺遺跡

-6-

1本調査地点

2極楽寺旧境内遺跡 (極楽寺3丁目355番3地点)

3極楽寺旧境内遺跡 (極議寺3丁目348番2地点)

4極楽寺旧境内遺跡内やぐら

5極楽寺旧境内遺跡 {極楽寺3丁目298番2外)

- 6極楽寺旧境内遺跡 (江ノ島電鉄極楽寺操車場地点)

7極楽寺旧境内遺跡 (極楽寺3丁目298番1外)

8極楽寺旧境内遺跡 {稲村ケ崎小学校内地点)

9極楽寺|日境内遺跡内やぐら
10.極集寺旧境内遺跡内償穴蕎

11.極楽寺旧境内遺跡内ゃぐら

12極楽寺旧境内遺跡 (極楽寺2T目18番外)

13五合桝遺跡 (仏法寺跡)

14忍性・順忍犠

15 

250m 
(S = 1/5000) 



2.調査地周辺の発掘調査事例

調査地点周辺の発掘調査は、現在までのところ14地点で実施されており(図1-2-15)、特に14地点

の忍性塔と順忍塔の両五輪塔が有名である。後者は過去に北条重H寺墓または忍公塔と伝えられてきたが、

昭和36年の集中豪雨時の崖崩れにより倒壊し、その復旧工事の際に発見された金銅製骨蔵器の銘文の検

討や、その後の発掘調査によって極楽寺三代長老順忍の墓塔と判明した。)1慎忍塔の南側に建つ大五輪塔

は昭和51年に実施された解体修理工事の時に金銅製骨蔵器が出土し、寺伝のとおりこの墓塔が「忍性塔J

である ことが判明している。古くは昭和25年頃、稲村ヶ崎小学校の第2グラウ ンド造成工事で破壊され

た納骨堂跡からは、分骨に用いたと思われる瀬戸灰~[tlの小型仏華瓶 ・ 壷などの遺物が出土している ( 15

地点)。さらに昭和52-54年の同小学校の改築に伴う発掘調査では、方丈華厳院跡を思わす凝灰岩切石

(鎌倉石)による坦正fi~基担や礎石建物などが発見さ れ、伽藍の中心部にあたる地域で盛時の極楽寺!鮮

明に重要な手がかりが得られている (8地点 :大三輪 ・玉林 ・木村1980)。ところで筆者は、先述したこ

れら極楽寺に関連した重要な出土遺物や文献資料を平成14年に鎌倉国宝館で、開催された特別展 『極楽寺

」性ゆかりの治宝一奈良から鎌倉への軌跡-Jにおいて実見する機会に恵まれた(極楽寺と関係の深い

金沢北条氏の称名汗については同年、県立金沢文庫 『称名寺の石塔ー中|立律宗と石j苔-J企画展開催)。

本調査地点、の所在する月影ヶ谷では、谷の開口部付近も含くめて4箇所で調査が実施されている (2-

5)。谷戸奥に位置した4地点は、赤星直忠氏が 『鎌倉市史考古編』に「月影ヶ谷やぐら」と して掲載さ

れたものであり(赤星1959)、その後に2基のやぐらが調査されている(継1992)03地点では極楽寺が盛

隆した時期にあたる13世紀後葉から14世紀前半頃の礎石建物や掘立柱建物が確認され、また本地点の北

隣に位置した2地点で、は13世紀後半から14世紀後半代にかけての土丹敷き地業面による連続した平場が

検出され、本地点とほぼ同時期の長期にわたって造成が繰り返し行なわれていたことが判明している

(田代1997)05地点では13世紀末から14前半代にかけての満や土城などが発見され、さらに中位遺構の

覆土 ・整地層や中世以前の堆積土中からは8世紀後半から9世紀後半を主体する土師器や須恵器が多量に

出上しており、 注目される(田代 ・継1997)06・7地点、では13世紀後葉から14世紀中葉の辿構が検出さ

れ、さらに両地点で多量に出上した瓦類の主な時期は13世紀前半 (13世紀前葉の可能性もある)に遡る

資料でり、忍性入寺以前の極楽寺の様子や、この場の様相を探る手がかり になりそうである(斎木・原

1998、田代 ・宗壁 ・原1999)。

[づり11.参与文献]

赤星直忠 1959 r鎌倉市史 与占細j 占川弘文館
大三t陥龍彦 ・玉林美男 1980I極楽寺旧境内追跡」同辿跡発掘調査匠|・鎌倉市教育委員会
木村美代治

木村 吉行・ 鈴木JFlT一郎 2000I極楽寺やぐら併(平成11年度鎌倉市内急傾斜地崩峻対策事業に伴う発掘調査)Jrかな
がわィ考古学1~1 回調貸報告J 93 

鎌倉凶宅館 2002 r極楽存込;、性ゆかりの治宝一奈良から鎌合への軌跡、-J特別展凶鉢
斎木秀雄 ・)京 成志 1998 I極楽寺1LJ:境内辿跡一江ノ品電鉄株式会社極楽寺地区改良言l'画に伴う発掘調査報告書-J
ほか 極楽寺中心伽臨跡群発掘調室団

斎J後彦liI.泊沖純jう 2002 rHIドグ『寺の石J{I;-IIItlHlt宗と石燃-J企l州民凶対 神奈川県立金沢文/lji

鈴木版到1・桝湖l規彰 2001I r?i都鎌倉jを取り巻く 山桜音11の調査」神奈川県教育委員会 鎌倉市教育委員会 ・(財)
船尾宣方 ・有田直樹 かながわ考古財団

1J3代1111犬 ・宗主E秀明 1999 I極楽寺IFI境内中心伽館跡群(極楽寺三丁目298番1外)発掘調査報告.lU極楽寺中心伽焼跡、
原肢志 群発掘調査団 ・東国歴史考古学研究所
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長谷川厚 ・大塚健一

福田誠 ・原肢志

貰達人・ 川副武胤

1:1: 達人 ・川高IJ武胤

松尾宣方

三浦勝男

一山 進

1992 r極楽存旧境内辿跡内やぐらJr平成2年度鎌倉市内急傾斜地崩壊対策事業に伴う発掘調査
報告書j同遺跡発掘調査団

1995 r極楽寺旧境内遺跡内やぐらJr中世石窟遺構の調査 一鎌倉 ・六浦所在の 「やぐらJ
1洋一j東国歴史考古学研究所

1996a r極楽寺旧境内治跡内やぐらJr中|立石窟治構の調査一鎌倉所在の「やぐら」群-J東国
歴史考古学研究所

1996b r極楽寺旧境内追跡内やぐらJr中世石窟迫構の調査一鎌倉所在の 「やぐらj群-J東国
歴史考古学研究所

1998 r極楽寺旧境内追跡、 (No.291)極楽寺三丁目 348番25山点Jr鎌倉市埋蔵文化財緊急調査報
告iBJ14鎌倉市教育委員会

1997 r極楽寺旧境内追跡 (No.291)極楽寺三丁目 320番1地点Jr鎌倉市埋蔵文化財緊急調査報
告古J13鎌倉市教育委員会

1997 r極楽寺旧境内追跡、 (No.291)極楽寺三丁目 355番3地点Jr鎌倉市立E蔵文化財緊急調査報
~m J 13鎌倉市教育委員会

1999 r極楽寺やぐら群 (No.128)J rかながわ考古学財団訴l査報告J72 
2003 r五合桝辿跡(仏法寺跡)発掘調査報告占」 鎌倉市教育委員会
1959 r鎌倉市史社寺編j 古川弘文館
1980 r鎌倉院寺 JI~典j 有|燐堂

1983 r極楽寺旧境内北やぐらJr鎌倉市埋蔵文化財発掘調査年報j 鎌倉市教育委員会

1968 r鎌倉の占絵図j 鎌倉国宝館図録第15集

1966 r極楽，!.i'J 中央公論美術山版
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第2章 調査の概要

1.調査の経緯と経過

極楽寺旧境内遺跡は、市内中心部から極楽寺切通しを越えた西側となる極楽寺三丁目に所在し、現在

の極楽寺の南側丘陵をひとつ隔てた月影ヶ谷と呼ばれる南向きに開口した谷戸内の沖積地上の一角に位

置している。本調査地点は月影ヶ谷の南北に長い谷戸の入口に近い場所で谷奥に向かつて走る道路に接

した西側の山裾部分にあたり、西から東に向かつて延びる支尾根を人為的に切岸を施して造成された平

場部分にあたる。谷戸内周縁の切岸した崖面にはやぐらの存在が確認されている。

今回の現地調査に先立ち、平成14年9月に個人専用住宅の建設に係る事前相談があり 、地下室の築造

にともなった計画があったため、工事の実施により埋蔵文化財に影響を及ぼすおそれのあることが予想

された。このため鎌倉市教育委員会が確認調査を実施したところ、現地表 F45cm以下に中世遺物包含

層と遺構面の具体的な埋蔵文化財の存在することが明らかにった。これにより当該建設工事の実施によ

る埋蔵文化財への影響は避けられないものと判断された。このため事業者との協議を行なったところ、

、u初の計画に基づき工事を実施したいとの意向が示されたので、文化財保護法に基づく届出手続きを行

い、施工者との調査実施による工程・方法の調韓協議及び発掘調査の準備が整った後、平成14年12月2

日から約二ヶ月の予定で調査面積 54.4901'を対象として発掘調査を開始する運びとなった。

現地調査はまず表土を重機による掘削除去したのち、人力により掘り下げで調査を実施した。その結

果、山裾の丘陵斜面を人為的に掘削したうえで谷戸の内側(東側)に向かつて埋め立てを行なうかたち

で平場を徐々に拡大していった様子を看守することができた。平場の造成は鎌倉時代後期から比較的短

期間のうちに地業を繰り返し行なわれたことが土層断面の観察により確認された。現地調査はほぼ予定

日数のとおり、年を越した平成15年2月6日までの聞に必要な記録保存を行ない無事終了した。その間の

調査経過については、調査日誌の抜粋を記すことにする。

[H 誌 抄1

12月2日 調査開始。調査区を設定し、重機による表土掘削。機材搬入してテント設営。

5日 調査開始。鎌倉市4級都市基準点を基に測量用のグリット設定と水準点からレベル原点を

調査区内へ移動。

13日 第1面の調査終了。全景及び個別遺構の写真撮影。第1面全測図作成。

17U 第2而の調査終 f。全長及び個別辿構の写真撮影。第21面全測図作成。

19日 第3面の調査終了。全景及び個別迫構の写真撮影。第3面全測図作成。

2511 第4面の調査終了。全景及び個別逃梢の写真撮影。第4面全測図作成。

1月91:1 第5面の調査終 f。全景及び個別辿構の写真撮影。第5面全測図作成。

18日 第6面の調査終了。全景及び個別遺構の写真撮影。第6面全測図作成。

2)-J31J 岩盤確認トレンチの調査終 f。 トレンチ写真樹影。 全淵1]凶及び調査|孟壁の土)I;~堆椋凶作成。

6日 現地調査終了。関係各方面に発掘調査を終了した旨を連絡して機材撤収。
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A グリッド段定図(111∞)

〔国土座穣値〕

~13 (4級) x:ー77137.142 6-3杭 x:ー77141.519

Y:-27684.103 Y : -27691.233 

~14 (4級) x:ー77139.118 C-1杭 x:ー77150.045

Y:-27688.3ω Y : -27695.590 

1 2 3 4 5 6 

A_j 

Bー

C-

D-

Eー

F-

G 寸

A クリッド配置図(1/1∞)

図2 グリット設定・配置図
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2.測量軸の設定

調査にあたってのグリット設定は、まず調査地の東側lを南北に走る市道と北側の私道の路上にそれぞ

れ鎌倉市道路管理謀が設置した鎌倉市4級都市基準点のH9-013とH9-014を確認することができた。この

両基準点延長線上の国土座標から敷地外の路上に便宣上任意の測量点、を設け、そこから南側方向へ調査

区にほぼ平行するようにな位置でB-3杭を基唯杭として、南北州線上 (3ライン)でB-3杭から10m南

の地点、にG-3杭を設定した。さらにB-3杭から西へ4m、南に2mの位置にC-1杭を設置し、図2上段よ

うに東西j~ljl と南北中111 をそれぞPれ2m方眼によるグリ ッ 卜設定を行なった 。 グリットは東西!Iílll線にアルフ

アベッ トの名称を付し、南北判lには算出数字をそれぞれ付してグリ ット設定を行なった。各グリットの

名祢は北西角の軸交点により呼称される。なお測量に用いたグリ ットは敷地の範囲や測量の際の利便性

を(憂先させたため凶土庄楳には一致していない。

以下、今回調査で使用した国土座標の鎌倉市4級都市基準点 (H9-013. H9-014)と、グリット杭の

Bー3の国土座標の数値を記すことにする。

〔座標系AREA9J

H9-013 X -77137.142 : Y-27684.103 B-3t克 X-77141.519 : Y-27691.233 

H9-014 X-77139.118: Y-27695.590 C-HfL X-77150.045: Y-27688.360 

問中の方位はすべて真北を保用し、グリット方眼の南北~ílh線は真北よりやや阿に振れている 。 南北1MI

と真北との偏差及び調査地点の経緯は次のとおりである。

南北jPrh線 N -19
0 

56' 19" -E 

調査地点 北緋35
0

18' 13" 東経 139
0

31' 44" 

水準原点の移動については、調査地南西側の山裾に設置されていた国土地理院多角水準点の標高を調

査地|人jのB-3杭上に仮水準点として移動した。従って、文章'1'及び挿図に使用記載された数値はすべ

てこれを基準にした海抜楳高を示している。

Jt'(i程点 海抜楳t~: 30.080m 
B-3杭海抜標高 :21.248m 

3.層序と生活面

調査地点における現地表は、海抜標高が21.2m前後に位置した平坦な宅地となっている。調査で確認

された堆般上層は概ね15層に区分されたが、その中で少なくとも6時期以上の生活面が検，':J.I，されている。

堆梢土層の状況は、図3の調査区北壁 ・l有壁土層堆積に示したとおりである。表土(第1層)は撹乱堆積

上も合てJ平さ40-70cm程で、あったが、調査区全体の範凶で近 ・別代に品11られたゴミ穴や柏木伐根の際

にできた撹乱が認められ、深いところで、は現地表下1.2mまで及んでいた。

表上を除去すると、調査区南西|潤で、は山械の岩盤を 1~ IJ 干した平坦な而が僅かに確認された。 この岩盤

面が都ち込んで行く切れ目のところからは厚さ約20cm担の大小土丹-塊や1-2cmの土丹角 ・かわらけ片

を多く混入して突き固めた堅牢な灰茶褐色弱粘質土の地業用(第2層)が認められた。この層と料盤削

平|而の上l伺が第1面で、あり 、海抜傑if5は20.50mli背後を計る。先辿、したように撹乱脱が調究区内に拡がり、

生活面は良好な状況ではなかったが t城 ・柱穴などの遺構を確認することができた。

第11面を構築する地業用を除去すると、殆んど|品j層を挟まずに第4層の灰茶褐色砂質土を基盤とした生

活而が検出された。この面は調査区中央で、小土丹塊を敷きつめた範囲が認められ、また西側域からは厚

さ10cm前後の灰茶色粘質上(関東ローム肝に知似したもの)を貼り付けた地業層(第3!Er)がみられた。

さらに北京|判からは岩盤を荒く削平したものが確認された。従って、 両J習を一連の地業!習による生活l面

噌

E
A

噌
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と認識して第2面の調査を実施したが、 主だった遺構を検出することはできなかった。この面は海抜標

高は 20.40m前後で、北東域は南西域に比べて少し高めの整地を施している。

次に第2面を構築土していた第3・41習を掘り下げたところ、調査区のほぼ全面から灰茶褐色粘質土の

大小土丹塊を突き固めた第5層の土丹版築による地業面と、南西域を中心に混入物の少ない硬化した褐

色粘質土が表出した。これらの層の上面が第3商であり、海抜標高は 20.15m前後で、ある。調査区東側は

慌乱が深く入り込で削平を受けており、また西側は第2面を検出した時点で建築予定の掘削深度まで達

していた為、調査は実施していない。

4 5 6 4 3 2 

21.Om 

A 調査区北壁土層堆積図

〔調査区北壁土層;主配〕

① 表土
② 灰茶褐色土 φ5-10cm大の土丹地業土。しまり強く混入物微か。
③ 灰茶色粘貧土 関東ローム庖に近いもの。
④ 灰茶褐色土 φ2-10cm大の土丹版築土。
⑤ 灰茶縄色土 筆~人頭大の土丹版築土。固く締りli!化する。

⑥ 灰茶褐色土 拳大の土丹版築土。

⑦ 褐色粘質土 かわらけ、土丹、炭化物含む。粘性が強く締りあり。

⑧ 褐色粘質土 土丹粒を少量含む。混入物微量。

⑨ 灰褐色砂貧土 勾貨な砂が固く締る。

⑬ 灰褐色弱砂貧土 2-5cm大の小土丹が主。混入物少なく、固く締まる。
⑪ 褐色粘質土締り強い。

- E 

⑫ 縄色砂質土 褐色の強い砂貧土。土丹粒、かわらけ少量混入。ややしまる

⑬ 灰縄色砂質土細粒~小土丹の版築土。
⑪ 縄色砂質土 固く しまった砂質土。

⑬ 灰貨褐色砂質土 Pit覆土。土丹粒、かわらけ片が多量にj昆入。
⑮ 灰褐色土 灰茶の粘質土を主に、大土丹、小土丹、細粒土丹で地策した土

⑪ 灰茶褐色砂貧土 砂層と様層が互層になり、鉄分のサピが強い。
玉砂利や遺物を多く含み、流水の痕跡がある。

⑬ 暗褐色粘質土粗砂やや多い。

⑬ 茶褐色砂 23層の平渇にj留まった土。水が流れた痕跡。
⑫ 灰褐色粘質土 小土丹に細粒土丹を詰め、固くしまった版築土。

~ 灰黄褐色砂細粒土丹が混じる。一部で砂鉄の庖が見られる。しまりなし。

2i 灰縄色弱砂質土砂鉄‘縄鉄が多い。粘性やゃあり。しまりない
Ql R音縄色粘質土褐鉄分、かわらけ粒、炭化物を少量含む。しまり強い。

鈴 灰茶褐色砂賃土細かい破砕主丹が固くしまる。かわらけ片少量包含。

e5¥ 灰茶褐色砂質土 24とよく似る。水が流れた痕跡あり。遺物・玉砂利多い。
iW 赤縄色砂層粗砂やゃあり。

Q下 灰縄色弱砂貧土砂鉄、褐鉄多く、所々に土丹傑混入。炭化物微かに混入。
粘性あり。しまりない

γlピ司 1盲

， 
/ 

E- 実言語ノ切舵ライン

血 E調査区南壁土層堆積図

。

~赤褐色砂貧土粘性弱い。 しまり強い。 鉄分のためか固化している。

③赤褐色弱砂質土しまりなし。粘性わずかにあり。

30岩盤(中世地山)

[調査区南壁土層i主記〕

① 表土

② 灰褐色土細かい土丹粒混じる。砂鉄混じる。

③ 灰褐色砂質土細かい土丹粒混じる。砂鉄，昆じる。②より砂多い。

④ 暗灰褐色砂質土③より土丹粒少なく、砂鉄層有。

⑤;炎灰褐色土細かい土丹を固めた地集層。聞に砂入る。

⑥ 晴灰色砂層粗砂と砂鉄が多い。

- w 

命n

;炎灰褐色土土丹地集層。⑤より土丹しまり良〈、砂はほとんど入らない。

③ 黒灰色砂層砂鉄がたまった層

⑨ 土丹ガラ層間に砂入る。⑧の砂染みる。淡灰縄色土丹ガラ層。

⑩ 淡灰縄色土層細かい土丹と砂が混じった層。

⑪ 茶褐色粘貧層細かい土丹;昆じる。しまり有。

図3 調査区北壁・南壁堆積土層図
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第31面構築土の第5-8層を掘り下げると、その下から遺物を含まない厚さ約10cmの灰~褐色砂(北陪

第9層、南壁第5層)が堆積し、また第10・11層も間層を挟まず締まりある整地が連続して認められた。

これらの土層を除去して表 III~I したのが第4面である 。 面上の南城では薄く 山砂が敷かれていたが東側IJ は

撹乱の影響を受けているものの大小上丹塊を蜜に混入した地業状況(第16層)が確認された。土層観察

によると、第16層は東へ向かつて厚い堆積を示しており 、傾斜地を造成して平地を拡帰したことが解か

る。この面は西から東へ緩やかな傾斜をもち海抜襟高は 19.95-80mで、ある。

第5面は灰褐色粘質土の土丹版築による地業層(第20層)と、鉄分の多いu音褐色粘質土(第23層)か

らなり、東側に向かつて急な傾斜をもっ造成である。斜面下は砂利 ・砂・水磨した礁が互層状に堆積し

ており、流水を思わす痕跡がみられた。海抜楳高は斜面の上側で 19.50m、下側で 18.40mを計る。第6

面も同じように急な傾斜をもっ造成が施されており、傾斜面の下からは満 ・土城 ・ピットなどの辿柄が

検出された。第27-29層は中世遺物を含まない地山層である。この面の海抜標高は斜面の上側で

19.20m、下償IJで 18.00m前後を計る。第6面の調査終了後に岩盤面及び岩盤の落込みを確認する目的で調

査区の北壁際(北卜レ ンチ)と南側 (南卜レンチ、車庫の償乱側)、さらに西壁側の一部(西トレンチ)

にトレンチを設定し掘り下げを行なった。北・南卜レ ンチでは自然地形の岩盤搭込みが確認され、西卜

レンチでは岩盤の落ち込みに沿って満が検出されている。

以 |二のように調査地及び刷辺は、凶側山裾を削平しながら東側に担任段状の平場を形成したものである。

平尉はiih、地業層が互層状を斗しており、 比較的短期間に幾度も整地を繰り返した様相が窺え、東側は

現在の道路に向かって急な傾斜をもっ造成を行なっていた。
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第3章検出遺構と出土遺物

1. 第1面の遺構・遺物

調査地は現在の月影ヶ谷の人り口から谷奥に向かつて走る市道の西側に接した位置にあたる。このん、

戸を地勢的にみると、道路西側域の現況は比高差のある斜面地を水平に盛土して造成を行なっており、

支谷奥に向かつて雛段状の平場を形成した上に住宅が建ち並んでいる。さらに調査地点背後の山裾は急

傾斜崩落対策工事が実施されて4m近い崩落防止の為に擁壁が造られている。第1面の調査において南西

|明付近で確認された岩盤削平面は山裾の擁壁側に向かつて拡がりを見せており、少なくとも中世前期の

段階には現在の地形に近い状況に切岸を行なっていた様子が推測され、周辺の住宅が建つ雛段状平場の

地形も、その頃の谷戸開発により造成されたものと判断される。

この間では土城4基、柱穴2口などの逃梢が確認され、造物にはかわらけ、舶載磁器、瀬戸 ・常滑窯製

品、瓦質製品、鉄製品などが出土している。
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車庫による撹乱
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寸 「
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図4 第1面全測図

-14-



\ト~

にユζ~

xi ト3

丈一上-=~
企 土墳2

A 第1面上

D一一ー 十
¥ 

④ 

"'-a 
¥ 

2O.84m 

a a
 

。 2m 

図5 第1面土墳1-4

~ 4ドーグ5 ミ二土-:-C~1

ミニ三をにこえ2丈三斗ー-26

ミ三ゴニ己ニク7

Lニゴ二ここク8 ~1 -d， 
企 土績3 A 土域4

¥ ドイ7

ミ己4二ヲ18
¥ーユ三J ーζ;/'22

¥L t!_1二fーっ21 k t jロ
0 

ヒ=ー

図6 第1面土墳2-4、遺構外出土遺物

ph
u
 

句
E
A



a.土靖 (図4-6、図版1・2)

土横1: D-2杭南東に近接して検出された。形状はほぼ円形を呈し、規模は径90cm前後、深さは

38cmを測る。掘り方は断面が逆台形状、覆土は炭化物、土丹粒を多めに含んだ締まりのない茶褐色弱

砂質土、遺物はかわらけ小片が出土しただけである。

上横2:E-3杭に位置し、土.!1lQ3東側を掘削し土峨4とP8に一部壊されている。形状は摘円形を呈し、

昨認規模は東西径115cm以上、南北径90cm、深さが45cmを測り、掘り方の断面は逆台形状を呈する。

覆土は炭化物が多い暗茶褐色弱砂質上である。出土逃物は図6-1-4のロクロ成形かわらけ小皿で口径

が7.2cmの1・2と、口径8.0cm程の3・4がみられた。

土墳3:形状は楕円形を呈し、確認規模は東西径165cm以上、南北径120cm、深さが20cmの浅い掘り

方である。覆土は炭化物、かわらけ小片が多く締まりのない暗茶褐色弱砂質土である。出土遺物は図

6-5-8は口径が7.3-7.8cmのロクロ成形かわらけ小皿lである。

土蹟4:近代のゴミ穴撹乱で一部壊されている。形状は楕円形を呈し、確認規模は南北径105cm、東

西径80cm以上、深さが30cmで、断面が逆台形状の浅い掘り方である。覆土は炭化物の多い締まりのない

暗茶褐色弱砂質土である。出土遺物は図6-9-13のロクロ成形のかわらけで9-12の小JIIlと13の大|皿が

ある。図6-14-25は全て遺構に伴わない遺物であり、第1面上の包含層から出土したものである。14-

20がロクロ成形のかわらけ大・小皿で15は灯明皿、 21が瀬戸灰利折縁皿、 22が瓦質香炉、 23-25が鉄釘

である。
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図7 第2面全測図
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2. 第2・3面の遺構・遺物

a.第2面の遺構と遺物 (図7・9、図版3・6)

この生活面は調査区南(車庫部分)側半分がほとんど撹乱を受けて削平されていた。調査区西側半分

では中央付近に一定の範囲に小土丹塊を敷きつめたものが確認され、その東側域からは関東ローム層に

類似した粘質土を貼り付けた地業層で整地されていた。さらに北西隅から岩盤を荒く削平した面も確認

されたが、 主だった辺桝を検出することはできなかった。

図9-1-18は第1面下~第2面上から出土した遺物である。1-16はロクロ成形のかわらけ大 ・小皿で

5・6. 14が灯明皿である。1-12の小皿は口径6.7-8.2cm、13-16の大皿lは口径12.1-12.7cmを計る、

17が常滑饗片であるが、屑部に長方形の外枠中に銭形の文様を有した叩き目が施されたものである。18

は極楽寺旧域内 (8地点 :稲村ヶ崎小学校用地)の発掘調査において出土瓦の主体を成した同類のもの、

表面黒色で粗胎の男瓦(丸瓦)である。
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b. 第3面の遺構と遺物 (図8・9、図版2・6)

第3面は、第2面と同様に調査区東側は撹乱が深く入り込み掘削を受けており 、また4ライ ン付近の西

側は第2面の検出時点で建築予定の摘削深度に達していたので一部を除き、調査は実施していない。こ

の生活面は第2面の整地土を除去したところ、調査区ほぼ全面で、小土丹塊を突き固めて版築した地業面、

東辺城だけは土丹版築の地業ではなく鉄分の多い硬化した粘質土の拡がりが認められた。さらに東側の

撹乱までの間の斜面は土留用に土丹ー塊を貼り付けて構築していた。第1面の調査区南西域において確認

した岩盤削平而の東際に沿って満を検出した。

検出された遺構は調査区外に延びる満2条だけである。満1は西端のDライン付近から東端のEライン

付ー近までの範囲であり、確認された規模は長さ約 2.5m、|幅30-40cm、深さ20cm程の浅い滞である。図

示可能な遺物は出土していない。満2(図21を参照)は西端がDライン付ー近からFライン付近までの範囲

である。調査区内で確認できた規模は長さ約6m、|幅110-140cm、深さ30-40cm程を計り、溝底は西か

ら東に向かつて緩やかな傾斜を示していた。J!d物はロクロ成形かわらけ小片が出土したに過ぎない。

図9-19-25は第2面下~第3面上からの出土遺物である。19-24はロクロ成形のかわらけ小皿で22・

24は灯明皿、17が龍泉窯系青磁の無文腕、 26が北宋銭の 「至道元宝J(初鋳造995:9三)である。27は表面

に打撃痕のあるチャート資の石片で、火打石と思われる。
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3.第4面の遺構・ 遺物 (図10・11、図版3・6)

第3面を構成する整地層を除去して表出したのが、面上に砂鉄を多く含む山砂が敷かれた第4面で、ある。

この面も調査区東側は撹乱の影響を受けているが、凶側の平J[[音ISから東官[IJの斜面地は大小上丹塊を密に

浪人した地業用で土層観察によると、この層は東に向かつて厚く堆積した状況が認められ、傾斜地を造

成して平坦地を拡張した様fが窺え、第3面と同級に傾斜面は大小土丹塊を貼り付けて土閣を施してい

る。なお、面上の砂!習中や傾斜面から少量の遺物が発見されたが主だった治構は確認されていない。

，~H土辿物は図11にぶしたように 1-24が第3面下~砂鉄用 tまでのものと、第4面上に堆相していた砂

鉄層中の25-35に大別される。1-17はロクロ成形のかわらけで1は口径5cm以下の小型品、 2-7が口径

7.6-8.4cmの小l皿、8-11がLJ径10.4-11.4cmの中1m、12-17が大皿、 18は白かわらけ、 19. 20が瀬戸

の折紙深lJIlと小輩、 21が研磨痕のある常滑裂)'i、22・23が極楽寺山土の女瓦(平瓦)と|司会員のもの、 24

が北宋銭の 「祥符元宝J(初鋳造1008年)である。砂鉄層中の遺物は、 25・26がかわらけ大小皿、 27が

龍泉窯系の行磁謹弁文碗、 28が白磁II)C皿、 29が北部系山茶腕、 30が砥石、 31-33が鉄釘、 34が北京銭

の 「皇宋通宝J(初鋳造1039年)、 35が須恵器饗片である。
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4. 第5面の遺構・ 遺物 (図12-14、図版4・7)

この商の西端は東に向かつて落ちてpく岩盤が確認され、その前面は土丹小塊を多く混入した灰褐色

粘質土の地業!曹と、鉄分を多い暗褐色粘質土の硬化面から構成されており、さらに東側へ向かつて急傾

斜な造成が行なわれている。斜面下は砂利や粗砂、水磨した土丹小塊が互層状に堆積しており、満状の

流水を思わす様子が想像された。これが満1である。

満1(s]13)は南北に延びる満状辿梢であるが、南側の車庫建設の際に基礎部分の掘削による破壊と、

東側一部を近代のゴミ穴撹乱により壊されていた。確認された規模は長さ4.4m以上、 |幅2.6m前後、深

さ30-40cmで、ある。磁土は互層状に砂利 ・組砂 ・水磨l喋と鉄錨分からなる灰茶褐色砂質土でかわらけ

をはじめ比較的多くの辿物が出土している。

満に伴って出土した遺物は、図14-1-20である。1-15はロクロ成形のかわらけであり、 1-10が口

径7.0-8.2cmの小皿、11・12が口径約11cmの中皿、 13-15が口径12.1-12.7cmの大皿、16が白磁口〕じ皿、

17が青向磁合子蓋、 18が常滑担鉢I類、 19が北宋銭の 「政干u通宝J(初鋳造1111年)、 20が須恵器杯であ
る。
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図13 第5面溝1

図14-21-32の辿物は、第4[両|ごからこの面上までに出土した泊梢外のものである。21-29がロクロ

成形のかわらけ大中小皿、 30が常滑鳶口査、 31が京都l!鳥滝産の砥石、 32が土師器長胴裂片である。

5.第6面とトレンチの遺構・遺物

a.第6面の遺構と遺物

この面も第5面と同じよ うに大小士丹塊を突き固めて整地が施され、傾斜をもっ地形になるよう に造

成が行なわれている。調作|玄両端で検n'，された東に向かつて?芥ちる急傾斜の岩盤は、 CI然地形でなく人
為的に造成されたものと考えられる。岩盤斜面の裾から平坦になる下面には満 ・土;蹟 ・ピットなどの遺

構が検出されている。

それらの遺構や而上に伴って出土した遺物には、中世前期のものとして、かわらけ ・舶載陶磁器 ・国

産陶器 ・土器や瓦質製品 ・瓦類 ・金属製品 ・石製品があり、客土や覆土に紛れ込んだ中世以前の須恵

~ ・ 土師器などが出土している 。
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1.土墳 (図16・18、図版4・7)

土域1:D-6杭に位置した長刺lが南北位の土墳である。この-

1墳は満2を壊して掘られており、南端iは車庫基礎で削平を受けて

いる。形状は楕円形を呈 し、規模は東西径 135cm以上、南北径

80cm、深さ20cm程で、掘り方の断面がilll状の浅いものである。磁

土は上部が灰茶褐色砂質土で底面に薄く砂鉄を思わす黒色砂層の

堆積が認められ、その層から銅銭4枚が出土している。出土した

遺物は、図18-1-3と図20-23・24・29-32である。1はロクロ

成形のかわらけ大阻、2が黒褐柄11壷の胴部片、 3が土器質火鉢、

23・24が女瓦で極楽寺出土瓦と同類のもの、 29が唐代の 「開元通

宝J(初鋳造621年)、 30が北宋銭の「皇宋通宝J(初鋳造1039年)、
31・32が北宋銭の 「元祐通宅J(初鋳造1086年)である。

』域2:C-5杭に近接した位置で溝1を;壊して掘られている。形

状は楠円形を呈 し、規模は南北径65cm、東西径50cm、深さ20cm

と浅く断面が皿状を呈した掘り方をもち、覆土は粗い砂を含む灰

茶褐色砂質土である。

出土)!d物は、図18-4のロクロ成形のかわらけ小皿である。
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2.溝 (図17・19.20、凶版4. 7) 

満1:調査区東側の5ライン沿いにfi在認された南北に延びる流路を思わす満状遺構である。東側の掘り

込み肩は満2の掘り方と接して重複関係にあり、本前が新しい。南側は車庫基礎の撹乱で壊されていた

が、 北は調査区外に延びていることを調査区北壁上層断面の!itfi'lによって確認している。確認した規模

は長さ4m以上、 |隔は一定ではな く南端で、80cm、北端で130cm程、底l煽はτIZ.J-]Jでなく 比高差があるので

深さが15-35cmと一定していない。覆土は砂利・粗砂を多く含んだ灰茶褐色砂層で流水の痕跡を窺わ

せる。

出上した迫物は、凶19-1-3のロクロ成形のかわらけ大小山、 4が龍泉窯系の青磁無文1II1、5が白磁の

口JtJnt、6が常滑窯の担鉢H類、7が中央の窪んだ分銅型をした隙石と思われるもの、 8・9が鉄製品で凹

状のものと釘、 10がどJiiiに斜格寸叩き目もつ女瓦、 11が銅製品で掛金具的なものか、 12-14は北宋銭で

あり、 12が 「長徳元セJ(初鋳造1004年)、 13が 「嘉祐元宝J(初鋳造1056年)、 14が 「元祐通宝J(初銑

造1086年)、 15が土師器裂の胴部片である。

F
h
U
 

9
b
 



満2:満1と同じく流水の痕跡を残しており、浅い流路のような満状遺構である。南側は車庫基礎の撹

乱で壊されていたが、 北は調査区外に延びていることを調査区北壁の土層断面によって確認している。

確認した規模は長さ4m以上、 111高は南端150cm程、北端で'100cm程、満底は比較的平坦で深さ20cm前後

の浅いものである。覆土は砂利や造物を多く含んだ灰褐色砂層で流水の痕跡を窺わせる。

出土した遺物は、図20-1-19のロクロ成形のかわらけ大小皿、20が龍泉窯系の青磁無文椀、21が青

磁蓮弁文碗、22が常滑窯の提鉢I類、 25が凸面に斜格子叩き目もつ女瓦、26・27が京都鳴滝産の砥石、

28がを失釘である。
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、t

この他の遺構として4.5ラインの間で二般に別れた幅の狭い滞状遺構が認められ、また掘り方の浅い

ピット5口を検出していが辿構の性格は不明である。出土辺物としてはピット1から図18-5のロクロ成

形のかわらけ小皿がある。

1Z118-6-13の迎物は、第5面下から第6面上までの構成上府中から出上した遺構外のものである。6-

11がロクロ成形のかわらけであるが、小皿はu径7.9-8.2cmで、器ltJが2cm以下の比較的低いもの、 12が

常滑窯の担鉢 I 類、 13が;前十I~t窯115の小片で市lU I耐と別口断面に研磨痕が認めれる 。

また凶18-14は瓦質香炉である。この辿物は鎌倉市教育委員会が本調査前に実施した試制調査におい

て出土したものである。瓦質香炉は口径15.6cm、底径13.8cm、器高 5.6cmを計り、砂日底の外底部に逆

台形状の!闘lを1Mり付けた三足香炉である。胎士は灰白色を量し、出色砂粒を合むが比較的良質なもので、

焼成も良好である。器表は口唇部から体部外面と、脚部外面も良く磨かれて光沢をもっ灰黒色であり、

内面は横位ナデで成形している。外商のn縁部下には径1cm程の珠文をf[(I付けている。
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溝
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車庫による撹乱

F一一

地山(岩盤)函範囲

寸 | I  i 

図21各卜レンチ全測図 (岩盤)

b. 第6面下のトレンチ調査

第6面の調査終了後に岩盤面及び岩盤の落ち込みを確認する目的で調査区北壁際(北 トレンチ)と南

陪|探(南卜レンチ)にそれぞれ建築予定の掘削深度まで卜レンチを入れて確認を行なった。さらに上段

部の調査区で西端にあたり第1面検出で、確認した岩盤削平面の東肩に沿う形で(西トレンチ) トレンチ

を設定して掘り下げを行なった。

|有トレンチでは大半を車J軍基礎の撹乱に市められていたが、 トレンチ北壁際を侃り下げたとごろ西側

には関東ローム層に類似 した赤褐色粘質土の厚い堆加が認められ、それを除去すると第6面で検出した

岩雄落ち込みの続きを確認することができた。また北 トレンチでも凶端から岩盤斜面の一部が認められ、

両トレンチとも岩盤はさらに活ち込んで行く様子が窺える。

西トレンチでは第3面の検出治構で述べたように岩盤削平面|探に沿って南北に走る満が確認されてい

る。
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第4章 土
4
山 と め

ふ回の調査地点、は、鎌倉市極楽寺三丁目358番5外に所在しており、極楽寺旧境内遺跡の一角で月影

ヶ谷とl呼称される長い谷戸の入口に近く、西側の山裾部分に位置した場所あでる。調査の結果、丘陵の

山裾斜面を人為的に削平した上で谷戸の内側 (東側)に向かつて埋立てた造成が行なわれ、平場を徐々

に拡大していった様子が明らかとなった。平場の造成は鎌倉時代後期にはじまり、南北朝時代前期頃ま

での比較的短期間のうちに数度にわたって繰り返し行なわれたことが各遺構面と土用断面の観察によっ

て確認されている。以下、本調査地点における生活面と迫桝の変遷を概観してまとめとしたい。

I期=第5・6面と岩盤遺構

調査区西端は岩盤を急傾斜に造成した後、その前面に狭い平坦な面が整地され、斜面下は東西方向の

浅p滞状遺構によって構成されている。各満は流水を示唆する砂利 ・砂(黒色で砂鉄か) ・水磨傑が互

層状に堆積していた。

搬入品からみた年代は、 13由紀中葉以降の要素をもつものが主体でり、中心のn寺期は概ね13世紀後葉

と捉えたい。

H期=第 3・4面

調査区東側に向かつて埋立て造成を行ない平坦地を拡張した様子が窺え、また上段で確認した岩盤削

平面際に沿って満、さらに現市道側への傾斜面には大小土丹塊を貼り付けて土留めを施した雛段状の整

地により構成されている。

搬入品からみた年代は、 13世紀後一末葉を 1=1=11心としたものと捉えたい。

皿期=第 1. 2面

調査区東半分は後世の削.lfによって破壊されていたが、岩盤削平面とそれに続く土丹版築の地業が施

により構成される生活面である。第 l面の土臓は土層断面からそれらが連続的に掘られていたことが観

察された。

搬入品からみた年代は、 13世紀末葉-14iit紀前半までの様相を示している。

なお、本調査地点の北側に位置し、東側道路に面した図 1-2地点(極楽寺三丁目 355番3)の調ー

においても類似した土層堆積が観察された。調査結果では、 13世紀後半から14世紀後半にわたり 、丘陵

の山裾斜面を人為的に削平した上で谷戸の内側(東側)に向かつて埋立てた造成が行なわれ、平場を徐

々に拡大していった峰子が明らかとなっている。

以上のように、本地点における谷戸開発は遅くとも鎌倉時代後期から開始され、南北朝時代前期頃ま

で山裾や斜面を侃削して雛段状の平場造成して居住空間を形成していたものと考えられる。さらに古代

遺構の検出は認められなかったものの、造成客土となる整地層に混じり土師器や須恵器の小片が出土し

ている。本遺跡内の中世以前造物が出土した調査地点をみると、図 1-5地点(極楽寺三丁目298番 2

外)からは8世紀後半から9世紀後半を主体する相模型郎や盤状杯の-1二師器と、 須恵器J不などの中世造

物を凌駕する量の遺物が発見されている。鎌倉市内ではこうした谷戸内や丘陵斜面に集落が発見される

ことが多く、谷戸内にも沖積地を生産基盤とした当時人々の生活の存在が予想、される。
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ら20 かわらけ a: 12.6cm b:8.1cl11 c:3.3cl11 " 1110 かわらけ a: 11.4cI11 b:7.4cm c:3.lcm " 

ら21 神前/; 折Ni刺II b:9.5cl11 " 11-11 かわらけ a:11.4cm b:6.5cm c:3.Ocm " 

6-22 Ju'i脅か b:7.lcm " Jl-12 かわらけ a: 11. 7cm b:7.2cl11 c:3.3cl11 " 

ら23 鉄製品 ;iiT 伐{i- ~:4.6cm " 11-13 かわらけ a: 12.2cm b:8.0cll1 c:3.3cm " 

ら24 鉄製品 事I 伐{f長:3.7cm " 11-14 かわらけ a:12.2cl11 b:8.7cm c:3.2cm " 

ら25 鉄製 !J、争1 伐 {f~ : 5 . 7cm " Jl-15 かわらけ a:12.7cl11 b:7.1cm c:3.3cm " 

9・l かわらけ a:6.7cl11 b:5.lcl11 C: l.6cm m21(1I 1 lト16 かわらけ a:13.0cm b:8.6c111 c:3.lcm " 

9-2 かわらけ a:7.2cl11 b:5.lcl11 C: 1.4cm " lト17 かわらけ a: 13.6cm b:7.0cl11 c:4.0cl11 " 

9-3 かわらけ a:7.3cm b:5.7cl11 c:1.3cm " lト18 (1かわらけ liS:ffliJ'，- " 

Eト4 かわらけ a:7.4cm b:5.9cm C: 1.5cl11 " 1ト19 瀬/; ~庁b\深 Ull b:9.6cm " 

Eト5 かわらけ a:7.4cm b:5.&m c:1.3cm " 11・20 瀬， i 無NitJ、-.5:a:3.0cl11 " 

Eト6 かわらけ a:7.5cm b:4.6c111 c:2.lcl11 " Jl-21 ';i~討'tn-転) 11 縦5.9cl11横 6.6c111 )'1-:0.9cm " 

与7 かわらけ a:7.9cl11 b:6.3cl11 C: l.6cm " 11-22 k上L Jポ:l.6cm " 

9-8 かわらけ a:7.9cl11 b:6.4cm C: 1.9cm " 11-23 /，( .1{ I'/:1.7cl11 " 

Eト9 かわらけ a:7.9cm b:4.&111 c:2.0cm " 11・24 鋒m 伴符J乙，Il " 

9-10 かわらけ a:7.9cm b:6.lcm c:1.9cm " 11-25 かわらけ a:7.6cm b:5.lcl11 C: l.6cm 41耐1沙$;1，1¥1'1'

9-Jl かわらけ a:8.2cm b:6.lcm c:1.7cm " 11-26 かわらけ a:12.7cm b:8.2cl11 c:3.3cl11 " 

9-12 ヵ、企》らit 11:7.&111 b:5.3cm c:l.&111 " lト'2.7 tt総必ず(，文l純 ( I *~河川 i " 

9-13 かわらけ a:12.Ocm b:7.&111 c:3.lcm " Jl-28 II磁 1J J[ IlU b:5.6c111 " 

9-14 かわらけ a:12.7cl11 b:7.7cl11 c:3.0cm " 11・29 111茶!随 刈台後 4.lcl11 " 

9-15 かわらけ a:12.4cm b:7.&m c:3.5cm " 11・30 石製品 f低イl 妓({-f長4.&111 " 

9-16 かわらけ a:12.6cm b:8.1cl11 c:3.3cm " 11-31 鉄製gatta' 事I 伐{?長:6.6c111 " 

9-17 1;'~討't ~理 lII'qffli)'，- " 11-32 鉄製l心 事I 伐 {r- ~:6.3cm " 
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1<2 ild，lぷ (2)

以| f寄 り純~1 法J.l(a:1 Ii主 b:)1主任 c総高) ill+.11その他 I'XI 待iJ磁J'!i t.Hl (a:11後 b:底任 C: 器; ，:'~ ) 辿榊 その他

11-33 鉄製品 ~ r 9JWJ，長5.0cm 4而砂鉄)<;1'1' 18-8 かわらけ a:8.0cm b:5.6c111 C: 1. 7cI11 m6lfi] 1二

11-34 銅銭 可I::+:通If " 18-9 かわらけ a:8.2cl11 b:6.3cl11 c: 1.9c01 " 

11-35 ~fi必HR- 大鷲 JIト'1 1~iíJ '，- " 18-10 かわらけ a:12.3cm b:7.5cm c:3.6c01 " 

14-1 かわらけ a:7.0cm b:5.0cl11 C: 1.9cm 51(Ji II'lil 18-11 かわらけ a: 13.2cm b:8.3cm c:3.4cm " 

14-2 かわらけ a:7.4cm b:5.2cl11 C: 1.6c111 " " 18-12 1市計・1抗5鉢lm a:28.8cm " 

14-3 かわらけ a:7.6c111 b:5.9cl11 C: 1.8cI11 " " 18-13 中止 Jl I 1 i~ ì1't J'1 縦:6.6cm 悩:4.8cl11 )'/.: 1.0CI11 " 

14-4 かわらけ a:7.7cm b:5.3cl11 c:1.6cm " " 18-14 瓦日:i質香炉 a:15.6cm b:13.&m c:5.6cm ，0¥品ij減

14・5 かわらけ a:7.9cl11 b:5.8cm c:1.5cl11 " " 19-1 かわらけ a:8.1cm b:6.lcm c:1.4cm 61(1i II'lil 

14-6 かわらけ a:7.9cl11 b:6.0cm C: 1.6cI11 " " 19-2 かわらけ a:8.2cl11 b:6.8cm c:1.7cm " " 

14・7 かわらけ a:8.0cl11 b:5.6cm c:1.4cl11 " " 19-3 かわらけ a: 12.8cl11 b:7.0cm c:3.5c01 " " 

14-8 かわらけ a:7.9cl11 b:6.5cm C: 1.6c111 " " 19-4 ，'(1滋 !!!I文IIIl (本ffli}'，- " " 

14-9 かわらけ a:7.9cl11 b:5.7cm c:2.0cm " " 19-5 (1磁 11)[';1I11 b:5.8cl11 " " 

14-10 かわらけ a:8.2cl11 b:6.0cm c:1.7cl11 " " 19-6 'iit討't 1'J$事um a:30.OcI11 b:15.Ocm c:ll.Ocm " " 

14-11 かわらけ a:ll.Ocm b:6.5cl11 c:3.0cm " " 19-7 イl製111111 ~祭イ i 長:10.0cm 耐凶 " " 

14-12 かわらけ a:11.1cm b:6.7cm c:2.7cm " " 19-8 鉄製品 1m (~~lí J'，- " " 

14-13 かわらけ a: 12. 1 cm b:7.3cl11 c:3.2cl11 " " 19-9 鉄製品 事I 伐{fJA:8.7cl11 " " 
14-14 かわらけ a: 12.3cl11 b:8.4cl11 c:3.1 CI11 " " 19・10 !.cJ.L l'正L9cm " " 

14-15 かわらけ a: 12.6cl11 b:8.5cl11 c:3.4cl11 " " 19-11 銅製1111 掛1L!t長2.4cm 臨i:0.3cm J'J.:O.3cm " " 

14-16 (1般 11 比例 a:13.5cl11 " " 19-12 調，m ;;t~~J亡 i'[ " " 

14・17 ，'j'( 1総合f益 a:6.4cm " " 19-13 調m 品H{i通'i[ " " 

14-18 1j{滑 川鉢 1m a:28.6cm " " 19-14 島m ;dli通，I[ " " 

14・19 jI，m 政府1;泊セ " " 19・15 U:llii*i 惣 Jllffli-III"lffll " " 

14-20 ~(j必日~・ 4不 b:4.8cl11 " " 20-1 かわらけ a:8.0cl11 b:6.2cm c: 1.5cI11 61(1] r，時2

14-21 かわらけ a:7.2cl11 b:5.0cl11 c:2.Ocm ヨ151(II1: 20-2 かわらけ a:8.0cl11 b:5.2cm C: 1.8cI11 " " 

14-22 かわらけ a:7.5cm b:6.0cl11 c:1.7cm " 20-3 かわらけ a:8.0cm b:5.2cm c:1.&m " " 

14-23 かわらけ a:7.6cm b:6.0cl11 c: l.6cm " 20-4 かわらけ a:8.0cl11 b:5.1cm C: 1.8cm " " 

14-24 かわらけ a:8.0cl11 b:5.2cm c: 1.8cm " 20-5 かわらけ a:7.8cl11 b:5.9cm c: 1.7cm " " 

14-25 かオコら(t a:8.0cl11 b:5.7cm C: 1.6c111 " 20-6 かわらけ a:8.0cm b:5.1cm c:1.5cl11 " " 

14-26 かわらけ a:8.2cl11 b:6.0cm c:1.7cm " 20-7 かわらけ a:8.2cm b:6.8cl11 C: 1.4cm " " 

14-27 かわらけ a:11.9cl11 b・8.0cl11 c:2.5cm " 20-8 かわらけ a:8.2cm b:6.2cl11 C: 1.8cm " " 

14-28 かわらけ a:11.8cm b:6.8cl11 c:3.4cl11 り 20-9 かわらけ a:8.2cm b:6.3cl11 C: 1.7cI11 " " 

14-29 かわらけ a: 12.8cl11 b:7.9cl11 c:3.3cm " 20-10 かわらけ a:8.4cm b:5.8cl11 c:1.7cm " " 

14-30 1 i~ ì1 't 戊 1 1-，:':( b:9.6c111 " 20-11 かわらけ a:8.4cm b:6.9cl11 C: 1.4cm " " 

14-31 イ1製，'，，'， fil~ イ! 伐 (H~ : 5.6cm " 20-12 かわらけ a:12.3cl11 b:7.9cm c:3.2cl11 " " 

14-32 U~líii;; J是JI同質 a:20.7cl11 " 20-13 かわらけ a:12.6cm b:7.&m c:3.4cl11 " " 

18-1 かわらけ a: 13.4cl11 b:7.8cm c:3.4cl11 61(li u演l 20-14 かわらけ a:12.8cl11 b:7.Ocm c:3.3cl11 " " 

18-2 f1J利I JIHm5l'， " " 20-15 ヵ、オ〉らけ a:12.8cm b:9.2cm c:3.6cm " " 

18-3 ".(，:日1'i火鉢 a:35.0cm " " 20-16 かわらけ a:12.&m b:8.Ocm c:3.7cm " " 

18-4 かわらけ a:8.3cm b:5.7cm c:1.6c111 61(r] 1'.城2 20-17 かわらけ a: 13.0cl11 b:7.4cl11 c:3.0cm " " 

18-5 かわらけ a:7.2cm b:5.4cm c:1.5cl11 61(LI ヒット1 20-18 かわらけ a:13.0cm b:8.0cl11 c:3.7cm " " 

18-6 かわらけ a:7.9cm b:6.2cl11 c: 1.4cm m61f1i 1こ 20-19 かわらけ a:13.1cl11 b:8.9cl11 c:3.2cm " " 

18-7 かわらけ a:7.9cm b:5.7cm c:1.7cl11 " 20-20 ，'i'fi!i !!~ 文腕 a:12.2cl11 伽 " 
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k3 法l，t1，(3) 

I'XI 砕けHitri 法I，t{a:llif b:氏lfdt，m m備・その他

20-21 1.1磁 i迎1"1'文腕 a:14.0cl11 61(II i，I12 

20-22 '，'j1;ifi N外l宮1 1111今lf.:14.0cl11 " " 

20-23 l正J{ J'/:2.4cl11 " " 

20-24 !，(J、L J'メ1.7cI11 " " 

20-25 !，(J{ J'/:2.Ocm " " 

20-26 イi製品低利 伐(f長:6.5cl11 " " 

20-27 イi製J111 低イi残{i:長4.5cm " " 

20-28 鉄製品 ~ I 残{{~:9.2cm " " 

20-29 鉢m IJfl;じ通'j， " " 

20-30 調，m; ';i'本・通，j， " " 

20-31 鋒m ;d(i泊'I{ " " 

20-32 鉢m ;O(i通，I{ " " 
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図版1

企 a. 第1t[U令:l;k (I)~から)

企 b. ~;2面全J~~. (阿から)

... c.第2面全対(I判から)
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図版2

企 b.第3而斜「日検nwu兄(束から)
tJ 'J' ~鬼の lh'i り 付けにより上出めの械li控を施す(リ!'.Ib .d . e) 

企 a.第3r団全jif(昨jから)

.... e.第41珂料lui検出状況(北から)
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図版4

も
企 a.第61fti上全民 (北から)

企 b. 第61而 I ~ 7，時1(伴iから)

企 c.m61師卜.鉄分納まり(点から) 企 d.第61目上峨1辿物1'111上状iYl
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図版7
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西ノ台遺跡 (No.378)

台字西ノ台1595番ほか地点、



{列 仁1

1. 本報は台字国ノ台1595番ほかにおける個人再開住宅建設にともなう埋蔵文化財緊急発価調査の報告で、ある。

2.調査期間 平成15年4月11日~同年4)=122円
調査面積 35.15m' 

3. 本地点の整理 tの略称は iD1595Jである。
4. 調査体制
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第1章調査の概略

1.調査地点の位置と環境

台山は鶴岡八幡宮から北西にやj:Iびる丘陵である。際高は70mから90mほどで、被雑に入り来f:lんだ大小

の支谷が盟かな緑地を形成している。この丘陵の北(東)面には、主尾恨と 、それに平行する長さ

100m前後の支尾根がある。調査地点は舌状に仲ひ寺た丘陵の西側斜面中JJ!iに形成された平場に位置する。

標高は25m前後で、台山辿跡(鎌倉市No.29)に境を接する。現在の地番は台字西ノ台1595番ほか。一つ

の尾根にはさまれた狭い谷の北fJ{IJI~I~I 口近くにあたり、谷を I~I!Iれば北側にかつて山内荘と呼ばれた北鎌倉

から横浜市栄区にかけての平野部が広がる。谷円のすぐ左子、調査地点からは200mほどの場所にもと

台村の村社であった神明神社がある。南東250mには地蔵堂があったと伝える場所がある。

台山に純文時代から近世にかけての追跡が存在することははやくから知られており、 1970年代以後卜

数次の発掘調査がおこなわれてきた。とくに尾恨基部方面(東南方向)400-500mにある台山藤源治迎

跡は縄文以降長期にわたる複合遺跡である。また西側主尾根の北端に位置する本道山泊跡で、も、弥生Hキ

代後期一律令時代にかけて多数の住居祉が発見されている。調査地点は二つの濃密な泊跡の聞に位置し

ており、この一帯にも住時人跡がおよんでいたであろうことが想像される。

調査地点のある、ドJE[IfiIは、台山の支!舌根西面のl頁上から一段下がったところを縦走するようなかたち

で南に続く 。現在は畑地や住宅地となっているが、本来はどのようなものであったのか知りたいところ

である。

2.調査経過

杭打ちをともなう工事が予定されていたため確認調査を実施し、その結果土器調H片が山上したので発

掘調査を実施した。面積35.15m'。調査は平成15年4月11日に始まり、同年4月22日に終了した。

3. 調査方法

調査区は細長く 、 また主~illi方位は国土座標系から大きくずれていたので、測量の便宜のため任なの

5m方眼を設定した。長中111にA以下のアルフ ァベッ トを、短車，11に算用数字の名称を与えた。座標系との述

絡は次のとおり。

交点1-B X 73 567.400 Y 26735.850 (エリア9J

1軸とY系との偏差 N (y) -420 19' 00" -E 

(馬淵)

第2章調査結果

1.基盤層面 (図3)

本調査区は台山丘陵丙施の段状音I~に位置しており、現在まで畑地として利用されていた 。 耕作 tは20

cm-lmlまどの厚みで雌射していたが、直下にl悶制色の岩盤の風化した地盤附があ らわれる。生前il白iと

呼べる状況はみあたらなかった。おそらくもともと緩やかな傾斜のあったこの場所を、耕作地にするた

め基盤府をいくらか削ったのであろう。基盤貯は丘陵頂上部(北京)から急傾斜地方向(南西)へと緩や

かに下っている。これは現地形の等高線とほぼ符合する。かつての生活面がこの場所に存在していたか

どうかは不明だが、基調設!百上而から上坑や小穴などがいくつか検出された。

土坑1
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図1 調査地点と近辺の遺跡・旧跡
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位置 :l-B 、ド而 )~ :長方形 断而形 :箱JIヲ

さ約45-58cm (西へむかい15cmほど深く掘り込まれる)

に表記 社ll上逃物:上自rn器IIIlR脱却1]片(中位，図示不可能)

胤棋 :長辺約214cmX短辺約73cmX深

主'11111方位:N-43
0 -w 充填土:~I 

特記事項 :充填土は 仁坑2と差異はな

いので同時期の遺構と干iJltfrで、きる。上記の深さよりも上層からJ屈り込まれたI:IJ能性がある。深さからみ

て近|立以後この、|り日l而が造成されたあとに掘られたものだろう。したがって、知|にともなう、芋などの

引寺的貯j哉、あるいは附設のための穴であろう。

土坑2

位置 :1・2-A.B 平面JIヲ:長方形 断面形 :~ÎII~ 規模:長辺196cm以上×短辺約

62cmX深さ約78-88cm (北へむかPI0cmほど深く掘り込まれる) 主l1111j方位 :N-45.5
0 
-E 

充頃，上 :調査区北噌上!日内に去記 出土遺物 :土師器l旧R極細片(~I:I Ilt，図示不可能) 特記事

項 :上府観察から第2病以後に掘り込まれた辿椛と判断する。これもまた、-1:坑1と同じく貯蔵、もしく

は晴長のための穴だろう。

2. 深掘り部分 (図4)

先に述べたとおり基盤附とみられる岩盤崩土が調査区全域でひろがっていたが、およそ3llirliをはさん

で東凶の地質に変化がみられたため北壁沿いを長万形状に深銅りし、その耽硝状況を観察した。3中rliよ

り東側は I~J灰褐色 |こが混在した凝灰質砂岩質層(第2用) となる 。 ざらざら(未凝固) としていて鉄分化が

皆しく凝灰岩も合まれていた 。 阿官[IJ は H音 :茶色の行税肋上(第1 }国)が雌制していた。 }~ }平は5-40cmで、

ある。士用観察から判断すれば、 3'11111東側IJの第2-6層に形成された落ち込みに第3・5用の崩土が雌，fJ'(し

たと推測!できる 。 第9}~可は野l込用で、第2附と酷似した凝灰行質を I，~する 。 表 l面はゴマ シオ状の軽石凝!火

岩を多く含んでいてやや未凝固である。野島層は大船宅之下北側付近から東方へと分布し、天神山、台

III 、六 l fi l ÿó山周辺、今泉・情などで~W顕している 。

(鍛治屋)

第3~ まとめ

この、ドJI!1師は、民終的には近世以後にI'fl J り n~， されて現収のかたちにな っ たと推測される 。 しかし1M辺

の状況からみて、もともと台山の支厄線西面rl1段に帯状段部があったことは間違いない。それが何であ

っ たのかは今 1111の訴~ftで、 l リ l らかにすることができなか っ たが、近世以降の向山におけるり山利用の-封印

が窺えたといえよう。

図1悶査地点名と文献

¥...f，:地点

2.fillll自跡(、.29) ~ f ..f，:ti . 1996 [内 '{' I川 ノ行 1 627~ J r鍬ü rliJ'I!級文化IIt!ぷ ，;':t ，~~1i'知的，'1J1:1 
~， k 1.1.'，1 .1990 fi'{'内ノ向1624裕1外 『鎌 !t ， li Jl I'健文化IH~阪急，淵1i'制作
4， 糾・M∞1fiιγF州ノ1勺17181時31rUHrrliJll'紙文化III~~ ，;':t ，.~ 1i'制作.'fJ17 
~ ~ 外 x.リ 1ほか 1 988 [ fî ' {' I'~ ノ内 1 730 1ff1他J r i革命， Ii JlI'蔵文化nf!l-~ ，;':t ，刈1i'骨I;' ，， 'U 4 
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& ~十l~Xi1'.' (1998 r fî l ll遺跡j 台 1 11 )口跡JlIl~文化I!l1f品II.淵1i'1剖・州ιIJt;‘火"S'，'i'i"Tif究所
9， Ill'ffil97'1 [fi泊跡1fllli，.1f・i判I;'，Jr 人文利常利.tt!'!l' J 苛~59制 収J;(A;乍文化人口i"r.liJf':党本
lU.fi山砂川、III，自湖、 f，t正i九州ほか1985r fî山縦訓rn泊跡j 向山雌l~/.ifl泊跡先制訓 i主l、H

1¥." kM1'1勉1996rfi山t掘削治ifi跡 司)2;).:，;淵先制仇 J filll曲面的‘治遺跡先制a刈従l封
12， " '，j，摂Jil別1993rfilll般向治冶跡 :n3次調f王朝l仇 j向山雌源ifl遺跡光州訓伐l剖
13州l且ヶf宇治跡 (¥0213) 山ノ 1 '1 ' {'雌 i~/.治9281件 lほか 1991，淵1i'本側?i'
14， 111 ノ I ';-{'雌 i~/.治9301件5ほか 2∞2，制作 よ剣山
15， " 山ノ 1';- ド ~U且 ヶ 谷ロ94 1ff 4 . 5 2∞2，淵1i'..f，:，'fω似
16.1'111: ，'fl"IIjifj且跡的，287) 1)りす まどか2∞0 [ ， 1 ， ノ 1 1~~Ull ヶ符 1 229需 1 '5J r鎌府市川厳文 化1Ij'~~ .;':t ，.~1i'如何，'1J16 
17， 縦')eほか1998[，1，ノ内'{'雌i明tifl9511ff2Jr鎌 !t rli Jl I!磁文化nf~~:~t ，~~1i'輔!;'，，IU 14 
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公方屋敷跡 (No.268)

浄明寺四丁目273番地点、



例 -

1 .本報は、公方屋敷跡 (No268)内の鎌倉市浄明寺四丁目273番における個人専用住宅の新築に伴う埋蔵文化財発掘
調査報告である。調査而柏は73.13m'。
2.発掘調査は、平成15年4月30日一同年7月5日にかけて鎌倉市教育委員会が実施した。
3.調査体制は以下の通りである。
調宜主体 鎌倉市教育委員会

主任調査員 熊谷満

調査員 tljl木弘己

調査補助員 長津保県 ・包囲修平・青木岳大・安藤龍馬 ・岩津智和|

調査作業員 安斎三男 ・北島泊一 ・倉滞六郎 ・杉浦iI<i;t.吉本尚三
4.本報作成にあたっての整理参加者、及び分担は以下の通りである。
整理参加者粛木秀雄 ・ 瀬田哲夫 ・ 熊谷満 ・押木弘己 ・ 三ツ柿正夫 ・ 鯉初|義紀 ・ 伊牒陣要I~ ・ 小野笑美 ・
八木沼ひとみ ・森山知加 ・加藤千#

泊物実 ajlJ iij質問・ 三ツ椛・鯉決J.伊藤 ・小野・八木沼・森山
図版・表作成 瀬田 ・熊谷 t1p木 ・伊藤 ・加藤
写真槻影 i頼回 (泊物) ・熊谷(治椛)
原稿執筆熊谷(第 1-3 i;t) . j荒木(第3草)
5.本報の凡例は以下の通りである。
図版縮尺 辿桝 1/30 (微細医J)、1/60(個別図)、1/80(全体図)、 1/100(等高線図)
辿物 1/3 
-遺構図版水糸高は海抜値をぷす。

. ~物図版 ←・→は使用痕の範囲、ー ・ ーは柄IJ薬の範囲を示す。
黒塗りは湖l煙・焼け焦げの範囲をポす。

法拡表 Oは復元数値、 日は残存数値をIJミす。ぷの遺物番対は実視11凶番けと一致する。
計測表 日は残存数値を示す。表の遺構番'.fは全体図番号と一致する。

砲上は以下の通り、特徴からタイプ別に分知した。

A.黒褐色上炭化物・ かわらけ片を多吐合む。
B. 11音褐色上 土丹 ・炭化物 ・かわらけ片を合み、ややl沙性を帯びる。
C.黒灰色粘質土炭化物少量含む。粘性強い。
D. n音灰色粘質土 |二j、l粒を多く合む。炭化物を少ili合む。
E. U音灰色粘質土炭化物を少111合む。砂性を帯びる。
F. U音灰色砂質土 やや粗い砂を主体とする。炭化物を少量合む。
G.暗褐色粘質土 炭化物を含む。土丹粒を少量合む。

H. ~~褐色粘'['(土 粘fl:やや強い。
1. 11剖火色粘質土締まりなく 、粘性強L、。

J.茶褐色粘質土 黒褐色粘質土混入。鎌倉石細粒を含む。締まりなし。

K. 茶褐色粘質土 地山ブロックと暗灰色粘質土が混合した陪。

6.本報記載の 「鎌倉石」は粗粒凝灰料、「土J'JJは凝灰質シjレ卜岩をポす。ともに鎌倉周辺で産する岩石である。
7.現地調査から本報作成に至るまで、以下の各氏及び機関から御教示 ・御協力を賜った。記して感謝の怠を表した

~ ¥ 0 (敬称略 ・五十音}I国)

f;)t~ 'Jまどか ・ 小林康幸 - 汐見一夫 ・田知I~支i盟 ・ 玉林美1; . 福田誠 ・ 宮凹 l其 ・ (社)鎌倉市シルバー人材センタ-
8.本調査に係わる資料は一括して鎌倉市教育委員会が保管している。
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第1章遺跡概観

1. 遺跡の環境と立地

本辿跡地点、は鎌倉市浄明寺四丁目273番に所在する。調査地より約30m西には、胡桃ヶ谷の谷戸奥に

源をもっ胡桃川が北方より流れ、調査地の約120m南を西流する滑川へ合流する。胡桃ヶ谷には、律宗

系の寺院大楽寺があったとされるが、将軍足利義教が鎌倉御所持氏を討った永享の乱 (1438)による永

安寺炎上の|際には、南隣に位置するこの谷も類焼し、大楽寺は焼けて二階堂に移ったという。戦後の高

度成長期に行われた大規模な宅地造成により往時の景観は失われているが、東側の山裾にはやぐらが多

く見られる。滑川に沿って鎌倉市と横浜市とを結ぶ県道金沢鎌倉線が走っており 、この道筋近くを鎌倉

H寺代には朝比奈切通を越え金沢へ至る六浦路があったとされる。六浦路は仁治二年 (1241)に聞かれた

明比奈切通とともに整備され、この後大倉辻や須i也T1江崎に商業地区が出来た頃には朝比奈切通付近に
もi肝が並び、人の往来で賑わったという。本遺跡地は県道金沢鎌倉線から、青砥橋より約60m東にある

胡桃ヶ谷へ至る細街路沿いに位置する。胡桃ヶ谷の開口部東側となり、周辺の地形は滑川へ向かつて降

る緩斜面となっている。

公方屋敷跡は足利氏邸跡 ・御所ノ内ともいい、足利時.氏の第四子基氏 (1340-67)を初代として氏

il:l~ ・ 1r，財布 ・ 持氏 ・ 成氏の五代にわたり東国を管l階した鎌倉府の首長、鎌倉御所の居したところである 。

鎌倉御所は鎌倉公方 ・関東公方 ・鎌倉殿ともいう。はじめ関東十カ国、伊豆 ・甲斐 ・相模 ・武蔵 ・安

房 ・上総 ・下総 ・常陸 ・上里子 ・下野を管轄しており、元中九年 (1392)氏満の時に陸奥 ・出羽の二国を

加え十二カ国を管轄するに至った。この後、成氏が上杉窓実の子関東管領窓忠を殺して幕府に追討され、

1.本闘査地点 2公方屋敷跡(浄明寺三丁目151番1外) 3公方慶数跡(浄明寺三丁目143番2)

4浄妙寺旧境内遺跡(浄明寺稲荷小路129番2) 5.稲荷小路南遺跡 6公方屋敷跡内やぐら

図1 調査地点位置図
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康正元年 (1455)に下総古河へ逃れて古河公方を名のるまで、 100余年にわたって関東を掌握していた。

現在でも小字として 「御所ノ内Jが残っており、本調査地はこの小字御所ノ内の範囲内、中央西端辺り

に位置している。

当地に鎌倉御所が置かれたのは、この地が鎌倉幕府の頃から代々足利氏の屋敷であったことに起因す

る。足利氏が鎌倉での拠点をこの地に定めたのは、尊氏の父貞氏 (1273-1331)の代である。貞氏は、

文治四年 (1188) に足利満兼が開創した鎌倉五山第五位となる臨済宗建長寺派浄明寺の中興開基と伝え

られ、 『相模風土記Jは「元弘元年九月五日讃l岐守貞氏卒しければ茶毘して当寺(浄明寺)に塔を建つ」

と述べる。また、貞氏の父家時の墳墓と伝えられる墓が、浄明寺から滑川を挟んだ向かいの谷に位置す

る報国寺にあり、この地が足利一族にと って代々縁の深い土地であったことが窺い知れる。

本調査地周辺での調査事例は多くない。同じ公方屋敷跡(神奈川県遺跡台帳No.268)の範囲内では、

やぐらの調査を除けばわずかに過去2例の発掘調査を数えるのみである。浄明寺三丁目143番2地点では

平成3年 (1992)に調査が実施され、 3枚の遺構面を検出している。1商では井戸や切石積列、道路など、

2面で建物跡や道路、及びそれに伴う側溝など、 3面で道路と大溝、そのほか土域 ・かわらけ溜りなどを

検出している。出土遺物などから、 1面が14世紀中葉一15世紀前葉頃、 2面が13世紀後葉-14世紀前葉成、

3面が13世紀前葉~中頃の年代が与えられている。浄明寺三丁目151番1外地点は平成6年 (1994)に調十

が実施され、 4枚の遺構面を検出している。1面では9口のビ ット、2面では満1条 ・土填6基 ・かわらけ溜

まり1基 ・柱穴20口以上、 3A面では土域1基 ・柱穴9口、 3B面では土;燐11基 ・溝1条 ・柱穴多数を検出し

ている。3B面において、建物の一部と考えられる柱穴の並びを2:yU確認している。出土遺物から、1面
までが14世紀後葉-15世紀前半頃迄、 2面が14世紀前葉一中頃、 3A.3B面が13世紀後葉一14世紀初頭の

年代が与えられている。いずれの遺跡においても13世紀-15由紀に至る遺構群が検出されており、 13世

紀後葉-14世紀前葉頃に全盛期を迎えている様子が窺える。

十 (Y=-23280) 
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1 表土層

2 黒褐色土

3.暗褐色土

4.暗褐色土

18 

現代後乱

かわらけを大盤に含む中世遺物包含層。

土丹・鎌倉石を含む。かわらけ片を含む。

土丹I也業層。拳大の土丹を密に含む。

粘土粒を少量含む。締まり有り。5.茶褐色粘質土

6.黄縄色砂貧土

7 暗灰色粘質土

8 暗灰色粘質土

土丹・鎌倉石細粒を多く含むt也幾層。堅固に締まる。

上位に炭化物を多く含む。締まりゃや弱い。

粘土粒・炭化物を少量含む。締まりゃや弱い。

9 暗縄色土 粘土粒を少量含む。

10暗灰色砂質土 粗砂と土丹が混合した属。

11稽茶褐色粘質土 粘土粒を含む。炭化物を少量含む。

12.暗灰色粘質土 粘土粒・炭化物を少.含む。締まりゃや弱い。

13暗茶褐色砂質土 炭化物・暗茶筒色粘質土ブ.ロックを少量含む。

14目玉石層 玉砂利で構成された層。

15暗茶褐色粘貿土 土丹・鎌倉石・粘土ブロγクを少量含む。締まり強い。

16稽灰色粘貧土 炭化物を部分的に多く含む。締まりゃや弱い。

17.賛褐色砂質土 鎌倉石細粒を密に含むI也業層。稽灰色中砂混入し堅固に締まる。

18.黒灰色粘質土 鎌倉石細粒・炭化物を微量含む。締まり有り。

19.暗縄色粘質土 土丹・地山ブロックを少量含む。部分的に褐鉄化する。

20.精縄色粘質土 土丹粒・地山ブ‘ロックを含む。

21青黒色粘質土 上位が部分的に褐鉄化する。

22.茶褐色土 復白色粒子を含む。強〈締まる。地山。

23.賞縄色土 鐙白色粒子を含む。強く締まる。

24茶褐色土 橿白色粒子を含む。強く締まる。

図3 堆積土層

[づ|同・ 参考文献]

ー一目 白羽

17 

2面 「 ・・6菌

3面 rγ .7函

4面 幼虫~ ...8面

:・.…5面

。 5=1/60 2m 

A黒縄色土 炭化物・かわらけ片を多量含む。

B. ~音褐色土 土丹・炭化物・かわらけ片を含み、やや砂性を帯びる。

c.黒灰色粘質土 炭化物少量含む。粘性強い。

D.暗灰色粘貿土 土丹粒を多〈含む。炭化物を少量含む。

E楕灰色粘質土 炭化物を少量含む。砂性を帯ひ'る。

F.暗灰色砂貧土 やや粗い砂を主体とする。炭化物を少量含む。

G 暗褐色粘貿土 炭化物を含む。土丹粒を少量含む。

H 黒褐色粘質土 手占性やや強い。

l暗灰色粘質土 締まりなく、粘性強い。

J.茶褐色粘質土 泉街色粘質土混入。鎌倉石細粒を含む。締まりなし。

K.茶褐色粘質土 地山ブロックと暗灰色粘質土が混合した層。

鎌倉市!と編纂委員会制 (1959)r鎌倉市!と 総説編j及び f鎌余市!と 社寺編j 占川弘文館
白井永て (1976)r鎌倉事典j 東京堂w版
宮田県 (1996)r公JJ)=嘉敷跡発掘調査報告J? 鎌合 dî・ r(d~1 与三 fH151孫1外j 公方屋敷跡発制調査団

j京成志 (1994)r公方屋敷跡Jr鎌倉 rlî埋厳文化財緊急調査報告 ;!~10 (第1分Illr)J 鎌倉市教育委口会

-57一



2.調査の経過

本調査は、鎌倉市沖明寺四丁目273番における個人専用住宅建設の申請を受け、確認調査 ・諸協議を

経て平成15年4月30日-7月5日にかけて実施された。調査面積は73.13m'。調査に伴う残土を場内で処理

する都合から調査区を東西に二分し、東を I区、西をH区としてI区調査終了後にE区の調査を実施し

た。表土となる現代盛土層を重機により除去し、以下は人力によって掘削を行った。湧水多く、調査区

内周囲に側溝を掘りポンプによって湧水を汲み出しながらの調査となったが、中世地山となる自然堆積

1まで、 811寺期の迫梢面を確認することが出来た。

3. 測量軸の設定

記録保存のための測量!Iiillは、 鎌倉市四級基準点J152(X=-75778.440，Y=-23306.414)、]153(X=-

75807.434，Y= -23312.042)を基に国土座標軸に沿って設定した。調査区を内包する2.0m方眼を設定し、

北東角交点をA-1(X=-75742.000，Y=-23270.000) として、南北軸には東から西へアルファベ ット

(A-G)、東西軸には北から南へアラビア数字 (1-8)を充てた。各方眼区画(グリ ッド)の名称はこ

れに従い北東角のili!lI線交点で、表す。このグリッド配置に準じて、区11二十Iの}j位は全て真北を用いている。

また海抜楳高値は、鎌倉市三級基準点 (No.54109 L=27.360m) を基に、調査測量杭上にレベル移動

を行った。

4.堆積土層

本調査地点は丘陵中腹において一部平坦となっている部分に位置し、現地表海抜高;20.8m前後を測る。

表土は30-60cm程の厚さをもっ現代の盛土層で、これを除去した海抜高20.2-20.5mtこおいて第1面が検

出される。第1面は中世遺物包含府上面であり、この時代以降の生活面は現代の整地によって既に削平

されている。第1面を構成する2・3用，は20cm前後の厚さをもち、大量のかわらけを含む。単純計算でお

よそ14m'となるこの雄都 t中から、 1. n 区合わせ390kg近い重量のかわらけが出土しており、人為的
に大量のかわらけを混ぜて埋立てた様Fが窺える。この2・3府を除去すると海抜高20.1-20.4mtこおい

て第2而が検出される。締まりのある茶褐色粘質土で構成される生活面で、調査区北側においては拳大

の上丹を突き固めた地業!習が貼り増しされている。第2而の構成土である5層直下となる海抜高19.9-

20.2mlこおいて第3而となる。土丹糊粒や破砕した鎌倉石を突き固めた地業層で、堅固に締まる生活面

である。第31面構成土の6J0Fは乱れた堆積状況を示しており、締まりの弱~¥11音灰色粘質土を主体とする

これらの層を挟んで、海抜高19.6-20.0mlこおいて第4而が検出される。6層下の堆積土の乱れは満状、あ

るいは窪j山として第4而を侵食しており、何らかの自然災3的な影響による可能性も考えられる。第4面

構成土の11層直下となる海抜高19.7m前後において第5面が検出される。締まりの強い暗茶褐色粘質土

上に玉石の般かれた生活l曲.で、ある。第5面構成上の15層下では部分的に締まりの弱p晴灰色粘質上が薄

く堆積し、これを除去した海抜高19.4-19.6mtこおいて第61而が検出される。破砕した鎌倉石細粒にH音灰

色砂を混ぜて突き固めた地業層となり、堅固に締まる生活而である。第6面構成土17層を除去すると、

北側で、は海抜 1';6 19 .4m前後で、 l ド 11I: J也山となる茶樹色土がi露出し、南側|では大量に I~~棄されたかわらけを

含む層を扶んで、海抜高19.3m程で、士一月細粒を突き固めた地業面、あるいは炭化面が部分的に広がる。

これが第71IDとなる生活l自iで、ある。南側の地業用、及び炭!曹を除去すると、部分的に薄p黒褐色粘質土

を挟んで第8面となる中世地山が海抜高19.1m前後で、検出される。
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第2章 検出した遺構と遺物

本草では各面の主たる泊構について説明を加える。検出された建物跡各柱聞の芯々距離は建物個別図

li 1に示している。また、建物跡各柱穴を合む全ての治構について規模等の計測fi立を表1・2に記している。

遺物に関しては種別 ・法量値を表3-6に記しており、遺物に関する情報は図 ・表を参照されたい。

第1面 (図4，6、|玄|版1)

この面で、検出した辿梢は、掘立柱建物1棟、満1条である。また、調査区北Jk、及び南東の一角におい

て、投棄されたものと忠われる鎌倉石塊併が検出されているが、この面が現代に削平された泊物包含lり

であり、これらの石塊群は層中に含まれるものであるため、遺構として意味を為すものではない。

建物1[辿梢1-4](関5，6-1-10)

調査区西側のD-3，Eー2-4 ，F-3グリ ッ ドで検出された 。 確認楳高約20.4m。 主 ~11jl方位N-380
-E。

建物規棋は東阿11剖×市北1間で、さらに北・州に延びる可能性がある。

溝1[迫梢5] (附4)

調査区間fJllID. E-3・4.F-3グリ ッドで検出された。椛認牒口約20.3m。主'11111方位N-50
0-w。底面

海抜fuJ:の比i陵では調査区阿端からia梢東端まで差がなく、平山となっている。

第2面 (1主14，10-13，17、1'><1版1，2)

この面で検出した遺構は、礎石建物2棟、土蹟3基、満5条のほか、建物としての並びが捉えられなか

ったピット3311 などである 。 ~H1480は而 l立上に鎌倉石切石を点阿に2つ並べて据えたものである 。 |有端

のラインが揃っており、中ill方位はN-53
0-w。他にこれに繋がる遺構は検出されず、あるいは建物跡

にflうものかもしれないが、どういった用途のものなのか不明である。
建物1[辿梢6-23] (図7，12-1-3・10-30，13-12-15)

調査区全面にわたって検出された。l確認標高約20.3m。主車111方位N-36
0

-E。建物規棋は東西4間×南

北31首lで、さらに東l珂・ 南北に延びる可能性がある。各柱穴は掘り込みを伴い、礎石が生活iIIT上に蕗出

しないものもある。覆土111には、大量のかわらけを含むヒ!替の包含用が流入しており、礎石直上まで埋

め尽くしている。J:Id，fI'ヰ6・15・16・17・18では礎石は検，'1'1されなかった。遺構7・8は、 Hlr，りIWしされた

地業面上面から掘り込まれている。また、追梢7・9・19. 21・23の礎石上面に、 12cm角の木材がI依って

いた痕跡が認められる。柱の通りに対して斜めを向いていることから、礎石上にl直接柱が建てられたも

のではなく、礎石上に板が敷かれ、その上に桝造物が載っていたものだと考えられる。

建物2[遺構24-36](凶8，13-3-11)

調査区全面にわたって検出された。116iZZ棋尚約20，2m。主il11u方位N-36
0

-E。建物規棋は東州31出XIキj

北311¥1で、さらに東阿・南北に延びる可能性がある。礎石は遺構27・30・33の3口のみ検出している。迎

梢26・27は、 fh1iり増しされた地業用を|除去した後に検，'1'，されており 、礎イ7建物1に先行するH抑制のもの

であることが判った。

土壌1[辿梢70] ( 1~1 9) 

D-5グリッドで、検出された。確認標高約20.1m。桁円形を呈 し、長軸方位N-36
0

-E。

土靖2[遺構71] (図9)

C-5 . 6，D-6グリッドで検出された。確認、標高約20，lm。やや歪んだ万形状を呈し、長lTlh方位N-
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土壇3[遺構72J(図9，12-31・32)

C-5・6グリッドで検出された。確認標高約20.1m。

やや歪んだ方形状を呈し、長車Ih方位N-560-E。

溝1[治構73] (図9，12-33-47)

調査区北西角のDーl.E-1.2グリ ッドで検出され

た。確認標高約20.2m。主軸方位N-36
0

-E。断面は浅

PU字形を呈し、磁土中から一括廃棄されたかわらけ

が出土している。底面海抜値の比較からは調査区北端

から辿構南端までほとんど差がなく、平坦な底面を不

している。

溝2[遺構74](図4，13-1・2)

調査区西側中央やや南寄りのD. E-4，D-5，E . F-3 

グリ ッドで検出された。確認標高約20.2m。主iliUI方位

N-54
0 -w。断面は浅いU字形を呈する。底面海抜備

の比較では遺構東端から満3と接する辺りまでが平坦で、、

そこから調査区西端まで、に7cm前後降っている。

溝3[迫梢75](図4，13-17-18)

調査区南側中央やや西寄りのE-4.E'F-5グリ ッドで検出された。確認標高約20.2m。主車111方位N-

37
0 

-E。断面は浅いU字形を呈する。底面海抜値の比較では満2と接する辺りが最も高く、調査区南端

まで、4cm前後緩やかに降っている。

て~ f: 

¥Lイ
に斗ニJ

¥ょとプ〈

¥仁J
\~.. 1 =;: 

~ --LJ 
〈遺構 4> 

ミヨごイ
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三キイ
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。 S=1/3 10cm 

図6 1面出土遺物
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溝4[治構76-78](図4)

調査区南側のB・C-7，C. D-6，E-4・5，F-4グリッドで検出された。確認棋l可約20.2m。主!Iilli方位

N-54
0 -w。断面は浅いU字JIヲを単する。細長い滞状上臓が34さ並ぶ様相で、あるが、途中す断する一連

の梢状J.!dfb'iと捉え、 寸市して満4とした。底而海抜11立の比'1涜で、は満3を切り込む辿梢77が最も高く、その

J-Ri)yの治構76・78は10cm紅低い。
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溝5[遺構79J (図4)

調査区南東のB・C-6グリッドで検出された。確認際i肖約20.1m。主判l方位N-52
0-w。断面はU字

形を呈する。底面海抜値の比較で、は調査区東端が最も高く、土墳3'こ切られる部分まで'10cm程降ってい

る。

第3菌 (凶14，17、図版2)

この面で検出されたi削椅は、 t目立柱建物2棟、土岐2M、満3条のほか、建物としての並びが捉えられ

なかったピット40口などで、ある。

建物1[辿梢81-86J(図15，17-11-13)

調在区東側のA-4・5，B-3-6，C-4・5グリッドで検出された。確認標高約20.0m。主jl11]1方位N-

38
0 -E。建物規棋は東西1凶JX南北2間で、さらに点 ・南北に延びる可能性がある。

建物2[治構87-92J ( 1~ 15，17-20 ) 

調査区西1JIIJD. E-2-4.F-4グリ ッドで検出された。確認楳高約20.1m。主1111h方位N-42
0

-E。建物

脱模は東西1間×南北2問で、さらに西 -南北に延びる可能性がある。

土壌1[遺構131J(1主116)

0-5・6グリッドで検出された。{確認標高約19.9m。歪んだ桁円形を呈し、長41lh)]位N-44
0

-E。

土壌2[治構132J(lzI16) 

C-6グリ ッドで、検出された。l確認棋高約19.9m。調査区外南に延びており、推定平面形は佑円形。長

il11h方位N-12
0

-E。

溝1[遺構133J (図16.17-14-19)

調tf.区西側のD-2，E-2-4，F-3-5グリ ッドで、検出された。確認標高約20.1m。主!Jilh方位N-36
0

-E。

断面形は逆台形を呈する。底面海抜値の比較では調査|又北端が最も高く、そこから緩やかに南へ降って

L、く 。途中で、底面海抜値の比較で、は西から東へ|滞っている調査区外凶から延びる満と接続しており、

この合流点より 130cm粍南で、;急激に収束し、そこから段差がついて20cm程浅くなり、 |隔も狭くなってさ

らに140cm程南で一時途切れ、近按して再び調査区外市へと延びてL、く 。
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溝2[遺構134J(図16)

調布区南西のE-3，F-3・4，G-4グリ ッドで検出された。確認標高約19.9m。主!lilU方位N-4f-E。断

而形は浅p逆台形を呈する。満1との切り合い関係はつかめなかった。底面海抜値の比較では遺構北端

がidもI古く、調子宅医!軒端とのj七113議30cm.fVで、1判へと|匂ってL、く 。

溝3[遺構135J(図14)

調査区中央やや京の北1J!IJ、B.C-3・4グリ ッドで検出された。確認楳 11.]i約20.0m。主中111方位N-

63
0 -E。断面71ヲは浅いU字形を呈する。覆土中から人頭大の上丹 ・鎌倉石塊がまとまって検出されてお

り、状況からは投げ込みによるものと思われる。!底而海抜値の比較で、は平坦で、あるが、生活而が南に緩

やかに傾斜しているため徐々に比高差がなくなり途'1'で消えてしまう。
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第4面 (区114，18、図版3)

この面で、検出された退桝は、道路状遺構1条、柱穴夢1J1ダIJ、満1条、土成2基、建物としての並びが捉え

られなかったピット12口のほか、自然流路 ・窪地状の遺構などである。

道路状遺構1[迫梢155J(図14)

調査区西端のD- 1 ，E- 1 -3 ，F-2-4 ，G-4グ リ ッドで検出された 。 確認楳高約19 . 8m 。 主!ll~1方位

37
0 

-E。調査区外南北に延びていくものと思われ、 |隔は調査区外西まで架かるため不明である。路面

は土汁細粒を突き固めた地業面となっており、東端部分に土壌化した板材の痕跡らしきものと、その東

に接して板材を留めるための杭の痕跡が確認される。これらの痕跡は調査区南側になると、その東に広

がる地業而との医別が不明瞭となってしまう。

柱穴列1[遺構136-140J(図16)

調査区西側のD-2，E-2・4，F-4グリ ッドで検出された。R町i(1師f

柱穴51仁口二コlが半間間隔でで、南j北ヒ口2間分並んでで、おり、 さらに調査区外北に延びる可能性がある。この柱穴列から

西に半間の問|渦をおいて道路状追梢が通っていることから、これと同時期の塀あるいは柵のようなもの

かもしれない。
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溝1[ill構158J ( 1~ 14) 

調査|丘中央付近のC-3・4.D-4・5グリ ッドで、検出された。確認標高約19，8m。主!Iil[]方位N-36
0

-E。

断面形は浅いU字形を呈する。底面海抜値の比!11交で、は調査区北端が最も高く、調査区南端との比高差15

CI11程で、緩やかに南に降る。

土壇1[遺構156J (図16)

F-4・5グリ ッドで、検出された。確認標高約19.7m。調査区外|有へ延び、ており、推定平面形は長方形。

長'MI方位N-29
0

-E。

土靖2[遺構157J ( 1~1 16，18-9) 

B'C-5・6グリッドで検l引された。{確認{5211玉19.7m。桁川}肢を呈し、長'I1，II)jf立Nー 20 -E。

流路・窪地状遺構 [遺構159-166] (阿16，18-10-15)

ぽぼ調査I>Z全域にわたって検出された。{確認、際高約19，8m。北から数条の流路状の満が流れ、調査区

中程から南にかけて広がる窪地へと流れ込んでいる。流路磁土には、粗砂や磨滅したかわらけ微細lIJiを

主体とする堆般土が最下用に縛く堆積しており、流れの淀みに溜ま った様相を呈している。窪地は調査

区中央付近樹立出で、民も標高が低くなる。本社は自然治構であろうと忠われ、その要因として自然災害に
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よる可能性も考えられる。例として13世紀中頃から14世紀中頃までの鎌倉における主な自然災害を挙げ

ると、仁治二年 (1241)大地震、究元二年 (1244)洪水、 宝治元年 (1247)大風、康元元年 (1256)大

風洪水、正嘉元年 (1257)大地震、文応元年 (1260)大風洪水、永仁元年 (1293)大地震、蕗元三年

(1305)大地震、延隆三年 (1310)大洪水、建武二年 (1335)大風など、数多くの災害に見舞われてい

ることが知れる。

第5面 (図19，20、図版3)

この面で検出された遺構は、 玉石敷1面、満1条、建物としての並びが捉えられなかったピッ ト9円な

どである。玉石敷を除去後改めて商精査を行ったが、遺構は検出されなかった。

玉石敷 [泊中高176] (図19)

調査区北側一帯において検出された。確認標高は約19.8mo 1cm -5cm大程の_1石が1}日敷かれている。

東側の石敷は第3而検出の流路状遺構によって失われている。玉石が密に敷き詰められている部分と比

較的まばらな部分があり、さらにほとんど検出されない部分もあった。J5:石敷南端は流路の影響により

乱れを生じている部分もあるものの東西にほぼ直線的に切れており、南端ラインのjv，h方位はN-530 -

W。区画をな識して、決ま った範囲にのみ倣いていたものと 考え られる。

溝1 [illt~Yi175] (凶19)

調査区内端付近のE-1.D. E-2.E . F-3グリ ッドで検出された。町ii認標高約19.7m。主軸}J位N-

40
0 

-E。断面形はU字に近い逆台形を呈する。玉石敷を切り込んで造られており、覆土に少量の玉 ヵt

含まれている。底面海抜の比較では調査区北端が最も高く、 ill*持南端との比高差15cmで、南に向かつて緩

やかに降る。
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第6面 (図19，22，23、図版3，4)

この面で検出された辿構は、道路1条、掘立柱建物1棟、柱

穴タ1]1列、満1条のほか、建物としての並びが捉えられなかっ

たピット16口などである。

道路1[遺構186J(図21，23-1-7・17-30)

調査区中央、 B-5，C-4-6，D-3-5，E-3・4，F-3グリッド

で検出された。確認標高約19.5m。主車，J，方位Nー52
0

-W。道路

面は拳大の土丹を突き固めた地業面となっており、両側に浅

p側溝を伴う 。道路面と側溝底面の比高差約20cmを測る。道

路面と側溝の境には、下ぱ土壌化しているものの、板材と杭

によ って土留めが施されていることが確認された。この道路

面は調査区東に向かうにつれて生活面との境界が不明瞭とな

っていく 。

建物1[迎梢177-185J(図21，23-15・16)

調査区西側のD-3. 4，E-2-5，F-4グリッドで検出された。確認標高約19.4m。主'11，1，方位N-37
0

-E。

建物規模は東西1間×南北3間分で、さらに南北に延びる可能性がある。南北柱穴列は、道路を跨ぐ部分

のみ21聞の間隔の聞に4口の柱穴が並ぶ。道路両!協の柱穴2口のみほかの柱穴よりも一回り小さく、礎板

を伴わなp。道路に伴う築地塀と門跡の可能性が高い。

柱穴列1[)1jWn87-193J (1玄121，23-31・32)

調査区西端付近、 E-2・3.F-3・4.G-4グリ ッドで検出された。確認標高約19.4m。主111il，方位N-

38
0 

-E。半間間隔で31珂分71二lの柱穴が並び、さらに西 ・南北に延びる可能性がある。迫桝191のみ礎石

を伴うが、ほかの柱穴は礎板を伴う。治梢190・191は道路を切り込んで造られている。辿梢189・193は

柱を伴っており、塀跡かもしれない。

溝1[遺構210J(図19，23-8-12)

調査区東側のA.B-3・4，s-5，B・C-6グリッドで検出された。確認標高約19.6m。主1I1UI方位は調査

区北端から|宇iへ約110cmまでN-23
0

-E、東へ20。振れてN-3
0

-Eとな り、そこからさらに商へ約110cm

で凶へ30。振れてN-33
0

-Eとなって南へ、流れる。断面形はU字に近い逆台形を呈する。道路1と重視関

係にあるが、この部分で、は道路l師が不明瞭となってしまい、新旧をつかみきれなかった。

第7面 (図24，26-29、区|版4，5)

この1l1iiで、検出された遺構は、満1条、土域1基のほか、建物としての並びが捉え られなかったピット5

口などである。調査区中央東寄りには炭化面が広がる。炭化物を投棄したものではなく 、而自体にも焼

けた痕跡が比られることから、あるいは火災等によるものかもしれない。調査区雨州で、は土汁地業l面上

に板材や大型の鎌倉石が検出されている。建物の存在も考えられるが、調査区内ではそれを明確に示す

辿梢は兄られなかった。

溝1[遺構217J (図24，29-6-25)

調査l丘東側のB-3-6，C-6グリ ッ ドで検出された 。 lir~認標高約19.5m。 主車，1，方位は調査区北端か ら南

へ約110cmまでN-36--E、東へ52振れてN-16--wとなり、そこからさらに南へ約190cl11で、再び、凶へ
52
0

振れてN-36
0

-Eとなって南へ流れる。断面)1ヲは立ち上がりの急な逆台形を呈する。北から2つ日の

屈11II点付近までは底面は平山で、ここで、10cm程の段差がついてー且浅くなり、 |有へ向かつて緩やかに降
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っていく 。3時期の波深を繰り返しており、 6面検出の満1が最終となる3時期目のものである。2時期目

のthtは平面的に捉えることが出米ず、 IJH始となる111キJtJJ自の本j止と同時に抗日り tげた。

土墳1[遺構216J (図25)

調杏区北京角、 A.B-4グリ ッドで、検出された。確認椋1白約19.5m。円形に近い平面形を呈し、 1;jgI"[面

形は逆台形となる。井戸の可能性も考えられるもののそれほど深くはなく、水溜のような使い方をして

いたのかもしれない。満はこの上岐を取り巻くように巡っており、同時期に存在していたものと推測さ

噌

E
A口。

れる。
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第8面 (図24，31，32、図版5)

/ 

。

コ

o 4 

3 。

o 5 

5=113 10cm 

この面で検出された遺構は、掘立柱建物2棟、柱穴JIJ1ダIJ、方形土横1基、満2条、建物としての並びが

捉えられなかったピッ ト24口などである。また、調査区中央南端、調査区東寄り南端に土境状の窪地が

見られる。

建物1[迫梢221-227J (図30，32-9)

調査区東半のB-4・5.C-3・5・6.D-4・5グリッドで検出された。確認標高約19.1m。主判l方位N-

370 -E。建物規模は東西21市×南北2問で、さらに束 ・南北に延びる可能性がある。辿構223・224・

225・227はl礎板を伴う。

建物2[遺構228-231J(図30)

調査区北西付近のD-3・4.E-2・3グリ ッドで検出された。確認標高約19.3m。主軸方位N-37
0

-E。

建物規模は東西1間×南北1間で、さらに西 -北に延びる可能性がある。遺構228は礎石を伴い、ほかは

礎板を伴う。
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柱穴列1[遺構218-220J(図30，32-10)

ビ~~5

片~イ

¥三jd 
℃てごっ一一一づお

10cm 

調査区西側のD-2，Eー2・3，F-4グリ ッドで検出された。昨認標高約19.2m。主'Iiill方位N-38
0

-E。

規模は南北2間で、さらに西 ・南北に延びる可能性がある。柱穴は全て礎板を伴う 。調査区外西側に展

開する掘立柱建物かもしれない。

方形土境1[辺梢256](凶30，32-4)
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図32 8面出土遺物 (2)

調査区南東角のB-5-7グリ ッドで、検出された。確認標高約19.4m。主41111方位N-38
0

-Eo 1底l面は平

坦で、北端付近のみ浅く窪む。 磁土中から細長い板材を相子状に組み合わせた用途不明木組カ~ n~1 1こして

いる。JJd存状態は非常に悪く、本組向上を留める釘などは残存していない。

溝1[}Jdt1i't257] (凶24，32-1-3)

調査区中央のC・D-4-6，E-3・4.F-3グリ ッドで検出された。確認楳高約19.3m。主判|方位は調査

区西端から東へ約760cmまでN-52
0-w、南へ90。振れてN-380-Eとなる。断面形は浅いU字形を呈す

る。底面は海抜他からの比較では平坦である。

溝2[逃梢258] (凶24)

調杏区中央|輔のC-5・6グリ ッドで、検，'1'， された。確認際高約19.3m。消1によって大部分が切り込まれ

ている。こちらの満が先行する時期のものであり、満1はこの満の波深時に屈曲する方向を変えたもの

かもしれない。残存する部分の全中111万位はN-3
V-w。断面形はU字)1ヲを呈する。底面は海抜11宣からの

比較では雨に向かって緩やかに降っている。

po 
no 



No 検出I耐 利目IJ 』是軸 組制h 深さ Jr~l[ü i1ïj抜 YH. 
l 1 PIT 45 33 16 20.23 A 
2 1 PIT 42 35 26.5 20.06 A 
3 PIT 45 40 18.5 20.14 A 
4 1 PIT 38 35 23 20.09 A 
5 ] i，'Il 13361 34 14.5 20.19 A 
6 2 PIT 59 48 22 20.03 A 
7 2 PIT 63 1471 29 19.99 A 
8 2 1'11' 54 51 42 19.92 A 
9 2 1'11' 159J 53 19 20.01 A 
10 2 1'11' 53 48 21 20 A 
II 2 1'11' 74 [301 22 20.01 B 
12 2 PI1' 43 41 30 19.88 A 
13 2 PIT 1631 40 24 19.94 A 
14 2 PIT 61 45 16 20.04 A 
15 2 PIT 1481 [431 17 19.96 B 
16 2 1'11' 48 40 22 19.98 B 
17 2 1'11' 42 30 11.5 20.02 B 
18 2 1'11' 38 21 10 20.06 B 
19 2 PIT 53 42 14 20 A 
20 2 PI1' 52 50 22 19.98 A 
21 2 PIT 49 1401 21 19.92 A 
22 2 1'11' 62 140J 20 19.93 B 
23 2 PIT 19 19.93 B 
24 2 1'11' 45 1271 10.5 20.11 B 
25 2 PIT 49 45 15 20.08 B 
26 2 PIT 49 40 30 19.92 B 
27 2 PIT 53 50 28 19.92 B 
28 2 PIT 38 36 11.5 20.13 B 
29 2 PIT 59 26 9.5 20.12 B 
30 2 PIT 63 47 32 19.85 B 
31 2 PIT 1631 52 10.5 20.07 B 
32 2 1'11' 56 50 10.5 20ω B 

33 2 PIT 55 49 25 19.88 B 
34 2 1'11' 39 39 7.5 20.08 B 
35 2 PI1' 50 34 16.5 19.98 8 
36 2 1'11' 59 47 15.5 20.03 B 
37 2 1'11' 38 35 17.5 20.11 B 
38 2 1'11' 1501 [241 38 19.87 8 
39 2 1'11' 35 30 13.5 20.1 B 
40 2 PI1' 28 21 15 20.04 B 
41 2 PI1' 34 20 20 19.93 B 
42 2 PI1' 29 21 12 19.97 B 
43 2 PI1' 23 [15[ 26.5 19.9 A 
44 2 PI1' 54 40 12.5 20.09 A 
45 2 PI1' 45 21 4.5 20.14 A 
46 2 PIT 43 39 21 19.97 A 
47 2 pIT 23 19 7 20.09 B 
48 2 PIT 25 19 9.5 20.08 B 
49 2 PIT 1911 [71 [ 27 19.93 B 
50 2 PIT [501 [321 13.5 20.04 B 
51 2 PI1' 150[ [39[ 26.5 19.93 A 
52 2 PIT 34 1251 21 19.9 B 

53 2 PIT 45 30 16 19.97 B 
54 2 PIT 22 22 15 20.01 B 
55 2 PIT 40 33 19 19.95 B 

56 2 PIT 118[ 17 12 20.03 B 
57 2 PIT 33 30 II 20.03 B 
58 2 PIT 46 32 12 20.06 8 
59 2 PIT 38 24 12.5 20.04 B 
60 2 PIT 1481 1411 34 19.83 B 
61 2 PIT 57 1521 20.5 19.98 A 
62 2 PIT [621 [53J 57 19.6 B 

63 2 PIT 80 [64[ 32 19.83 B 
64 2 PIT 14 13 11 20.04 A 

65 2 pIT [31[ 24 12 20.04 A 
66 2 PIT 34 25 25 19.95 I3 
67 2 PIT 43 26 31.5 19.85 B 

No. 検出IIii H))リ 長軸 知相h 深さ !.SO泊ii1rj抜 縦 t
68 2 PIT 41 40 29 19.82 B 
69 2 PIT 29 [221 14 19.88 B 
70 2 t成 122 65 38.5 19.77 B 
71 2 t二機 113 44 39 19.74 B 
72 2 |ニ機 132 55 42 19.69 B 
73 2 m [2781 56 5 20.17 A 
74 2 iぬ 185 19 8.5 20.05 B 
75 2 jr'!j 1248J 53 11.5 20.06 A 
76 2 t符 [94J 37 15 20.02 A 
77 2 i符 11501 42 12 20.08 A 
78 2 i符 [2921 22 10 19.92 B 
79 2 ir'!j 180 34 19.5 19.82 B 
80 2 fNィ7切イ1寸法 l是92X短30Xl平23

切イ1寸法長58X短39X ";;:22 
81 3 1'11' 42 34 27 19.75 B 
82 3 PIT 29 26 28 19.72 B 
83 3 PIT 38 30 30 19.7 B 
84 3 PIT 44 37 27 19.76 B 
85 3 PIT 30 28 36 19.61 B 
86 3 PIT 45 35 37 19.59 8 
87 3 PIT 45 43 34.5 19.77 8 
88 3 pIT 39 33 25 19.8 B 
89 3 PIT 49 36 36.5 19.72 B 
90 3 PIT 33 27 35 19.7 B 
91 3 pIT 23 22 18.5 19.76 B 
92 3 PIT 29 26 10.5 19.85 8 
93 3 plT 34 25 27 19.82 8 
94 3 PIT 39 32 11.5 19.98 B 
95 3 PIT 39 [371 9.5 20 B 
96 3 PIT 29 23 23.5 19.8 B 
97 3 PIT 54 47 15.5 19.88 B 
98 3 PIT 28 22 31.5 19.77 B 
99 3 PIT 23 19 10.5 19.84 C 
100 3 PIT [441 [341 39.5 19.63 B 
101 3 PIT [561 [33[ 16.5 19.78 B 
102 3 pIT 34 26 34 19.59 C 
103 3 plT 19 17 19 19.73 C 
104 3 PI1' 19 18 19 19.68 C 
105 3 PIT 23 [22] 20.5 19.67 B 
106 3 PIT 47 35 19.5 19.72 B 
107 3 PIT 50 38 23 19.87 B 
108 3 PIT 41 23 19 19.89 8 
109 3 PIT 19 16 17.5 19.9 B 
110 3 PIT 28 26 37 19.78 B 
111 3 PIT 37 36 31 19.64 B 
112 3 PI1' 32 31 26 19.64 B 
113 3 PIT 31 [241 34.5 19.56 B 
114 3 plT 27 23 10 19.79 C 
115 3 PIT 39 30 14 19.87 B 
116 3 PIT 38 38 8.5 19.96 B 
117 3 PIT 27 25 14.5 19.88 B 
118 3 PIT 32 29 13 19.89 B 
119 3 PI1' 50 35 13 19.88 B 
120 3 PIT 27 25 21.5 19.8 B 
121 3 PI1' 44 31 15 19.87 8 
122 3 PIT 20 20 10.5 19.89 B 
123 3 PIT [401 33 18.5 19.85 C 
124 3 PI1' 42 39 31.5 19.66 C 
125 3 PIT 36 27 20 19.84 B 
126 3 PIT 27 23 9 19.86 B 
127 3 PIT 55 [451 15 19.77 C 
128 3 PIT 50 44 12.5 19.75 C 
129 3 PIT 41 35 21 19.67 C 
130 3 PIT 34 [31] 14.5 19.78 C 
131 3 1-ー割高 112 40 22 19.78 C 
132 3 1:割高 [75[ 59 20 19.72 C 
133 3 i，'Il [5401 49 26 19.71 I3 I 

表1 遺構計測表 (1) 
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No. 検出耐 郡日IJ 長~ 気i軸 深さ !必Ifjii毎彼 i裂lこ

134 3 71可 [500J 66 24 19.62 8 

135 3 m [244J 80 5.5 19.95 C 

136 4 PIT 31 29 13 19.65 。
137 4 P1T 29 26 7 19.62 D 

138 4 PIT 22 20 11 19.59 。
139 4 PIT 27 26 17 19.52 D 

140 4 PIT 31 24 10.5 19.59 。
141 4 PIT 36 25 10 19臼 。
142 4 PIT 11 11 9.5 19.62 D 

143 4 P1T 1281 1151 11 19.54 。
144 4 PIT 27 23 14 19.53 。
145 4 HI.良住浪、n~ll X 11

146 4 PIT 27 23 14 19.51 。
147 4 il'IJ状遺構 194] 40 14 19.67 

148 4 PIT 57 50 15.5 19.66 E 

149 4 PIT 35 30 17 19.61 E 

150 4 PIT 46 27 11 19.48 E 

151 4 PIT [58J 29 8 19.69 

152 4 PIT [521 38 6 19.76 E 

153 4 PIT 40 27 6.5 19.79 E 

154 4 PIT 30 20 7 19.76 E 

155 4 阻~状治相 17541 1761 
156 4 上級 1105] 58 11 19.58 

157 4 t担貴 147 106 29 19.43 D 

158 4 il'IJ 1596] 113 14.5 19.56 D 

159 4 7，時 17361 73 12 19.56 E 

160 4 t的 17201 80 9 19.51 E 

161 4 1市 1446J 90 7 19.69 E 

162 1，時 1351] [381 17 19.68 E 

163 4 m也 144 [901 15 19.69 ε 
164 4 m也 11721 11451 9 19.63 E 
165 4 i，'IJ 1296J 44 8 19.71 E 

166 4 m也 [544] 12761 22 19.54 E 
167 5 PIT 28 26 15.5 19.51 C 

168 5 PIT 20 16 7.5 19.42 C 

169 5 PIT 34 20 6.5 19.33 C 

170 5 PIT 26 22 6.5 19.39 C 

171 5 PIT 33 32 6.5 19.35 C 

172 5 PIT 36 22 9 19.32 C 

173 5 PIT 33 25 9 19.64 C 

174 5 PIT 53 25 12 19.61 C 

175 5 m 14741 48 18 19.39 。
176 5 Eィ;敷 1940] 14221 
177 6 PIT 1391 1151 C 

178 6 PIT [241 1201 1301 G 

179 6 PIT 49 34 42 18.96 G 

180 6 PIT 1291 1171 11 19.04 G 

181 6 PIT [241 1201 14 19.21 G 

182 6 H 位、l'ì~9X9cm

183 6 PIT 33 24 49.5 18.98 G 

184 6 PIT 60 51 63 18.8 G 

185 6 PIT 1411 1291 44.5 18.89 G 

186 6 道路 13281 145 26 19.27 

187 6 PIT 53 36 39 19.04 F 

188 6 PIT 45 31 53 18.86 F 

189 6 PIT 1461 35 32 19.05 F 

190 6 PIT 33 26 48 19 F 

191 6 PIT 1471 41 32 19.12 

192 6 PIT 44 33 ~2 19.1 F 

193 6 PIT [371 [251 24 19.13 F 

194 6 PIT 1271 24 15.5 19.26 F 

195 6 PIT 25 23 11 19.3 G 

196 6 PIT 53 26 15 19.28 C 

197 6 PIT 41 33 21 19.25 G 

No 検出l耐 .fiJj)JIJ 民側l 処!軸 深さ ほ閥、海抜 桜上

198 6 PIT 44 1201 14.5 19.3 G 
199 6 PIT 38 32 14.5 19.37 F 

200 6 PIT 50 46 32 19.3 F 

201 6 PIT 39 38 14.5 19.36 C 

202 6 PIT 30 27 12.5 19.34 C 

203 6 PIT 30 28 12 19.32 C 

204 6 PIT 25 25 12.5 19.29 G 

205 6 it'fi状上品賞 77 15 8.5 19.53 H 

206 6 PIT 47 29 15.5 19.42 G 

207 6 PIT 23 22 20 19.38 G 

208 6 PIT 1301 28 17.5 19.31 G 
209 6 PIT 1201 1151 11 19.35 H 

210 6 i斡 16201 [501 28.5 19.36 F 

211 7 PIT 21 20 12.5 19.17 

212 7 PIT 36 33 9.5 19.15 

213 7 PIT 35 1291 7 19.16 

214 7 PIT 13 12 9 19.25 

215 7 PIT 12 10 11.5 19.35 

216 7 t割高 172 153 79 18.73 

217 7 I!'IJ 16061 61 31 19.21 F 

218 8 PIT 29 [241 30 18.94 K 

219 8 PIT 41 35 35 18.82 J 

220 8 PIT 1461 41 36 18.67 C 

221 8 PIT 43 38 40 18.94 J 

222 8 PIT 45 40 41 18.97 J 
223 8 PIT 35 30 55 18.91 J 

224 8 PIT 38 35 56 18.83 J 

225 8 PIT [431 38 17 19.05 J 

226 8 PIT 40 39 50 18.67 J 

227 8 PIT 37 36 35 18.72 J 

228 8 P1T 35 26 20 19.06 J 

229 8 PIT [241 [121 23 19.06 K 

230 8 P1T 1351 1341 17 19.03 H 

231 8 PIT 1251 1121 23 18.93 J 

232 8 P1T 26 1241 5 19.12 11 

233 8 PIT 39 27 32.5 18.87 K 

234 8 PIT 17 15 7 19.07 H 

235 8 PIT 1451 40 39.5 18.97 J 

236 8 PIT 1431 1261 9 19.28 J 

237 8 PIT 45 37 42 18.92 J 

238 8 PIT 49 32 37 18.89 J 

239 8 PIT 35 28 11.5 19.08 D 

240 8 PIT 27 24 18 19 J 

241 8 PIT 33 30 9.5 19.08 D 

242 8 PIT 30 22 14.5 19.22 K 

243 8 PIT 21 19 18 19.13 K 

244 8 PIT 12 11 11 19.23 K 

245 8 PIT 27 21 21 19.1 J 

246 8 PIT 35 23 23 19.08 

247 8 PIT 16 14 18 19.08 

248 8 PIT 14 13 9.5 19.17 

249 8 PIT 14 11 19.5 19.1l 

250 8 PIT 14 11 20 19.08 

251 8 PIT 11 10 21 19.07 

252 8 PIT 14 11 13 19.12 

253 8 PIT 35 34 38 18.89 H 

254 8 PIT 13 12 H 

255 8 PIT 14 11 H 

256 8 /jl杉1:1脆 11501 [1381 17 19.05 K 

257 8 i，'IJ [2941 64 14.5 19.18 H 

258 8 i，'IJ [1901 30 18.5 19.09 H 

259 8 議ち込み [1691 1651 15 19.04 H 

260 8 1'，検 [1451 1961 39 18.78 H 

表2 遺構計測表 (2)
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No や.1) )JU 111壬(CI11)Is;j呈 (cm)i総高 (cm) No やE 別 1 11壬(cm)底径 (cm)日fI，'Jj(cm) 

図61面出土遺物 4 tお かわらけ 7.1 4.9 2.2 

1-.(，:-1 かわらけ 7.7 5.7 2.1 5 1:総かわらけ 7.3 4.9 1.9 

2 |二日* かわらけ 7.2 4.5 2 6 1.:6.iーかわらけ 7.4 5.5 1.8 

3 tおかわらけ (11.3) (7.2) 2.8 7 t日告かわらけ 7.3 4.7 1.9 

4 上日lt かわらけ (11.8) (7.3) 2.9 8 I~ (，:-1かわらけ 7.6 4.3 2.3 

5 l二日告 かわらけ 13.6 7.9 3.7 9 1:総かわらけ 7.3 5.3 1.6 

6 t出ー かわらけ 13.2 7.9 3.7 10 卜:(.;{かわらけ 8.1 4.5 2.1 

7 上抗日ー かわらけ (16.6) (10.0) 4.1 11 ト.23かわらけ 10.2 5.5 2.6 

8 t日;{ かわらけ 7.9 4.5 2 12 |命日3かわらけ 10.7 6.4 2.9 

9 上自告 かわらけ 10.8 5.9 3 13 I~総かわらけ 11.3 7.0 2.9 

10 上部かわらけ 12.8 6.8 3.2 14 t25かわらけ 11.7 6.2 3.2 

図10 2函出土遺物 (1 ) 15 上総 かわらけ 11.8 7.0 3.3 

市博国1; 人「 (9.2) 16 1'.総かわらけ 11.9 6.7 2.9 

2 JI瀬1; 1:天罰11-，:':( (7.8) 17 1'.日目かわらけ 11.5 6.9 3.3 

3 市瀬Ii 1:火覇11例11m 17.4 18 |二日目ーかわらけ 12.0 7.0 3.1 

4 'ì;~消 費 19 1-.(，:-1かわらけ 12.0 7.4 3.3 

5 'ijt討'1 }¥i 1 鉢 I~Ü (34.4) (16.4) 10.7 20 '..6dかわらけ 12.9 8.1 3.2 

6 ム;['l't 鍔{、l火鉢 (39.2) 21 l二日時かわらけ 13.0 7.5 3.5 

7 t製川盤 u11壬3.2 1'7-0.7 イLi世0.5 22 1:(，:-1かわらけ 12.8 7.4 3.2 

8 1:製川線 II~]王3.4 j亨0.9 23 1'.総かわらけ 11.9 6.9 3.3 

9 113 かわらけ 3.1 2.6 0.4 24 1:おかわらけ 13.2 7.2 3.6 

10 ， 'î瀬1;潔 J火執h~~JlllL 3.2 2.4 0.6 25 I:if.{かわらけ 12.4 7.4 3.4 

11 'iit滑吉区)¥-r 1鉢 「方i 3.4 2.7 0.5 26 I~総かわらけ 12.1 7.2 3.2 

12 -ìÎ~ii'l窯 }';- II 鉢 「矩l (3.4) (2.8) 0.7 27 |て協かわらけ 13.0 8.2 3.2 

13 |二日fI'l't火鉢 3.5 2.7 0.8 図122面出土遺物 (3)

14 |二日lt'l't火鉢 (3.6) (3.2) 0.6 1'.出かわらけ 8.0 5.0 1.9 

15 t器かわらけ (3.5) (2.2) 0.7 2 t百ltかわらけ 7.8 5.5 1.5 

16 1:おかわらけ 3.4 2.5 0.8 3 |二総かわらけ 7.7 5.4 1.7 

17 1'.協かわらけ 3.9 2.7 0.9 4 1:おかわらけ 7.6 4.8 2.0 

18 t(，:-lかわらけ (3.8) (3.0) 0.7 5 1:総かわらけ 7.5 4.9 1.6 

19 1二日時かわらけ 4.4 3.0 0.8 6 1-.日告かわらけ 11.8 6.6 3.2 

20 I ~. 日fI かわらけ 4.7 3.6 1.0 7 1:総かわらけ 7.6 5.4 1.6 

21 |二おかわらけ 7.6 4.5 1.9 8 1'.総かわらけ 7.4 5.0 1.8 

22 I... r.~かわらけ 7.4 4.9 2.2 9 I~ 日脅 かわらけ 7.6 4.9 1.9 

23 i二日目かわらけ 7.3 5.3 1.6 10 1'.日目ーかわらけ 7.5 4.9 1.6 

24 l二 日~~かわらけ 7.7 5.3 1.9 11 1'.日日かわらけ 7.7 4.3 1.8 

25 Ulilかわらけ 7.3 5.3 1.6 12 1'.(，:-1かわらけ 7.3 4.8 1.8 

26 l二日日かわらけ 7.7 5.5 1.8 13 1:総かわらけ 7.1 4.9 1.6 

27 1:日告かわらけ 7.5 5.1 1.8 14 1:総かわらけ 7.2 4.4 1.6 

28 1:協かわらけ 7.2 5.5 1.5 15 |二日Nーかわらけ 7.3 4.7 1.6 

29 !-，(，:-Iかわらけ 8.0 5.0 1.9 16 1:総 かわらけ 7.5 5.2 1.9 

30 1'.(，:-1かわらけ 7.0 4.9 1.6 17 |ー総かわらけ 7.1 5.4 1.5 

31 1:日告ーかわらけ 7.7 6.5 1.7 18 1:総かわらけ 7.3 6.0 1.9 

32 |二日tかわらけ 7.3 4.9 1.5 19 |二日}iかわらけ 7.6 5.3 2.0 

33 I'.if.~かわ らけ 7.5 5.0 1.6 20 1:総かわらけ 11.6 6.2 3.1 

34 1'.r.Nかわらけ 7.8 5.2 1.5 21 1:日*かわらけ 11.9 6.2 3.3 

35 1'.1おかわらけ (6.8) (4.2) 1.9 22 |二総かわらけ 12.2 7.4 3.2 

36 1-.(，fIかわらけ 7.0 5.0 1.6 23 I : îf.~かわらけ 12.1 7.6 3.2 

37 1'，日日かわらけ 7.0 4.9 1.7 24 f-.:ilfかわらけ 7.3 4.5 1.9 

38 上総かわらけ 7.0 5.3 1.6 25 1::f.4かわらけ 7.4 6.4 1.6 

39 1:おかわらけ 6.9 5.3 1.8 26 J.(，:-Iかわらけ 11.7 7.2 3.1 

40 l二日時かわらけ 7.0 4.6 1.8 27 1::iiIかわらけ 11.8 6.4 3.6 

図11 2面出土遺物 (2) 28 1 ~. :iiIかわらけ 13.1 7.3 3.5 

1-.詰*かわらけ 7.2 4.0 2.0 29 |ておかわらけ 12.7 6.3 3.5 

2 1:日itかわらけ 7.0 4.6 1.8 30 1'.総かわらけ 12.0 7.2 3.4 

3 1:総かわらけ 7.2 5.2 2.0 31 I'.(，Nかわらけ 7.2 4.8 1.6 

表3 遺物法量表 (1) 
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No. 純日IJ '-'1壬(Clll)li:S;li (CIll) 日:~I":~ (CIll) 

32 1:誌かわらけ 7.8 5.2 1.7 

33 卜.日日 かわらけ 6.7 5.1 1.6 

34 |二お かわらけ 7.4 4.7 1.7 

35 lニお かわらけ 7.8 5.1 1.7 

36 1:日* かわらけ 7.3 5.1 1.6 

37 1-.日* かわらけ 7.0 4.2 1.7 

38 上日* かわらけ 7.8 4.8 1.9 

39 1-.日告 かわらけ 7.4 5.2 1.8 

40 I:if.{ かわらけ 7.6 4.5 2.4 

41 上日* かわらけ 8.2 5.3 1.8 

42 上官官 かわらけ 7.3 5.7 1.6 

43 1:総かわらけ 7.7 4.9 1.7 

44 |二日日 かわらけ 11.3 7.9 3.2 

45 I-. r.~ かオコらIt 11.8 7.1 3.7 

46 1'.日甘 かわらけ 11.2 7.2 3.3 

47 1'.日告 かわらけ 13.0 7.6 3.5 

図132函出土遺物 (4)

l二日3 かわらけ 7.0 5.6 1.4 

2 |二お かわらけ 7.3 4.6 2.0 

3 |二総 かわらけ 7.0 5.1 1.6 

4 上誌かわらけ 7.4 4.8 2.1 

5 1:日告 かわらけ 7.0 5.3 1.5 

6 |二日持 かわらけ 7.5 4.7 1.8 

7 鉄釘 長[6.21 幅0.8 1'/.0.8 

8 I~. (.~ かわらけ 7.9 5.8 2.1 

9 1:協かわらけ 7.3 5.1 1.8 

10 i二総 かわらけ 11.4 7.2 3.3 

11 上日目 かわらけ 11.7 7.7 3.3 

12 1-.総かわらけ 7.8 5.2 1.7 

13 |二日告 かわらけ 7.8 5.5 1.7 

14 |二日告 かわらけ 7.3 4.4 1.8 

15 |日告 かわらけ 12.0 6.7 3.1 

16 t昔日 かわらけ 12.7 7.7 3.7 

17 t日告 かわらけ 7.6 5.4 1.8 

18 1:協かわらけ 7.9 5.3 1.9 

19 1:おかわらけ 7.8 4.6 1.7 

20 I:r.if かわらけ 7.9 4.7 1.5 

21 I:(.N かわらけ 7.6 5.1 1.4 

22 1:協かわらけ 8.1 5.1 1.9 

23 l-JH かわらけ 11.0 7.0 3.0 

24 |て日時 かわらけ 11.2 6.0 3.0 

25 k日時 かわらけ 11.7 8.0 3.3 

26 1-.総かわらけ 12.4 7‘5 3.2 

27 1-.総かわらけ 11.8 6.2 3.6 

28 |調印 かわらけ 7.0 5.2 1.5 

29 1-.日目 かわらけ 8.7 4.1 1.9 

30 銅線 「政利通'j{J lI'f1t2.4 

31 銅線 「元住泌，i{J 11日壬2.5

32 上総かわらけ 7.1 5.4 1.8 

33 k日日 かわらけ 8.0 6.1 1.6 

図17 3面出土遺物

I-.i*f かわらけ 7.2 5.2 1.6 

2 |二日目 かわらけ 7.2 5.2 1.7 

3 U;，{ かわらけ 7.7 5.5 2.0 

4 ト.総かわらけ 7.3 5.2 1.6 

5 1:6it かわらけ 7.5 4.6 1.7 

No. 何日リ Lll壬 (CIll)liH壬 (cm)日告白 (cm) 

6 !こ総かわらけ 7.4 5.4 1.5 

7 |二日告かわらけ 10.7 6.1 2.9 

8 l:iiiiかわらけ 12.5 7.5 3.7 

9 t総かわらけ 12.8 8.2 3.1 

10 I-.if.{かわらけ 12.3 7.4 3.4 

11 上(.~かわらけ 6.9 4.9 1.8 

12 tおかわらけ 12.7 7.0 3.6 

13 l~ かわ らけ 12.7 7.2 3.1 

14 |二日告かわらけ 4.0 3.3 0.7 

15 |ニ総かわらけ 8.0 5.5 1.8 

16 lニ器 かわらけ 7.5 4.5 2.2 

17 !日日かわらけ 11.4 7.0 3.0 

18 iこおかわらけ 12.4 7.4 3.5 

19 lニ昔日かわらけ 13.0 8.0 3.8 

20 l二日告かわらけ 7.5 4.7 2.0 

21 1:日告かわらけ 7.5 4.7 2.2 

22 上総かわらけ 12.2 7.0 3.4 

図184薗出土遺物

17磁 腕 3.9 

2 |ι|磁 1IJUIIl 11.0 

3 I~í瀬戸人「 (9.2) 

4 百ti1't ~理 (25.6) 

5 l二Gfかわらけ 12.5 8.5 3.0 

6 上総かわらけ 10.5 6.0 2.8 

7 1:総かわらけ 7.9 6.6 1.7 

8 kおかわらけ 7.8 5.3 1.5 

9 上おかわらけ 7.0 5.5 1.7 

10 上総かわらけ 7.8 6.0 1.3 

11 上日日かわらIt 12.2 8.1 3.0 

12 土日誌かわらけ 12.2 8.6 3.6 

13 t総かわらけ 12.6 9.0 3.0 

14 1"1磁 11)山Il 9.2 5.6 2.4 

15 上総かわらけ 13.0 8.3 2.3 

図205函出土漬物

17磁 1随 (16.2) 

2 'iit汁} 現

3 七日告かわらけ 12.4 8.4 2.9 

4 1:6itかわらけ 11.2 8.7 3.1 

5 I:r.:~かわ らけ 13.5 9.0 2.8 

6 tおかわらけ 11.8 8.0 2.5 

7 t総 かわらけ 7.7 5.8 1.5 

8 I:(，iiかわらけ 8.5 6.9 1.5 

9 l二日告かわらけ 8.6 7.1 1.8 

図226面出土遺物 (1) 

1:おかわらけ 8.4 6.9 1.8 

2 仁f'Iiiかわらけ 8.8 7.0 1.6 

3 tH詩かわらけ 9.0 6.5 1.6 

4 1:協かわらけ 9.0 7.0 1.9 

5 i二総:かわらけ 8.7 5.7 2.0 

6 |二総かわらけ 8.2 6.0 1.7 

7 I:;;'~ かわらけ 8.2 5.8 1.6 

8 1:総かわらけ 9.0 5.2 1.6 

9 1・6iiかわらけ 11.9 8.0 2.5 

10 tおかわらけ 13.1 9.6 3.1 

11 t日日かわらけ 7.0 

12 1:総かわらけ 8.2 

表4 遺物法量表 (2)
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No やfi >Jリ ド1I壬(cm) IJ~lt (cm) 日出品~ (cm) 

13 lこお かわらけ 7.2 

14 上日5・ (1かわらけ (13.6) (7.5) (4.3) 

15 木製lit1 淡"(.射訓11 9.6 6.4 1.0 

図23 6函出土漬物 (2)

1:;訴かわらけ 9.0 7.4 2.0 

2 1-.(，;; かわらけ 9.0 6.0 2.0 

3 t部かわらけ 12.0 7.6 3.0 

4 r.t.:{ かわらけ 12.6 8.8 2.9 

5 1-.出ー かわらけ 12.0 8.8 2.9 

6 1-.if1i かわらけ 13.0 8.8 3.0 

7 木製品椴状 ? 長43.4 恥¥10.1 N1.3 

8 ト.おかわらけ 8.7 7.0 2.0 

9 1-.6N かわらけ 8.2 6.0 1.9 

10 I:r.:{ かわらけ 7.9 6.4 1.8 

11 1:官官 かわらけ 8.1 6.7 1.8 

12 |二日目 かわらけ 12.1 8.7 2.9 

13 1:日誌 かわらけ 8.6 6.2 1.8 

14 1:総かわらけ 8.0 6.3 1.6 

15 1:総かわらけ 8.6 6.7 1.7 

16 1-.(.1i かわらけ 8.3 7.0 1.4 

17 1:日時 かわらけ 8.8 6.8 1.5 

18 1 : 日~ー かわらけ 12.1 9.0 2.7 

19 1:械かわらけ 12.7 8.6 3.0 

20 1-.if1i かわらけ 12.2 8.4 3.1 

21 125 かわらけ 11.4 8.2 2.7 

22 1..総かわらけ 8.6 6.5 1.9 

23 I:if詩かわらけ 8.6 6.4 1.5 

24 1:総かわらけ 8.3 6.2 1.4 

25 | ー 日~ かわらけ 8.5 6.3 1.7 

26 1321t かわらけ 8.4 5.9 1.5 

27 上部かわらけ 8.2 6.5 1.5 

28 1..日時 かわらけ 8.5 6.3 1.3 

29 1..おかわらけ 8.7 6.6 1.5 

30 |一日日 かわらけ 9.0 6.9 1.7 

図26 7面出土漬物 (1) 

lef磁腕 (170) 

2 Jf磁腕 5.0 

3 1';.( If滋 1111 (10.6) (7.4) ~I 
4 l'i( 1総 占'i 6.2 6.0 3.2 

5 1:総かわらけ 11.9 8.4 3.0 

6 1:協かわらけ 12.3 8.2 2.8 

7 1:おかわらけ 2.9 

8 I..(，N かわらけ

9 I_'. (，~ かわらけ

10 1:おかわらけ

II l今日日 かわらけ 7.0 

12 1: おかわらけ 12.6 8.9 3.2 

13 1:おかわらけ 12.4 7.7 3.3 

14 1..日出 かわらけ (12.6) (9.0) 2.6 

15 上おかわらけ 12.6 9.1 3.1 

16 1:首* かわらけ 12.9 8.8 3.1 

17 1..日* かわらけ 12.2 8.9 3.0 

18 |二百lf かわらけ 12.6 8.4 3.0 

19 |二日日 かオコらけ 12.0 8.0 2.7 

20 1..おかわらけ 12.8 8.8 2.8 

21 !-.お かオコらけ 12.6 8.5 3.0 

No. やiJi >Jリ 111世 (cm) Ij~l壬 (CI1l ) 日lf臼 (cm)

22 t日* かわらけ 11.8 8.3 2.8 

23 k総かわらけ 12.0 8.6 3.0 

24 上部・ かわらけ 11.7 8.6 2.5 

25 t日告 かわらけ 11.3 8.0 3.0 

26 上i'Iif かわらけ 10.7 8.0 2.5 

図27 7函 出土遺物 (2)

l |二日÷ かわらけ 8.0 7.1 1.8 

2 1:(.1i かわらけ 8.4 6.6 2.1 

3 1:日lf かわらけ 8.0 6.2 1.7 

4 iニ総 かわらけ 7.9 6.4 1.8 

5 上日* かわらけ 8.0 6.6 1.2 

6 上おかわらけ 8.7 7.7 1.5 

7 t日日 かわらけ 8.7 6.9 1.5 

8 l二日日 かわらけ 8.2 6.2 1.4 

9 !こ協 かわらけ 8.5 7.1 1.6 

10 l二日泣 かオコらけ 8.5 6.7 1.5 

11 七日告 かわらけ 8.4 6.2 1.6 

12 |二総 かオコらIt 8.6 5.9 1.4 

13 上総 かわらけ 8.5 6.6 1.5 

14 上おかわらけ 8.2 5.5 1.6 

15 上総 かわらけ 8.1 7.2 1.6 

16 t総かわらけ 8.0 6.1 1.7 

17 !:(，lf かわらけ 8.6 6.5 1.7 

18 t日告 かわらけ 8.1 6.1 1.5 

19 1:協かわらけ 8.2 6.8 1.5 

20 1:(，11 かわらけ 8.5 6.7 1.3 

21 |二日it かわらけ 8.7 6.6 1.6 

22 七日* かわらけ 7.9 5.7 1.7 

23 1:日告 かわらけ 7.8 6.0 1.7 

24 i二日i かわらけ 8.3 6.1 1.3 

25 1.:日出 かわらけ 8.4 6.6 1.6 

26 k日5 かオコらIt 8.5 6.7 1.7 

27 L: 6lf かわらけ 8.7 6.3 1.6 

28 上;伐 かわらけ 8.7 6.0 1.7 

29 十日* かわらけ 12.6 7.0 3.1 

30 |日目 かわらけ 12.6 8.3 3.1 

31 I-.(，lf かわらけ 12.1 6.0 3.7 

32 I-.(，lf かわらけ 8.8 4.2 2.0 

33 1:日日 かわらけ 7.1 6.2 1.7 

34 |二日* 1'1かわらけ (10η (7.1) 3.5 

35 銅製品 l長3.4 制お 1 1¥":i0 )l;:0.1 

36 イ1製1'11" 1j1fdHi 長[6.51 恥¥12.41 N12.01 

図28 7面出土遺物 (3)

1 木製品 j奈i会j:t 5.5 

2 木製品 淡喰絵鉢 (19.6) (14.0) 4.1 

3 木製品 i毛19.8 相ω6 )'10.4 

4 木製品 ?月 長12.5 恥10.4 NO.4 
5 木製品符 1長24.5 収初7 )y.0.6 

6 1111物li~似 ，，1[1千33.9 1'/0.9 

図29 7面出土造物 (4)

1 ';i~討'1 ~宅

2 'ii~消 費

3 lSHit かわらけ 9.0 5.5 2.0 

4 ]:(，if かわらけ 8.4 7.3 1.5 

5 r.(，lf かわらけ 12.0 8.6 3.1 

6 j，['l'f 火鉢 35.6 29.6 8.0 

表5 遺物法量表 (3)
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No. 傾 >)IJ 111壬 (CI11)J出壬 (CI11)日i臼 (CI11) No tiJi 別 11径 (CI11)Jfs:1壬(CI11)E5・ I~]j (cm) 

7 t誌かわらけ 8.4 5.7 1.9 14 銅銭 「丘l米通:JrJ 1I'Il宅2.5

8 |こお かわらけ 8.6 6.8 1.6 15 銅銭 íJ!~，);:)î:宝J lIil壬2.4

9 J:lill かわらけ 8.8 6.6 1.7 16 木製J3占 tI*状製品 長[38.61 幅13.11 1'1-11.61 

10 l二日告 かわらけ 9.3 6.5 1.7 17 木製品 11.1]物11主板 長[33.61 幅[10.81 11710.91 

11 iニ;総かわらけ 8.4 6.2 1.6 図32 8函出土漬物 (2)

12 J:総かわらけ 8.6 7.0 1.8 、|ιl、L 長[12.61 幅[20.51 1'/.3.7 

13 i二機 かわらけ 7.8 6.8 1.9 2 仁i恭かわらけ 7.9 6.2 1.2 

14 lニ総 かわらけ 7.9 4.5 1.9 3 七日日 かわらけ 8.2 6.5 1.5 

15 J:総かわらけ 12.4 8.6 2.8 4 1:協 かわらけ 8.3 6.0 1.6 

16 J-.ffi かわらけ 12.8 8.0 3.0 5 上総かわらけ 8.2 6.2 1.4 

17 1:日告 かわらけ 12.5 8.4 3.0 6 t協かわらけ 8.4 6.8 し9

18 |二日誌 かオコらけ 12.8 8.8 3.2 7 1:探かわらけ 8.7 3.0 2.2 

19 t総かわらIt 12.0 8.8 3.1 8 七日* かわらけ 8.1 3.0 2.3 

20 t:r.:t かわらけ 12.6 8.5 3.0 9 t昔:i かわらけ 12.9 8.8 2.9 

21 上日目 かわらけ 12.8 8.0 3.7 10 上日時 かわらけ 12.6 9.3 2.9 

22 1.:;器かわらけ 8.7 6.5 1.5 一
23 上部; かわらけ 8.1 6.8 1.8 

24 上部かわらけ 9.3 7.9 1.9 

25 上総かわらけ 8.4 6.6 1.7 

26 上おかわらけ 8.7 6.8 1.3 

図31 日面出土遺物 (1) 

、F瓦 長[12.61 it，'，ll20.51 1・1-3.7

2 卜.おかわらけ 7.9 6.2 1.2 

3 |二日* かわらけ 8.2 6.5 1.5 

4 kHif かわらけ 8.3 6.0 1.6 

5 |二日時 かわらけ 8.2 6.2 1.4 

6 I:(.~ かわらけ 8.4 6.8 1.9 

7 t:.~ー かわらけ 8.7 3.0 2.2 

8 1-.日* かわらけ 8.1 3.0 2.3 

9 I:.lill かわらけ 12.9 8.8 2.9 

10 tRE かわらけ 12.6 9.3 2.9 

11 銅銭 iSl米通-:i<J 11'f1*-2.3 

12 銅銭 ijÇ ~~'j通'j[ J l白:1世2.5

13 自I~jjl ik:必J('J.;ei{J l白1壬2.4

表6 遺物法量表 (4)
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第3章 まとめ

1 .遺跡の性格と年代

これまでの公方屋敷跡(神奈川県遺跡台It.長No.268)範囲における発畑調査では、 13世紀後葉-14世

紀前葉頃となる建物跡などが検出されており、六浦路にほぼ平行 ・直交する主事Ih方位をもつことから、

これを事IJIとした地割が展開することが予想されていた。その後も少なくとも15世紀前葉、つまりは最後

の鎌倉御所足利成氏が下総古河へ逃れた康正元年 (1455)頃までは遺構併の存在が確認されている。以

降のこの地域の梯相については近代以降の整地工事に伴う削平などもあり明らかではないが、浄妙寺周

辺の遺跡まで概観してみると、 15世紀末頃までは生活面の存在が認められるようである。しかしながら

現在までのところ、生活の痕跡を表す遺構は検出されておらず、その後低地においては旧水田耕土と考

えられる青みを帯びた灰色粘土層に恕われている。

ふ 1司の調査でl面から8面までに検出された建物や満、道路などは、ほぽ同ーの判l方位に従って平

行 ・直交して造られており、定められた地苦iJが存在していたものと思われる。これまで周辺の辿跡で発

見されている建物群の判l方位ともほぼ平行 ・直交しており、六浦路を軸にしたこれらの地割に準じてい

ることが推測される。

山上遺物はほとんどがかわらけであり、全体の出土遺物点数からなる構成比で約99.5%を占める。か

わらけ以外の出土辿物が極端に少ないため、これらの遺物については可能な限り図示しているが、 2面

までは現代撹乱に伴う辿物の混入も認められる。15世紀代に比定される図10-4の常滑裂片などがこれ

に該当する。陶磁器類や、鎌倉市内の発掘調査成果から推測されるかわらけの年代観を考え合わせて本

遺跡の出土冶物を観察すると、 l而が14世紀代、 2-4面が13世紀後葉-14世紀前葉、 5. 6面が13世

紀中頃一後葉、 7・8面が13世紀前柴ぐらいの年代が与えられそうである。

2面検出の建物lは、大量のかわらけを含む上層の包含層が柱穴内礎石直上にまで流入している。建

物廃絶にあたり上屋構造を全て撤去し、その後後、は間を世カか、ずに人為的に埋め立てたことが考えられる。

建物2は建物 lに先行するH

れずず、、建物lへの建て替えに伴p廃絶されたものと思われる。礎石はわずかに 3仁lの柱穴から検出され

たのみであり、建て替えにあたり礎石を抜き取り再利用したものもあるかもしれない。これらの礎石建

物は、相応の重量を伴う本格的な上屋構造が載っていたと推測される。足利氏と深い関わりを持つ地域

であることから武家屋敷の存在が想起されるが、社寺などの可能性も残されており断定は出来ない。

本追跡で最も時代の新しい l面でも14世紀代までと考えられることから、検出された治構群はいわゆ

る公方屋敷跡を示唆するものではない。しかしながら、 2面検出の礎石建物をはじめ、 5面検出の玉石

!殿、 6面検出の通路及びそれに伴う1"1・築地塀跡、 7而検出の屈曲する満とそれに伴う本溜状土峨など

といった顕著な遺構群が検出されていることから、この後時代が降って公方屋敷がこの地に置かれるこ

ととなるための地域的な基盤は出来ていたのかもしれない。1而以降の生活面が現代の削平によって失

われ、鎌倉御所時代の様相が全く判らないことは非常に残念で、あるが、今後周辺における発掘調査事例

が増えればそれも徐々に明らかになっていくであろう。その時に改めてこの遺跡を再評価する機会があ

ることを期待:して、まとめと代;えたい。
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2. 出土かわらけの分類と数重

本地点の調査ではかわらけが、特に 2面と 7面では版築面上に!習をなして出土しており、その数は極

めて多くと表現できる。出上したかわらけのrl'には当然のように、'長ifliJ'げ能な個体も数多く合まれてい

るが、紙数の都合もあって全てのかわらけを図示する事はできなかった。そのため、接合作業後二分の

一以ヒ辿存している個体を抽出 し、これらのかわらけに認められる幾つかの器形変化が満遍なく図示で

きる程度の実測数に限定した。その他のかわらけは4形式に区分して、その大・中 ・小の口径変化毎に

f誌を測った。以下、おおまかな 4形式と各而の出上状況について触れるが、分頒は以前より行ってい

る分類に倣った。(註 1) 

A類 所部戦国タイプ。制IJ壁が直線的に外反し口縁部がやや外方に引かれる器形。粉質土では無

く焼成は比較的良い。最近15世紀代の年代が考えられている。

B頒 一般的な糸切り整形。当然のように幾つかの器形変化がある。

C類 焼手作り。「侍手丸深jでは無いが、 B類に比べると器肉が滞い良好なっくり。

D類 手控ね整形。

面毎の計量値は去 7 に示した 。 :[i誌も多く cl~， 1.二しているのは 2面で、全I'H土idの55.69%(小数点 F3

桁を四捨五入、以 F同じ)、次いで7面から同じく 20.52%が出土し、この 2面で80%近くを占めている。

また各国における冶榊と面の出 t比率は l而と 8面では巡J慌の出上宝が多いものの、 他の面では面の出

土が)1労っている。特に 2面では87.07%、71面で、は89.37%と圧倒的に聞の出土が多い。

類別の出土で、は、 A類は全く出土していない(註 2)が、 B類が87.81%、C類が11.51%、 D類が

0.68%出土している(註 3)。各知の最大値は、 B類が 2而で51.81%、C類も 21却で、88.65%、D類が 7

面で36.48%が出土している。また、薄手のC類は l面から 4面までは出土するが 4面以下では殆ど出

土しない。 これとは逆に D ~l1は 5 而以下で出上するが 4 間以上では殆ど 1' 1:'，土しない 。 以前、北条時1方 ・

顕時邸の調査報告11?(註4)で触れたが、やはり C類と D類が同一面や巡構から出土する事は無く、ま

た両知が出上しない面を挿むことも無い。D頬の消滅と C知の出現にあまり時間差がないのだろう 。

A類が出土していないのは、足利公方屋敷跡の伝承等を考えると、 15世紀以降の生活面が近山あるい

は近代の耕作地造成などで削平されたか15世紀以降は生活空間では無かったかのいずれかが考えられ

る。また、 D類も，'H1::量が少なく、薄くて焼成の良い1mは全く含まれていない。本地点での生活は13世

紀になってから始まったと考えられるが、出土量からは賑わっていた様相は伺えない。

本地点の調査ではB類に含まれる幾つかの特徴的な出形 ・整形が確認されている。図18-13は内底面

に粘土組を巻いて底部を作ったような渦巻き状の痕跡が、外底面には回転糸切痕が残る。図10-22は内

底而外周にナデが巡り、内定中央が円形にやや高く残っている。図10-25は内底而に強く深い指頭ナデ

が残る。いずれも鎌倉市内ではあまり報告例が無いようだ。

註l 基本的にはA類、 C類、 D類の関係を明らかにする為の分知で、多くの詩形が含まれるB類分

析は今後の課題である。

許 2 A類破片が l而から36g ，'1'，土しているが、 1 凶 i に成作した.j}~乱土 rl-' の混入辿物である 吋能性が

高い。

註3 註 lで説明したようにB矧は区分していないので、 山土拡は多くなってしまう。

註4 粛木秀雄、瀬田哲夫、伊丹まどか 『北fl集時房 ・顕11寺邸跡発掘調査報告主 7J 
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全体構成

期別構成 (点数)

1'1M陶儲 1 hl;1r，:陶磁 瓦 火鉢 主C'i't製品 1:製品 かわらけ 金版製品 i~ イi製lvl i'tf'l製J1101 木製品 i'I然遺物 合計

I Ifu 。 7 。 。 。 3441 。 5 。 。 。 。 3454 
21{JI 4 34 。 21 。 7 35731 8 3 2 。 。 。 35810 
31師 5 10 。 l 。 。 1192 2 。 。 。 I 1212 

4 I(II 24 17 。 。 。 2 1578 。 。 。 。 。 1622 
51((j 6 8 。 。 。 4 1508 。 。 。 。 。 。 1526 
61(II 8 4 2 。 3 3569 。 。 。 2 。 3590 
i I(II 13 9 2 3 。 8 8174 。 2 。 10 。 8222 
8 ffl両 3 。 1 。 。 。 1010 。 5 。 。 3 。 1022 
ノt弘，、，iι 1 63 89 5 26 24 56203 11 14 6 。 15 56458 

かわらけ構成(点数)

申I~ IJ. I タイフ ii'n'.J.Li架タイフ ロクロタ イフ 子づくねタイフ コースター イ日!

大 大 大 大

I1伺 。 。 544 6 81 2157 8 634 10 1 。 3442 
21(II 。 。 。 7194 66 627 21227 5 6ωo 。 。 12 35731 

31師 。 。 。 166 16 14 698 。 296 。 。 1 1191 

41而 。 。 。 36 2 11 1151 。 376 1 。 1 1578 

51(11 。 。 。 。 。 1057 。 418 29 3 。 1508 
(j1(U 。 。 。 l 2424 。 1069 60 13 。 3569 
71(11 。 。 。 。 。 。 5291 l 2839 34 9 。 8174 
81(1I 。 。 。 。 。 。 707 。 279 19 4 1010 

1t.11 l 。 。 7942 91 734 34712 14 12511 153 30 15 56203 

かわらけ構成(点数)

市i.l:Lfilタイプ ilHJLi来タイプ ロクロタイフ 下づくねタイフ

大 大 大 }ぇ
コースター ノg、"す!I

I1而 36 。 。 5062 345 693 25077 434 5229 248 13 37137 

21瓜 。 。 。 64806 1877 4261 259426 353 56582 。 。 387305 

31師 。 。 。 1717 498 126 10397 。 3309 。 。 16047 

4 IIII 。 。 。 362 109 89 16191 。 3795 7 。 20553 

51(!I 。 。 。 15 。 。 16893 。 5784 570 51 23313 

61(II 。 。 。 10 53 4 35063 。 13150 1216 356 49852 

71(II 。 。 。 。 。 。 97936 97 42954 1429 299 142715 

81(II 。 。 。 。 。 。 13464 。 4508 370 178 18520 

介1ft 36 。 。 71972 2882 5173 474447 884 135311 3840 897 。695442 
※コースターは個体数が明確なため、 lfihl訂iWIを行わなかった

木製品函別構成

椀.IJll航 食11丹以 出fi:(，f主， 自ili身よ-!- Ji¥1秒J ill集部材 訓j主~，H 般労H l呪術遊n .JUt その他 合JI・

61耐 1 。 。 。 。 。 。 。 。 。 1 2 

71(11 5 2 2 。 。 。 。 。 。 。 l 10 

8而 。 。 1 。 。 。 。 。 。 。 2 3 

'i"i，ll' 6 2 3 。 。 。 。 。 。 。 4 15 

表7 遺物構成表
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図版 1

企1. I 区lifLiC*から)

企3. 11豆2而(*から)

企5.柱穴内への包合附流入状汎 (1判から)

企 7. 11~2[面倒勿2 (北から)

po 
Q
d
 

A2. II区1面 (北から)

企 4. Il区21師 (北から)

企6. 11孟2 1ií.i~物1 (京から)

企8. 日 区2[úl~物1 (北から)
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光明寺旧境内遺跡 (No.316)

材木座六丁 855番21外地点



{列 口

1. 本報は、鎌倉市材木沌六丁目855需21外地点に所在する個人住宅住築に先だち行われた光明寺11-1境内辿跡 (県辿跡
filt長Nn316)の発4]調併の報科』である。
2 発抗li調査は平成15年5JIHIからい1{1'.6J13011にかけて、鎌trdi教育委員会文化財，"Wが実施した。
3.本制使Jl:1の辿桝凶&.ぴ辿物実測区1.観察表は調貧民が分担作成した。
4. .，f;:報の執筆分担1は以下の通りである
第l:Ci:辿跡の位世と歴史的関境鈴木絵美
第2]~î 調査の経過と肘序福111 誠

第3f，i検出した辿梢と辿物福111
ヨ141;1まとめ福川
編集作業は福川が行った。

5. )立構全試写真 ・個別辿構写兵は福IJJ.鈴木が、 山上泊物写兵は鈴木 ・占|壬|上俊 が出影した
6. 発侃調子Eの体制は以下の通り である。
E任調査U 幅111，滅(鎌tr市教育委U会l属託)
J附 1t 土~ ，Jt!J川 J誌 や11山白山 Jι 七7じ道 j乙 鈴木絵美
調査補助員 7封印上俊一 長友純子(鶴見大学院生) 川村篤史 松津弘三 野崎美帆 (鶴見大学)

作業員 (社)鎌倉市シルバー人材セ ンター

7 整fll!の体制は以下の通りである。
主任調査員 福山誠(鎌倉市教育委員会嘱託)

調査員保j川 泉 村1山1晶子石元道子鈴木絵美 ii旧ヒ俊一
調査補助員 長友純子(鶴見大学院生)

8.発掘調査資料(記録|ヌ11厨・写点'1'1'1上辿物)は、鎌倉市教育委μ会が一括保行している。
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第1章遺跡の位置と歴史的環境

第1節 遺跡の位置と地理的環境

本調査地点は材木座六丁目855番21外地点、(北緯35
0

17' 59"、東経139
0

33' 23" )に所在する。

現在の光明寺境内域の南東側にあたり、神奈川県辿跡台帳 「光明寺旧境内遺跡J(No.316)のー画に含ま

れる。調査地点南東の海岸線には中世港湾施設「和賀江島」がある。海岸線に平行して逗子へとつなが

る国道134号線が走り、それを遮る様に調査地点、の背後にかかる鎌倉市と逗子市との境を為す丘陵が、

逗子市小坪の辺りで落ち込んでくる。この扇山を頂点とする北から南東に伸びる尾線一帯には、鎌倉の

南東を固めたと考えられる住吉城祉がある(註1)。南西にはその北の尾根の一つである弁ヶ谷から流れ

てくる豆腐川が、材木座海岸に注いでいる。また海沿いにはいくつかの谷が入り込み、丘を挟んだ西側

に正党寺谷とよばれる谷がある(註2)。調査地点周辺は和賀江島や住吉城跡など、仁十I世全般にわたって

交通上 ・軍事上の要衝であり、近隣の名越に北条氏の館が営まれ続ける(註3) ことなどもその重要性

を物語っているといえる。

相模川以東の海岸の地形は約6千年前の縄文海進以降、相模川河口からの東向きの沿岸流によって運

ばれた潔砂の堆積により変化を続ける。材木座付近はラグーンと三角州が形成されることによって、次

第に古鎌倉湾の埋積が進んだとされる(上本2004)。平安時代の終わりごろから鎌倉時代には材木座の

旧ラグーンは低湿地として残るが、 1232年和賀江島の構築により、西から東へと流れる沿岸流による砂

をせきとめ、さらに急速に堆積したことで埋ま っていった(上本前掲 ・斎藤1999)(註4)。滑川の流路

は和賀江島構築以前まで、その河口は現在よりも400-500m東にあったと想定される(阿音1)1970・斎藤

1995 .南出2004) (註5)。ただこの変化の著しい浜地での旧河道の復原についての限定は難しいという

指摘(上本前掲)もあり、文献 ・絵画史料、地理的観点などから提示されてきている復原案について、

今後の発掘調査の進捗によるその解析が期待される。

第2節歴史的環境

調査地点のある飯島は前浜の東南|精一帯で、逗子市小坪と鎌倉市側にまたがる。f吾妻鋭』寿永元年

条からは源頼朝部愛の 「屯前Jが、伏見冠者広綱の 「飯島Jの家に住んだことがうかがえる。また 『吾

妻鏡Jの他の記述等から、飯島のあたりを前浜に対して 「西浜Jととも呼んだようで、 「飯島」、 「西浜J

は同一の場所を指すとみられる (r日本歴史地名大系Jr飯島J項)。この飯島は、人口港湾地区である
和賀江津に対する内湊町もし くは港湾労働者作業居住地域としての性格が指摘されている(伊藤1994)。

また飯島と隣り合う小坪は鎌倉から見た四角四境の西端に位置することから、中出鎌倉の周縁部のーっ

として認知され、たびたび 『吾妻鋭Jにも、四角四境祭の舞台として登場する所である (r吾妻鋭J嘉
禎元年条など)。

遺跡名となっている光明寺は天照山蓮華院光明寺と号し、浄土宗関東大本山である。江戸時代には家

康の定めた浄土宗学問所関東十八壇林の筆頭として栄え、国宝「当麻曇茶羅縁起J(鎌倉時代の作品と
される)所j誌で、も有?，な寺である。その起源、歴史については未詳な点が多いが、若干ふれておく 。起

源については諸説ある。正元元年 (1260)に下総から鎌倉に入った浄土宗然阿良忠は、住吉谷悟真寺

(註6) に居住し、Il寺の執権経時が良忠を崇敬し、佐介谷に蓮華寺を建立した。その後光明寺と改めたと

されるが、光明寺という寺名となったのは、確認できる限りでは少なくとも明応四年 (1495)までとさ

れ、材木座にいつごろ移ってきたのかについては判然としない。中興開山は八世観誉祐崇 (1509年寂)

及び30世深誉伝察 (1656年寂)とされる。
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光明寺には享保五年 (1720) ・嘉永三年 (1850)作成の光明寺境内が描かれた2枚の絵図が残ってい

る。絵図には豆腐川から下馬高札を経て、橋を渡ると門前町の家並みが連なる。総門、 山門へと続き、

参道の左右に千子院 ・蓮乗院などの僧坊、祖師堂 ・祈持堂などの中心的施設が拙かれる。図中央右端に

は宝爽印塔が立ち並ぶ内藤家の廟所が霊屋門に区画されているのがみえる。乙れは日向延岡城主内藤家

と陸奥湯浅長井領主内藤家の廟所で、現在も調査地点の南東に所在する。市指定文化財に指定されてい

る。内藤家は前述の国宝「当麻曇茶羅縁起Jを寄付するなど、光明寺とのゆかりは深い。また絵図の南

上には、演誉上人と古かれた霊骨窟や地蔵篇が描かれる。地蔵窟は明治初年までは拝殿があったが、現

在は学校 ・住宅などが建ち、光明寺背後の天照山が切り崩されたため、窟内にあった安山岩製の地蔵菩

薩は光明寺境内に移されている。

調査地点南東の利賀江島は、貞永元年 (1232)年七月卜二日、勧進上人往阿弥陀仏が「為無舟船着岸

煩、可築相]賀江嶋之由Jと北条泰時に願い出て、造られたとされる石積みが現存する。近年の成果によ

り、この石棺iみは主に、真鶴 ・根府川の海岸から運ばれた安山岩の玉石で構築されたものであることが

分かっている(上本 ・林2002a. b) 0 I利賀江Jは建長三年 (1251)の鎌倉市中の商業地域として認め
られた7つの地区の一つに含まれているが、文永二年 (1265)の認められた商業地域の中には含まれな

いことから、鎌倉幕府が和賀江における商業権益を放棄したことを意味するとして、鎌倉時代後期から

南北朝期にかけて、手[1賀江島と前浜が、 真言律宗寺院極楽寺の全面的支配がおかれていたことと関連付

けて考察がされている(馬淵1998)0r金沢文庫古文書j十296:項に、
『於鎌倉和賀江万福寺普了、干時貞和三年二月 日浄宏j

とあり、貞利|三年 (1347)頃 「和賀江jには極楽寺末寺と考えられる 「万福寺」があったことが知られ

る(貰 ・川副1980)。

そして前述した、 絵図に描かれる地蔵溜内にあったとされるI出版菩薩には以下の銘が刻まれる。

『敬白口奉造立地蔵菩|鐘像一口j発願満福寺住侶教義口勧進聖尚養寺常住西連j

右志迎者結縁衆生安全」 正中二年乙丑九月二十四日仏師沙弥口口j(註7)

とみえ、極楽寺が利賀江島の維持・管理の見返りに、手un江に関所をおき関米を徴収していたことから、
光明寺が移ってくるまでに、この近辺に末寺の 「万福寺」が建立され、和賀江の維持 ・管理の拠点とし

ていたと指摘される(松尾1993)。現在の光明寺の地に、この万福寺が存在したことを示す直接的な史

料はないものの、史料から 「利賀江Jに万福寺があったことは確認できる。和賀江との位置関係からい

っても、それが現在の光明寺周辺である可能性は高い。こうした材木座における光明寺の起源とそれ以

前の土地の利用については今後さらに解明すべき課題の一つである。

ここで近隣の調査事例をいくつか挙げておく 。鎌倉市側最南部の谷戸にある、 北区鎌倉学園用地内で

調査が行われている。調査では13世紀後半から14世紀代の時期に、山裾に満と土丹敷で区画された2棟

の掘立柱建物を含む屋敷跡が確認されている。出土遺物は緑前1J.二彩などの高級品とともに、輔の羽

1 1 .るつぼなど、の鋳造関連の遺物や漁業関係の遺物がw上しており、調査例が少ない中でf:J:・重な事例の
一つである(斎木 ・河野他1980)。

また光明寺北側:最奥脅I~の梓;-iで、ある弁ヶ谷には、業rr~子 光寺 ・ 5長寿寺 ・ 足宝 ，If (註8) があったことが

知られる。新善光寺は現在葉山11可にある新善光寺がこの地にあったものとされ、 『北条九代記jの仁治

元年 (1242)六月十五日条が初見である。この寺は北条氏分流名越氏との関連性が指摘される。(高橋

1996)。昭和62年に新善光寺跡内やぐらにおいて調査が行われ、やぐら2基、火葬墓、コ字区画遺構とさ

れる遺構などが検出された。調査担当者は新帯光寺境内のー画である可能性を指摘し、さらに寺院内で

も上層クラスの人物を埋葬した施設と結論付けている(原 ・福間他1988) (註9)。
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また2002年にも新善光寺跡とされるー画で調査が行われている。土丹と鎌倉石の石列を境にした玉砂利

面や、永福寺瓦H期から 凹期にあたる瓦溜まりが検出され、新善光寺境内城に含まれる可能性が指摘さ

れている(福田2004)。他に弁ヶ谷では、弁ヶ谷遺跡(材木座四丁目336番7地点)で、調査が行われ、 13

世紀末から15世紀にいたる6面の生活面を検出している(宮田他2001)。

百腐川を挟んだ西側の材木座11IJ屋辿跡(材木座六丁目760番1他地点)でも調査が行われ、 14世紀から

15世紀前半代に比定される4枚の生活面が検出された。13世紀代の面が見られなかったことから、海抜

2.0mという低地のために豆腐川の氾離原であった可能性が指摘される(大河内他2001)。また同じ豆腐

川西側の材木座110'屋遺跡(材木座六丁目674番10・15. 8外 .9地点)においても2002-2003年に調査が

行われている。調査では13世紀前半から15世紀前半頃と想定される1-4期にわたる遺構群が検出されて

いる。(粛木他2005)

逗子市側では、 2005年に住吉城祉で、丘陵の頂部に近い最上段の郭である 「ぼんばたけ」という地名

の残る地点、で調査が行われている(宮田他2005)。残念ながら城の築造年代などを判断できる ような遺

物は出土していないが、土塁が検出され、城の具体的様相を探る新資料として注目される。また逗子市

も鎌倉との関わりで、やぐらが多く見られる地域であるが、特に鎌倉側である北側に多く分布すること

が指摘されている(宮坂 ・鈴木2002)。その分布は扇山の東側|から北側の尾根にかけて、光明寺裏山や

ぐら群や飯島やぐら群など、いくつかずつまとまって点在しているものが何ヶ所か見られる。一部調~.

が行われている(註10)ものの、原形を留めるものが少なく、 構造年代や葬送形態を知り得る例も限ら

れる。そのため、その性格や詳細について窺い知る事は難しいとは思われるが、今後の調査による資料

の増加が期待される。

〈註〉

註1.昭和27年の現地踏査により、扇山を主峰とする丘陵全体に城郭梢造が確認された。『逗子市史jによると「故城は
名雌切通を中心とする仁治の築城仁事による造成J(別編日考古 ・建築 ・美術・漁業編p178)と考えられる。永IE七
年 (1510)北条早雲が三浦辺寸前に対する|防御の目的で住吉の古要書を取り立て、城郭としたとされる。この城は一時
三浦道寸4の手に移るが、永正九年に早雲によって攻め落とされ、以降は城としての機能を失ったものと見られる。中

央の 「げんじがやと」を城主邸館地とし、これを囲む幾段もの垂直切岸と平場により構成される (r逗子市史j別編
n)。
註2その谷戸に所在する正党寺は住吉山悟其院正党寺と号し、光明寺の開山良忠が鎌倉に入り、居住した住吉谷の浄

宗悟真寺がその前身とされる。その後しばらく荒廃していたのを、光明寺18世快誉上人が天文十年 (1541)に↑自立寺
を再興し、正党寺と改めたという 。 光明寺の末 ~fである 。

註3.r吾妻鋭j建仁三年九月六日条の北条時政の 「名越御亭Jや、f同j珪永元年二月四日条の北条義時の 「名越山辺」
の 「山荘Jなど北条氏嫡流の屋敷があったことがよく知られる。またその後北条氏分流名越氏の拠点として、名越11寺
主主の「名越山庄」があったことなどが窺え (r吾妻鋭j正嘉二年五月五日条など)、鎌倉の束の境界としての軍事的側
面、水上交通の要所としての利賀江に近抜した地でもあることが、拠点の地に選定された大きな理由のーっと指摘さ

れている(高橋1996)。
註4.材木座周辺だけでなく、 中世鎌倉における海岸線の復元については阿部正道氏 ・松尾宣方氏 ・馬淵和雄氏 ・斎藤直

子氏らによって研究が進められてきている(阿帝111970・松尾1989・馬淵1991.斎藤1999など)。滑川 ・稲瀬川両河口
付近で陪側に大きく湾入していたことや、海岸部に大きな砂l王が形成していたことなどが明らかとなっている。

註5.特に斎藤氏によると、 17位紀後半「相州鎌倉之本絵図jに 「あらいのえんまJの東側を流れていることから、鎌倉
期から17世紀後半まではこの河流をたどると考えられる。また新居間庇堂の開制のH寺期については建長年間とされ
(一口・ )11高IJ1980)、少なくとも確実に資料に表れてくる15世紀中頃には、この間施堂がたてられた旧地は砂丘として安
定していたと推測されている(斎藤1999)。なお、この間庇堂は宝永元年以降には、現在の山之内小袋谷に円応寺と
して干多l伝している。

註6.註2参照。
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註7.尚養寺、及び西連については不詳であるが、尚養寺は鎌倉近隣の寺院で、あろうと推測されている(瓜 ・川副1980)

註8.祭寿寺は元亨元年 (1321)北条高時開創、閉山南山士雲。最宝寺は 「高御倉」と呼ばれる地にあったとされる。

(貰 ・川副前国)この 11"近衛l倉jは弁ヶ谷入り口東側の山沿いの地域を呼び、幕府直轄領の倉庫群がこの付近に所在

していたIIJ能性が指摘される (1高御許Jr日本歴史地名大系 神奈川県の地名Jp284'高橋前掲)。やはりここから
も水上交通の要所である相11':(江とのかかわりがうかがえる。最宝寺はもとは頼朝が扇ヶ谷に創建したが、建久六年に

移転したものと考えられている 0::]:・川副前掲)。
註9.田代郁夫氏はやぐらを 1~洋J としてとらえ、その桝築される 「場」 について考証されている 。 その中でこの新持光

手Fで、検出されたコ字区画追梢が二つのやぐらに挟まれた位置にあり、周囲に満と相Ilを巡らせたこの迫織が、左右のや

ぐらを付属するような中心的な施設となることが想定される(田代2004)など、注Idすべき泊桝である。

註10.1弁ヶ谷*やぐら群J(木村 鈴木2000)、「正党寺やぐら併J(宮坂・鈴木前掲)などで調査が行われている。
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第2章 調査の経過と層序

第1節調査の経緯

発掘調査は、平成15年3f113日~同年3月151::1に行われた試摘調査の成果を基に計画された。平成15年

5片1日に重機による表土掘削及び機材の搬入を行い調査を開始し、同年6月30日まで行った。調査面積

は約64.4m'である。調査に先立って行われた試掘調査結果から、重機で、表土を約120cm掘り下げ第1面を

検出した。グリ ッドは、建築予定住宅の南北jliUI方向と地形を基準に設定した。グリ ットは市内4級基準

点の内C066(X=ー77，575.347Y=-25，211.429)と、 C067α=ー77，565.747Y=・25，219.451)を基準に、調査基準原点

1 (X=-77，635.517 Y=ー25，153.207Z=5.686m)、原点2(X=ー77，638.415Y=・25，153.767Z=5.733m)を設定したも

ので南北車111線は真北に対して12
0

04' 44"東に振れている。調査中に使用した水準点は鎌倉市三級水準

点Nu53418(レ5.100m)から原点1に移動したもので、原点1の海抜は5.686mで、ある。6月30日に鵠材の

搬出も含め、全ての調査を終了した。

第2節層序

調査は現地表面から表土を重機で抑削した。表土は約120-130cmの厚さの砂質の盛土で調査地全体

が覆われていた。調査は崩れやすい砂質土の安全を考慮、して地表から2mまでとし、重機による掘削土

および調査中の排上は敷地内に山政みにした。

重機で掘削した表土の下は、淡茶灰色砂質土層と敷き詰められた土丹地業聞から成る第1面 (-120cm)

が拡がり、第2面 (-150cm)、第3面 (-180cm)、第4面 (-200cm) もH音灰色ないしは灰色砂質上層と敷き詰

められた土丹地業面から成ることが雌認された。検出した遺構 ・造物の詳細は次章に譲る。

第3章 検出した遺構と遺物

1)1，土置き場を確保するために調査地全体を2つに分け北側を1区、南側を2区として調査を行ったが、

各面 ・ ~梢のつながりが煩雑になることを避けるために一括して報告する 。

第1節第1面の遺構と遺物(図3)

第1面は第IJDの盛土と部分的に残る第E層の下で検出した淡茶灰色砂質土層(第凹層)を遺構面と

する。

(1)道路辿桝

検出した辿構は、道路と考えられる上丹を敷き詰めた面が挙げられる。道路I而は厚さ10cm程の扇、Fな

上汁塊を敷き並べたものである 。 兵北に対して約23
0

回に傾く約3ml~高の道路面が、調査区の南壁から

ほぼ調査地の中央で行き IJこまる。この道路面の西辺沿って幅50cl1l程の満が付く 。この巾央で行き It.ま っ

た道路面から約1ml幅の上丹敷き面が鎚の手に曲がり東方向に延びている。この東に延びる土丹敷き面

に沿って上丹夢IJが並ぶことから、この土丹敷き面も道路(路地あるいは通路)と考えられる。道路の北

1J[lI -帯は道路のある南1tl1J と比べると 20cm程低~ ¥ 0 道路以外には部ち込みや，g:r-のれ穴が見られる程度で

ある。

(2)泊物(図10-14、図版9・10)

1面からは瀬戸折縁皿、償措片口鉢、釘の出上が目立つ。包含屑を含めると瀬戸折縁聞は17点、出土し

pずれも14世紀第1-4四半期のものと考えられる。海に近いせいか土錘も出土している。遺構では落ち

込み1からは銭が41枚まとま って出上した。
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第2節第2面の遺構と遺物 (図4)

第2面は淡茶灰色砂質土層(第皿層)の約20cm下、 暗灰色砂質土層(第W層)を遺構面とする。検出

した遺構は第1而と|白lじく道路と考えられる土丹敷き面が挙げられる。

(1)道路辿構

|幅約3mの土丹-を敷き詰めた道路面が第1而と同様に調査区の南壁からほぼ中央で行き止まる。この土

丹敷きの道路面の両側に沿って|隔30cmから40cmの溝が掘り込まれ、東辺に沿った溝の中から碇石とお

ぼしき石柱が出土している。(図20、図版18)この第1面でも確認されている土丹ー敷きの道路面は、扇W

な土丹塊を密に|探聞なく敷き詰めているものである。

(2)建物

道路の東面と北面に沿って網代壁の痕跡が確認された。この網代壁は建物に伴うものと考えられ、道

路遺構に沿った網代壁の東側には土間と推定される硬化面が拡がる。行き止まった道路の西側では多く

の土臓を検出した。

(3)遺物(図15-21、図版11-13)

2而出土の遺物で、は、 1面に似て瀬戸 、 常滑、釘、銭の I~I~I土が目立つ。 1面構成土からは瀬戸卸i日l、折

縁I皿の出土が目立つ。遺構出土沿物で、は碇石の出土が挙げられる。中央付近で二つに折れているが、鎌

倉では見られない安山岩質の石材で、長石、輝石等の細かい結晶とガスの抜けた孔が観察されることか

ら、箱根系(早川上流箱根山駒ヶ岳辺りか)の溶岩の可能性がある(註11)。法量は残存長131.6cm、|隔

32.4cm、j享さ18cm、重さは118.8kgで、ある。上面から観察すると棋形を呈し先端に行く程厚さは薄くなる。

中央付近で欠損(割れ口には加工された痕跡はなく、所謂二石型碇石ではない)していることから復元

すると、全長およそ220-250cm、重さ200kgを越えると推測される。一石型碇石で見られる木部固定の

ための固定満や!lilJI装身部満などは見られない。側面先端寄りには鉄釘がlヶ所打Pたれている。

第3節第3面の遺構と遺物 (図5)

第3面は灰色砂質土府(第YlI層)の約20cm-F、暗灰色砂質土層(第四周)を辿構Uriとする。

(1)道路遺構

検出したのは、雨北方向に扇平な上丹を敷き詰めた|隔およそ4mの道路と、東方向に延びる1隔1.8mの

道路である。

(2)建物

南北道路の東面、東西道路に沿って網代壁を持つ建物2棟が検出された。網代壁のほとんどは痕跡の

み、建物の内側では不規則だが性穴が見られる。基本的に第4面の地割りを踏襲している。

(3)辿物(図22-25、図版14・15)

3面の包含層でもある2面梢成上からは2而と同じく釘の出七が目立つ。3面からは瀬戸折縁1111が出|こし

ている。治構では士服1からMI戟品の青磁Jill弁文1施、搬入品の臼かわらけが出土している。土成6からは

常滑片口鉢、吉備系上器腕、釘、銭が出土している。

第4節第4面の遺構と遺物 (凶6)

第4而はH音灰色砂質土層(第四府)の約30cm下で、検出された肩平な上川塊を密に敷き詰めた道路而を

遺構而とする。
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(1)道路辿椛

南北方向に延びる幅約3mの道路と東方向に延びる幅約1.3mの道路を検出した。南北道路、東西道路

共に側溝は持たない。東西道路は建物との問、|隔が狭いことから道路と去うよりも路地といった方が良

pかも知れない。建物に沿って網代壁の掘方のために滞状に窪むが溝ではない。

南北道路の西辺に沿って柱穴列が検出された。道路に平行した柱穴で、 90cm (半間)の間隔で並ぶ

ことから道路に沿って建てられた簡単な小屋か、 差し掛けの痕跡と考えられる。

(2)建物

南北道路の東面、東西道路に沿って網代壁を持つ建物2棟を検出した。

a.建物1

南北道路に商し、東西道路の北側で検出した網代壁を持つ建物である。南北道路に約4.5m、東西道

路に約6m接するが規模は不明。建物内部で柱穴と|幅1.5m程の土間とおぼしき硬化面を検出した。

b.建物2

南北道路に面し、東西道路の南側で検出した網代壁を持つ建物である。南北道路に約2.5m、東西道

路に約5.5m面するが規模は確定できない。建物内部で、土問とおぼしき硬化面の広がりと、囲炉轟の痕

跡と思われる6ωOcmX40仇cmの範匝凪|で

(3ω) ~泊i虫2物(図2お6-28、図版16 ・ 17)

相変わらず4面の包含層である3r面梢成土からは、舶載磁器・吉備系土器・釘 ・常滑片口鉢の出土が目

つ。瀬戸卸皿を見ると、 13世紀第2から第3四半期のものが見られるが瀬戸折縁皿の出土はない。網代

建物内で吉備系土器 ・白かわらけ ・瓦器質黒縁illl.備前担鉢が出土している。

第5節第4面以下の遺構と遺物

第4面下は住宅建設による掘削深度を超えるために、中央セクシ ョン部で卜レンチ調査を行った。

(1)道路遺構

4面まで確認されている扇平な土丹を敷き詰めた道路面と同じ構造を持つ道路面が確認された。4面の

道路面を取り除くと、約10cmの厚さで灰色砂が敷かれていた。砂を取り除くとやはり廟平な土丹を敷

き詰めた道路面が続くことを確認した。更に下に道路面が辿存していると思われるが、砂地の湧水のた

めに以下の調査は断念した。

(2)遺物(図29. 30、図版17)

4面構成土から白磁口冗皿lや常滑の I類片口鉢の出土が目立つ。瀬戸の製品が見られなくなる。

註11 放送大学客員教授、総島義章先生の御教授による。
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表1 遺物観察表

図7 試掘1
NQ 迫物名
1 白磁

2 青磁折縁JIll
3 青磁鏑蓮弁

4 i5磁$;:~蓮弁文碗
5 青磁碗

6 白磁口〕じ皿

7 陶器(鉢か)

8 瀬戸描鉢

9 瀬戸卸皿

10 瀬戸在IIl1Il

11 瀬戸折縁Jlll

12 吉備系土器

13 かわらけ

14 かわらけ

15 かわらけ

16 かわらけ

17 かわらけ

18 かわらけ

19 かわらけ

20 かわらけ

21 かわらけ

22 かわらけ

23 かわらけ

24 かわらけ

25 かわらけ

26 伊勢系上鍋

27 火鉢か

28 鉄製品(釘)

29 鉄製品(釘)

30 鉄製品(長n
31 滑石製鍋

32 砥石

33 土丹製品

図8 試掘2

NQ 造物名
1常滑片円鉢

2 常滑片口鉢

3 常滑片口鉢
4 常滑片口鉢

5 常滑片11鉢

6 ;常滑片口鉢

7 常滑片口鉢

8 常滑片口鉢
9 日t滑f212
10 常消費

11 常滑翌2

12 常滑裂片U鉢

13 常滑翠E

14 摺り常滑

15 !p:j=丸瓦

1:2{19 試掘3 石塔類
法iil(cm) .特徴等 府位 Jtl物名 法註 (cm) ・特徴等

口]じlill口径(8.4)底径(6.0)器高1.5 表採 五輪塔 水輪最大径23.8高さ15.2安山岩製。
口径(13.2) 種子なし。

口径(17.4) 試掘 五輪塔 水輪最大径32.8高さ20.2安山岩製。

発心門(東)の踊子及び修行門(南)浬

!底径4，2 終門(北)の種子半分迫存する。

底径5.8 表採 宝僅印搭か 長さ41.5残存l陥31.2高さ15.3安山岩
口径(25.0)産地不明。 製。 笠の I~]\ fiítî突起を除きを平聞に削
鉄利。18c前葉。 った再加工品か。

口径(16.3)灰糊ハケヌリ 。

口径(15.6)灰甲山ハケヌリ ツケガケ併 図10 包含用
問か。 トb 迫物名 法ii1(cm) ・特徴等
口径(17.5)灰利lハケヌリ。 1 瀬戸皿器 品4.1近現代か。底面1ケ所にめあと
l直径3.3 あり。全面に灰車111。
口径(7.3)底径(4.3)器高2.0 2 簡易炭(土製) 長5.11隔3.8J平3.1近代。
口径(7.4)底径(4.1)器高1.9 3 瀬戸美濃刷毛目鉢 刷口径(21.9)残存部は全て灰利lを施
口径(8.0)底径(5.4)器品2.1 す。18c。
口径(9.8)底径(5.3)器品3.4 4 陶器(護) 最大径(15.0)口径(12.9)器高1.9産地
口径10.5底径6.1器高3.0 不詳。近世末~近代。

口径(11.6)底径(7.2)器品3.1 5 瀬戸美濃鉄利l小壷 鉄口径 (1 0. 2 ) 外面のみ施~l1l o 17-
口径(11.2) 18c。
口径(10.4)底径(6.4)器品2.7 6 鉄柄h鉢 底径(9.1)産地不詳。近世。
口径(12.6)底径(6.8)器高3.4 7 瀬戸美濃 底径(6.8)器種不明。外面上方は鉄病11
口径(11.4)底径(6.6)器高3.8 か。近世。

口径(12.8)底径(9.0)詩尚3.3 8 瀬戸美濃鉢頼鉢 底径6.8内而外面|二体部に飴華111を施
口径(13.4)底径(7.4)器高3.7 す。18c。
底部穿孔。 9 陶器(碗) 底径(3.2)内底商にかさね焼痕あり。

口径(20.2) 灰利。二次焼成による白濁。近出。

底径(11.4)かわらけ質。ニ，hli、J'きか。 10 瀬戸美泌 片口か、灰~ill o 18c中葉。
長さ6.9幅1.2 11 京焼風陶器腕型阻 底径(3.7)灰利 ・鉄絵。17世紀末~
長さ6.21隔0.5 18c l~~葉。

長さ4.91隔0.5 12 JI巴前青線網111m内問背緑~dl 。 外面透明草IIi o 見込み蛇
/日新iIはぎ。17c後半。

長さ6.91隔4.0伊予産中砥。流紋岩質 13 瀬戸美濃欽利碗 鉄底径4.3残存部は内面のみ施柄iI。
羽I粒凝灰料製4面使用。 18c。
直径13.8J平用途不明。刃物で土丹を 14 瀬戸美濃灯明下肌 灯口径(11.1)桟径(7.6)底径(4.9)器高
削り、球形に作ったもの。 2.0鉄東hツケガケ。下体部は拭い取

り。18c中葉。

15 かわらけ 底径(8.5)近世。
法量(cm)・特徴等 16 かわらけ 口径(17.0)底径(9.2)器高3.7近世。

iI径(25.8)1頼。 17 百磁JllI
I類。 18 l守磁却|花文碗
口径(17.6)1類。 19 占磁鏑蓮弁文碗
H頼。 20 l守磁肌
日頼。 21 i'a並Jlll
口径(25.0)n頼。 22 青白磁梅)低
口径(25.0)n類。 23 青白磁Jm 仁11壬(14.6)
日類。 24 白磁口J1:阻

25 i頼)_:j'!斤締11ll9;¥e干F部は)j(柄I1ツケガケ(またはナガシ|

ガケ)。二次焼成。 I

26 瀬jコJ斤縁1TJl 灰新IJハケヌリ 。
日頬の可能性もある。 27 瀬戸折縁1]]1 灰豹11ハケヌリか。一次焼成を受け;
底径(16.0)片口鉢H類の可能性もある。 る。

長さ 10.01陥11.3厚さ0.9型胴部片を加 28 瀬1コ折縁llil 灰~lll 。 施稿h方法不明。一次焼成によ
ょしたもの。 り利lの剥落が顕著。

瓦t;?径12.8ニ巴文。
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29 瀬戸折紙Ull
30 瀬戸折縁日Il 灰稿Jl。施利l方法不明。
31 瀬戸折縁日II 尿病IJツケガケ(ナガシガケ)。
32 瀬戸折紙Illi J*利ノ、ケヌリか。

33 瀬戸l皿 折縁深捌か。灰稿11ツケガケ(またはナ
ガシガケ)。

34 瀬戸川l 縁豹IJ小皿か。残存部はl刈底面灰病IJハ

ケヌリ 。

35 瀬戸、ド腕 灰柄IJツケガケか。

36 瀬戸天IIT碗 鉄柄h。
37 i紙戸緑柄11 小Uf壬(10.4)利iノ、ケヌリ・ツケガケ併

川。内底に目痕。

38 瀬戸花}凶

39 瀬戸花瓶 LI 待(11.0)[J類。口総は平面輪花。
灰新IJ。二次焼成により ~11iの剥落顕苦。

40 瀬戸卸肌 灰利l。施病hJJ法不明。
41 瀬戸例JHll 灰車rll。施稿11方法不明。
42 i相ps'jJIJIl 灰~IIJ。 施稿IJ方法不明。

43 瀬戸在111m 残存部は灰~IUノ、ケヌリか

44 瀬戸卸IlJl j火利l。施稿IJ方法不明。 一次焼成を受

ける。

45 瀬戸卸Ull J反華llJノ、ケヌリツケガケ(またはナガ
シガケ)併用か

46 瀬戸在IlllU j夫新IJノ、ケヌリ・ツケガケ(またはナガ

シガケ)併用か。

47 火鉢 瓦質。

48 火鉢 瓦質。 F体部に沈お~を設ける 。 JJ瓦

取り付き昔日。

49 火鉢 瓦質脚部

図11 包合用
No 遺物1， 法lrt(cm) ・特徴等
l常消費

2 常滑型E
3 常滑蛮
4 常滑dt
5 常滑}，円鉢

6 常滑}，I1鉢
7常滑鐙
8 常滑翌f
9 常滑片11鉢

10 魚住1'~鉢 1-1径(22.6)

11 魚住担鉢

12 備前主li鉢

13 備前名!:鉢 I-!'r壬(28.2)
14 瓦器賀県総i皿 I-!'r壬(10.4)
15 かわらけ u任 (7.6) 底筏 (5 . 8) 一出 I':~1.6 
16 かわらけ 1 1 1を (7.2) 底径5.3 器 ，~'51.5

17 かわらけ I-_j何7.2民向4.3総，'，:;2.211緑煤付打。
18 かわらけ L11壬(8.3)底径(5.0)滞日2.4
19 かわらけ [__J径(10.2)底径(5.6)指向3.1
20 かわらけ 口径(13.6)底径(9.1)出I河3.2
21 かわらけ 口径 (12. 1) 底径 (6.4)出 1'，~~3.6

22 かわらけ 口径(11.7)底律(7.3)器品3.6
23 かわらけ 1-1筒(13.6)底任(8.5)出向3.1
24 かわらけ し|径13.7!底に径約0.1の穿イL。

25 かわらけ 口径(14.0)底径(8.0)器高3.8
26 かわらけ 口径(14.0)底径(8.8)一協同3.3
27 t錘 残長2.81隔2.2孔径0.9かわらけ質。
28 上錘 長さ4.11隔2.3孔径0.7かわらけ質。
29 鉄製品(釘) 残長5.11陥0.6
30 鉄製品(釘) 残長4.91隔1.3
31 鉄製品(釘 残長4.01陥0.5
32 鉄製品(釘) 残長4，51幅0.8
33 鉄製品(釘) 残長4.71隔0.8
34 鉄製品(釘) 残長3.81隔0.9
35 鉄製品(釘) 残長3.51幅1.0
36 鉄製品(釘) 残長3.71隔0.8
37 鉄製品(釘) 残長3.61隔0.4
38 鉄製品(釘) 残長3.51幅1.2
39 鉄製品(釘) 残長3.0111品0.6
40 鉄製品(釘) 残長3.11幅0.8
41 銭開冗通宝 外径2.46方穿径0.70J平0.13真苫。キl

鋳621年(唐)。
42 銭至迫冗'1: 外径2.47方穿径0.56坪0.13行71。キJ

鋭995年(北宋)。
43 銭祥!符冗宝 外径2.47方穿径0.60伴0.10其占。争1

鋭1009年(北宋)。
44 銭天!llijじ宝 外径2.41fJ穿径0. 64 伴0. 1 3築 I~~ 0 fJ 

鋳1023年(北宋)。
45 銭照i手工jじ宝 外径2.38プ7穿径0.69}平0.17其苫。者Z

鋭1068年(北?に)。
46 銭冗盟通宝 外径2.55 方穿径0. 66 伴0.1 3行 I~~ 0 f): 

錦1078年(北末)。
47 銭寛永通セ 外径2.48方穿径0.56陣0.11初鋳162l

年(日本)。

48 骨加_G，~ 長さ7.51隔3.5J早さ3.4
49 '1')' JJll __[品 長さ3.51隔3.5)いさ3.7
50 骨加工1511 長さ4.31幅4.1仰さ2.6
51 砥石 長さ8.0幅2.5厚さ2.1中砥。流紋岩'a

凝灰岩製。4面使問。小口は残らな

52 低石 長さ5.6幅4.5仰さ 1.1中砥。流紋岩1'{
凝灰岩製。4而使用。片側面は生産H当
の切り出し棋が残る。小口ものfJ際。

53 砥石 残長5.1残存|隔3.2残れJl?1.01.!鳥沌産日

上砥。片側面 小口1聞が残る。使「
而は被熱によりはぜて欠陥。

同12 1面
ト~o 迎物i<， 法Ll(cm) ・特徴等
1瀬戸 底径(5.8)火入れ灰治ーし等か。!治 tは

灰白色、やや粗い。内面 ・外I記とも

鉄新IJナガシガケ。
2 瀬戸かJlllJl 底ff:9.61灰 ~lh ツケガケ |人JI底剤51事;fEせ

ず。底面4箇所にトチ痕あり。
3 I i析戸イEJ脱 底径4.21類。鉄利。
4 瀬戸折縁日H 111壬(20.0)灰利1/、ケヌリ・ツケガケ

(またはナガシガケ)。

5 I i新p折緑JIIl 円f壬(20.4)灰柄111ノ、ケヌリツケガケ
(またはナガシガケ)。
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6 瀬戸折縁I皿 口径(17.6)灰柄hツケガケ(またはナガシ 残長4.5

ガケ)。外面下{本部は料lがかからない。 残長7.0幅3.6

7 瀬戸折縁皿 口径(25.2)灰豹"ハケヌリーツケガケ

(またはナガシガケ)。 図14 1面冶梢

8 瀬戸折縁皿 口径(15.8)灰利ハケヌリ・ツケガケ Nu 遺構 遺物名 法益(cm) ・特徴等

(またはナガシガケ)。 1 落ち込み1 かわらけ 口径(8.1)底径(4.8)器

9 瀬戸折縁阻 灰粕ハケヌリツケガケ(またはナガ 高2.4

シガケ)併用。 2 落ち込み1 かわらけ 口径(8.3)底径(4.7)器

10 瀬戸折縁皿 灰柑ハケヌリツケガケ(ま たはナガ 高2.0

シガケ)併用。 3 落ち込みl かわらけ 口径(13.0)底径(8.5)器

11 i新p折縁llll 灰和!ハケヌリツケガケ(またはナガ 高3.3

シガケ)Hr用か。 4 落ち込み1 瀬戸卸皿

12 備前揺鉢 口縁部片。13と同一個体か。 5 落ち込み1 伊勢系土鍋

13 備前掲鉢 6 落ち込み1 銭 開7c通宝 外径2.45方穿径0.70厚

14 魚住控鉢 0.12真由 初鋳621年

15 魚住担鉢 (唐)。

16 常滑片口鉢 H類 7 落ち込みl 銭 開フじ通宝 外径2.40方穿径0.65厚

17 常滑片口鉢 H類 0.13真書初鋳621年

18 常滑片口鉢 H類 (唐)。

19 常滑片口鉢 E類 8 落ち込み1 銭 開7じ通宝 外径2.52方王手径0.62厚

20 i尚i;滑片口聾 片口鉢H類の可能性もある。 0.12真由初鋳621年

21 常滑饗 広口壷の可能性もある。22と同一個 (唐)。

体か。 9 落ち込み1 銭開冗通宝 外径2.41方穿径0.70厚

22 常滑型E 0.15其苫 初錦621年

23 常消費 (唐)。

24 常滑玉縁日縁壷 周部に2条の沈線あり。 10 落ち込みl 銭至道7c宝 外径2.46方穿径0.61J写

25 常滑広口宣 0.12行33初鋳995年

(北宋)。

図13 1面 11 落ち込み1 銭戚平フじ宝 外径2.50方穿径0.56厚

Nu 泊物名 法皇(cm) ・特徴等 0.18真t!?初鋳998年
1 かわらけ 口径7.8底径5.8器品1.7 (北宋)。

2 かわらけ 口径7.4底径5.4器高1.5 12 落ち込み1 銭戚平冗宝 外径2.49方穿径0.57厚

3 かわらけ 口径7.7底径5.3器高1.6 0.14真73初鋳998年

4 かわらけ 口径(7.6)底径4.7器高1.3 (北米)。

5 かわらけ 口径8.6底径5.0器高2.0 13 落ち込み1 銭祥符冗宝 外径2.48方穿径0.62J享
6 かわらけ 口径8.0底径5.1器高1.8 0.13真書 初鋳1008年
7 かわらけ 円径7.6底径4.2器局3.4 (北宋)。

8 かわらけ 口径(10.2) 14 落ち込み1 銭祥符フじ宝 外径2.53)j穿径0.55厚
9 かわらけ 底佳(7.8) 0.14真喜初鋳1008年

10 かわらけ 口径13.6底径7.3器，Gi3.6 (北宋)。

11 かわらけ 口径(12.8)底径(7.4)器高3.2 15 落ち込み1 銭天砧通宝 外俺2.42方苦手径0.63厚

12 土錘 長さ4.01隔1.2孔径0.6 0.12真書初鋳1017年

13 土錘 残長2.81陥1.5孔径0.5 (北宋)。

14 火鉢 j出l部片。瓦質i陥花形。 16 落ち込み1 銭天型フじ宝 外径2.51方穿径0.68厚

15 1牙磁蓮弁文碗 口径(14.8)龍泉窯産。利調は透明。 0.17兵書初鋳1023年

粗い賀入あり。 (北宋)。

16 1T磁蓮弁文碗 龍泉窯産。一次焼成を受けたものか。 17 落ち込み1 銭 天型冗宝 外径2.55方穿径0.60厚

17 青磁鉢 龍泉窯産。内面蓮弁文。 0.13兵哲 初鋳1023年

18 青白磁水注か 景徳鎮窯産。一次焼成を受けたもの (北宋)。

か。 18 落ち込み1 銭 的l道冗宝 外径2.63方穿径0.75厚
19 1~管雁首 rl1圭1.5残1L銅製。 0.14築占初鋪1032年

20 鉄製品(刀子) 銭長16.6IPFu2.5 (北宋)。

21 鉄製品(釘) 残長3.0 19 -描ち込み1 銭皇宋通宝 外径2.48 方穿径0.68J~
22 鉄製品(釘) 残長5.7 0.13真吉初鋳1038年

23 鉄製品(釘) 残長5.5 (北京)。

24 鉄製品(釘) 残長7.2 20 落ち込み1 銭 皇宋通宝 外径2.39方穿径0.64厚

25 鉄製品(釘) 残長4.9 0.12其古初銑1038年

26 鉄製品(釘) 残長6.6 (北宋)。
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21 落ち込みl 銭皇宋通宝 外径2.46方穿径0.74厚l

0.11築t!?初鋳1038年

(北宋)。

22 部ち込み1 銭 皇宋通宝 外径2.50方穿径O.72J平

0.11築古 初鋳1038iJ三

(北宋)。

23 活ち込み1 銭皇ラie通宝 外怪2.45方穿径0.72尿
0.12築苫初鋳1038年

(北宋)。

24 落ち込み1 銭皇宋通宝 外径2.55方穿径0.67厚

0.14真智 初鋳1038年

(北宋)。

25 落ち込み1 銭至和1フじ宝 外径2.30方穿径0.64厚

0.13真由 初鋳1045年

(北宋)。

26 溶ち込み1 銭Ji'3祐通宝 外径2.56方穿径0.71厚

0.10築古 初鋭1056年

(北宋)。

27 落ち込み1 銭嘉ネt:I通宝 外径2.42方穿径0.76厚

0.13真部 初鋳1056年

(北宋)。

28 落ち込みl 銭嘉祐通宝 外径2.43方穿径O.71J享

0.14真円初鋭1056年

(北宋)。

29 落ち込み1 銭治平フじ宝 外径2.45方穿径0.70厚

0.14築出 初鋭1064年

(北宋)。

30 落ち込み1 銭照寧フE宝 外径2.50方穿径0.68扉

0.12真書 初錦1068年

(北京)。

31 部ち込み1 銭照寧冗宝 外径2.50方穿径0.72厚

0.11真71?初鋳1068年

(北宋)。

32 活ち込み1 銭照寧冗宝 外径2.51方穿径0.65厚

0.13築丹初鋳106年

(北宋)。

33 部ち込みl 銭元盟通宝 外径2.43方穿径0.66厚

0.11行持 初鋳1078年

(北宋)。

34 落ち込み1 銭フじ型通宝 外径2.46ブJ穿径0.65厚
0.15築乃初鈍1078年

(北宋)。

35 i落ち込み1 銭フじ型通宝 外径2.40方苦手俺0.65厚

さ0.16築苫 初鋭1078

年(北宋)。

36 落ち込み1 銭冗盟通宅 外待2.52方穿径0.68厚

0.15行l!?初鋭1078年

(北宋)。

37 、指ち込み1 銭フじ祐通宝 外径2.46Ji穿径0.69厚
0.13 fj' ， 1~ M鋭1086年

(北宋)。

38 落ち込み1 銭7じ祐通宝 外径2.43方穿径0.62厚

0.13行丹 初鋳1086年

(北宋)。

39 落ち込み1 銭冗祐通宝 外径2.40方穿径0.65厚

0.17雪奈川初鋭1086年

(北宋)。

40 部ち込み1 銭 yじ祐通宝 外径2.47方穿径0.61)平

0.13家君 初鋳1086年

(北宋)。

41 ;搭ち込み1 銭 yじ祐通宝 外径2.48方穿径0.64厚

0.13行出初鋳1086年

(北宋)。

42 落ち込み1 銭紹型フじ宝 外径2.45方穿径0.651平

0.14築世 初鋳1094年

(北宋)。

43 r~ち込み1 銭型宋冗宝 外径2.46方穿径0.58厚

0.12行苫初鋳1101年

(北宋)。

44 落ち込み1 銭型宋フじ宝 外径2.41方穿径0.15)平

0.18築苫初鋳1101年

(北宋)。

45 落ち込み1 銭型宋冗宝 外径2.47方穿径0.60犀

0.15家苫初鋳1101年

(北宋)。

46 落ち込み1 銭大観通宝 外径2.43方苦手径0.621享

0.15其Jf初鋳1107年
(北宋)。

47 ピット3 常滑片口碗

48 ピット3 (1}1， 残長8.0残|隔6.0厚1.6

49 ピット3 常消費 底径(15.0)

50 ピット4 陶器

51 ピット4 百円汁}妥E

図15 1面構成土

ト~Q 遺物名 法111(cm) ・特徴等
1 Jl巴前磁2it 底径4.4染付1施。見込み蛇の目病"は

ぎ。18c代。

2 白磁口JClIIl
3 白目蛙口JCHll
4 白隠口〕じJlIl 底径5.8
5 青俄宣- 部片。取手等が取付いていたか淡色。

利用がj平い。外而被熱。

6 J7磁錨蓮弁文碗

7 fi磁鏑蓮弁文碗
8 iT磁鏑蓮弁文碗
9 1!?磁錨趨弁文腕 Il1圭(12.0)

10 l!?白磁小llIl !底径2.7外面下体部は露胎。

11 ??白磁瓶蓋 |寸径(6.4)器高4.5程度内面露胎。

12 1'，"1土l磁栴j民

13 瀬戸入 Jι

14 瀬戸花瓶 l底径 (8.8) 日 類か灰~bのナガ シ ガケ、

熱による求lJ離が者しい。

15 瀬戸瓶f 11径4.4灰利l施利1方法不明。

16 瀬戸査 休部に3本の条線あり 。灰病11jfシガ

ケノ、ヶヌリもfJtff:Jか。

17 i紙0!.:~~ 灰~dl o .[1"は型作りのものを貼り つけ

ている。

18 瀬戸卸IlJl 灰稿lJ。被熱による病iJの剥離が見られる。

19 瀬戸卸JUl 残存者15では稿11は殆ど残らない。

20 瀬戸卸阻 底径(8.5)灰利lハケヌリツケガケ(ナ

ガシガケ)併用か。

21 瀬戸卸JlIl 口径(13.2)灰病"ツケガケ。

22 瀬戸卸Illl 口径(15.6)灰利lハケヌリ 。
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23 瀬戸折緑llll 口径(16.8)灰利l施利l方法は不明白紙 34 常滑片口鉢 H類。
部の利!の剥離が顕著。 35 ;常滑片口鉢 H類。

24 瀬戸折縁日1 灰柄h。残存部はツケガケ(またはナ 36 常滑片口鉢 H 類。
ガシガケ)か。 37 常滑片口 底径(15.2)n類。

25 瀬戸折縁皿 灰利l。施新11方法不明。 38 常滑饗 底径16.6
26 瀬戸折縁Jlll 灰約hノ、ケヌリツケガケ(ナガシガケ) 39 常消費 底径(17.0)

併用か。内部にー単位6本の条線あり。 40 常泊費 底径16.4
27 瀬戸折縁皿 灰利。残存部はハケヌリの痕跡が認

められる。 図17 1面構成土
28 i相p折紙JIl1 灰新hハケヌリツケガケ(ナガシガケ) No 辿物名 法♀ (cm)・特徴等

併用か。見込み中央と下体部に条線 1常滑片口鉢 I類。
あり。 2 常滑片口鉢 I類。

29 瀬戸折縁1U1 口径(26.7)灰利iハケヌリツケガケ 3 常滑片口鉢 I類。
(ナガシガケ)併用。 4 常滑片口鉢 I類。

30 魚住鉢 5 常滑片口鉢 I類。
31 魚住鉢 6常滑片口鉢 I類。
32 魚住鉢 7常滑片口鉢 I類。
33 魚住鉢 8 常滑片口鉢 I類。
34 魚住鉢 底径(14.2)内面摩耗顕著。 9 常十i~~片口鉢 I類。
35 助!抱i針E 在IJ目は一単位12条18c前葉。 10 ;常m片口鉢 I類。
36 1Jiil前描鉢 在11目はー単位11条。 11 常滑片口鉢 I類。

12 常滑片口 口径(28.8)1類。内底摩耗顕著
図16 1面梢成土 13 常滑)守口鉢 I類。
No 辿物名 法虫 (cm)・特徴等 14 常滑片口鉢 I類。
1 常滑玉縁 口径(10.2) 15 常滑片口 底径(12.2)1類。
2 常消壷玉縁 口縁、 日部に条線あり 16 吉間l系土器
3常滑蛮 底径(9.8)玉縁。 17 吉備系土器
4 常滑広口712か 18 かわらけ 口径(7.3)底径(4.2)器局2.1
5 I 'j~;消裂 19 かオコらけ 口径(7.2)底径(4.6)総尚2.0
6常泊費 20 かわらけ 口俺(7.3)底径4.2器高1.8
7 1;常滑翠E 21 かわらけ 口径(7.9)底径(6.0)出品1.6
8常滑饗 22 かオつらけ 口径7.5底径4.7器品2.4
9 常消費 23 かわらけ 口径(7.2)底径4.5器，GJ2.2
10 常滑翠E 24 かわらけ 口径8.0底径5.1器高1.9
11 常消費 25 かわらけ 口径8.0底径5.0器l局2.0
12 常消費 26 かわらけ 口径(8.6)底径(5.0)器局2.5
13 ;常消費 27 かわらけ 口径7.4底径4.5器高2.2
14 常消費 28 かオコらけ 口径(8.5)底径5.0器品2.4
15 常汗}翌f 29 かわらけ 口径(8.2)底径(5め器局1.7
16 前'~ r口翌E 30 かわらけ 口径(13.2)底径(7.8)器高3.2
17 常滑ヨE 31 かわらけ 口径(10.6)底径(6.2)器高3.0
18 常消費 32 かわらけ 口径(11.6)底径(7め器高3.1
19 常消費 33 かオコらけ 口径(11.3)底径(6.8)器高3.0
20 常消費 34 かわらけ 口径12.3!底径7.6器1苛3.7
21 ;常滑片口鉢 日類。 35 かわらけ 口径(14.4)底径(8.5)器I白3.3
22 ;常滑片口鉢 H類。 36 かわらけ 口径12.8底径7.6器川3.2
23 常i'l't片，-，鉢 日類。 37 かわらけ 口f圭(12.6)底径(8.4)器品2.8
24 常滑片口鉢 日類。 38 土製品 長さ4.61隔3.4J平1.5かわらけ質。塊状の
25 常滑片口鉢 H類。 製品の表面を擦り加口:したもの。
26 'j; '~滑片 I I鉢 日知。 39 火鉢 瓦質。、F而愉花形。
27 常滑片，I鉢 H類。 40 火鉢 瓦質。外面白縁部付近に一辺約0.8cm
28 常滑片口鉢 H類。 の格子文のスタンプをOillらす。香炉か。

29 常滑片口 口径(28.5)n 類。 41 火鉢 瓦質。外面上部に径約0.8cmの鈎花文
30 'M~t片口鉢 H類。 スタンプを配し、沈線を巡らせる。

31 常滑片口鉢 日類。 径約0.8cmの珠文状の突起を巡らせ、
32 常滑片口 口径(32.2)n類。 体部 rl~程に花文スタンプを組み合わ

33 常滑片口鉢 ll:煩。 せて施文する。
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42 火鉢 瓦質。i本部中央に径約3.3cmの花文ス
タンプと!古草文スタンプを組み合わ

せて施文。径約1.5cmの珠文状の突起
を配し、沈線の下に径約1.3cmの鈎花
文スタンを巡らせる。外面全体は丁

粛なj砦きが施される。

43 火鉢 瓦質。

44 火鉢 瓦質。外面下休部に沈線をそのl!aJに
径約1.0cmの珠文を巡せる。下には1
cm科度の鏑花文スタンプが巡る。

図18 1而構成仁
Nu 迎物名 法以(cm) ・特徴等
鉄製品(釘) 残長4.01隔0.8
2 鉄製品(釘)
3 鉄製品(釘)
4 鉄製品(釘)
5 鉄製品(釘) 残長4.81幅0.7
6 鉄製品(釘) 長さ7.01偏1.0
7 鉄製品(釘) 残長6.71111~ 0 .9 

8 鉄製品(釘) 残長5.4l~hiO.9 

9 鉄製品(釘) 残長5.31偏1.0
10 鉄製品(釘) 残長4.8ITIU.1
11 鉄製品(釘)
12 鉄製品 残長4.81~lîi O . 9 断面四角形の先端がー

H主に分岐する。
13 鉄製品(釘)
14 鉄製品(釘) 残長4.3l~liiO . 9 付着物あり 。
15 鉄製品(釘)
16 鉄製品(釘) 成長3.91TM1.2
17 鉄製品(釘) 残長4.4ITMl.l 
18 鉄製品(釘) 長さ5.0ITliiO.9
19 鉄製品(釘) 長さ 5.11~ITi1 . 2

20 鉄製品(釘)
21 鉄製品(釘) 残長3.21隔1.0
22 鉄製品(釘)
23 鉄製品(釘) 残長3.01 ~;'\ 1.0 

24 鉄製品(釘) 残長4.11隔1.2
25 鉄製品(釘)
26 鉄製II~II(釘) 成長5.2l~hi 1.4 釘2本がH-i

27 鉄製品(釘)
28 鉄製品(釘)
29 鉄製品(釘) 技長3.31~IJ 1. 6 

30 鉄製品(釘)
31 鉄製品(釘) 残長6.0IPliiO.8
32 鉄製品(釘) 残j乏4.91幅1.2
33 鉄製品(釘 残長3.9IPMO.7
34 鉄製品(釘) 残長4.51隔1.6
35 鉄製品(釘) 残長4.6IPf.iO.7
36 鉄製品(釘) 時長4.6ITr.io.6
37 鉄製品(釘) 残長5.41隔1.2
38 鉄製品(釘
39 鉄製品。n 残長4.1IPI;i1.2
40 銭 うjミ通yじ宝 外径2.53方穿径0.64NO.13兵』。初j

銑960年(北宋)。
41 銭 皐宋通宝 外任2.43Jj穿任0.681y占0.11点、1~ 。 争i}J

銚1038年(北米)。

42 銭型米通宝 外径2.42方穿径0.69厚0.13行由。初
鋳1101年(北宋)。

43 銭 jじ宝通宝 外径2.52方穿径0.63)平0.10行苫。がj
鋭1078年(北宋)。

44 銭冗宝通宝 外径24.0方穿径0.62厚0.13行:占。初
錦1078年。(北*)。

45 銭判読不明 外径2.47Jj穿径0.54厚0.11
46 砥石 残長8.41幅3.5厚1.81!鳥沌産仕上砥頁岩

製 1面使用裏面は未使用小口が残る
両側面は生産H寺のノコギリ痕が残る。

47 i砥石残 長3.11隔2.5尿0.8I!f.~沌産仕上砥頁岩

製 2而使用片而に生産時のノコギリ
泌が残る。

48 砥石 技長3.61幅3.5J平0.6I!日滝産仕上砥頁
岩製 2面使用両側面に生産時のノコ
ギリ痕が残る。

図19 2面
Nu 迎物名 法量(cm) ・特徴等
1 一i'"I"li.混合子 1 11壬(9.8)
2 瀬戸平腕 j束柄11ツケガケ(またはナガシガケ)。
3 瀬戸折縁[[11 1ft.華111/、ケヌリツケガケ(またはナガ

シガケ)1刑判。二次焼成により柄I1は
Ili関する。

4 瀬戸卸[11 灰病h。一次焼成による求l卜諸が目立ち、
施柄h方法は不明。

5 瀬戸卸[[11 灰柄hハケヌリか。
6 瀬戸卸IUl J天荊11 0 一次焼成を受け、施~Ib方法は

不明。

7 魚住42鉢 11径(26.0)
8 魚住担鉢
9 渥美蛮 "-j部に一条の沈線あり。

10 'frÎ計~t望E

11 常滑片1-1鉢 J底径(13.8)1額。
12 常滑片円鉢 I類。
13 常滑片11鉢 I頼。
14 百?rr卜，E
15 常滑壷
16 常滑Itll鉢 日類。

17 市川片LI鉢 日知。

18 常滑片11鉢 }Jま径(14.6)日類。
19 常滑片11鉢 日類。

20 日-{(IIII系上部 11径:11.01.底径4.9指，'，Jj3.1
21 かわらけ 口径(8.2)底径(5.4)器，¥Jj1.8
22 かわらけ 口径(8.2)底径(5.0)器高2.0
23 かわらけ 1-'任(7.8)底径3.8器高2.5
24 かわらけ 口任(7.2)底径(3.6)器而2.4
25 かわらけ 口径(12.8)底径(8.0)器高3.0
26 かわらけ 円任(14.4)底径(8.8)器向3.5
27 かわらけ 1 1 1.~(13.0) 底径 (7.4) 出尚3.9

28 かわらけ 1 It壬(14.8)J.底径(9.9)器高3.5
29 鉄製品(釘) 残長4.21幅0.9
30 鉄製品(釘) 残長3.91悩0.6
31 鉄製品(釘) 残長4.71幅0.8
32 鉄製品(釘) 長さ4.71陥1.0
33 鉄製品(釘) 残長4.21隔0.6
34 鉄製品(釘) 残長3.91隔0.7

門
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35 鉄製品(釘)

36 鉄製品(釘)

37 鉄製品(釘)

38 鉄製品(釘)

39 鉄製品(釘)

40 鉄製品(釘)

41 鉄製品(釘)

42 鉄製品(釘)

43 鉄製品(釘)

44 鉄製品(釘)

45 鉄製品(釘)

46 鉄製品(釘)

47 鉄製品(釘)

48 鉄製品(釘)

49 鉄製品(釘)

50 鉄製品(釘)

51 鉄製品(釘)

52 銭戚平冗宝

53 銭皇宋通宝

54 銭照寧冗宝

55 銭フじ12通宝

56 銭冗祐通宝

57 銭冗符通宝

58 銭判読不明

図21 2面辿桝

Nu 辿桝

1 ピット11

2 ピッ ト11

3 ピット11

4 ピット11

5 ピット11

6 ピッ ト11

7 ピット3

8 ピット3

9 ピット3

10 ピット3

11 ピット5

12 ピット4

残長5.41幅1.3

残長3.4幅0.7

残長4.11隔1.0

長さ5.0幅0.8

長さ9.7幅1.3

残長5.7幅1.6

残長4.81隔1.5

残長4.71幅0.7

残長3.9幅0.6

残長3.61隔0.9

残長5.1幅0.7

残長5.2幅0.9

残長5.21隔0.8

残長5.01隔0.8

残長4.51幅1.2

残長4.5幅1.6

残長3.91隔0.6

外径2.49方穿径0.63J平0.12兵占。初

銑998年(北宋)。

外径2.50方穿径0.71厚0.10其告。初

銚1038年(北宋)。

外径2.33方穿径0.62厚0.10其昔。初

鋭1068年(北宋)。

外径2.48方穿径0.67厚0.11行占。初]

銚1078年(北宋)。
外径2.44方穿径0.67厚0.11築告。初

VH086年(北宋)。

外径2.37方穿径0.60JY-O.ll築』。初
銑1098年(北宋)。

外径2.39方穿径0.63厚0.11

法皇(cm) ・特徴等
長さ 131.6師32.4厚さ 18.0安山岩質

(箱線系の溶岩か)。重さ約118.8kg。

迎物名 法皇 (cm) ・特徴等
かオコらけ 口径(7.0)底径4.2器品

1.2 

かわらけ 1-1径(12.8)底径(7.8)器

尚3.6

常消費

知市部

鉄製品(釘) 残長4.9幅0.6

欽製品(釘) 残長3.21陥1.2

鉄製品(釘) 残長3.4 1~同\0.8

鉄製品(釘) 残長4.61幅0.7

銭 皇宋通宝 外径23.9方穿径7.0再

0.8築苫 初鋳1038年

(北宋)。

銭フじ符通宝 外径23.6方穿径6.2厚

1. 4 行~~初鋳1098(北

宋)。

H見 残長6.0残存幅6.0J平

0.4方硯を砥石に転用

したものか。

かわらけ 口径(7.8)底径(5.0)器

高1.4

13 土成3

14 土成3

15 土成2.3

16 土城2.3

17 土成8

18 士峨8

19 土成8

20 ピット10

21 上嫌6

22 土臓6

23 活ち込み1

24 落ち込み1

25 落ち込み1

26 落ち込み1

27 落ち込み1

28 落ち込み1

29 落ち込み1

30 土.w.~4
31 

32 土域4

33 土臓4

34 土成7

35 土綴7

36 土成7

37 土損7

38 土城l

39 土品質1

40 上級l

41 土成1

42 二|こ娯1

図22 21面構成土

Nu 遺物名

1 青磁令子

2 l'it;磁鮪謹弁文腕
3 占磁折腰皿

4 青磁折縁皿

5 白磁1-1)"CJJJl

61 I守白磁梅瓶

7 占白磁合子

81 iif1ir合子(蓋)
9 瀬戸入子

10 瀬戸瓶

11 瀬戸)民

12 瀬戸折緑皿

13 瀬戸がIlllll

14 瀬戸底卸目101

15 瀬戸在IIJ01
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かわらけ 口径(8.2)底径6.0器品

1.7 

常滑片口鉢 日類。

常滑片口鉢 H頬。
鉄製品(釘) 長さ6.91幅1.5

火鉢か 瓦質。角形か。

常滑片口鉢 I知。
青磁碗 底径(4.8)

常滑片口鉢 H類。
背白磁

滑石製鍋

常滑習E
常滑~
常滑片口鉢 底径(16.0)n類。
背磁折縁皿

火鉢

砥石 長さ4.91隔2.2厚さ 1.0

2面使用。

鉄製品(釘) 長さ7.0幅0.7

常泊費 底径(18.4)

吉備系土器

かわらけ 口径(7.8)底径(5.6)器

高1.4

鉄製品(釘)

滑石製鍋 底径(21.0)

かオコらけ 口径:(11.6)

かわらけ 口径(12.8)

常滑習E
1iI滑片口鉢 口径(32.5)II類。
常滑片口鉢 日類。

白かわらけ 底径3.9

かオコらけ 口径6.9底径4.6器高

1.5 U縁を細かく欠い|

て器高を低くしたも l

の加工品。

滑石製鍋 底径(10.4)

法益(cm)・特徴等
口径(8.3)

口径(13.0)内面蓮弁文。

口径(5.4)底径(5.6)詩品2.0

ij立大径4.0底径2.0器内1.0上回に鉄利101 

口径2.8底径2.0器，¥diO目9片口。

口径(5め灰利。一次焼成による求IJ離|

顕著。

底筒(9.0)灰利lノ、ケヌリ 。

)j足利1ツケガケかナガシガケ。

灰柄11/、ケヌリ 。

底径8.9灰利lツケガケ(またはナガシl

ガケ)。

口径(12.6)底径(9.0)器高3.5灰平111ノ、

ケヌリか。利!の剥離顕著。



16 瀬戸釘11lll 口径(14.4)底径(10.5)器l匂4.1灰稿liハ 27 かわらけ 口径(13.2)底径(7.4)器高3.1
ケヌリ 。体面は利の剥離顕著。 28 土丹加工品 径6.5刃物で土丹を粗く削り、ほぽ

17 常滑片1-1鉢 口径(26.8)1頼。 球形に作ったもの。

18 常滑片口鉢 口径(30.0)1類。 29 丸瓦 残長17.1筒部扉2.4
19 常滑翌E 口径(13.0) 30 鉄製品(釘) 残長9.2幅1.4
20 常滑習E 31 鉄製品
21 常滑型E 32 鉄製品(釘) 残長3.5幅1.0
22 常滑型E 口径(24.0) 33 鉄製品(釘) 残長4.4幅0.8
23 常十月裂 34 鉄製品(釘) 残長2.8I幅1.4
24 'tt~滑片口鉢 日類。 35 鉄製品(釘) 残長4.0I幅0.5

25 常滑片口鉢 H頬。 36 鉄製品(釘) 残長4.3幅1.5
26 常滑習E 底径(16.0)27と同一個体か。 37 鉄製品(釘) 残長3.1I幅1.1
27 常消却 底径(17.1)26と同一個体か。 38 鉄製品(釘) 残長4.2帆0.5
28 J習り常討~t 長さ3.7幅4.1J早さ0.8 39 鉄製品(釘) 残長4.1幅1.1
29 摺り常滑 長さ2.6幅3.8厚さ1.9 40 鉄製品(釘) 残長4.6幅0.7
30 魚住~ニ鉢 41 鉄製品(釘) 残長5.9幅0.7
31 魚住担鉢 42 鉄製品(釘) 残長5.1幅2.0
32 骨製品(奔) 残長5.8I幅1.6厚さ0.3 43 鉄製品(釘) 残長3.6幅1.7

33 砥石 残長5.5幅3.7厚さ0.5!.!f.~滝仕上砥 。 44 鉄製品(釘) 残長4.6I隔0.8
頁岩製。2面使用。小口面が残る。 45 鉄製品(釘) 残長5.9幅0.5
両側面切りし痕が残る。 46 鉄製品(釘) 残長4.4I幅0.9

34 低石 残長2.8I隔3.3再さ0.51!鳥沌産仕上砥。 47 鉄製品(釘 残長5.3I隔1.1
頁精製。2而使用。小rJは残らない。 48 鉄製品(釘) 残長3.51Th¥0.9
両側面切り出し痕が残る。 49 鉄製品(釘) 残長3.4I幅0.7

35 砥石 残長7.6I~~2.9 厚さ 2 .1 上野産中砥。 50 鉄製品(釘) 残長3.0I幅0.7
流紋岩質凝灰岩製。4r面使用。小口 51 鉄製品(釘) 残長4.5I隔0.5
は残らない。36硯残長7.1残存l隔3.9 52 鉄製品(釘) 残長5.3I隔0.7
残ィ字厚0.4 53 鉄製品(釘) 残長7.0幅0.7

54 鉄製品(釘) 残長4.8幅1.0
閃23 2而桝成上 55 鉄製品(釘) 残長5.2幅1.2
トJa 遺物名 法品(cm) ・特徴等 56 鉄製品(釘) 残長4.4幅0.9
1 吉備系 |二器 口径(9.4) 57 鉄製品(釘) 残長4.8幅0.4
2 吉備系土器 口f壬(9.6) 58 鉄製品(釘) 残長4.2I隔0.7

3 吉備系土器 底径(3.6) 59 鉄製品(釘) 残長3.9幅1.1
4 吉備系土器 底径(4.0) 60 鉄製品(釘) 残長3.9I陥0.9

5 吉備系土器 底律(5.0) 61 鉄製品(釘) 残長3.5I陥0.9

6 吉備系土器 底径(4.0) 62 鉄製品(釘) 残長3.0幅0.4

7 吉備系土器 底径(4.0) 63 鉄製品(釘) 残長3.6幅0.5

8 かわらけ 口筒(7.8)底待(5.5)器臼1.6 64 鉄製品(釘) 残長5.1I隔1.4

9 かわらけ 口径(7.8)底径(6.3)器尚1.7 65 鉄製品(棋聖か)長さ7.3I幅1.9
10 かわらけ 口径(8.0)底径(6.5)器臼1.8 66 鉄製品(釘) 残長5.4I幅1.1
11 かわらけ 口径(7.4)底径(5.4)器尚1.8 67 鉄製品(釘) 残長4.7I陥1.6

12 かわらけ 口径(7.2)底径(4.6)指向2.0 68 鉄製品(釘) 残長7.0ltU¥1.1

13 かわらけ 口径(7.6)底径(4.6)器尚2.1 69 鉄製品(釘) 長さ5.9I幅0.7
14 かわらけ 口径7.2底径4.9器品2目O 70 鉄製品(模撃か)残長6.4幅1.3
15 かわらけ 口任(6.6)底径4.6器l肖1.9 71 鉄製品(釘) 残長5.9I~li\ 1.0 

16 かわらけ 口径(7.8)底径(5.0)器内2.0 72 鉄製品(釘) 残長6.0幅1.1

17 かわらけ 口径(7.6)底径4.8器高2.3 73 鉄製品(釘) 長さ6.2幅0.9

18 かわらけ 口径(7.6)底径(4.9)器川2目2 74 鉄製品(釘) 残長6.8幅7.0
19 かオコらけ 円任(7.8)ほ任(5.0)総if:i2.3 75 鉄製品(釘) 残長4.9ITiiiO.8 
20 かわらけ II径7.4底径5.01f.i尚2.2 76 鉄製品(釘) 残長7.0I隔0.8
21 かわらけ 口径(7.7)底径(5.0)器商2.3 77 鉄製品(釘) 残長4.0帆0.9

22 かわらけ 1-11壬(7.7)J.底径(5.2)器I匂2.2 78 鉄製品(釘) 残長5.3I隔1.3

23 かわらけ 円任(11.2)底径(6.8)器l苛3.0 79 銭開冗通宝 外径2.41方穿径0.68坪0.13真占。初

24 かわらけ 口径(12.8)底径(7.6)器品3.6 鈍621年(唐)。
25 かオコらけ 11径(11.3)底f壬(5.2)掠1'，;03.4 80 銭皇宋通宝 外後2.49方穿径0.74厚0.09築古。初J

26 かわらけ u径(11.6)底筒(7.0)器高3.6 鋭1038年(北宋)。
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81 銭治、ドフじ宝 外径2.41方穿径0.70坪0.09兵川。初

鋳1064年(北宋)。一部欠損。

82 ~~照"WJé~ 外径2.46方穿径0.72伴0.12cl.~占初

鋭1068年(北宋)。

83 1~ !興;雪1[51::3;: 外径2.40方若手径0.68厚0.12築占。初
$Jf1068年(北宋)。

84 銭冗村i通宝 外径2.49方穿径0.66厚0.11築占。初j

錨1086年(北宋)。

85 銭冗祐通宝 外径2.41方穿径0.67伴0.14行丹。初]

銚1086年(北*)。

86 銭政府l通宝 外112.51方穿径0.61)平0.20分|情。初]

鋭1111年(北宋)。

図24 3回.3而辿桝

Nu 治構 迫物名 法世 (cm) ・特徴等

l 3而(網代周) 15磁JL~J花文!疏
2 3rlIJ (網代周) かオコらけ 口径(12.8)

3 3而(網代周) かわらけ 口径12.4底径7.8器高

3.2 
4 31師(網代周) かわらけ 口径12.4底~l壬8.4 滞日

3.0 

5 3r.(IJ (網代周) かわらけ 口径(11.8)底径7.0器

，ui3.0 

6 31耐(網代周) かわらけ 口任(7.2)底径(5.8)器

高1.3

7 31而(網代周) 鉄製，'，~，(釘) 残長4.41隔0.6

8 31iu (網代周) 鉄製品(釘) 残長4.91隔0.7

9 3r(II (網代周) 銭 JC祐通宝 外径2.37方穿径0.63
厚0.10 室長否。初鋳

1086年(北宋)。

10 上級1 弥生式土器 弥生後期(久ヶ原)。

(壷)

11 上繍1 !?磁蓮弁文i琉

12 J~.綴1 ，'，'P並並弁文腕

13 七綴1 !?磁謹弁文腕

14 上級1 !?磁鉢

15 |二機1 ，'(I1磁柿瓶

16 上減1 低石 長さ2.51幅3.0I!(，I沌産

仕上低。2而使用。両
↑JlIII師が残る。

17 上峨1 1'1かわらけ 底筒(3.7)底部糸切り。

18 上繍1 1'=1かわらけ 底部糸切り。

19 上減l 小I担かわらけ 円径4.2底径3.4器尚0.7

20 上機1 'fr)市型f 底任(15.6)

21 t成3 11磁蓮弁文碗

22 トー成3 鉄製品(釘) 長さ6.11悩0.6

23 t峨3 |こ錘 長さ3.71陥2.9孔任1.0

24 t蹴3 u唯 長さ3.61陥2.4孔径1.0

25 t滅3 'fi)消片11鉢 器内12.5n類。
26 1'.ー廠6 -J7磁~JT縁 日 11 円f守男(13.6)
27 tm;~6 7サfiE.j肩越弁 底陀(4.8)内底に印花文。
28 土m;~6 '~~~ìtt片口鉢 日頼。

29 t峨6 'iitii't片11鉢 I知。
30 」ニ成6 常滑片口鉢 I悲し
31 1-);J{46 'M'汁}片口鉢 H説。
32 土易自6 常十n片口鉢 底任12.81類。
33 上城6 瓦器賀県縁皿 l二11壬(10.0)

34 上級6 l刊iii系上器 口f壬(10.2)
35 土戚6 干守備系土器

36 上減6 占師系士器

37 上成6 かわらけ u径(7.8)底径(6.2)器
高1.5

38 上滅6 かわらけ 口径(7.8)底径(5.8)器

，'，':il.5 

39 上戚6 市石製鍋 口径(26.8)

40 上級6 鉄製品(釘) 長さ4.1IpliiO.8

41 I~.峨6 鉄製品(釘) 長さ4.71隔0.9

42 t滅6 鉄製品(釘) 長さ5.21隔0.5

43 -1こ成6 銭開元通宝 外律2.38方穿径0.69
厚0.12真苫。十VJ$J.i621

年(1ft)。

44 上横6 銭天聖フじ宝 外径2.46方若手径0.70

厚0.13 家主?。初鋳

1023年(北宋)。

45 上成6 銭 yじ祐通宝 外径2.52方穿径0.65

厚0.16 行古。初錦

1086i:f.(北'ノぷ)。

図25 3面辿構
Nu 迎桝 泣物名 法i，l(cm) ・特徴等

1上峨9 13磁釘'dJll!弁 口径(12.4)

2 土臓9 i守磁折縁皿 口径(11.1)

3 士服9 常十jit片口鉢 I類。
4 土成9 かオコらけ 111壬(12.0)J.底径(6.6)

~，(;j3.6 
5 t臓7 -，'r磁鈎Jill弁 底任4.8
6 t扱7 !?綴並弁文腕

7 上級7 白磁口Jt旧l

8 t糠7 ，'iI勺磁楠瓶
9 t綴7 UA 長さ4.51陥2.8孔径0.9

10 上級7 鉄製，~'，(釘) 長さ5.41隔0.6

11 t級7 鉄製品(釘) 長さ5.71隔0.8

12 ピット4 かわらけ 口俺7.6底径4.2指向

1.9 
13 ピット4 かわらけ 口径14.0底径8.3器品

3.8 
14 ピット8 かわらけ 口律12.2底任8.9出品

3.3 

15 ピット8 鉄製品(釘) 残長3.11幅0.5

16 ピット9 かわらけ 円径(13.0)底径(7.8)

器出3.1

17 ピット9 鉄製品(釘) 残長3.01隔0.5

18 ピット7 常消費

19 ピット7 鉄製品(釘) 残長5.01P両0.7

20 ピット13 常滑片口鉢 底径(12.8)1類。
21 1:城8 鉄製品(弟11万) 長さ14.2111昂1.3)平0.2
22 t羽市8 鉄製品(釘) 長さ6.6'Pi，¥O.8 

図26 3而構成土

Nu 辿物名 法ii1(cm) ・特徴等
1 I ，'rII磁

2 I ，')'向磁

3 I '，'I-向磁
4 ，'rI1磁
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51 ，'iI Ifr~ 

61 'fII磁
71，'7-(-1 磁

8 1 ，'7i
L
I磁

91 ，'I'ILI 磁
10 ，';fl磁

11 !?磁錨辿弁文腕

12 !?磁銅iill弁文腕
13 17磁錨蓮弁文碗

14 147磁錨辿弁文腕

15 ，'i"1遊鉛並弁文腕

16 !?磁鋪蓮弁文碗

17 ，'j-fi，話事j蓮弁文碗

18 17磁航iili1r 111を(15.3)

19 ，'r-rr，並釘j趨ナF 底任5.7
20 ，'Jfr，接折11要1111

21 i 1磁11)じ1m
22 i Ifr~ 1 1)じIUl 1 Iff:(l1.4) 
23 II 磁11)じIUl 11径11.5}，点徒6 ，4 日*，~'53.7

怯
1'1磁11)山11 r 11壬(9.0)
( Ifr~ 1 1)じIlIl 時任(5.9)

26 ILiI滋LJ)CJlIl Mf壬5.0
27 (1磁11)じJUl !氏i壬5.2
28 1'1磁11)じnu )出任(6.0)
29 ( 11滋11)山Jl !広任(6.0)

30 I守備系上出 庇任(4.0)

31 8Viü系I:*~ J，l."Sif壬(4.1)
32 t'fVifi系上市 J/H~(4.0) 
33 8Mli系上出 )氏任(4.8)
34 l守備系 1..出 民fi(4.1)

35 (1かわらけ 民向5.4

36 1'1かわらけ 1 11f.(10.8) !氏f壬 (6.0) 端 ，~'52.6
37 かオコらけ 11任(8，3)底径(6.2)出向1.5

38 かわらけ 1 1 f予(7.3)}j主任(5.5)(，* ，':S1.6 

39 かわらけ 11作(7.6)ほ任(5.0)出，'，'52.1

40 かわらけ 1 1 f壬(7.8)!底f毛(5.7)器向1.5
41 かわらけ 11作(8.0)底任(5.2)出，'，'52.2

42 かわらけ 1 11王(12.7)底任(9.1)出尚2.8
43 |二錘 長さ4.8IP/，¥3.0 JY:2.2 

44 卜J重 長さ3.8申/，¥2.6イL任0.9

日?火鉢か ムL質 fll)限
鉄製品()Jf) 残j三9.6IP/，¥2.8 
47 鉄製品()Jf) 残長11.2幅1.6
48 鉄製川(J，f) 成長2，8111/，¥0.6 

鉄製品(釘) 技民2.7IP/初.649 

鉄製"11
1
1(釘) 残長3.0IP/，¥0.8 50 

51 鉄製品(釘) j乏さ4.7111/，¥1.1

鉄製品(J，f) 残1~5.2 IP/，¥0.7 
鉄民!M，(釘) 残M5.1IP/.¥1.0
54 鉄製品(釘) 9~ J乏4.3 IP/.¥1.4 
鉄製品(釘) 残M11.7IP/J1.5
鉄1l!!，'，，'， (~f) 伐長9.4111/.¥1.1 

57 鉄製品(釘) 残長6.71隔0.7

58 鉄製品(~f) 班長6.11陥0.5

鉄製品。f) YH毛6.9IP/，¥L359 

60 鉄製品(釘) 伐長5.5IPI.¥1.4

61 鉄製t'<<'， (~f) 桟長6.4IP/.H.0
62 ~~ Yノj，;通宝 外ff.2.48Jnタ任0.65/い0.11~~: ， I~ 初

鋭1038年(北米)， 

初l

銭平IJ説イミ I~]

図27 31IDfll'i成上
'~Q 辿物f， 法皇(cm) ・特徴等

1 1 ì1ifir 'á~]IUl 111モ(14.6) !火柄IJ;、ケヌリ。
2 対ifirMJiJll JA利ノ、ケヌリ

3 山茶碗 円筒(14.3)I判部系

4 山茶碗 北部系(京協型)か。

5 'liirrt /11 J鉢 1 ~11。
6 常滑片1J鉢 I組。
7 'ì i'~rf't/'，- I J鉢 Bj'[。
8 fit滑片11鉢 1m。

9 7丹市片1-1鉢 Bl1。
10 古川'1/'[11鉢 H担。

11 'fiiii't片11鉢 H目。
12 市計片|寸鉢 r f-n。
13 fR消片1'1鉢 |矧。

14 'lï~ Ì'1't片 11鉢 1m。

15 7iY前片11鉢 ! ?訳。
16 常滑片11鉢 [類。

17 市消片11鉢 Jj'~fを (10.8) 1 知。

18 'ij')m/十11鉢 Jt主f壬(13.0)1如
19 的汁t/十11鉢 I知。
20 常市/'111鉢 u ~11。
21 'tÎ~;前)1 1 1鉢 am 
22 't;'i;十J't)'r 1 1 f'{; 11 矧。
23 前j骨片11鉢 am 
24 常滑/111鉢 日野i

25 7目前片11鉢 U f，I[ 
26 常滑片11鉢 ほ任(16.0)0矧

日t'liirit型E'iii消費
29 'fiiii'1塑

30 ~li~討?習E

31 7it討7惣

32 'lj'i;汁}部

33 百'>;1I't翌f

334 5 
'lr~消費

I!i(ff.(16.0γ-'lr~ ì-1'1翌E
36 1it消費

37 rfj{消費

38 'iii 11'1111 1鉢 1 1 f王(29.2)1 ~11か。 焼j此がゆj く ' 1次質。
39 J内り'li'>;i1't 長さ3.7IPM5/'n1鉢H類11縁部/1を}J11

工。

40 市イi製釧

|χ128 4凶i. 4L削辿榊

KG l 辿梢 遺物f， 法l止(cm) ・特徴等
4lui ltj-磁剣jl.s弁 11伐(15.4)1人.JJ.必1:1l化文。

2 1 41i1i かオコらけ 円筒(12.2)底任(8.8)

指向3.1

3141ui 'ij'i;汁11't占11鉢 JJH壬(15.0)U ~11 
4 41師 鉄製品(釘) 伐長4.51偏0.6

5 網代建物 I守備系-t;出 1-11壬(10.8)
6 網代住物 l守備系 l二日* 円任(11.6)底任4.2器

1':53.4 
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7 網代他物 白かわらけ 底径4.61底音1)糸切り。

8 網代建物 白かわらけ 口径(11.4)底部糸切

り。蝶!、j活。

9 網代iJ!物 IIかわらけ !底任7.41底部糸切り

10 網代位物 瓦器質黛*~11Jl 口径12.8底径6.6(，昔1缶
4.0 

11 網代位秒l かわらけ |寸1モ(7.8)底f壬(6.2)器
高1.6

12 網代辿物 二仁錘 長さ4.01幅2.8孔径0.8

13 網代也物 鉄製""~(釘) 長さ4.31隔0.6
14 網代挫物 。IliliIitl.l鉢 在IlLlは5条一単位。

15 網代建物 ;首きmか
16 ピット3 鉄製品 (~T) 残長6.01陥1.0

17 ピy 卜4 鉄5lW，~"，(釘) 長さ4.31陥0.6

凶29 4 1面tll~1l比仁

Nn 辿物名 法1，1(cm) ・特徴等

1 iT白磁合f U'r圭(8.3)
2 庁内磁瓶 Cl'rf: (4.5) 

3 Irll磁抑)脱

4 占白磁栴)低

5 古磁JJ11花文IIll

6 JT磁対魚文 !氏f毛(5.2)

7 147磁IJJl

8 I号磁折紙旧l

9 !?磁Ull

10 l刊則行総1m

11 JT磁釘l;述弁文腕

12 1T磁鮪;lli弁文腕

13 (1磁11)じIIJl l!'rモ(7.8)
14 1'11滋11 JCJI1l 
15 白磁円]じ1m

16 1'1磁11)じIlIl

17 (1般11)1: 1111 

18 |斗磁1IJClUl !氏f壬(5.5)
19 1'1磁1I)CUJl l底任(5.4)

20 IlfiltlリじIIU

21 |斗磁仁1)じIIH

22 1I俄壷

23 鉄~Ilillll

24 占備系上出

25 かわらけ 円任(7.8)底任(5.8)掠『白1.4

26 かわらけ 11任(11.8)lis:径 (7.5) 総 ，':~3 . 4

27 銭Jじt-<i通宝 外任23.9外径23.9万穿径7.3厚1.1。
行，!?。初鋳1086年(北'木:)

28 鉄製品 残長9.91隔3.5J'7l.1 

29 鉄製品 残長7.31隔1.7仰0.7

30 鉄製，'fr'，(iJ) 残長3.5IP1JO.4
31 鉄製品(釘) 長さ5.61隔1.0

32 銅製品 伐長5.3IPf，¥0.8板を筒状によLめたも
の

33 イ1製品 l在任4.5(沙'l't凝!火作製 (ま(また1~ )1ヲ 。

川途不明。

34 砥.fI 伐長3.9 残存I!鳥沌産 I I~ ヒ低 1luHi!川
長而は剥離。片側l街片小口が残る。

35 1:錘 長さ4.2IP1，¥2.5仁H壬0.9
36 u豆 長さ4.7IP1.H.l 11径0.2

残長7目4IP，'U.2犀0.4

閃30 4而梢成t
Nn }id物名 法ii1Ccm) ・特徴等
1常滑片U鉢 U俺(28.6)1頼。
2 常滑)十しl鉢 11径(30.0)1 rrio 
3 前汁~ J'1"1 1鉢 11径(29.4)1頼。
4 常滑片LI鉢 日任。8.0)1頼。

5 常滑片1-1鉢 底径(12.7)1知。

6 1 i~ii'~ J，口鉢 }jま径(12.4)1知。

7 1 'l円滑)十11鉢 I類。
8 常滑片H鉢 I 類。
9 'fiin1J十11鉢 I類。
10 '~i切り十 11鉢 I 類。
11 常滑片11鉢 I類。
12 '1'j'~n'~片 11鉢 I類。
13 ;市川!十11鉢 1 ~i。
14 常滑片lコ吉本 I 類。
15 常滑)十円鉢 I 頼。
16 常十w十1-1鉢 日類。
17 常滑}-，I-I鉢 日矧。

18 ?計t'~/ Jv，:'官

19 ~~ iηi't鷲

20 '~i'~ ii1ヨr~

21 常消費

22 古今rn翌E
23 'fÎ~;汗問E

24 '，tf';計千習E

25 'fr~討す望E

26 'fi~rn惣
27 'frî Ì'~~ 'im 
28 市消費

29 '，t;'~ Ì'I't惣

30 7訪問惣

31 '前滑宝E
32 常汁}哲f

33 百t討，t翌E !底径(17.8)

34 常r，空間E

35 '市消惣

36 'l;~; 討・}惣
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第4章まとめ

調査地点は旧光明寺境内で、蓮乗|涜の南内角近く に位置している。41掘調査して検出した主な遺構は、

科IliIJ~に網代壁を持つ建物と道路であ った 。 網代壁の挫物は南北方向に延びる道路に面するよう に建て

られており、建物と住物の間は東西)J向に延びる路地のようなものが惣定される。

道路は扇、ILな 仁川佳密に敷き詰めたもので、あたかも現代の合IIi装道路のようであった。この道路が補

修を重ね|叶じ場所で重なって検出されたものである。

ill物で、は21面WUI'，I-.の{淀イ1が挙げられよう 。何故、出の中にJ肘えられていたのかは不明だが、 鎌倉に
おいて綻イiの山上は初めてである。1.-11央付近で半分に折れているが約120kg近い重さ(折れていなけれ

ば200kg位か)があり、大型の船が利賀江に入港していたことを示す貴重な遺物である。

見jに他の冶物として、鉄製J1111(主に釘)や銭の他に備前崎鉢、魚住J2鉢、六備系土器類といった凶国

瀬戸内の雑器、 'lfci'1~t片口鉢がほぼIl'iJ じ傾向で出上している 。 調査で出上した 11百から 4而までの主な出土

冶物(向島|説陶磁器 ・ 'li'~r~t .瀬戸 .i尾美 ・frllil1ii陥鉢 ・内的系 仁保・ 魚住Jt鉢 ・伊勢系土鍋 ・r'-rかわらけ -

.lL (，~ .火鉢 ・瓦・かわらけ・鉄製品・銭 ・砥イ7・!斑・上鈍) 851点の |川、舶載1~lúfî.革路が 190Ji'â22.3% 、常

mfJ¥118J;':'(13.8%ついでかわらけが105J，'U2.3%、瀬戸が77点9.0%の出現率で、併せる と57.6%を，1，める。
これと比べると丙耐i系上端24d2.8%、魚住tll!鉢26点3.1%と鉄製，'"H74J弐20.4%、銭78点9.2%と目立ち併

せると 35.5% にもなる 。 瀬戸の製品に限って ~lll 山すると、 1而2而は在11UI1、折縁Illlをはじめ瓶子、寵が見

られる。31uiで、は減少傾向が見られ、 41而ではほとんど瀬戸の製品が兄られなくなる。

治物から 見た追跡の中心年代は 1311t紀末か ら 14 世紀前半である 。 追跡から読み取れた道路に l面 した ~Ir

Mが立~ち叫んでいる様相は、恕像を沿しくするならば船宿か船に関わる人々の街区のようなものであり 、

船を介して州国の人々により直被鎌行に運び込まれたものかもしれない。和賀江島を背討に港1111'として

栄えた11fT屈の一端をJ11間比るようである。

主保五年 ( 1720) の光明、子j党内絵|ヌl を見ると、 18世紀初めには光I~J 、干を中心とした門前町が形成 され

ていたことがわかる。追跡地は南北に延びる道路と道路に而する民家が粁を連ねていた場所で、在ったこ

とが見て取れる。IliJじく高木 竺年 (1850)の光明寺境|人l絵|ヌ|を見ると、 19世紀rl'頃にはかつて道路だっ

た場所が細長い松林に変化していた。現在は松林に変わり、細長かったj由形の11I日はそのままに宅地化さ

舶書官品

常滑

j屋美

瀬戸

備前矯鉢

吉備系土器

魚住j呈鉢

伊勢系土鍋

白かわらけ

瓦器

火鉢

かわらけ

瓦

鉄製品

銭

砥石
硯

土鍾

118 

190 

77 

105 

174 

78 

。 50 100 

遺 物個体数

表2 遺物個体数 850 

150 

850 

200 
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光明寺境内と鯛査地点(・印)

道路と家屋が建ち並んでいた鯛査地点 (o~m は、道路の痕

跡を残す細長い松林となっている。

5=1/3α)() 

光明寺境内絵図、車保5年 (1720)部分写

調査地点(0印)は、道路と家屋が建ち並んでいる。

図31 光明寺境内絵図と調査地点の変換
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れて家が建ち並んでいる。このような変化が追えたのは、調査地点が謹来院のすぐ脇だったことから位

置が特定され易かったためである。遺跡で確認された道路と網代壁を持つ建物の様子は享保五年の光明

寺境内絵凶に怖かれた街区の様に似ているものであった。14世紀前半~卓保五年までの約400年間、光

明寺境内土地利用はかつて都市の一角だった場所と漁村の述いはあるかも知れないが、余り変化がなか

ったようにも感じられる。

〈参与文献〉

原成志・福住|誠 1988r新善光寺跡内やぐら発術調査報告 I!~ I~l 世話の発掘調査j

福凹誠2004r新汗光奇跡Jr鎌倉市J~II版文化財緊急調査報告杵20J (節2分間)鎌;0."di教育委口会

鎌倉市教育委日会 ・鎌倉国宝館1968r鎌倉の古絵凶 リ鎌;0."同古館凶録第15~長

鎌倉市教育委員会 ・鎌倉国宝館 1969r鎌倉の古絵図UJ鎌倉l!i'ir館凶録第16t長
r ff ヶ作*やぐら m~ 、1'- 1北 11 {1三度鎌;0." 1打急傾斜地崩壊対策J: ' l~に ('1'- う発品Ii調査J 1999かながわ与，'i学J!1団
斎木芳雄 .inf野良知郎ほか 1980r光州、午現辿跡鎌;0."1打材木雌所在北l丘立鎌倉学li1I川地内のrl_1世辿跡発街i調査報告.'u
j後津良砧2002r中世都市鎌倉における小瀬戸と輸入陶磁Jr国立歴史民族陣物館研究報告j第94集
1~述人・ 川副武胤 1980 r鎌ft腐寺辞典j
口述人 ・113柳光寿 1959r鎌倉市史J(社，'f編)
永井久美男編1994.10rrl'性の出上銭Jr出土銭の調査と分類J 兵庫J~~雌銭調査会

Fh
d
 

F
「
u

噌

E
A



図版 1

1. IjJl'~ fi地点近対(和賀iU鳴);1節)

3. oU'市街地点近;;t

5. 1区1面全試(南から)

2. 調査地点近来(iI:ノ品方面)

6. 日区1耐
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3. I1烹lL面道路状迫梢(点から)

~ 官唱雇

• 
'" ('1 

5. nli.ll面，'1'，占師系 U:市出

図版2

2. I1豆1直i道路状冶f''4(北から)

... e 
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第1章調査地点、の概観

1.位置と地勢

本調査地点、である雪ノ下一丁目161番33は、市の設定した史跡若宮大路を囲む 「若宮大路周辺泊跡群

(No242)Jの北西域に位置する。鶴岡八幡宮西南角から寿福寺にいたる東西道のほぼ半ばに、南にのび

る路地がある 。 この路地を約50m下 っ た道沿いの宅地で、若宮大路から酎謀b~BrilrÊ で、西に約225m、扇ヶ

谷川が窟堂前で東に蛇行した部分より東に鼠短約60mのところである。北総35
0

19'13.2-13.5"、東経

139
0 

33'19.0-19.5"、国土座標はX-75 352.000一一75359.000、Y-25266.000--25 278.000の範囲内に

ある。

地勢的にみれば市街地一帯は、南の海岸部を除いて、大半が沖積低地となる。現況の海抜高は、若宮

大路北端の赤橋付近で、10.1m、二の鳥居で、5.9m、 |イ馬交差点で'3.6m、ーの鳥屑付近で、8mと、 北から南

へ緩やかに傾斜している。低湿地の旧河川や地下水は、 IFI国道134号線の南庁一帯にひろがる砂丘微1両

地に行き当たって滑川に合流し、由比ガ浜の海岸へと流れ込む。

調査地点の地表は10.8mで、 IJj裾に近いためか少し高い。発掘調査はそこからさらに最深約8.5mまで

掘り下げたが、基盤陪(地山)はあらわれなか っ た 。 近辺の調査地点でも、図 l の地点5(小I[~'-r日198
番6)で、約6.3m、地点2(雪ノ下一丁目200番3)で、約7.2m、地点3(雪ノ下一下目210番ほか)で、約8.6mまで掘

り下げられているが、いずれも基盤層を確認していない。ただし先の地点3での原因者負担分(未報告)

の卜レンチ調査において、 T9:く堆積した粘性の強いH音褐色上の下、海抜高(:J5.3m(地表下約5m)で基雑用

の灰青色砂層が確認された。しかしそれより約50m南の地点6(小町2r目39番6)では基盤層が約7.1m、
若宮大路沿いの地).~56 ・ 60( ["北条時房 ・顕11キ邸跡j咋ノ下一丁目271番4.273苦手イ)で、7.3-7.5m、今小

路沿い52地点(["今小路西辿跡」扇ヶ谷一丁目131昏1)で、は約9mの高さで基盤層(肯灰色砂層)に達してい

る。つまり本調査地点を含む北西域は、 扇ヶ谷川の開析によ って窪んだ基盤貯の 仁にできた低湿地借と

推測できる。

2.歴史的環境

本地点のIUT名であるさ?ノ Fの山来は、源頼朝iが鶴岡別判J:}jの北向きの山陰に氷'七を作り、夏まで円!?を

保存させようとした (r吾妻鏡j建久二年二月十 七日条)、この雪屋の下万の地という意味らしい。鶴岡
八幡宮境内とその同辺が雪ノ下村とH乎ばれはじめるのが、江戸初期からになる。『扇ヶ谷村絵図J(天保

コ年一1832) . r英勝寺 ・鶴岡八幡宮領境界|玄IJ(近世末)をみればどちらも窟不動(窟堂)を境にして、
*を雪ノ下(または東雪ノ下)村 と記している。なお先に挙げた同追跡3地点(勺?ノ下一丁目210番(まか)で

は、 [" ~、わやどう 」 と占かれた木簡が試掘坑より 出土している (年代不明) 。

館堂は、 「石屋堂J["行)-1ニ堂」などともよばれ、文治四年(1188)に、窟堂の堂守とされる聖阿弥陀仏肘
がJI券長寿院に参詣の州途、頓死した。その11寺、八 |・|川崎であったため、窟堂は、ド安末期にはすでに存在

していたというのが通説である。またその西にある舟福寺の地は、かつて頼朝1の父 ・義朝の居館 「鎌f.r

之楯jであったとされる Cf再安鋭j正治て年間一.J1 1.二日・トこし|条)0 )，f'作。iJtと窟2主を結ぶ米凶辺は

頼朝人府以前からあって、さらに北方の化粧坂を越え、 山之内に抜けて武蔵)j面に通じていた重要な幹

線道路だったといえる。この東西道は武蔵大路、窟小路、窟堂道などと呼ばれており (以後窟小路とよ

ぶ)、鶴岡八幡宮建立以前は、朝比奈峠から入ってくる六浦道から大倉郷を抜ける横大路と、かつては

|直線ヒに結ばれていたものと推定できる(馬淵1994)。とすれば、東から入ってきたこの道が兵直ぐに

向かう先が、義平if:1邸であったということである。
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図1 調査地点と近辺の遺跡・旧跡
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頼朝は、鎌倉に入府した治尽四年(1180)の八月十二日、祖先 .iH~~碩義が石治水八|幡宵よりひそかに勧

請した由比若宮八幡宮を、当時小林郷北山と呼ばれていた地の山麓(現 ・下拝殿付近)に遷座し、 二年後

の寿水元年(1182)三月卜五日には、 811横していた社頭から由比ガ浜にいたる南北道を、直線の参詣迫

(若宮大路)として造成した。また同年四月二十四日、社前の水旧の耕作を止め、新たに池(現「源平池J)

をつくったとされる(r吾妻鏡J1司日条)。しかし 『吾妻鋭jには絃巻田とよばれる三Ilfj"余の水田に関し
てのみの記述しかない。また当時の鎌倉は漁師や良夫のほかは住んでいる省が少なかったとある。真偽

はともかく、おそらくかつての調査地点を含めた小林郷とH千ばれる一帯には、このような水聞が存在し

ていたのだろう。道はその水団地帯を東西に横断するかたちで存在していたのではないか。

『吾妻鏡Jによるその後の窟小路を見ると、文治四年(1188)元日、窟堂下の佐野基綱宅が焼け、数十

字の入居が権災、頼朝はじめ諸人が八|幡'自に集まったとある。佐野基綱は弓馬にすぐれた武将で、火事

の翌年、頼朝に近侍して奥州征伐に出陣している。「窟堂下」 とはまさしく調査地点付近のことであり、

この記JAから察すれば、すでに調査地付近は御家人屋敷と民家が挫ち並んだ、繁華な地域だと怨像でき

る。また承久二年(1220)一月二十九日、溜堂辺りで出火、進士判官代・工藤右衛門尉らの家が焼け、 |吋

年三月九日にも館堂辺りで民間数十字が焼失、正泌二年(1258)一月ト七日、安迷秦盛宅の出火が北上し、

舟福寺を全焼させ窟堂ならびに周辺の民家までも焼失させたとある。

その後永仁四年(1296)四月にも窟堂は出火している(r附間私記j)。弘長三年(1263)四月七日には、
窟堂近くの地蔵堂に群盗が隠れていたのを、夜行の輩(番兵)が生け捕ったという騒動が起っている。こ

の地蔵堂は松源寺の前身といわれている。松源寺は真言宗、日金山弥戦!院松源寺と号し、開山は貞節。

『鎌倉志jによれば鉄観音の西、施堂の山の中喧にあって、本尊はJ出版、湿度の作とあり、源頼朝のIUl

請と伝える。先の 『扇ヶ谷村ー絵|玄IJには二つの堂と石段、窟小路に通じる参道をもっ松源寺が描かれて
L、る。また江戸末期に拙かれた 『鶴岡八|附宵領井往還谷々小道分間|主IJには、松源寺だけで、なく、現れ

ある本調査地点束の生活道も描き込まれている。松源寺は八幡宮の社憎とされていたが、この絵図では

境域外になっており、後の神仏分離の折、仏教関係の什物の多くをーn寺松源ヴへ移したとされる。その

後まもなくして松源寺も廃されたらしい。寺の場所は現在の旧川喜多氏邸(平成6年鎌倉市に寄贈され

る)内にあり、 IlJ腹 I~:I庖の御堂跡地らしきものはまだ現存している 。

松源寺の西側、窟堂予前にある愛宕社は究保年11:1(1741-44)に京都から勧詰されたものと f風土記稲j

にある。溜小路を東に進むと、八|幡宵東南タlの県道との合流地点、に鉄ノ井がある。いわゆる 「鎌倉十井」

の一つで、かつて井戸の底から頼l問の寸工諮仏だった鉄製観汗像が掘り出されたためにこの名がついたと

される。頼朝の持仏はもと銀製型観音像で、後に法華堂の本尊となったが、これを模して鋳造されたの
しんせいすいじ

が鉄観音像であり、新清水寺を建立後、これを安置したという。しかし新消本寺の所在が、鉄ノ井の西

側lか山向こうの消水谷にあったのかはっきりとしない。ただ先に挙げた正嘉二年(1258)の、安達泰盛宅

からの出火で 「新清水寺Jも延焼したとある。その後、観背像がf，ffiり出され、その井戸の近くに堂を建
て、{象を安置したという(r新編鎌倉志J)。
窟小路に関する記述はまだ数多く残されているが、次に丙へ抜け、寿福寺と南北道(今小路と武蔵大

路)に 11を向けることにする。舟福寺は、先にも少し触れたがかつての義制邸であり、 『再妻鋭j治本凶

年(1180)十月七日、頼朝は鎌倉に入った当 日、そのj也を訪れ、居宅を構えようとしたが、すでに岡崎義

実が義明菩提のための平常を建立しており 、またり山も手狭だったので沙汰やみとなった。その後、義

実の第二子、土屋次郎義消の所有となった。その上屋義泊は建保元年(1213)五月三日の和田合戦の際、

同じ三浦一族である和田義盛に加出し、組小路を通って八幡宮の赤稲辺りで流矢に当り戦死した後、メ手
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福寺に持られたという。

寿福寺は、 『吾妻鋭jによると IE治て年 (1200)閏二月十二u、北条政子が義朝(l'技典厩J)の亀谷
「御111跡」に伽諮建立を発願、 翌日、その伽藍は明!奄栄西に寄進され、 「舟福寺Jと名づけられた。

七川卜五日に佐々木定綱が調進した十六羅漢図のIjTI限供長が 「金剛舟福寺」 で、行われている。また今小

路にある究荒神社は扇ヶ谷の鋲守で、社伝は延暦二十年(801)坂上田村麻円が島原岡に勧訪したと伝え

る。寿福寺の巽(南京)にあるのでその名がついたという(r新編鎌倉志j)。

調査地点と周辺の遺跡図2
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図3 調査地点付近の近世古絵図
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f↑た元僧百11記j天文八年 (1539) 卜)I条に、去月二 卜八11より 「扇谷今小路Jの番匠主計助が荒神の

宮を修補した、とみえる。これが「今小路」の初見である。『新編鎌倉志Jr鎌倉撹勝考jはともに寿福
寺から南、党荒神lまでを今小路、以|有から長谷までを長谷小路としている。それ以前は今大路とH乎ばれ

ていたらしい。先に挙げた地点52 (扇ヶ谷一丁目131番1)では、鎌倉後期今大路の西側減とみられる

巡桝が検出されている。なお長谷小路に関してひとこと添えておくと、その範囲が 『新編鎌倉志jのと

おりだとすれば、それ以前、鎌倉時代頃の「甘細J(保の名称であろう)の郷域にほぼ相当することに

注忌が必要である。

武，I5:巨大路も諸説あるが、古くは I吾長鋭j護手n元年 (1181)九月十六H条に、足利俊綱の首を持参し
てきた桐生六郎が武蔵大路より使者を出すが鎌倉の中に入れず、頼朝は梶原景時をつうじて、ただちに

深沢を経由して腰越に向かうよう指示したとある。この武蔵大路は化粧収上でのできごとだろう。仁治

冗年 (1241) ト月二十二日には、群盗が武蔵大路の民居を襲ったので佐々木泰清ら近隣の武士が生け捕

り、むヶ谷辺りが!騒動 したとあるが、この記述での武蔵大路は化粧坂の子前(鎌f，TfJ!11)であり、坂から

亀ヶ谷にいたる道をしめしている。

住長三年 (1251) 卜二月三11に、小11IJ屋や売買の設けを限定して許可した7カ所の商業地域に、むヶ

谷辻、気手n飛坂山上とみえる。文水二年 (1265)三月五日の再令では二つの名は消え、代わり に武蔵大
路 |ごとある。fむヶ谷辻は屯ヶ谷坂と武蔵大路の合流点で、 j授は北条泰時が仁治元年 (1240)に、 山ノ内

道 ・巨福呂坂を修造させた頃と同じくして整備されたものと推測できる。『鎌倉市史 総説編jではさ

らに|軒下し、寿福寺から窟小路を抜け、八幡宮赤橋までを武蔵大路としている(高相111959)。他方では

別在の今小路の範囲まで、を武版大路に包指する説もあり、いずれにせよ鎌倉北西方面の竜安な交通路で

あったことは疑いない。

以後に木地点の追跡名であるtf宵大路だが、大倉幕府の頃は、南御門前を通る棋大路(六浦道). Xrt小

路の~ilh線が重要視されていた 。 その後 、 嘉誠元年(1225) に宇津宮辻子付近に幕府が移転し(，宇津宮辻

ず幕府J)、それにともなって京都 ・奈良で施行されてきた都市統治制度である丈尺制と、 屋敷単位とし

ての戸主制が採用されていく 中、 IUJのセ'Iilh線が打宮大路に沿うように変化・ 発達していったとされる。

にもかかわらず、本調査j山J71や近辺のj山点2・3などは行常大路の影響はほとんどみられない。むしろか

つての窟小路 (束凶道) に ~iill線を合わせている 。 地点5では、若山大路側渦と近似した中111線 ・柿造をした

木組みの満とその東に土塁がと もなって検出されている。この満と若宮大路側溝との距離は約115mで、

ある。これらの迫梢の相違や中111方位の変化については終草に述べることにする。

その後、江戸時代の調査地点は相模国小坂郡鎌倉雪下村とよばれ、幕府直轄領 ・鶴岡八幡宮領となっ

た。天保初期の家数行四十五、うち鶴岡社人四十とある。f風上記稲jによれば八幡宮付近の賑やかな

IsTであり、旅館なども営む者も多く、人馬の継立が行われていたそうだが、それは街道沿いに見られる

風来で、本地点などの少し奥ま っ た地は、江戸の絵図や明治前J~Jの測量地図、昭和|五年の鎌合町土地事

典、いずれを凡ても凶如|がひろがる出村地帯となり、かつての都市の面影は失われている。

(鍛治屋)
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図1調査地点名

地番の次の人名と西j背は、調査担当者と調査年度を示す。01大lは文献。なお文献は第4主主末尾に一括した。

若宮大路周辺遺跡群(No.242) 1.調子t地点・咋ノ下-TI-1161番33 2.雪ノド ー了日200需3、京坐 ・汐見2001(宗畳ほか2003)

3勾ノ下一丁目210番ほか、馬訓:11988(馬訓:11990) 4目雪ノ下一 I1二1198帯1、斎木・菊川2002(未報告) 5咋ノ下一丁目198

得6、菊川1998(鈎川ほか2000) 6.小111J二 IIi39番6ほか、 rll代1987-88(LlI代ほか1989) 7小町二丁Id54番3、原・汐見

1998(未報告) 8.小川二TI1276日子、 )J5U987(未報告) 9.小IlIr二 「目279昏2、出代1989(未報告) 10.小町二丁11402番5、

予塚 ・野本1999(野本2000) 11.小IIJT二丁目280番2、川代1989(111代1990) 12.小IIIT二丁目269得6ほか、原1989(問代ほか

1991) 13.小Ilff二丁目281番、宵rl11977(松尼1983) 14.小町三丁1128帯3・5、原1996-97(版1998) 15.小IlIf二 11]69帯6、

原 ・汐見1989(田代ほか1991) 16.小IIIJ二 1115若干8、福田1997(福111ほか1998・焔川ほか1999) 17.小111[二丁目279番2、旧

代1989(未報作) 18.小111]二丁H12番目、大河内1991(未報代) 19小川二 「目12番目、馬訓:11987(馬ガ::11989) 20.小IIIT二

1114番8、JJ.i{1990(未報告) 21.小Illr二 11141刷、原 ・汐比1989(未報告) 22.小IIIJ二丁rl4寄6、111代1986(未報告) 23. 

小111[二丁目283番6ほか、宮LI:11997(宮凹ほか1998) 24.小111]"二TII4寄9、子塚 ・野本1996-97(未報告) 25.小111[二 「目1

呑14?稲田1986(米報告i) 26.小川二丁同1需14、福岡1986(未報特) 27小IIIT二丁目1帯6、汐見2002 28小町二TI163番

3、斎木1992(斎木1993) 29.小111[248、原1990(未報告) 30.JiJ>)ヶ作一丁目74番9、倒川1993(偵)111994) 31.扇ヶ谷一丁目74

需8・10、1!JJI11988(鈎川1990・1999) 32.小PIT-111120啓上手塚1986(手塚ほか1989) 33.小町 一TId 116番、馬出|

1985(鳥山11986) 34.小Illr一一rLl116番4ほか、手塚1989-90(予塚ほか1999) 35.小111]一 11I106-11H、子塚1987(手塚ほか
1999) 36.小IIITー 11166番3・一.の烏府間辿跡、山IJJ1977(松尼1983) 37.小11可一丁rI白書10-12、松尾1977(松厄1983)

38.小IUT-T 1-1 66i1t5、原1996(未報告) 39小町一丁rl67番2、偏E81987(稲田1994) 40.小町二 「目65番21、斎木 ・河野
1979-80(斎木1982) 41.小IIIT-1目75帯1、斎木1979(河野1982) 42JJ、IUT-丁目 ・蔵屋敷辿跡、調査会1982(1M部ほか
1984) 43.御成町123帯5、汐比1997(汐比ほか1999) 44.御成町12番18、服部1984(服部ほか1986) 45.御成町228罫2・

130番1、斎本1985(斎木1987) 46小IUT_:_ 1目345番2、鳥山11983(馬淵1985) 47.小IIIT一 「日321番l、宮田1993(宮且|

1996) 48.小町一丁円322需2、菊川1987(未報代) 49.小IIIT-1日319孫2・雌内定員邸跡、斎木1978ほか(総庖1983)

50.小IUT一丁1=1309帯5、斎木1982(斎木1983)

華光院跡やぐら群(No.101) 51悶ヶ谷 二丁11191孫、汐兄2002(汐見ほか2003)

今小路西遺跡例0.201) 52.)，J~1 ヶ芥-l- I-113 1寄l、鳥羽::1 1987(馬~J:: 11989)

北条H寺房 .~nll寺邸跡 (Nu278) 53: 11ノド -li 1265需3、松尼・斎木1988(版ほか1990・宗公ほか1999) 54.雪ノド -Ji 1 

271番1、原1987(原ほか1989) 55雪ノドー 「目271番3、馬淵1998(馬淵12000) 56.雪ノ下一丁目271番4、鳥羽:11998(馬淵

2000) 57.雪ノ下 ー丁Ll272孫、 宗弘1996(宗主;引まか1997・1998) 58雪ノドー 「円273寄ロ、以1986(原1988) 59.勺ノ下

一[回233番9、鳥羽::11986(馬討::11987) 60.雪ノ下一 1Ll273若干イ、高木・瀬l上11997(斎木ほか1999・瀬11.1ほか1999) 61.雪

ノドー 1IJ 274昏2、原1986-87(原1988)

ヰヒ条小町邸跡(泰時・時頼邸)(No.282) 62三17ノ下 一丁11377帯6・7、}，f:}~)l:1 1 994 -95 (.I.f:) ~J: : 1 1 996) 63.背ノ|ご一「目374番2、玉

林 ・lJ3代1985(玉林1986) 64.咋ノ下一 111372番7、馬淵1984(馬iJ::11985) 65.勺ノ下一丁11371番1、}，F:}iJ::l1984 (.U:) iJ::11985) 

66.雪ノ下一 「目370番1、田代1996(土出ほか1998) 67.雪ノ|ご一丁目369需ほか、瀬田1990(瀬田1991) 68.~ ノ下一丁

11369番1、以1996(版ほか1998) 69.吋ノド ー111419得3、 l:i林 .FU代1986(五林1987) 70:11ノ下一 ri1367寄1・368番

1、宵日11999-00(諸起ほか2000) 71."{ノドー [日395番、倒川1988(鈎J111989) 72咋ノド 一111401杏ほか、品川|

2001(馬出12003) 73雪ノド-Trl400若干し 馬淵2000(馬淵2002) 74:~J{ ノ下一丁 rl 432番2、鋳)1 1 1988(鏑)111989)

宇津宮辻子幕府跡(肋.239) 75.小IIIT二11-1373需1の一部、原1998(未報告) 76.小111r -_ 1 11366帯1、子塚1990-911JI畑fJr:.fI]子

1991) 77.小111[二 11=1363番l、J.!IU996(版股志ほか1996・小林市子ほか1997) 78.小町二 111354番2、松尾1977(船尾ほ

か1983) 79.小11可二T1=1 354需12ほか、 ITI代1991(熊谷ほか1993) 80小IJr[二丁Ll354孫2、LI.I代1992(継1993) 81.小111]"一

r 11 389n干1、原 ・!な雌1994Cfな雌ほか1996)
鶴岡八幡宮旧境内遺跡(No.56) 82.吟ノ下凹 11-11072若干l・銀杏川地、市教委1980(宇WJ111980) 83.雪ノドl川丁目105111干1・

l直会殿、斎木1979(符111ほか1983) 84. r_，~ノド|川 11 1105 1番 1 ・ I 'EI宝館、斎木198 1 -82(松J~ 1985) 85.雪ノ下|川 1111051

需1・研修道助、斎木1981-82(.i百本1983) 86寸ノドブ丁1175孫16、仙'川1995(焔J111996) 87.災八申請刈谷冶跡、服部

1980-81(月日常1i1983) 88・89.吟ノドー J"口16番2、斎木1986(点本1987) 89雪ノ下_:_r目、府本1986(斎木1987)
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第2章 調査の概要

1.調査にいたる経緯

個人住宅建設で、鋼管杭打ちをともなう基礎工事であったため確認調査をおこなったところ、 中出の

遺物とともに砂丘上に遺構面が検出されたので、発掘調査を実施した。

2.調査方法

調査地点の-*沿いにある生活道は|隔4m弱で、わずかに屈折 しながら北にある窟小路に行き当たる。
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調査地点前の道路の!IilllはN-200-Eで、若宮大路のN-27.50-Eとは若干のずれがある。住宅はこの生

活道に沿って建設されるため、その調査区の形も前面の道路に直交する事Ib線をもつ、東西にのびた長方

形となった。|且.にのひ寺た狭小の部分は試掘坑になる。.5{地での調査は、 利便性を優先し、調査区に沿っ

た方眼中Ihを用いて測量した。その後、国土座棋の4級点(S104・105)を使用し、その位置を求めた。

本報告書作成段階において、任意の方H良区画から、 |玉|上座楳の方11良区画X-75352.000-一75359.000、

Y-25 266.000--25 278.000枠内に、治構図を移し変えて燭載した。調査区の純度経度は、 北緯35
0

19'13.2-13.5"、東経139
0
33'19.0-19.5"0 

3.調査経過

調査は平成15年5)=19FI一同年6月11日の期間を要した。先に同年3月10[1-111:1にかけ確認調査が行わ

れていたので、その部分については地表面より約170cmまで一括で掘り下げ、断l掃による中世の辿桝凶

を雌認後、 一旦埋め戻された。その後の主な作業内容は次のとおり。

5) 19H (金) 哩め反された試掘坑を重機で、制り返した後、調査区に移り、 4長上下約50cmまで制削す

121:1 (月)

13 FI (火)

14H (水)

16 FI (金)

1711 (金)

20 LI (火)

211二1(水)

27 [1 (火)

30日(金)

6fJ 21l (月)

31-1 (火)

51J (木)

611 (金)

7日 (ニヒ)

91] ()J) 

101-' (火)

111-1 (水)

る (10日完了)。平行して機材搬入を行う。

まず試掘坑内を、 3)こ!の調査H年よりさらに下を掘り Fげる。3面に相当する道路状退治

を検出、写真JidhUを行う。

任意万|眼設定。

41自i. 5凶i道路状遺構検出 ・ 搬l~ .実証[11を行う。

6商 ・7両道路状遺構検出 -撮影 ・実1H11を行う。

試掘坑北壁上j白実測 - 注記を行い、 ~J\品Li坑内の調査を終了する 。

調査区1面の精査開始。廃土で試掘坑を埋めていく(埋め戻し後、凶側全体を廃上置き

場として使用する)。

1両全員撮影 ・実測を行う。

2a面全長・個別槻影 ・実測終 f。

2b面全対 ・個別峨影 ・実測終了。

座標位置社[IJ塁。

2bl面前3 ' 竪プ〈冶梢1完掘 ・ ~Mlj(3 .実測終 f。

3面満4完掘 ・撮影 ・実測終了。

3面全対 ・t品;形 ・実測終 f。

3面竪穴遺構2完掘・ J最影終了。

控穴~~;持2実1WJ、調査区北・ 束・南~:主夫1H1J . ~最影、 4 1面 . 51面Wrlff.実測を行う。

6 1回全京ctMlj~ .実測を行う。

実測すべて終 fする。機材撤収。

-188-
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第3章 調査の成果

ー1節層序

図5の仁!百凶は、試航i坑内の北噌と調査区内の|将壁を並べて図示したものである。調査地点の現地表

面の海抜は10.80-90m、その下には近 ・現代の整地層と近世耕作土がともに70-90cmほど堆積する。

rl'世貯はその下、約10.26mからはじまる。調査は深度規制により、約8.80mを限度として行った。当時

の生活而が良好に残されていたのは、2面 ・3面の大型泥岩地行!日である。それ以外の面は損壊が激しく 、

整地痕もわずかしか残されていない。対照的に、試掘坑内は均一な地行面が幾層も積み重ねられていて、

生活l面に比べ、若干思状に盛り上った造成がされている。この地行用は、試掘坑の範囲内ではその全体

像を把握できなかったが、 2・3面の調査区内東城を占める泥岩版築面とは明らかに異質で、「道路状辿

桝」と考えるのが妥、竹であろ う。一点、試掘坑と本調査区を坑にして西側の地行層は途切れ、生活l面と

の間に下層から上層まで継続的に存在する南北の満が検出された。試掘坑内の地行層が南北の道だとす

れば、この淋はその東側渦と認識できょう。

東側には破砕泥岩をn念に固めた地行面がある。面上にはいくつかの遺構があり、近在でいくつか検出
されたIIIJ屈とおぼしい迫桝と共通することから、上問(状追桝)と認識した。

1面 海抜1O.02-10.26m。構成土は明黄褐色弱粘質土などの中山包合層となる。上層の耕作土が、か

つて畝状に抑り込まれていたらしく、残存する包合層の上面も凸凹していて、生活面とよべるものはす

で、に残っていない。/e2合!日は粘性の少ないしまりのない土だが、泌岩 ・炭化物 ・鉄分 -i品物片が多く合

まれており、 中世期の遺構も検出されたため、便宜上1面とした。

2a'2b面 海抜9.70-9.90m。約9.70mで、平氾で、強固な泥有地行凶があらわれる。拳大から人頭大の泥

行でつき固めた版築用で、 厚さは最大60cmとなるが、 2回の整備跡が土層観察によって確認できた。厚

さ約40cm、政灰色の t部地行!習を21語、下部を3面とした。さらに2而の可能性がある遺構内においても、

惚数の造成痕がみられたため新旧に分けて呈示することにした。2aが新し く、2bが旧い辿梢となるが、

実際には|ヌ11珂のように明確な関係で遺構が分別されて成立していたわけではない。また試侃坑内調査時

の上層観察から、この頃より道路状辿捕が存在し、調査区内の制IJ滑らしい伴i北満も同時期]に始ま ったも

のと推測できる。掘立柱建物や竪穴迎構などの中Ib線も、この渦に符合している。

3面 海抜9.18-9.48mo 2而から続く泥岩地行府の |イ部(I'iLさ約20cm、青!火色)にあたる。21面との述い

は色調だけでなく、西へ緩やかに傾斜している。J山行面が比較的脆く、 2面敷設時に削平された可能性

がある。 主な辿梢(道路状追梢 ・満 ・竪穴ii2桝)は、 31而から21食iにかけて継続され、地別の変化はみられ

ない。31而と必定した道路状辿構は、生活面より若干μく9.48mとなる。

4面 海抜9.00-9.19mo 3面泥府地行直下より、議く脆弱な 117灰色粘質上を検出した。 I二部はほとん

ど3面整地H寺に消失してしまっており、緩やかにl珂 (道路 ・側満)側に傾斜している。しかし、試抑坑

|木l の道路状JJd，J;;初~ 9.10-9.19mの高さ で積み増しされている ため、これに対応する仮の4面を設定した 。

また3 1日時に tl"'tや竪穴)Jd~;I'，li などが深度胤制に達したため、その部分よりドの;V;\j ff.はおこなえなかった。

5面 海抜8.90-9.19m。北東部に軟質な破砕泥府地行層が検出されたが、ほかは4面と同じく生活面

が消滅していて、整地前の堆積層である、炭や腐植土(木片を多14に合む)、行灰色粘質 tが露頭して

いる。西側の道路状JJd，J;持は基壇状になっているが、性格は不明(上層4面において、東側が拡張造成さ

れている)。

6面 海抜8.80-8.90mo 5面と|司じく、 北東部だけに泥岩地行がみつかる。ただし整地状態はさほど
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良好でなく、倒壊したものと判断される 。 浅い南北hiltが検 I~~I されたが、以凶は上面と同じく緩やかに部

ちて貝砂層が溺ま った青灰色粘質土がひろがる。ほぼ同じ高さで道路状遺構もある。

7面 海抜約8.70m。調査区内はすでに掘削深度の制限を受けたため、 6面で調査は終了とした。試掘

坑部分のみ道路状遺構を検出した。

以上で調査は終了したが、 7面調査H寺の排水溝部分の深侃りによって、下約8.47mで、道路状追桝と同

質の地行層を確認できた。いずれにしても地表から最深約2.5mlまど掘り下げたが、基盤閉までには

らなかった。

(鍛治

第2節 発見された遺構と遺物
1. 1面

主な辿梢として|隔2m弱の東西満を検出した。満は調査地点に束面する現在の生活道(江戸末期の

f鶴岡八幡宮領井往還谷々小道分間図jには同じ道が捕かれている)と直交していて、すでにこの頃に

は近世の地剖の原形が成立していた可能性がある。

1面検出辿桝は次の通り(図6)。

-*西tl時1条 ・土坑1基 ・小穴(柱プ〈様)9口

溝1(図7)

位置 :X -75 353.500-一75358.000Y-25 267.500--25 274.000 規模 :上幅180cm・下l隔115cmX深

さ最大34cm(底面高9.84m) 断面形:I皿形 流下方向:ほぼ平山 主軸方位:N-69
0 -w 

出土遺物置}]:土師器fJJlRf亜 (1・2) ・円盤型土製品 (3) ・常滑費 (4・5) ・瀬戸折縁深1m (6) ・鉄釘

(7・8) ・砥石 (9-1川民) 出土遺物匿iJlIJ/J'至回:備前描鉢 (10) . m途不 I:~j鉄製品 ( 11 )
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建物2

P|長径 ×短径× 深さ

lI 63 x 58 x 47 
2I 36 X 34 X 48 

3I 57 x 53 x 50 

4 I 45 x 41 x 48 単位cm

a' 

P|長径 ×短径 ×深さ

1I 73 x 60 x 31 

2I 53 x 53 x 27 
3I 73 x (62) x 33 

4 I 64 x 一 x25 
。 2m 
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特記事項:調査区中央を定る東西満。充填土は1面と同質の上に多量の泥岩が詰まっていた。底面の南端

に沿って、ごく浅L刈、満が確認された。出土遺物で、は、藤滞編年の中期前半と される瀬戸折縁深鉢が出

上しているが、赤羽 ・中!野編年の7型式常滑裂 (14世紀前半)や備前描鉢が11え新で、ある。

土坑1(図7)

位置 :Xー75353.500-ー75355.000 Y -25271.000-ー25272.500 規模:長径126cmX短径120cmX深

さ31cm(底面高9.80m) 平面形:不整楕円形 断面形:J皿形 主軸方位:不明 重複関係:満1を切る 出土

遺物:常滑片口鉢I類 (12) ・砥石rl'fU1(13) 特記事項:充出土は1面と同質

その他の1面遺構出土遺物(図7)

P.4 :型宋元賢 (14)

1面出土遺物(図8)

1菌上 (直上)土師器皿R種小型 (1) ・常滑説 (2)

1面下 (構成土中)瓦器火鉢 (3-8) ・軒平瓦 (9) ・常滑片II鉢I頬 (10) ・常滑片口鉢H類 (11-

13) ・常滑饗 (14-15) ・磨耗陶片 (16) ・備前借鉢 (17) ・瀬戸折縁深JIll(18) ・瀬戸花瓶 (19)

瀬戸袴JI刻|ヲ香炉 (20) . m禍 (21) ・祥符元宵 (22) ・滑石釧転用品 (23) ・砥石 (24-26)

2. 2a面

上層とは大きく裂なったlliUI)J位をもっ迎桝併が検出 さ れた 。 溜小路にほぼ平行、または直交した ~ilJI線

にあり、後述の |ご府3面の地割を継承している。

2al商検出遺構は次の通り(図9)。

道路状遺構(土層観察上での確認のみ) ・建物2棟・満1条 ・落ち込み1・小穴(柱穴様)11口(建

物を含む) ・ほか小穴(杭穴械)多数

建物1(図9)

位置:X -75 355.000-一75357.500 Y -25 268.500-一25270.500 規模:東西1間 (柱間距離

2.00m) X南北1間(柱!日l距離1.97m) ・柱穴底面 ， 1，~~9.21m (平均) p.1柱12cmX8cm X30cm以上 p.2柱12

cm X 6cm X 22cm以上. 南北軸方位 :N-1
0 -w 重複関係:建物2・落ち込み1を切る 出土漬物 (すべてp.l

から""1U t師器JIJIR碕 (9)・瓦質製品 (10)

特記事項 :調査範囲が狭小のため1間X1聞のみの検出となったが、南東へ拡がる可能性がある。西の満

(道路側消)に隣接し、 Ililh線のmiJ約を受けている。

建物2(図9)

位置:X -75 355.000-一75358.000 Y -25 267.000-ー 25270.000 規模:東西1問 (柱問距離

2.08m) X南北1間 (柱間距離2.00m) ・柱穴底面l笥9.49m (干均) 南北軸方位:N-11.5
0 

-E 重複関

係:部ち込み1を切り、住物1に切られる 特記事項:建物1と同様の遺構といえるが、礎板ではなく礎石

(泥岩)を用い、 !Iilllが10
0

ほどずれている。

溝2(図10)

位置 :X-75 352.500--75 357.000 Y-25 271.000--25 272.500 胤棋:上ITIJ50-70cm' 1"111両20

-33cmX深さ約44cm(低面高約9.36m) 断面形:逆台形 流下方向:平担 主軸方位 :N-4
0 

-

W 出土漬物 (図11) 上師器lIIlR極 (1-13) ・PI盤型土製品 (14) ・常滑片口鉢I類 (15) ・常滑

片U鉢且類 (16-18) ・常消費 (19・20) ・常滑蛮 (21) ・瀬戸入れf (22) ・瀬戸鉢 (23) ・鉄釘

(24) ・砥石 (25-r川居) ・円盤型木製品 (26) ・漆製品 (27) ・漆器椀 (28)

特記事項:先述のとおり、下用の満3と同じく道路状遺構にともなう側端である可能性が高く、とすれば、

p
k
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1.1暗褐色粘質土 少f訟の炭化物・泥岩片を含む。
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*0内の数字は、図 11の漬物信号と対応する.

(砂宕は点摘で示す.1也は泥岩が主体.)
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日泥岩地行

図10 溝2・落込み1

窟小路を主体とした、この区域の地割に沿ったものと想像できる。充填土は水分を多く含んだ暗褐色粘

質土である。両側には、裏込め遺構を確認した。その東側には、満に則して属平の切石(凝灰質砂岩 ・

長さ95cm以上XIII高12cI11>く高さ39cm)が埋めとまれていたが、用途は不明。西側は、満を補強するため

の大小の砂 ・泥岩が乱雑に埋まっていた。日-1土迫物は、常滑窯製品では赤羽・中野編年6b-7型式が最

新であり、上自rli器皿R種も鎌倉H寺代後期から末期に惣定されるものが含まれるため、この満の年代は14

世紀前葉と考えられる。

落ち込み1(図10)

位置:X -75 353.500ー-75356.000 Y -25 266.500-ー 25270.500 規模 :東西376cI11以上×南北138

cm以 lX深さ24cI11以上(底面高約9.50m) 平面形: (万形) 断面形:箱形 東西軸方位:N-880 -w 
重複関係:建物1・2・満2に切られる 出土遺物(図11)土削1器皿R種 (29-31) ・二|二師器1Dl極小型

(32) ・箸状木製品 (33-35) ・円盤型木製品 (36) 特記事項:調査区北端で検出する。これも満と同

じく、下層からの竪穴辿桝1・2を継吊した同類の辿構と認識する。出土遺物で、は、 30の土師li器皿が若干
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柱穴列1

P|長後×短径× 深さ

lI 60 x 53 x 124 
2I 70 x (60) x 72 
3 1 48 x 45 x 77 

建物3
ε 
o 
a、

.D 

tl11立cm
2m 。

2b面遺構全図・建物3・柱穴列1

3. 2 b面

'1::.活l而は2a面と共有しているが、Eだった}fH昨が修復、または改築されているため、便宜上遺梢を分

(図12)。また試掘J)'i;I)']の t用観察でも、 21而時の道路状治構と判断で、きる地行!習が、2層みつか

っている。而上および梢成上'1'の出 !こ遺物については、 2ar(fjで、概述した。

検出遺構はつぎの通り。

道路状遺構(土Wi観察で、のfi在認)

(也物 ・村2穴ダIJ を~む)

-建物1棟 ・柱穴)IIJ1タIJ.竪穴逃構1・満1条 ・土坑1基 -小穴71-'

図12

類した

建物3(図12)

模:点西1問 (柱問距1~1f:

(、F均)[Qg]柱21cmX 10cm X54cm以上

ー!日の建物1・2と同じく鴻に接している。1.i.L

南北軸方

規Y-25268.500一一25271.000 

×南北1問 (柱!日JhlillJ(t2.17m) ・柱穴底面高9.05m

重複関係:煙火辺梢1を切る

間的にみても変化がなく、 |υl類の逃桝と想定できる。

: X -75 355.000-一75357.500 位

1.97m) 

特記事項:
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柱穴列1(図12)

位置:X -75 355.000一一75358.000 Y-25 267.500--25 270.000 規模:東西1問(柱間距離

1.80m) X南北1間 (柱間距離2.10m) ・柱穴底面白8.79m (平均)巨E柱12cmX 12cm X 100cm以上 南北軸
方位:N-1S -w 重複関係:竪穴遺構1を切る 特記事項:建物3と同類の遺構

竪穴遺構1(図14)

位置:X -75 352.500-一75355.500 Y -25 266.500-一25273.000 規模:東西475cm以上×南北214

cm以上×深さ最大76cm(底面高8.90m) 残存部材 :1柱 (縦横×高さ、cm)16X6X32、12X1.5X39、7X6X88、

強 |側板(高さ×横×厚み、 cm)I11X133Xl-2、19X199X2、16X84X2、14X88X2、20X188X2、等 平面

形 :(方形) 断面形:箱形 東西軸方位 :N-89.5
0 

-E 重複関係 :建物3・柱穴JiJ1.満3・据護1に切られ

る 出土遺物 (1~114- 18 ， 1 -32は上・下層，33-110が最下府) :土師器皿R樋 (1-8) ・土師器血l極小型

(9) ・手伝滑片口鉢H類 (10・11) ・常滑裂 (12) ・鉄釘 (13-15) ・鉄火箸 (16)・砥石 (17一仕上げ

砥) ・答状木製品 (18-22) ・科医状木製品 (23・24) ・不明木製品 (25) ・木製組み物部材 (26) ・部

材 (27) ・漆器椀 (28. 31)漆器皿 (29. 30) ・木製組み物部材 (32)、土師器皿R積 (33-54) ・白

色系土師器凹R楠 (55・56) ・常滑片口鉢 1~;11 (57) ・常消音 (58) ・常滑裂 (59・60)磨耗陶片

(61) ・瀬戸おろしlUl(62) ・鉄釘 (63・64) ・刀子 (65) ・元費通貨 (66) ・嘉祐通貨 (67) ・砥石

(68-72ー仕上げ砥) ・箸状木製品 (73-90) ・搾状木製品 (91-95) ・万形 (96) ・扇骨 (97) ・へ

ラ状木製品 (98-101) ・不明木製品 (102-104) ・折敷 (105) ・円盤型木製品(106) ・漆器椀

(107・109・110) ・漆器皿 (108)

特記事項:町屋などにみられる、半j山下式の)J形建物と推測する。周囲は板闘いされ、杭や礎石をJ1Iい

て支えている。また西側lは側板を満3と共有しており、構造 t、同時期に構築されたと推測できる。底

面の海抜は8.90mで、満3と同じであり、また住物3・柱穴71]1の柱穴の底面高とほぼ一致するのも、 偶
然ではないだろう 。充境土は、木片を多量に含んだ腐植土と背灰色の海砂である。礎石の高さが一定し

ていないのは、 何度か作り直したため床面が顧み増しされたものとみたい。遺物は大きく上層下FJ-最

下層に分別した。図13の土層断而|玄]rllの上層昏号2-4が上・下層、 5・6が地下層(底部)に相当する。

出土遺物は、多種多機にある。上用と F層およびid下層を概観すると、持状木製品や砥石、漆器など日

常用品と推測されるものが注目される 。 陶磁出類では、大|強からの輸入磁器煩はみられず、 瀬戸 ・ 'l;~~滑

窯製品の置や費、おろし血といった日常雑器が多くを占める。竪穴逃梢1の上・下層の年代は、より新

しLト指ち込みlや消2と知似した械相を示す。idド肘出土冶物では、常滑窯製品はいずれも赤羽 ・111野編

年の6b型式以前に含まれ、瀬戸おろし皿もj様津編年の14世紀初頭~前葉頃に比定されるものである。

上師器llll を見ても椀砲で~~高の {S~ 、ものが主体をなし、静子で|付湾する鎌倉後期と推測できる器形と、

その lド型 6~種が含まれる 。 やや占い様相を示す辿物も出土しているが、この遺構の年代は、 14世紀前葉

とJ佐淵11できる。

溝3(図13)

位置 :X -75 352.500-ー75357.500 Y-25271.500-一25273.000 規模 :上幅150cm以上(木枠間

約65cm)X深さ65clll以上(底而l而8.90-9.20m) 残存部材(単位cm): 1東側束柱 (縦横×高さ、単位cmll7.5X

4.5X42、4X4.5X87、6X5.5X128、5X3X114、6X4.5X56、15X10X75(メL木)等 | 向償~桓 (高 さ×繍×厚み ) 1

27X201X2、46X193X2等 |西側束柱 (縦償×高さ)16X4X85、6X2X103等 |西側側緩 (高さ×横×厚み)112X

95X1.5、10X80X2、8X78X2、10X127X2、11X125X1.5、11X100X2等 断面形:逆台形(箱形)

流下方向:南→北 主軸方位:N-3S -w 
重複関係:据裂1.砂岩埋土遺構に切られる 出土遺物(図18) : 111-118は上層 ・下層、 119-125は最
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3・10乃7

す占性強。少虫の遺物片 ・泥岩 ・

砂宕 ・炭化物を含む。

1と同賞。 1より木片のZ訟を密に含む。
5.1情背灰色弱砂質土 泥岩・砂岩片を

やや多く含む。
4と同じ。

( 2~6 =竪穴 1) 

多量の泥宕 ・砂岩(小石~人頭大)・木片 ・炭化物を含む。〔溝3)

2.11音灰褐色粘質土

3. I'j'灰色海砂層

丈71とH音褐色粘質土
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(砂告は点備で示す.f也は泥岩が主体.)

※ O内の数字は.図 14- の遺物詩号と対応する.一一

竪穴遺構 l

、、同』

g 

7.1清茶褐色粘貿土

8.11音褐色粘質土

9.明灰褐色弱粘質土(砂質土が混入する)炭化物 ・1尼岩 ・砂宕(小石). ，.f;:片を含む。
10.明褐色弱粘質土 多量の泥岩 ・砂岩 ・明黄茶色粘土を含む。

の木片 ・貝 ・遺物片 ・炭化物を含む。多y 
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竪穴遺構1・溝3図13

0. 

126-131は長込めから1111上した。」二師端山R極 (111-113) ・瓦器火鉢 (114) ・常滑片円I類

・箸状木製品 (116-117) ・漆器lIll(118)、土rirp#詰IlliR種 (119-125)、土師器血R種 (126・

・瀬戸折縁深1m(128) 円盤但木製品 (129) ・木製部材 (130) 特記事:rii: rl~~2の直 Fより検出

した、道路側溝の可能性が高い木組みの満(1幅約65cm)。創枯性のない板材をむiみ上げ、両側から杭で

-200一
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図14 竪穴遺稿1出土遺物(1) 

凶定している。杭は角材や丸太などを使い地面に深く打ち込んでいる。1111'屋で、検出される側溝などとほ

ぼIliJじ桝造をしている。充J共上は|京lに示した。流路は|半jから北へと不向然だが、 |事i側は、成形した大型

の砂岩が多数j理没した状態で指域がひどく、不明な点が多い。充填上は繊維質の腐食士。日!i土遺物はそ

の大部分を上師器日 11が占める 。 t師甘~1I 11 を見ると、同じような抑予で深い形式のものが 1-. .下層と忌下

JØ~守まれるため、上層 . Iっ再と最ド惜の年代に顕著な差呉を認められない。年代は14世紀初頭以降を想

定でき、 日"上遺物からも竪穴辿梢1との同時性と、 2afuiで、検出されたrl"12への述続性が知える。表込め上

からの出J..遺物も1it滑窯製品は赤羽・ 中野編年の6a-6b型式と考えられ、瀬戸折縁深JlIlは中 I期であ

ることから、この辿梢の年代は141lt紀前柴と与えられる。131の用途不明の木製部材は、 竹見の限り類

朽IJは見あた らない。住物や渦等、構造物の日IS材と考えられるが部分や旧途は不明である。

司
E
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据愛1(図19)

l:iコJ
位置:X-75 355.000--75 356.500 Y-25270.500 

~ ー25272.000 規模:長径約111cmX短径約

109cmX深さ約43cm(底面高9.20m) 重複関係 :竪穴

遺構1・溝3を切る 出土遺物:土師器皿R種 (1-

17) ・常滑饗 (18. 19) 特記事項:溝2の東肩裏込め

ドーJl

竪穴遺構1上層・下層

。 1Ocm

32 

図15 竪穴遺構1出土物 (2)

下より検出したため2b面の泊梢とした。充i点土も裏

込めの土と同質。裂は常滑窯製品で、JI阿部より上を欠

いており、中に収め られていた多数の土師器皿が露呈

していた。これは11fT屋の竪穴建物に付随した貯蔵施設

か、もし くはj~II納行為の一種であろう 。 胎土観察から

18と19は別個体の可能性が高い。18は埋波時に含まれ

たものであろう 。つまり、少なくとも赤羽 ・中野編年

の6a型式以降にこの裾裂が廃棄されたものと考えられる。また、護内の土師器皿に薄手で丸みを帯びた

深い形式の中型が含まれる ことから、据饗1の年代は13世紀後葉から14世紀前葉と推測できる。

2a' b面出土遺物 (図9)

2a面と2b面は、同一の!日位で二時期の存在が考えうるため、2a'bl厨上とした出土冶物はこの二時期

の生活面直上からの出土遺物である。2面泥岩層内としたものは、この2a. b間柄成土中から出土した

冶物である。

2a' b面上:土師器1IllR種 (1-3) ・常滑片口鉢I類 (4) ・常滑裂 (5. 6) 

2面泥岩府内 :土師器illlR秘 (7・8)

4. 3面

主要辿梢(道路状 ・満 ・竪穴)は2而と位置的な変化はないが、ともに規模がわずかに縮小 している。

3面時に成立した地割が、 21面時に安定し発展していったと解釈するのが自然だろう。

検出辿桝 :道路状遺構(試掘坑内泥持地行|面) ・竪穴迫梢1・満1条 .7帯状辿梢1.土坑1基 ・ピット3

基 ・小穴2基
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図16 竪穴遺構1出土遺物 (3)
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図17 竪穴遺構1出土漬物 (4)
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図18 竪穴遺構1出土遺物 (5) ・溝3出土遺物
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図19 据聾1.同出土遺物

3面出土漬物 (図20)

31而直上 :上問i器11llR種 (1) ・磨耗|陶片 (2) ・木製工具の柄 (3) ・木製部材 (4)

道路状遺稿(図20)

( i盆術 )

10cm 

1m 

位置:X -75 352.500-一75355.000 Y-25 273.500--25 277.500 規 模:東西3.5m以上 路

面高:海抜9.38-9.46m 主軸方位:N-3.5
0 -w 出土遺物:常滑片口鉢H類 (5) ・竜泉窯青磁鏑

超弁文碗 (6) ・不明木製品 (7) ・へラ状木製品 (8・9) ・角棒状木製品 (10)・箸状木製品 (11)

特記事項:u'JIとして{確認したのがこの111さからになる。第1節で述べたが、ほぼ、ドj-flなI山行面()平さ5-

14cm程度)と、直下には暗茶色の柔弱な腐食土質の層がある。この構造は少なくとも下層の7面(約

8.70m)から変わらない。また試ihII坑と本調査との境界部分に崩落防止の上褒を積んだので、東端の満と

の機点と而との関係が把握できなかった。道路状の地行面から淋4の比高差は約80cm、3面とはほぼ!日

じとなる。

竪穴遺構2(図21)

位置:X -75 352.500-一75355.500 Y-25268.500-ー 25272.500 規模 東西312c111以上×南北

244cm以上×深さ最大60cm以1::.(底面l匂8.7m) 平面形: (方形) 断面形:逆台形 東西軸方位:

-870 -E 重複関係 :満4に切られる 出土遺物 (図22) 上師器lIllR種 (1)・常滑郵 (2・3)

(1色系土(1m指llJl'D樋 (4) ・瀬戸人れf-(5) ・待状木製，'rr， (6) ・へラ状木製品 (7) ・木製組み物部材
(8-10) 特記事項 :竪穴沿榊1の直下より検1':1:'，したため、遺構の上部は生活面と同様に、かなり失わ

れている。また安全上の観点から、 北壁際は段状部を設けて南に狭めた。構造的には竪穴治桝1と同じ

く凶側の満4と同時期に造成したと推測する。またその境界部には大型で廟平の、泥岩石タiJが見つかっ

た。もとは、満4・|判J!iJの裏込め内の砂岩のように挟み込まれて立っていたものが倒れたのか、竪穴の

基礎として川いられたものか、詳細は不明である。竪穴内部から検出された部材は、 {日壊がひどく廃棄

-205一
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l 黒褐色粘質土 多量の炭化物・木片を多く含む。機 ・砂岩が混入する。
2. n音茶色腐食土 多盆の木片を含む。 3.階黄色腐食上
4明褐色粘質土 少量の泥宕粒を含む。 5.附茶色腐食土

6.明褐色粘質土 7.粉砕砂岩が密につまる。木片が混入する。
8. >>音褐色粘質土 木片・貝片・砂岩を含む。
9. P音背灰色粘質土 泥宕 ・砂岩(小石~半人頭

10.暗茶色腐食土
11泥岩 ・砂岩が密につまる。

a 

9. 501l) 
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多抵の木片 ・民 ・造物

片 ・炭化物を含む。〔構4)

13.暗灰色粘質土 少位の貝 ・木片 ・炭化物を含む。
14. P音茶褐色粘質土 12と同質。

15.暗灰色粘質土 泥岩粒 ・木片 ・炭化物を含む。

16. I清行灰色粘質土 15と間賞。

(13~ 1 6 =精 4 衷込めJ

，q 

12.11音茶褐色粘質土

2口1!o. 0 (砂与告は点嫡で示す.他は泥宕が主体.)

竪穴遺構2・溝4・;着状遺構1図21

場的な状況にあり、 l甘l物などは竪穴逃榊1から掘り込まれた可能性もある。その中で底面周縁部が、僅

かに落ち込み、その内1J[1Jは軟質で薄い破砕泥岩地行を確認した。この状況から、網代より東の泥宕地行

上部がかつての建物内の最下而(床面)であったと推測できる。また網代の東にある砂・ 泥岩の塊は、

~!占床 として制み上げた痕跡かも しれない。 !二而の喧火と !ñ] じく、 Ij可の消(道路側出)との桝造的な関係

で不可解な点が多い。

年代の批定できる出土遺物は少ない。上師器皿を見ると、 2a. b，i面よりも古いものと考えられ、 2の
常滑饗も赤羽 ・中野編年の6a型式を呈することから、 13由紀第3四半期とも推測できる。

前部はこれらより新しく、より上層の2a. b而で推定した年代に類似した年代観が想定される。

竪穴遺構2は14世紀前禁と推測できる。

しかし、 3の常

つまり、

司
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図22 竪穴遺構2・溝4出土遺物

溝4(図21)

位置:X -75 352.500-ー 75357.000 Y -25 271.500-一25273.500 規模:I幅150cm以上 (側板間約

40cm) X深さ最大60cm(底面高約8.60m) 残存部材 :1東側束材(縦償×高さ、単位cm)16X5X33、12X2.5X38、

4X2.5X27、等 |東側側板(高さ×横×厚み)17X146X2、8.5X114X3、5.5X55XO.8、5X36XO.8、8X98X2、

等 |西側束材{縦償×高さ)12.5X1.5X25、6X2.5X12.5、8X1.5X43、6X2X42、3X1.5X21、6X3X37，4X 

3X44、6X2.5X39、4X3X38、等 |西側側板(高さ×機×厚み)J14X117X 1、lOX86XL5、12X95X3(J十而

炭素付着)、13X95X1.5、等 断面形 :逆台形(箱形) 流下方向:ほぼ平坦 主軸方位 :N-

1.5
0 -w 出土遺物(図22): 11-21は上層 ・下層出土遺物、22-25は最下層出土造物、 26・27は裏込
め土からの出土遺物 土師器1illR種 (11-14) ・常滑片口鉢H類 (15) ・瓦器火鉢 (16) ・常滑饗 (17

-18)箸状木製品 (19-20)へラ状木製品 (21)、土師器llIlR種 (22) ・箸状木製品 (23-25)、土師器

Jl]lR樋 (26) ・硯 (27) 特記事項:満3により上部の大半が消失 しているが、側板 ・束柱が多数残存す
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る木組みの淋。1!lIJ板の間|同は約40cI11で、上l而の満3より、 25cI11ほど縮小 している。また南東側・ 長込め

|村には扇平な砂岩が側板の外壁に沿って立ち強べてあり、さらに砂岩と掘り込みの間には薄い板材が挟

み込まれていた。この板材は渦4よりさらに-;-1，-ぃ満の名残かもしれない。いずれにしても 1!II:ii40cl11程度の

小規模の満ながら、しっかりと整備がされている。やはりこれも道路側満とみるのが順当だろう。充填

土は満3と同じく 、!肉食上で、あった。

上 ・下層と最下府および長込め土出上の逃物からは、顕著な年代差は見られない。ただし、上 ・下貯

の常消費 (18)は a点のみ突出して新しい年代が推定される。満4の年代は土師器Jmや常滑窯製品から
14世紀前葉を怨定で、きる。

溝状遺精1(図21)

位置 :X -75 355.500-一75356.500 Y -25 267.000--25 269.500 規模: 上|隔最大30-68cl11 、I' ~I品

15-30cmX深さ最大25cI11 (底面高9.07m) 断面形:逆台形 流下方向 :ほぽ平坦 主軸方位 :N-

85.5
0 -E 特記事項 :充以上は上l面の地行上がつま っていた。阿側ははっきりとしないまま冶構の形が

、「断される。北側の石タ1]も、轟込めなのか竪プ((こ付随したものか判断がつかない。

その他の遺摘出土遺物 (図20)

P.24:箸状木製品 (12) P.25:瓦器火鉢 (13)

5. 4面

標高は約9.10-9.00mで、緩やかに東から西へ下っている。面としては脆弱で、IID土中には員砂や炭層 ・

多量の木片を合んだ茶褐色粘質上(半ば以 仁を腐食上が，J-iめる)が混入していた。また t而の竪穴迫桃

2・満4が深度規制に達したため、治梢検出は行っていない。

検出遺構:道路状追柿 ・部ち込み1・小穴31在

4面出土遺物 (図23)

41面(直上) :土師器皿R種 (1) ・瀬戸底おろ し目101(2) ・瀬戸おろし |皿 (3) ・亀山系陶器饗

(4) . f砥イユ (5-11:1(砥'6一仕上げ低) ・円盤型木製品 (7) 特記事項:瀬戸!底おろし目JIll(2)は、雌

滞編年の前lV期で、ある。

道路状遺構(図23)

位置:X-75 352.500--75 355.000 Y-25273.500一一25277.500 規模:東凶3.9m以上 路面

高 :海抜9.09-9.20m 主軸方位:不明 出土遺物:瀬戸おろし|皿 (8) ・1f-状木製品 (9) ・へラ状木

製品 (10) ・木製部材 (11) 特記事項 :31師の道路状追梢と同じ。地行l師のlllさから4面に州属させる

のが妥当と考えた。j他行|同は試柵坑全体で、検，11'，された。 1て府観察で、は下の地行が基j引火に造成されてい

て、その後、阿側を腐食上の多い層とj血行而で平JE[に整備 ・拡IPIJiしたものが、当迫桝となっている。ま

た3而H寺には若 F縮小されたようだが、断定はできない。
落ち込み2(図24)

位 置:X-75 355.000--75 358.500 Y-25 267.000--25 269.000 規模 :東凶90cl11W，ヒXI軒北274

cm以 I-:.X深さが)14cl11 (底而l窃8.90m) 平面形:不明 断面形 : ( JJ1lJr~) 主軸方位 :N-24
0 

-E 

出土遺物:上白In(.~ ilJlR種 (1-4) ・常滑惣 (5・6) ・瀬戸おろしIIJl(7) ・漆出椀 (8) ・円盤型木製品

(9) 特記事項 :允j京上は炭化物と木製品、泌符などを合んだ黒褐色粘質土が埋まる。浅いなだらかな

併ち込み。 2 ・ 3面の冶梢併の~jlhjj位とは大きくずれる 。

常泊費は赤羽 ・11'野編年の6a型式 (5) と7')目式 (6)が合まれる。瀬戸おろし皿は藤津編年の仁|二1期前

半である。 1二fo:iji器H1lは器412がJ'J-く、ややぼってりとした!告がある。土日Iji器JIllはやや古い様相を日すが、
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'Itr~滑窯製品と瀬戸窯製品ともに 13世紀末- 14世紀前葉を推測させる様相を呈す。 この落ち込み2は3商と

H寺期差を認められないため3面桝築の|際、もしくはそれよりわずかに早いH判明に、埋め反されたものと

考えられる。

図24

5面

図25に示した通り、 北東部に軟質な破砕泥府地行面がわずかに残っている(上府番号1)。標高は約

9.00mで、それより南西に向かつて緩やかに下るが、肯灰色粘質上(土用苦手守4・4面包合層と同質)

炭層(土用番号2) ・茶褐色腐食土(上層番号3) は面が消失したために包含!習が露顕したものと判断し

た。際l白は東側が約9.00m (1隔2m以仁 .)手み約8cm)・西側が9.26m (1隔1.9m以上 ・厚み13-32cm)

30cm弱の高低差がある。

検出迎柿 :道路状追構(J担状)・上JJt1基 ・ピット1基

で、

6. 

5面出土遺物(図26)

1-10は上回番号1(泥岩地行層)I立[.，'b上、 11-14は同2・3・4ilI上出士、 15-20は同2(炭層)内山J-.

|泥岩地行届直上I_I'.師待UI1R舶 (1)・筈状木製品 (2-6)・草版必 (7-9)・漆出碗 (10)I土層番号2・3・4直上|

仁師器IlIlR積 (11-13)・瀬戸おろし皿 (14)巨宣li*l¥土師綜肌R種 (15-17)・折敷 (18)・漆部JlIl

(19・20) 特記事項 :5而に帰属する辿物の中で、年代を探る子がかりとなるものは少ない。その中で

の土師器肌11-13と瀬戸おろし皿14は面直上出土遺物であり、わずかではあるが他より量も多い。これ

らの土師持1mは、 やや諮l包が低く、器噌が厚い。13世紀後半に位置付けられるものである。なお、瀬古
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山也岩泥口5面遺構全図

5面遺構全国図25

おろし1mは、藤津編年の前期とされるものである。5而の年代は13itt紀後半が想定できる。

道路状遺稿 (図25)

路面

高:段上部海抜8.98-9.20m 主軸方位 :不明 出土遺物 (図26) 木製ノJf柄 (21) ・へラ状木製品

(22) 特記事項:基!n部は4面でも兼用されている。包含j習の堆積状況をみても、 4面との連続性が競え

る 。 法!f1上面と 5而 ・{政的泥府j曹との比両足は20cm~)~) しかなく、下のj由行用とはほぼ平坦に繋がる而さ

にある。

模:束A西4.1m以レ規Y-25273.500-一25277.500 置:X -75 352.500-一75355.000 イ立

P.26 (図26)

模 :束l珂径約26cm>く深さ約42

特記事項 :土師器出土遺物:土師器JillR種 (23)

規Y-25 268.000--25 269.000 

断面形 :筒形cm (底面高8.57m) 平面形 : (楕円形)

あるいは地主~!i ・ J~~納の可能性iがある 。

置:X -75 355.000--75 355.500 位

DUは、

6面

北東部に約8.90mのIEJさで泌府面が残存するが、 J員J袋が激しく、整地面はすでに消失したと惟捌IJされ

る。東側に浅い満5と道路状遺構などを検nJしたため、 6而とした。
検出遺構:道路状追梢 .rl~H条 ・ 落ち込み2 ・ t坑1法 ・ ピ ッ ト 3Ji~

7. 

6面出土漬物 (図27)

へラ状木製品 (6)-漆器椀 (4. 5)、6面直上 :土師器JillR栢 (1-3)

道路状遺構 (図27)

路面高:

特記

模:束西2.6m以上

2待状木製品 (7-9)

規

出土遺物 (すべて東側の落ち込みから出土)

円
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Y-25 273.500--25 277.500 置 :X -75352.500-一75355.000

主軸方位:不明海抜8.80-8.90m

f立
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1 .1府政茶色粘質土 多虫の木片を食む。半腐食上。
2. ，'#.灰色粘質土炭化物で色調が黒い。多量の貝砂・木片

を含む。
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※深度制限により捌査終了
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泥岩地行 2m 。崩落防止域(未精査)

7面遺構全図図29

事項:東西の両側がともに約20c01部ち込んでいるが側溝かどうかは不明

土坑4 (図27)

模:1有北径146c01以上×深さ

:辿凶1'.'.駄 (10) 特記事項:

規

出土遺物 (図27)

Y -25 267.500--25 269.000 

22c01 (底面高8.56m) 平面形: (円形) 断面形:IUlJIヲ

光瓜 tは6面上の腐食上と明灰怯j色粘質上が出布する

置:X -75 356.500-一75358.500位

溝5(図28)

Y-25268.000-一25269.000 規模:1幅約120c01X深さ約20c01

(J.底面高8.67m) 断面形:IlJl形 流下方向:不明 残存部材:束柱(縦横×高さ、単位co1)10X9X30 

以上 側板(，苛さ ×横×厚み) 8X134X2 (ヒ而一部炭素付着)、等 主中111fj位 :N-2.5
0 -w 

重複関係:上坑4に切られる 出土遺物:上自rli器IlliR樋 (1-3) ・土師器D]lR極極小型 (4) ・常滑片U

鉢 日類 (5) ・平等状木製品 (6-9) ・へラ状木製品 (10) ・搾状木製品 (11) ・部材 (12) ・不明木製

品 (13) ・草履芯 (14-19) ・ 不明木 $!! ~IIII (20) ・什製升 (21) 特記事項:調査区東側にある、浅い

南北浦。 充頃上は上用が腐食上で、下層は炭化物で、色調が黒色化 したれ11性の強い |二がしめる 。 71~の束側

には側板の一部と束性を合んだ柱穴を検出した。中111方位は上層構2・3・4と一致する。出土遺物には木

製品が多い。やはり 、より上層と同様に日常品と推iHlJされるものが大部分を市める。これは、本調査地

点において各Hキ則を通じて認められる様相といえる。推定される年代は、 ヒ ~Irlí器 lUlはより上用の5 1面 と

|司極の様相を単 し、 常滑窯製品は赤羽・ 9'!IrI'編年の6b型式とされることから 、13世紀後葉と推測IJでき

置:X -75 355.000-一75355.500イ立

る。

7[面

調査区内は深度制限に達したため、回!ドはイベ|リ!ながら、試侃坑|木lの道路状冶桝のみ検出した。際I匂は

約8.70m。

検ltllii341時:道路状辿桝・ ピッ ト3基

8. 

道路状遺構(図29)

路面置:X -75 352.500一一75355.000 Y-25 273.500--25 277.500 規模:京両3.8m以|二

特記事項:試-t}.l:坑内全体で、検出されたが、上肝とlriJ質の地行のため、道路状と

po
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高:海抜8.68-8.74m
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した 。 遺構内の柱穴は深さ 10cm~}分ほどしかなく、また深州り下より、同質のj也行面を確認した(確認

高8.48m)。おそらく下層の道路状遺構だろう。

9.深掘り・採集遺物

図30-1-21は深掘り山土遺物、 22-41は採集辿物である。深掘り出土遺物のうち1-4は1-2面、 5は2

-3面、 6-18は3-4而、 19-21は5-6面出土遺物に相当する。

1-2面:土町li器|皿R種 (1) ・備前指鉢 (2) ・瓦器火鉢 (3) ・常滑裂 (4) 2-3面:瓦器火鉢 (5) 3 

-4而:土師器llIlR種 (6-10) ・砥石 (11-仕上げ1砥) ・不明木製品 (12) ・部材 (13) ・箸状木製品

(14・15) ・漆器椀 (16-18) 5-6而 :土師器旧lR種 (19) ・常滑片口鉢 I類 (20) ・瀬戸おろし1lJl

(21) 採集逃物:土師器皿R種 (22-26) ・土師器皿R積極小型 (27) ・顎鍋 (28)常滑片口鉢日類

(29) ・常滑饗 (30-32) ・瀬戸折縁深1m(33) ・瀬戸瓶f(34) ・屯泉窯青磁運弁文郎 (35) ・竜泉窯

|ヌ|Nu 迫椛1'， 辿物1'， Isl 策

7 1 il時1 iニ(¥iji(.ff Ull 11任 (7.1)CI11底径4.5cl11 (，~I'Jj 2.0cl11 .{i同転ロクロ 底部糸切り 内底郎ナデ 外!底
R純小型l 百11板状Ji::浪 llfi 1:は燈色で'2ffJ.II色粒 ・!と|色針状物質 ・砂粒 ・亦色粒1ι .見色粒f合む

7 2 i持1 R上極f:iji総小m型I し1f壬 (9'9)CI11 底径 (6.0)CI11 昔~1':~2.2CI11 布団転ロクロ !底日~l糸切り 内!底部ナデ
外J底部板状圧線 Hfi-lニは的色で黒'1t1サ.(1色粒 ・千!色針状物質・赤色粒f.黒色粒f合む

7 3 t的1 Pl総司リ 1-.製11111 任2.Jcm 1平さO.4cm 1治tは淡栂色で1'-1色粒・赤色粒f.黒色粒(-.砂粒合む 1:師(，ffUJl1¥-を転mか
7 4 i位1 常治安E 口径 (53.8)CI11 綿花iみ成形 25ぷはnj''r茶褐色 J治上は灰茶褐色、長石を合む
7 5 淋1 'fi~治安E IIIJJlffill'i illi表は茶褐色 IIfi 1こは灰色 斜線組み合わせの日pき日
7 6 治1 瀬戸折縁鉢 íI総~'1II 1't- ロクロ成]防 法//1.色の民病hWけがけ Ilfi 1ニはfk灰色
7 7 治1 欽~f 伐(f.b、~3.35c l11

7 8 治1 鉄量l 残存j乏4.2cl11
7 9 itIH 砥石 11'1砥 残存長7.2cl11 伐存l隔6.4cl11 残{i'1'7-3.8cl11 淡灰茶色~紫灰色 {芳子 1砥聞はー凶i
7 1 10 南小rll~ 。ifi前主lf鉢 1-1 *~ r~ill l 輪HIみ成形 (，~去は淡茶J火色 11台仁は灰燈色 八条 ー創lの刷日
7111 r~Í'l、7i"i イミlり|鉄製11131 fi3.2cl11 1'7-さO.4CI11

7 1 12 上坑l 常滑片II~~1額
)底{壬 (12.6)CI11 愉約みロクロ成形 外IUII~ ffilllll転へラ削り H~î 卜m仙台 |人JI底面使川
1l{. 1ft. 1こは淡灰尚色で、長イ7・砂粒合む

71 ]3 七坑2 刷t石 IIIj砥 残m乏4.4cl11 残存1隔3目8cI11 J与さ1.8cI11 1リi灰緑色に茶色の斑が人る (}f予 l砥l師は一lui
7 1 14 p.4 J巴宋5f:~ 初銚1101年北* ~~ ， I~ 

8 1 1而_I:
1:(llli (，~ UJI 1-11壬 (7.8)CI11 JiS:f壬 (5.6) CI11 総，'，'~ l 目 9c I11 .{illll転ロクロ 底部糸切り 外!応部板状1"E1!{
Rfi] 小畑 Jfti上は淡燈色で主母 -白色針状物質 ・!沙粒・ぷ色粒 Iι合む

8 2 l而 l二 常治安E 11阿部J'i 輪以み成形 HitぷはH背亦紫色 11台，広は灰黒色で長イヲを合む
8 3 11m F 瓦ai 火鉢 1 1 *~~ill'l ' J'J.さ2.25cl11 輪以み成形 Jlfi 1:は灰色て‘門色粒子・小行 ・烈'兵隊合む ，*]花文明Ii印

11同日~IJ'i Jy:さ1.8cl11 輪.fi'lみ成形 日~去は桃色~灰色 l治tは灰桃色でII色粒子 ・小石・赤
8 4 1 1mド 瓦総火鉢 色粒(-. 1士!色針状物質合む 11縁部下に二条の沈線が封~り、それらにはさまれ小型昔前花文

抑1211、その下に述珠文H.'iり付け 胴部に鏑花の!万IlltIを八輸の小菊花がi収り巻く文械判11印

8 5 1 liuド ムl日告 火鉢
円縁部1't- 輪f~lみ成j彩 |人.JfJliIへラ調幣 日日去は灰色 11台ヒは灰白色でII色粒子 ・砂粒frtむ
1 I *~~il Fに :条の沈線はさまれ小僧焔花メc1'1'印

8 6 
U*$_部-11阿部片愉{'J.'lみj幻影内側ナデ、外iJliH蒋き 器ぷはH音灰色 IIfi-1::は淡以色で戸|色粒

1 rm-F 瓦~ 火鉢 f. f沙事官・僚を合む 11械部 F(こて条のj北線はさまれ小J巴'MイE文明1'1=11、その下とlII，il~il l iuJこ
述珠文:1Viり卜「け

8 7 1 rtlIド 土工様 火鉢
脚部部11 J.応部にH.'iり卜lけ 外IJlilは横JJ向へラ1凋略後磨き 日'~~長はJ火桃色一灰色 J1fi 1::はJ火
桃色で(1色粒[-. I沙粒・傑 ・ぷ色粒fを介み、 4の胎上に似る
f，j外作 (49.0)CI11 J.氏任 (33.5)CI11 r，j 1-.而まで‘の向さ9.3cl11 輪以み成形 外!JIi!lま棟方li'Jへ
ラ訓戦後!符き、 |人.J!Jl11ナデ 総よーは!火!以色 !治 i二(iJポ挑色で(1色粒f.f沙粒・傑・亦色粒子を~

8 8 1 rftIド 上[(.~ 火鉢 む 11絃|ごに鍔を 卜l け、 その上而に l 条の沈線をはさんで外iWIに '~，j {Ë文 、 内側に主渦?文1'1 1 1=11
を巡らし、 |よから外斜めJj向に穿イL lII，ilffil下位には花菱文・焔花文を :段に巡らす器墜 |二部
は火われるが、この破m部分で指日向li~が臨認でき、 Hl1î り {寸け部分でl波打i したことが惟淵11できる

8 9 l而下 11汗、ji.土L !はさ l.6cm Ilfll而はfO11 I胎tは灰燈色、1'-1色粒[-.赤色粒f.砂・小石t-iむ 瓦、町文械はLir-I文
8 1 10 1 [而ド 常滑片11鉢Ui u *~ffil片愉.filみロクロI!比]杉 !治 tは灰初色
81 11 1 1而下 常滑片11鉢UJn U縁部)"i 綿布iみロクロ成j杉 器表は茶阿色 J1台上は11'11茶褐色
81 12 1 1而下 常ifll十11鉢[1m II縁部)十 愉布{みロクロ!剣形 日~ぷは附灰指色 Hfì 1戸は淡!天的色、長行合む
81 13 11而i、 'Iï~ ifl li I I鉢[1定iI 1 *~ffil l'l- 輪f~lみロクロ成形 日~RはHiM5褐色 !治 1:は11荷主ミ純j色、長引合む .次必if.1!止を受ける
81 14 luu卜 'ì;~~ 計't う1!! 11材先II}¥- 輪以み成形 日;;去は11内科J色 H台1-.は)1"(色、長.{_I合む
8 1 15 1 uii-F 常滑鈍 II縁者1111 愉般み成Jf~ (，~~長は茶礼j色~淡依j色 l治上は~~褐色、長石合む
81 16 11m下 l符粍附11 'fi'-;iu転川 RD伺はH内候j色 IIfi 1二は短l火rolJ色、長打合む IJ4i而j持粍
81 17 11飼|干 ~1Iì 1狗れ!i鉢 I 1 *~ffiIJ 'I- 愉fi'lみ成形 r，N~長はH仰天紙j色 J]fi_lニはJ火色でJJ¥色粒子・隊合む 六本一組の術lU
8 1 18 l而 F 瀬)， 折絃鉢 II縁部片 ロクロ成形浅災色の!火利l泣けがけ J]fi_1::は淡茶灰色

81 19 l市IF 瀬戸花)甑
JIi部片 ロクロ成j彩 il!l~色の灰柄h出けがけ IIfi上は灰l勺色 外聞は病hが;初l雌 111"1部にお主主IJ
の文総あり

8120 11而下 瀬戸 ?f炉 I I f壬(11.6)cm
ロクロ成形 初11要)\~ 11行線I<tl色灰稿h漬けがけ llfi 1-.は此灰色でキメ紺|かい

Jf(j ffil ドに H占り {、1- (ナの文総~Ih'f{泌あり

表1 出土遺物観察表 (1) 
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|ヌ|No 辿j持f， i世物才: 1e/. 宅長
81 21 l而 F JWi% 口総行[1片ぷifuは!旦初色 Jlfi上は灰色
8122 1 i而l' 持利・7じrr 初鋭1009年北宋柄。If
8123 1 IIII l' げiイl鍋転)11，'，，'， 長さ4目6cm 1偏3.3c m J亨さ0.9C 111 1111灰銀色断I(ÏJJ持粍盤状工!~I.良. ~{L残る
8124 1 [(i日1" fiJ.5ィi 111砥 残存長6.5cm 妓(7-I~J3.8cm }'1-さ2.4cm J火茶色に赤色の斑が入る 天t江 低rmは 1而
8125 1而下 磁石仕上げ砥 伐イ子長4.6cm 幅3.3cm J平さ 1.3cI羽I!r.~?屯淡ltt倒色低而は両 切り山し痕あり
8126 11而ド l況打材 残存Jえ9.Ocm 申r.i1.&m )与さO.9cm ，~~灰色事li板行 ー|師は滑らかにlJIT 製11131の一部か転川品か不191

9 11 2a . bl(IJ J二 I::(::milif川l
111を7.6cm J.氏径4.1cm 器，':~2. 1cm .( ilill'伝ロクロ 応部糸切り 内底部ナデ外底部板状

R柑小I¥!! )lfi 1こは総色で・'111号.1'-1色針状物質 ・!、U色粒 ・亦色粒f.砂粒合む

9 212a' bl師t Uillî (，~lm 口筏 (7.5)cm 鼠径4.2cm 昔日日2.2cm イ~î llll転ロクロ 底部糸切り 内j底部ナデ外!底抗~S
R粁l小明 板状Jf痕 !治 tは位色で雲母 'Il色針状物質-黒色粒・赤色粒子 .f沙粒合む

9 312a . b而|二 U:リ~ i* lI ll し|伐 (13.5)cm 成徳 (7.6)cm ~，'，'~3 . 8cm .filnl似ロクロ ほffii糸切り 体l底部ナデ外底部
R柑大j型 板状J1:瓜 肝uこは反燈色で'i~1吐 . 1ι|色安|状物質 ..~\~色粉・亦色粒子合む 一次焼Jえを受ける

9 41 2a . b，([j上 百I消~~口鉢 1m
底部}.'I- 輪有{みロクロ成形 外国 F部回転へラ削り 貼付けiijE台 内底l函使川浪 !治上は灰
肉色で長打・燦合む

9 51 2a' bl師t 'fi~ ì1't惣 円縁部片愉ゐ'1み成Jr~ 甘~i<はH音ií~1U色 11台|二は淡J:Æ争l:.l色 長石合む
9 61 2a' blm上 前消費 1 1 *~ffiS}t 愉WIみ成形 r.~~はiJr，!t~itlJ色 J1fi1: は ~I.\ J天褐色 長石合む

1: (lllî (，~l lIl 
1~l l宅7.Ocm 底径3.6cm r.告白1.7cm .(i回転ロクロ 底部糸切り いl底部ナデ外底部板状11:狼

9 712而出日M R純小I¥I.! 胎 |二は灰俗色で¥なlLJZ隊・ 1'1色針状物質.:1¥色粒・赤色粒子 ・1'-1色料 ・仁丹粒を合む 11縁部
に計h煤H1・7

9 8121侃iN.1'tM U:lli総IIH I~I任7 .5cm JJ引を5.2cm 総，'，'51.55cm イi川転ロク口 氏古11糸切り 内応部ナデ外!応部板状}J:痕
RFfi 小I¥l! !治 lニは淡俄色で雲母 ・白色針状物質 .;，g色粒-赤色粒f・1沙粒・I::J判立を合む

9 9 ill物 l L:(llliおIIll
I~I 1宅7.2c m Jrま径 4.0c m 日時 {S2.1cm 右阿転ロクロ 底抗HS糸切り
!治卜.は淡舵色で~fせ . 1'-1 色針状物質・ ~\~色粒・赤色粒 Jι . 砂粒-上J't粒を{tむ

91 10 住物 l
Rflfi IJ¥I¥)1 日時ぷ IJÍJ淡燈色、 内IJliJの- rflí!J~色 IIfi 1-.は灰色でややl硬質 外1)111に~花 ・ 花菱などのれI I ~jJ と沈線
瓦質製品 内側11へラ削り 風力iまたは喬炉か

11 1 ri時2
t師罰則l 円筒 (7.0)cm 底係3.9cm (，~n2. 1cm .( illlPli_t;ロクロ 底部糸切り 内!底部ナデ 外底部

R純小I\~ 板状J 白Ij.~ JI台1:1孟俄色でi1ï f学・千l 色~I'状物rt . !.¥{色粒 .I沙粒・土門粒合む

11 2 71時2 tr:llî f.~ IUl 11律7.8cm I底径4.4cm 加点3.1cm .(-i阿'1反ロクロ l底部糸切り 内底部ナデ外底部板状
R.fls 小J担 庄Ij.~ 胎|ては淡燈色で、白色針状物質 .~t;\色粒・白色粒 . 1沙粒 -上n粒合む

11 3 h時2
1-. (1m (，~ 1m 11筒8.1cm J.氏係4.5cm 昔~，'， ':i2. 1cm .filfll転ロクロ 底部糸切り 内b主計11ナデ外底部板状

R .f'1ì小 I\~ J EIJ~ )め l二は淡的色で・'sIfj:'1'1色針状物質 .1.¥¥色粒・亦色粒子 ・l沙粒 .tJ't料合む

11 4 H'~ 2 
ト'. r.ln~ IIH 11伐8.6cm 版作5.9cIl1 r.~ I'，'b2.0cIl1 .(il山|以ロクロ 底部糸切り |人l版部ナデタトJJ'S:行11.t反状
R同小J盟 圧I.l.'{ JI台l二は灰燈色で住l色針状物質.~t;\色粒 ・ l斗 色粒・ l砂粒 ・ 土丹粒合む

11 5 11時2
u:m(，f}1lI1 円筒 (10.9)cm Jj.~徒6.2cm (，f}，'，'S3.15cm .til!l!転ロクロ 底部糸切り 内底部ナデ外底

R的大I\~ ffiS板状}J:_I.fミ JI台1-.は淡俗色で、，ぷ母 .1' 1 色針状秒~1貝 . ~\\色粒 ・ 1"1 色粒・ l沙粒 ・|ニ j、!粒~む

11 6 u'li 2 
上(:llî (，~lI ll 11任 (10.9)cm 底従6.2cm 一日fh'，';i3.15cm イillll'伝ロクロ 底部糸切り 内底部ナデ外底
R術大型 部板状圧縦 断上は淡燈色で妥母.1'1色針状物質 .~\~色粒 ・1" 1 色粒. f沙粒 ・仁川粒合む

11 7 m2 Jて(liji;布川11 r 1任11.8cm I底俺6.7cJll 日~ 1 '，'S3.3cm .(i同'1反ロクロ 底部糸切り 内底部ナデ外@~fS板状圧泌
R崎大1¥Jl }治 tは淡位色で雲母 ・l勺色針状物質 ・以色粒 ・l沙粒・ |ニfJ粒合む

11 8 治2
上(:lli総IUl 1 11tl3.5cm 底径8.0cm 器正S3.4cm .(il口l'伝ロク口 氏部糸切り 内j底部ナデ外!底部板状圧I.l.'{
R，Fll 大I¥l! IIti上は灰位色で23母・!包色針状物質..~\{色粒 ・ 赤色粒チ・ Jニn粒合む

11 9 71可2
1::(:1[i日誌IIll 111fl3.9cm ほ径7.5cm ~1'，':i 3.6cm 布団E伝ロクロ 服部糸切り いJl底部ナデ外l底部板状圧痕

R .Hi 大 I\~ IIfi Lは淡給色で']:1#. l' 1色針状物質.JJI色粒・亦色粒jι-J二}、J'粒 ・砂粒合む

11 10 il'ft 2 
卜~ (l IIÎ 総 IJIl しげを13.3cm Iほ径7.0cm (，~I'，:i3 . 7cm 布団'伝ロクロ 底部糸切り げ、JI.底部ナデ外底部板状圧瓜

R船大lî~ IIfi 1::は燈色で袋母・ 1'-1 色針状物質 ・ ~U色粒・赤色粒 Jι. 上FJ 粒 ・ 砂粒合む

11 11 71'r. 2 
1::(1市総IIH 111壬13.3cm 底径6.7cm 総，¥'S3.&m .fi向転ロクロ 底部糸切り 内底部ナデ外j底部板状!王痕
R柿大相 胎 1--は燈色で'sI#'1'1色針状物質 ・1'1色粒-~U色料 . ，f.~色料 J乙 . 1二j、け立 ・l沙杓合む

11 12 治2
上師おIIll 11任14.0cm 底径7.5cm 総1'，:S3.6cm 右|叶伝ロクロ 底部糸切り 内l底部ナデ外l底部板状J_f痕
R柑大相 H台仁は灰舵色で、白色針状物質 ・白色粒 .，~\{色粒 ・上j守粒・{沙粒含む

11 13 711'i 2 1::(:市首*1111
11伐13.6cm 底径6.9cm 日*，'，'S3.6cm -Ii!TII'伝ロクロ 底部糸切り 内底的ナデ外!底部板状圧線

R.f'ill 人・I¥l! )!fi卜.は灰桜色でi11ftT . 1'1色針状物質・亦色粒子・ 黒色村 .I::JH立'1沙粒合む 11妹都にilh煤卜J-.(I'

11 14 i.v12 川総型1::製JIJl
筏3.1cm J'lさ0.7cm 中央に穿{L 胎上は淡燈色で'Z母.1' 1 色 ~I- ;j)(物質 . ~U色粒・砂粒合む
|ニ(ilII総1lllを転JII

11 15 7il'l2 常滑)¥-11鉢I対1 iI縁部片 輪.h'lみロクロ成形 !約 r_ (，~.&ともに灰色、長石・際を fTむ
11 16 il~は 1i~消)\"1 1鉢 n m 11縁部)， 愉f).'lみロクロ成)f~ ~i<lIf1~制色 胎1:-.はH行茶)1(.色でiむifTむ
11 17 h時2 常持1);-11鉢um 11械部)， 愉航みロクロ成形 ~4長附AE制色 IIti l二はlll褐色で長石fr，む
11 18 治2 常滑)tll鉢日煩 出il\~12. 6cm 愉般みロクロ!幻影 総点茶褐色肝;上は灰黒色で長信合む気:rL.降灰あり IAJ底l面[史川痕
11 19 711'i 2 千百泊 三泊 11縁部J)- 愉般み成j杉 終点は淡茶純j色 l治1-.はj火2表決j色 j乏行合む |様灰あり
11 20 i l'l~ 2 ';' ;~討't ~~ I~I縁部)十輪以みJ剣形日*去は附茶仇i 色)Ifì ~: は 11行灰色長打合む外側>F11離
11 21 れ可2 'iinft I1任 (19.0cm) 倫相みロクロ}，x.)防 総点はJ火色!治上はH削火色 長行合む ー次焼jえを受ける

11 22 i億2 瀬戸入れ「
円筒7.0cm 底径4.2cm H*I'，]j2.5cm 右阿転ロクロ 底部糸切り 内!底部渦巻き状工具痕
j治 1: 1ま fi~以色円総計11に |海灰

11 23 71'1i 2 瀬戸鉢 11俺(15.4)cm ロクロ成Jr~ llfi 1:はJikl' 1色灰稿h泊けがけ
11 24 ii可2 鉄釘 残存j乏5.2cm 幅0.65cm Jl，[さ0.5cm
11 25 m2 1低イI I llrd~ 長さ23.5CJ11 ITr.i5.4cm J'，[さ4.9cIl1 総灰色 ヒ野砥而はJi41飼
11 26 711'i 2 川盤倒木製品 残{fJ乏17.0cm 残存ltf，i4.5cm J'tさ0.5cm fiF.11材

11 27 ill'i 2 液製JJ1
長さ4.4cJ11 1隔2.75cm JYさ1.75c 111 側I(JIに!.u漆が残り |ご、|土分に|可制11から快りを入れる
I(Uはruいl;!iJru'u )闘l怖か

表2 出土遺物観察表 (2)
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以|Nu i山村:名 辿物1'， 飢 ぜ長
11 28 71'呼2 漆日~ 椀 胴部)f 内外i而以漆塗り 外f)[IJに米漆で笹などの柏~J文を子揃き

11 29 決込み l R上附r:lli器11l1m1世
11符 (11.0)cm J，底径 (7.4)cm e.;iJ句3.0cm ，("il口|転ロクロ 底部糸切り 外底部板状!正痕
胎 iこはlザf憶色で、'.2RJ:. II色針状物質 ・II色粒合む

11 30 協込み l 上Rfl市や(，;十UU 
11径12.6cm J，氏径7.2cm 首位向3.1cm δIIII!I忌ロクロ 底部糸切り 内!底部ナデ 外底部板

自 大型 t)()王痕 Jl台土は淡燈色で・霊母 ・|ム|色;¥)1・状物質・黒色粒 ・赤色粒子 .1:丹粒 ・ 砂粒~む

11 31 議込み 1 R土m問i器大JII砲I 1-1俺13.6cm 底径7.8cm 総高3.8cm 石岡転ロクロ )底部糸切り 内腹部ナデ外!底部板
状)f痕 n台tは淡指色で'芸l号.1'""1色針状物質.!M色料 .，}j三色紙;子 ・仁川粒 ・砂粒fTむ

11 32 ii{込み l R f.1!上川1柄2訓小M型
1 1 11 (3. 6) c m 氏筏 (3・2) c m 器 I\'~0.75 c m 1111 '1ばロクロ 1)、l版印ナデ
胎上は倍色で;II学・内色針状物質 -Jぷ色粒 ・円色粒合む

11 33 お込み l 7再:状木製品 長さ19.15c m 1幅0.55cJl1 J亨さ0.45cm fllii口
11 34 税込み1 7削R木製品 伐mえ17.5c m IÞ~iO.65cm J早さ0.5cm ~Iilíl 
11 35 i長込み l 7存状木製品 1{さ21.2C 111 1]l;，¥0.7cm Jllさ0.55cm Illtll 1 
11 36 必込み l 14様相木製品 伐(7-長さ15.5C m 伐存l幅4.3cm J'tさ0.7cm 縦11材

14 lI'笠穴遺品I\~ I Rt桁r:lfi保小ImJtl 
11任 (7.0)cm 底径4.8cm 部両2.0cm 打回'伝ロ クロ 底部糸切り 1)、l底部ナデ外底部
板状JEI良 J治trまj氏側色で'.21せ.l' 1色針状物質 .~U色粒 ・ |ι l 色粒 ・ 士:}判立合む

!こ(:lli日日lill
11佳 (7.4)cm JJ主任4.7cm 総1\:~2.35cm 布1111転ロクロ 底的糸切り 内!底部ナデ外l底

14 2竪穴辿梢l 抗HI板状圧痕 llfi 1二 liy炎燈色て、，五 時・件l 色金I'~犬秒~'l'î . ~I.'\ 色粒 ・ 亦色粒 . J:.汁粒 ・砂粒合む 1-1 
R純小型 縁部に泊l煤少旦{、J'.(j 

14 3時差プ〈追榊 l Rl純:r:ili探小lHJI12 
11筏7.3cm J，ぼ筏5.Ocm (.*，'，'5l.&m .( jl"l転ロク口 氏部糸切り 内!底部ナデ 外底部板状!臼良
11合iこは!示燈色で包吋 ・!とl色針状物質・!，U色粒.(1ゆ粒合む 11縁日HIに油煤少1l_t1、"{} 』次焼成受ける

14 4竪プ〈泊椛l R-t純r.iIi探小JI]型l 
11 1i7. 7cm JJ.! 1壬5.2cm 日誌 I':~1.8cm イIlul '1ばロクロ !底部糸切り 内ほ日HIナデ
)lfi 1ニは灰償色で主防 .II色針状物質 1込色粒 ・U't粒 ・砂粒合む

14 5 堅27.〈辿fl~ 1 RK純r:ili(，f小tillYl悶
11径7.5cm JJ宝1"A5.1cm 日時 I':~1. 9c m ./111 '1'1反ロクロ l底部糸切り 内!応部ナ デ
IIfi 1二は灰燈色で以tEb'):・(1 色針状物質・ ~I.l 色料 . (1色粒・ J二J'tW立・1沙粒合む

14 6Il答プ〈泊榊l Rk柿
r:ilif制小|母l
! 
1 1 1Jt7. 7cm JtY. 径5.0cm 部山1.8cm ./11111'1忌ロクロ )底部糸切り いJJ.必日HIナデ
Jlfi上は灰燈色で!.ttEI辻・白色針状物質 ・!茶色粒 .I:J、}粒・砂粒合む 11縁部に泊;奴Hli'

14 7 咳穴辿~'I\~ 1 
R 

!州こ r:ln r.~大IU相l 
Ilif:11.0cm JJS: 1壬6.4cm 日~ I"'~ 3. Ocm .( i 1111転ロクロ 凶行[1糸切り 体l民間iナデ
JIfUニは灰絢色で'Z母・1'1色針状物質 ・亦色粒f-:¥'む

14 81l笹火辿桝 l 13M柿
Ili ~ lfIl 111宅11.9cm !ょ宝f壬6.8cm 同日日3.4cm れ1111転ロクロ l底部糸切り |人JJ.底部ナデ
大型 Hfi 1: はH背淡燈色で宮母・ I~I色針状物質 ・ 多 {11の |ニ 1'1 粒・砂粒合む

14 911笹穴治梢lR 1l1二EHIll極総小lIUJ担
口係4.3cm 底伐2.7cJl1 総 I"'~0 . 9 c Jl1 イ，11'1転ロクロ 底 r~il 糸 切り 内Ji5:~il ナデ l
)lfi 1二は淡灰舵色で.~ttぷ i場・( 1 色針状物質 ・ ~v.色料. Iゆ平色合む

14 10 竪プ〈迎桝 l常げWn1鉢um 1 1 *~fflI Jf 輪航みロクロ成形 加点'lIfuはJ:A制色で長イ1.傑合む
14 11 竪穴遺構l 百~ifI片 11鉢 u 煩 版部J'r 輪f1'1みロクロ成形 総去はJ示従j色 Hfil二li!込私j色~赤側色で長石合む
14 12 竪穴治構 l I; ;~討す 嚇 1 I h\~il片 輪以み成形 日号表はH行赤紫色 JIfi上は灰!At色で長石合む
14 13 i授'j'(辿桝l 鉄童l jえさ6.5c m IT;，i0.45cm J平さ0.65cm
14 14 竪穴泊fl41 鉄事I 1~ さ 7.0 C 111 中;;10.5cm J早さ0.55cm
14 15 理Eプ〈泊椛 l S先生I 長さ7.0C m 
14 16 竪穴泊椛 l 鉄火~: 長さ21.65C m 1附0.5cm J与さ0.5cm 身部の断!伺は九で‘柄の部分はli4jll
14 17 程プ〈遺構l阪(i I t 1:げ砥 残存長3.7cm 帆3.8cm J与さ1.2cm 此ILf色I!日流 出SI而は ~ IÚÎ
14 18 竪'j'(追椛 l 7帯状木製品 長さ19.2m 1隔0.7cm 仰さ0.7cm 11日11
14 19 I笹7'(泊椛l :待状木製品 i長さ19.1m |似p~ω65cm J'μ正さ0.5cm 11両11尚l可2山l什| 
14 20 1授穴泊椛1 :停止正木製J171 長さ18.3cm IÞ;~0.7cJl1 J早さ0.45cm 同1-1
14 21 喧')'(遺精i 7司:状木製品 長さ22.0cm 1T;;¥Q.65cJl1 J'1さ0.4cm ji!ijll 
14 22 !笹穴遺構1 ?存状木製J1JI j乏さ18.6C 111 削0.7cm J'J.さ0.55cm 1，IlIil 
14 23 1略プ〈遺構l ，jJ，% ~犬木製~IIII!I 伐(?長24.6cm 耐'tIl，05cm J'-tさ0.8cm 一端が炭化
14 24 里E穴遺構 l 神状ノド製品 伐イ子長14.35C 111 似11.0cm J'tさ0.85cm 身の部分は断[師が凶flJ、先端iは丸く削られている
14 25 唆プ〈泊村'il イミlリl木製JIll j乏さ11.4C m IT;，11.65cm 仰さ0.7cm h"i平なflJ神状で一端は九くI11Jり込まれている 紙11材

14 26 !?1j'(迫桝l 木製部利材lみ物
ムtさ11.8cm IT;，10.9clll i'tさ0.95cm l1'1i耐正方形の灼材にIt;ω弘、深さOふの切込みを2筒所、そ
の'1'にそれぞれ釘.fLtχ120の10とIJI卜・部材 図20の8・9の板とともに相IJtie製Jillを成すと!41われる

14 27 竪プ〈迫梢 l ffiS.j:イ 長さ18.1C m IT;，¥4.2cm 仰さ2.3cm 鉄事nノド温存 ぷ裏面とも{拐多数あり
14 28 l笹プ〈辿椛 l 漆日*椀 11阿部什 |λl タ}I (ÏÎ ~U漆~:t;， りに朱漆で総 ・州浜と見られる的公文を 予引 き

14 29 竪7'(泊fl41 漆日~ IJll 
11径9.4cm 底径6.3cm ~向1.lcm 1!~尚合 内外J71i~ぷ漆喰り 1人I1伺全体に米漆でl且・飽11
の椛j戊文を手航き

14 30 I澄';'(辿桃 l t策協 1111 
11'1臼7cm 低任8.0clll ;器，'，'H.3cm 1!!¥ I"'~台 内外 l而 ~tH袋冷り 内氏luiに米漆で州浜・松の
↑J;jif文を手術き

14 31 1設プ〈辿榊 l 漆日目 椀
版作 (7.0)cm 愉山内 内外 l而 ~\\i奈後り 内低luiに*=漆で千二怖さ(ぶん|口|しで川を拙き
|λIIJIIIを七宝黙で)111める)

15 32 I~穴迫榊 l 木製部利材lみ物

16 33 戦火iCl梢 l R 卜やJ日:11i 総IlIl 
111王5.8clll J.氏伐4.4clll 総1'，::j1.4cm ，{ illlPI民ロク口 氏部糸切り |λ，J}，応部ナデ 外ほ~'1i件以状/I~泌

4、 I\~ Jlfiヒは淡俄色で'111吐-臼色針状物質.~Ç\ 色粒 . ，}f;色粒[-. _I:汁粒 ・l沙粒合む LJ縁部にi山煤H-i''i"

16 34 竪7'(迎梢 l Rt附自Ili(，告1D1
LJii7.5cm 底任4.6c1ll 総雨l.6cm .{，問転ロクロ !応部糸切り 内底部ナデ 外底部板状正痕

ノj、JIM llfi 1ニは淡位色で':111.母.[::1色針状物質 .~IJ色粒・上丹料 ・ 砂粒合む 1 I.f~ffiíに制l煤 1、"{Í'

16 35 竪ヅ〈治梢 l R 仁附f:lli 日~ .lUl 11伐7.2cm 底係4.3cm (，ff 1 '，'~2.2cm .{ilnl転ロクロ 脳部糸切り 内底部ナデ外!底部板状l臼良
小Y担 llfi 1:は淡位色で':111せ.(1色針状物質 ・以色杓 .，)i;色純子{tむ 1 I ~，~r~íに iiJl煤 I，j' .n

16 36 堅E7.〈泊梢l R tF1Efill『it3小m僧l 
じ11呈 (7.5)cm l底任4.4cm 日告 1'，'~2.3cm ~ i Inl転ロクロ 脳部糸切り 内j底部ナデ
lIfi 1:は淡符色で'.flf予'Il色針状物質 ，~J;\色粒・ I-， J't粒 . ].洲:立合む

16 37 笠プピ泊榊 ] U:lli総nn 1 11'A7.2cm /j引壬4.3cm 昔日，\'~2. 1cm .{，同紙ロクロ !底部糸切り 内政部ナデ外/J'(ffii板状Jfl.H
Rf重小It~ lIfi 1:は位色で・'111法・(1色針状物質.!.l¥色粒 ・|ιl色粒・ l沙粒合む

表3 出土遺物観察表 (3)
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[<<1 No 泊桝1'， 辿物1'， 徳t ~砂XI、

16 38 i笹プ〈遺構l
土師総11Il 11径7.9cm ほ径5.0cm (，~n 1.9cm ti川転ロクロ 底部糸切り 内!底部ナデ外底部板状圧痕
Rfi1j づけ目 lめ |二はJ反桜色で、雲母 ・ lιl 色針状物質 ・ ~IJ色粒 ・ 土H粒 ・ l沙粒合む

16 39 1経穴辿桃l U:I Ii ~ 1 1Il 11作7.5cm IJ'~径4.8cm 昔日・ 1'， ~1 目 6cm U川転ロクロ 底部糸切り 内底部ナデ 外!必部板状n二IL{
R柿小僧 J1fi 1こは淡位色で'sRt.Iこ|色針状物質 'W色粒 ・砂粒合む 1 I *JJ~líに油煤 (，t-i"i 

16 40 1笹穴迫椛l 上削í~ IIll 11任6.9cm Iほ筏5.0cm 指向1.9cm ~ïl lJ l !伝ロクロ j志向1糸切り 内底部ナデ 外!底部板状圧IU
R純小型 )治七は灰位色で~(4 'ß母 ・ |ιl色豊l'状物質 ・ 虫色粒 ・|ょj、}粒・砂粒含む

16 41 竪穴辿梢l 上師日:tun 11 11:7.4cm ほ径5.2cm 総 ，~:Sl 目 8c I11 ~-i1I1 I .'伝ロクロ !応部糸切り 内!底的ナデ外腹部板状JI痕
R柿小僧 J1fi 1二 は JYt 力，~ ，~色でて主母 ， (1色合|ー状物質 ・白色粒・砂粒合む 一次tJtll止を受Iti，Uく変色

16 42 野穴遺構 l l:.r.iP (，~ JlU n径7.6c111 底径5.4cl11 ~，印1.7cm ~I日l転ロ クロ 底部糸切り 内底部ナデ 外!底部板状圧泌
R柿小仰 H台上は淡喧色で烈']11fJ:' (l色針状物質， ~g色粒， 1::丹粒 ，t沙粒合む u縁部に討11煤{、t.('f 

16 43 l笹穴泊椛l
|ニ (lijí~ 1Il1 11径7.3cm I必任4.5cm (，~，\'~1.7CI11 むInl転ロクロ 底部糸切り 内l底部ナデ 外底部板状圧浪

R陥小}I~ JJfi 1こは淡償色で白色歩|状物質 ，~(.\ 色粒 ・ 1'1色粒 ， -1::丹粒 ・砂粒合む 11縁部に訓l規制、1・8

16 44 1笠穴辿椛 l
l::(::iP r.fi Jlll 口径7.8cm 底径4.4cln ~ llj近 1. 7cm ;(ifill転ロクロ 底部糸切り |刈底部ナデ 外底部板状圧線

R .tífl 小~I~ !治ヒは淡椛色で極め細かく、 72母・ lιl色針状物質 ，~~色粒 ・ 赤色粒子 -向色粒 ・ 砂粒合む

16 45 1経穴辿榊 l
t，(I市日iiIlIl 11筒7.6cl11 J):S;係4.3cm 総，(H.8cm ~ illll転ロクロ 服部糸切り |人l底部ナデ 外氏部板状!モ痕
R純小型1 J的|二は灰位色で・'11H):， II色針状物F丘， ，~U色粒 ・|こj 、l'粒 ・ 砂粒合む 口hH~lí に 討 iI煤 {、 I， ~tí'

16 46 1径穴辿桃l
上(lili探1[[1 11径10.7cm 1底径6.6cm 総高2.9cl11 ~ I司転ロクロ 底部糸切り 内J底部ナデ外底部板状圧痕
R純r:1'型 Jlfì 仁は淡位色で安時 ・ ，~U色粒 ・ 赤色粒子 ・ 戸l 色粒 ・ 多 tEの i沙粒合む

16 47 !経穴辿桝l
U:iji日:tIlTl 1-1任11.6c111 JJ.主任6.&111 出向3.45c111 右1"1'伝ロク口 氏部糸切り 内底部ナデ 外!底部板状Jl::痕
R.tifl 大型 J1ri上は位色で、':1l1す・円色針状物Y丘， I'l色粒・ J-，)'J粒 ，t沙1泣合む

16 48 l笹穴遺構l
I::(::m総1m 11径12.8cl11 I底径7.5cm (，if，匂3.3cm 布!日l転ロクロ 底部糸切り |勾底部ナデ外底許ji板状圧痕
R柿大型 Jlfi 1ニは11行淡般色で1f母・内色針状物質 ・向色粒合む

16 49 笠プC辿榊] t.nili総1111 11伐12.4cl11 Jj.~f1:6.7cm 総 ，':~3.7C I11 {illil'伝ロクロ底部糸切り 内底部ナデ 外底ffll板状L臼Ij{
RHi 大砲 J治 1'，は灰燈色で、 ，~\t2 1ψ ・ |ιl 色豊I' ~犬物質 ， ~v.色粒 ， II色粒， tJ')-粒fTむ 1 1 *~1~líに羽 iI~(、fJff

16 50 燈プ〈逃榊 l
lニ(1IIir，:Yllll 11径 (13.0)cm 底径8.0cl11 総，'，:~3.35CI11 ~ il亘1'1反ロクロ 底1~lí糸切 り 内底部ナデ外!底
RHl 大型 部板状圧痕 J約七は淡灰燈色で2母， ( 1色針状物目 黒色粒 ぷ色粒J土・上丹粒 ，11沙粒合む

16 51 戦穴ì1'! .tr\~ 1 |二(llli(，:y IIJl 11任12.9cl11 IJ~径7.7cm 日:Y Î':~2.9cm ~ï llll'liJ; ロクロ j底部糸切り |川底部ナデ外l底部板状luH
R艦大相 !治 tは淡位色で'ぷ時 ・白色針状物質 ，!，U色粒 -七月粒 ，t沙粒合む

16 52 i笠穴辿梢1
上f:ili(，iflln n径12.lcl11 1底径7.6cl11 (，if，'.::i3.4cm ~ illll転ロクロ !底部糸切り 内底部ナデ外底部板状圧痕
R柿 大J問 J1f;-J::，は附燈色で害時 ・1'1色針状物質 ・黒色粒・赤色粒子 ・ヒ丹粒 ・砂粒合む

16 53 l技プ〈泊+，'~ 1 
川市総1111 1 111: 13.45c111 底任7.3cm 蹄，\'~3.45c111 ~IITJi伝ロクロ 底部糸切り 内底部ナデ 外底部被状圧痕

R粗 大JI~ !治:1-，は淡燈色で、'.Mfせ・ II色針状物質 ・|ιl色粉赤色粒[-， I沙粒合む

16 54 i盗穴辿椛l
上帥日if11Jl n後12.5cm 底径7.9cl11 措尚3.4cl11 ~~illl l l l反ロクロ 底部糸切り |川底部ナデ 外底部板状)王I!{
R府i 大相 Jlfi土はH背淡般色で'xBJ:. 1ι|色豊I，t)(物質 .~\~色粒 ・ 赤色粒 f ' 1::)守粒 ・砂粒合む 11縁部にiIIJ~ (、l'.{i-

16 55 日程穴辿桝 l 1' 1 色系 U~P器皿 liS;f宅4.6cl11 ~ ilnl転ロクロ l底部糸切り JlfiJこは灰(1色
R同大相

16 56 1設プ〈辿桃l内色系上向Ii器削
底径4.4cm ~5 lul，伝ロ クロ l底部糸切り !胎上は灰ILI色

R純人

17 57 lgプ〈泊村，'11 'iiiH11¥TI鉢ll'Ji
!氏筏 (12.8)cm '~rl9Mみロクロ成形 外|而 F~fíJlI l '伝へラ fíll り l!r'iHけ尚台内底1(lj使HI痕
Jlfi 1'.は灰色で長打・小イ7合む ー次焼成を受ける

17 58 l経穴遺構 l 常汁} 伝 1 1'1王(10.6)cm 綿布iみロクロ成形 総ぷは111日高松j色 !治上は~.n~色で長イ ifTむ
17 59 l経穴迫村o 常滑 う1~ 1 I縁部片 愉般み成形 掠ぷ~Ii附褐色 flfi -1ニはH音灰仇j色で長石合む|絡灰あり
17 60 竪穴遺構 l 常滑 翌E !ほ11:(41.0) CI11 愉積み成形 出ぷは1I{'r灰初色 Jlfi七はH行灰褐色で長石合む
17 61 I笹穴辿梢 l j符粍陶J'，' 長さ7.6cm 幅10.1cm J'lさ1.lcm 'i;l;汁|鷲松川 総点は淡何色 Ilfi 1::は11ft}天候j色で長打合む

17 62 怒7'(辿椛 l瀬Ji おろし阻
Ijf壬14.6cm 1底径6.8cm 日時日3.2cm ロクロ成形 !底部糸きり 灰利ハケ塗り
11台上{立政灰色 J'rJ 1一箇所

17 63 142プ〈辿桃 l 欽1>r 長さ9，7c m lt;ぬ.45cm J9~さ 0 . 6cm

17 64 l校火辿榊l 鉄事f M:さ7，5c m 申i初.6cl11 }'，l，さ0.75cl11
17 65 1唯プE辿桝 l 鉄製))子 残イ{:M:11.3 c 111 IÞ~\2 . 2cl11 }早さ0.4cl11
17 66 l設穴辿椛 l 冗12通貨 初鋭1078年北宋行，q
17 67 1授穴辿梢 l 点Ni}凶1宝 初銚1056年北宋附，!?
17 68 喧ン'(辿f'\~ 1 自lィI'I!f砥 妓イ子長7.0c01 1幅3.0cl11 J'lさ1.4cI11 淡灰色 砥luiはpql而
17 69 竪穴辿椛 lほ行 (t I:.tf líl~ 残存以8.9c01 IT;J3.4cm J与さ0.7cm 淡紛灰色 低|師は 4 凶1 切り出し痕あり
17 70 i笹穴辿桝l低行 仕上げ砥 残存長6.7cl11 1幅4.0cm J与さ0.8cl11 淡緑灰色 低|師はーI(Ii 切り出し痕あり
17 71 1経穴辿椛l砥行 (]:1こ If liJ~ 残存M:4.4cm 幅3.0cl11 Jy:さ0.9cm 淡緑灰色 110沌低I(ijは ーI(ij 切り!Hし瓜あり
17 72 l笹'/(迎桝 l砥行 f.tJ:.げ日i 伎作長5.0cm 1民13.6cm J平さ0.9cm 淡紙以色 I!r.Wi1 砥l而はーtUi 1))り出しI)..{あり
17 73 宅2プ〈泊榊l 衿:状木製品 長さ17.0cm ~&\0.8c01 }'l.さ0.6cm I而11
17 74 駁穴泊桝1 :存状木製品 長さ17.4cm 幅0.5cl11 J早さ0.3cm I可11
17 75 1径プ〈辿fI'~ 1 7削犬木製JJt 長さ17.3cl11 lt;，¥O目6cm J'!さ0.35cm IllJI 1 
17 76 竪ヅ〈迎桝i 7可状木製品 長さ17.6cl11削0.75cl11 J'lさ0.6cl11 ~Itl 円
17 77 l校J'( ).rw，~ 1 :削犬木製品 伐イ?b長18.5cm It;ぬ8cm )'/，さ0.35c111 I~Jn 

17 78 I笹穴辿柿 l ?存状木製品 長さ18.4cl11幅0.75cm J'lさ0.5cl11両11
17 79 l箆穴辿品I¥D ?存状木製品 長さ18.5cm IT/ω.9C111 J'lさO，5cm 1，IijLJ 
17 80 I控 7'C辿村~ 1 ?存状木製品 長さ18.85cm 柄拘.8C111 J'lさ0.5C111 耐11
17 81 時2ン'(迫椛l 7削犬木製品 長さ21.4cl11 ITl7r0.7cm J'lさ0.5cm lilij 1 I 
17 82 1駁穴冶+I\~ 1 ?ヰi: ~犬木製品 長さ21.4c111 1¥Iii¥0.7cm nさ0.5c01 1河口
17 83 ヰ2穴辿榊l 7削犬木製品 長さ21.7cm 1隔0.8cm N.さ0.35cm 両11
17 84 l設穴泊tlH 7町:状木製JIll 長さ21.1cm 幅0.8cm Jy.さ0.4cm Ilfiil-1 
17 85 l笠ン'(泊椛 l 7円:状木製U~\ 長さ2l.2cm 1幅0.7cl11 Jl，[さ0.5cm IllJ円

表4 出土遺物観察表 (4)
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|ヌ|Nu 辿梢名 泊物4ノl fC/. z，fzd 、
17 86 I荘穴泊椛l?守状木製J113 残存長21.7cm 幅0.85cm J与さO目6cm 両日
17 87 l笹穴泊榊l ?ヰ状木製品 長さ22.5cm 申1，¥0.8cm 仰さO.4cm 両11
17 88 竪穴冶.fi'41?存状木製品 長さ22.9cm 恥¥0.7cm J与さ0.55cm j柑11
17 89 日をプ〈迎 .j;\~ 1 ?存状木製JIlt1 長さ23.8cm 1伽~，“6Aωi
17 90 15穴迎椛lフヰ状木製品 長さ25.9cm 1~;，j1 .3cm J与さ0.8cm I，fUI 1 
17 91 1喧プ〈泊椛l ，f{再1犬木製1日 妓{?J丞18.0cm 1幅1.3cm J平さ0.8cm 先端i炭化
17 92 1竪穴迫榊lw状木製fill 伐イfJ乏22.2cm 1~;J 1. 2cl11 Jいさ0.9cm 全体に削りが施され、 11回以iが紺|い
17 93 1笹穴迎.j;\~ 1 ，fI~~犬木製teth jえさ33.5cm 1~，\0 . 85cm J'l-さ0.8cm 一封liがi:A化?
17 94 笠プて迫構i持状木製品 長さ33.4cm 1~，\1 .05cm J立さ0.7cm 一端が炭化?
17 95 竪穴辿品，¥1] 持状木製J 長さ33.5cm 1隔1.3cl11 Jt/~さ 0.8cm →;日が炭化 ?
18 96 !笹7'(辿+141 )JI彩 長さ51目7cm 1~，\2 .1 cm J'，f.さ0.8cm - ~:M を丸みを付けて斜めに成形 板11材
18 97 1笹穴迫+，'，'11 品~/I' J' 1~ さ 15.8cm I~川
18 98 竪穴泊桃lヘラ状木製till 長さ24.2cm 何3.15cm J'，!さ5.55cm 一端を丸く成形 '1.'央に小孔1fJ:通板rl材 黒い汚れH1Yf
18 99 竪穴迎桃lヘラ状木製lvi 長さ18.85cm 1幅0.95cm Jlιさ0.7cm 征11材 -;';1日を斜めに消11る
18 100 1戦穴遺構lヘラ状木製hill 長さ14.8cm ITi札 2cm JI;l.さ0.6cm 1析 l而 i'dt鉾I\~に J幻影先端は的く 削がれる 相E11材
18 101 1笹穴泊椛lヘラ~)(木製:iJ: 長さ13.7cm 恥，¥0.95cm JlJ.さO.6cm -tridはiFtく削がれI，'f線的に切断、もう一端は似狭くfllJられる

18 102 笠プ〈辿椛lイミIljl"jc製till
長さ8.8cm ITh¥2.6cm nさ1.5cm 深さ 0.8cmほどの )J)r~のホゾを穿つ 底I而及び|耐JlIJI函は|
'1' ，\目~，こI'1IJ り調椴 1'IEI-，M }tj-J彩か

18 103 幣プ〈辿桝lイミlリl木製品 長さ18.5cm I~お.2cm Jljさ1.2cm 一問所筏2.0-2.5cmの川形にくりぬかれる 似川村

18 104 竪穴泊椛lイミ11[1"jc製品
!~さ 16 . 1 cm 恥\2 . 9cm 作さ1.1cm 先端は)Jf-状に)'jIJり I，Jtl側1(1}はl師収りされ、料iぃfllJり|
込みが一筒所紙日村

18 105 l笹穴治構l 折敷
長さ17.0cl11 伐(IITh¥11.0cm 仰さ0.2cm 経木 jI'(~(I() に f(J を部とす J'，'中央(こ0.2cmほど
の小.fL3筒所

18 106 1経穴辿桝l川線{t~木製品 伐{{・長8.6cl11 伐μIT;;¥3.3cl11 Jt;Eさ0.6cm 十If日村
18 107 竪穴辿桝 l 淡日*椀 JJI'iJfflllT 内外l同県淡冷りに朱漆で鏑の~・花を予.N，í き

18 108 l笹穴辿榊l 淡日日 IIll 
11任 (9.0)CI11底'If(5.6) CI11 伐，"'~ 1.6cm 輪尚行内III}赤茶漆喰り無文外 1(lí ，~ni奈?をり
に*漆で桝・怖を子捕さ

18 109 1笠穴遺構l 漆日日 椀 1 Ilf (15.0) CI11 J/~任 (8.0) cm ;';;{，勾 (5.0)CI11 輪114f? 内外IJii~.(\漆喰りに米淡で械を F品目 き
18 110 主E穴辿梢1 i奈日日 椀 1 l'rf (12.6) CI11 Ji.íi任7.2cm 残 ，"'~3. 7cl11 輸両行 内外而県漆塗り 内l底l師に朱j奈で械を子揃き

18 111 i ，'，~ 3 U:市部Illl
11筏 (7.4)CI11 JJ主任 (4.0)CI11 鴻，¥':j1.8cm .{illil似ロクロ 底部糸切り |人JI.氏ffllナデ外

R干'M IJ 、 l.\~ JJ'G~í板状!臼良 Jlfiトーはj天燈色で'.s1ψ. ( 1色針状物質 .!.l(色粒・砂粒itむ

18 112 j持3
U:i1i総1m 11筏7.5cl11 底任4.4cm 総雨2.2cl11 .{jllll転ロクロほ古fl糸切り 内J.t:s: ffllナデ外応部似~)(Jtl).{ 
R純小型 !船上は灰舵色で'.21辻.II色針状物質・出色粒・亦色粒子・仁丹粒・砂粒合む

18 113 ii'li 3 
L(:ili;提1m 11'1壬(8.2)cm 民f壬 (4.0)CI11 日fi~:~2 目 3cm .{i同'伝ロクロ l底部糸切り いJJ.氏抗告ナデ
R的小J¥'! !治一|は灰位色で'，21せ・1'1色針状物質・)x!色粒.( 1 色粒・砂ホ，l.~む

18 114 i ，\~ :3 上L 日~ 火鉢 1 Il'暴行11片 愉.fl'lみJえj隊 十*~長はj州、u色 )治 1:は淡J火燈色で1ιl色粒f・主仕上合む
18 115 消3 仰げWill鉢Ut 11縁部}i 輸相みロクロ成形 Jlfiト.はH背J;氏側色で長打 ・際合む
18 116 h時3 ?:~犬木製品 長さ17.55cm 恥¥0.7cm 坪さ0.55cm lilUI 1 一端炭化
18 117 i，'Ii 3 7奇状木製11111 j乏さ17.8cm I~;初.85cm }lj.さ0.5cm l"lIll 

18 118 h可3
漆日日 1m 1 1任9.0cm JJ...s;'rf7.0cm 総 ，'Jj1.05cm 角t~ I'， .& i今
tAi1i日日山 内外l而 ~U漆港り いl成lil}に;米淡で州浜などのもl;景文を子.fi'，jき

18 119 消3
R柿小担 11係 (7.0)cm 成作4.0cm 日};，':a9cm .{illil松ロクロ ほ部糸切り |人JI.応部ナデ外JJ'S:~~il板状
仁f:lli;';;{lIU J 1:泌 )治 1:は淡俗色で1'1色針状物質・'.s/tt . !A¥色料 .( 1色粒.!沙粒11'む I1縁部にillJ煤l、J'{i

18 120 i持3
R純小型 1 Ilf7.4cm Jt!lt4.4cm 出，'，::il.85cm .{ iI"I'伝ロクロ J氏自↑l糸切り 内底部ナデ外底部板状記痕
U:i1i71fiUll l治|二は灰償色で'よ時 ・黒色粒 ，i 1色粒 ・砂粒・ U'j-粒合む

18 121 i持3
RFfi 小W! Illt8.0cm ほ'rt5.0cm 総l匂2.1cm .{ilnl'l反ロク口 氏部糸切り 内!底部ナデ外J忠告fi板状JF.痕
卜J:lji;品川11 Jlfi 1-. は以的色でl'1色針状物質 ・'.s1浮.~ ，U色杓・仁J'J 粒 ・ l沙~:'L~む

18 122 jt時3
R附小11リ 11伐7.4cm ほ'rt4.0cm 総，':~2.45cl11 .{il"I'1去ロクロ 底部糸切り |人l底部ナデ外底部板状!巨痕
|ニ向li総IIJl Jlfi 1ーは位色でII色針状物質 ・3時 .!，(¥色粒・ II(目立・仁川粒 ・砂粒合む l寸縁部にi山煤付着

18 123 i的3 R ，fIU 'I"I~ 11伐11.2cm 底'rt5.6cm 総 ，\'~2.8cm .(ilnl転ロクロ ほ部糸切り いJJ~ffllナデ外応部板状圧痕
1'.向ji総IIH Jlfi 1 -.はJ*ffi色で |ιl 色~I' :()(物質・'.2 1法. ( 1 色粒 ・U'j-午、~ . I沙杓fTむ

18 124 ii'43 R fill '1"担
1 l'ri10，8cm J.底任5.9cl11 :f.Yi':&2.8cl11 .{ ，'1"1転ロク口 氏部糸切り 内底部ナデ外j底部板状!内良

U:iji(.;tJlll )治 l二はH行償色でII色針状物質.'2kt. )，1，{色料 .r.J、開立 ・赤色粒f合む て次焼成を受ける

18 125 治3
R純大型 11任13.3cl11 底任6.6cl11協同4.1cl11 .{ jlnFT，i;ロクロ J!'~~il糸切り 内版部ナデ外1J'~íiil板状J'EIN

I:Illliお[1]1 )lfi 1ーはi炎筒色でil色針状物質， '21ψ.l' 1 色粒 ・ I'.)'j-粒・亦色粒(~む

18 126 i持3
R的小型 11任 (7.6)cm Jj主任4.4cm 総，'::i2.25cm 右1111転ロク口 氏部糸切り 内底ffllナデ外底
1'.r:ili;';filfJl ffil板状陀痕 胎 Uま淡符色で(1色針状物質 ・::11i}:. ，~l，.\ 色粒・ 1:.丹粒 ・ 亦色粒子 ・ 砂粒pìむ

18 127 71'43 R附大11M
Ilif.11.9cl11氏lt6.24.5cl11 (，ff，':G3.2cm .(-jl"l転ロク口 氏部糸切り lλl底部ナデ外民間i板状
) I:IU Jlfi 1-.は淡俗色で:'1'1色針状物f'(・'.sI沙.).(¥色粒 ・卜J、川¥L'I沙平，1(-:1-む 外IJlIIに火を受・ける

18 128 i，可3 瀬J; ~1r *~~1> 11産品mi]'， U クU}!見11手 淡lA色の):J<.柄JJWけがけ J1fi 1'.は淡茶色
18 129 i~存 3 円拠仰木製titi伐{(.長14.05cm g~作幅4.7cm )下さ0.8cm キ[11材
18 130 j持3 木製! ffii材 ~さ 58.0cm 帆6.1cm 仰さ6.0cm

19 l ~I]l惣 i
1:(:lli (.;t 1111 1 lli7.6cl11 Ji.SJ壬4.6c111 お尚1.75cI11 .{ il"l転ロク口 氏部糸切り 内底部ナデ外j良部板状J1:痕

H fi[(小 II~ Jlfi 1'.は淡償色で、主/{t. !.ぷ色粒 -赤色粒f.tH粒.I沙粒ifむ

19 2 品ij受rn
|て(:Ili総Iill 11任7.7cl11 ほ任4.3cl11 ffir';a75cl11 .{ilnl転ロク口 氏部糸切り |川氏部ナデ外j底部板状JE痕
H f， Q 小 'I~ )治|ては淡!火符色で、(1色針状物1'[・!，U色粒 .~l，.\'g /沙 ・ I:.n粒 . I沙粒fTむ

19 3 品噌I~ 1 Ij:lli総1111
Illf.7.7cl11 IJ主任4.7cl11 f.fh'，jj1.9cl11 .{ i川転ロク口 氏部糸切り 内版部ナデ 外)jJ部似状II:lU

H t'll 小 'I~ !治 1'.は淡反f'J.色で1'1色針状物質 ・!，U色粒 ・l:PJ-f<立 .1i'.T粒合む

表5 出土遺物観察表 (5)

円

L
円

LnL
 



l宮| t-，Q 辿榊才: 遺物名 制 Tn 

19 4 -I~惜，~ 1 
tr.11i滞日II 11径7.7cm 底任5.2cm ;.r..f，'，::j2.2cm ~ï ln l !伝ロクロ 底部糸切り 内底部ナデ外J~部板状正浪
R同小1担 Hfì土は淡位色で!勺色針状物質 ・ ']1 f悲 ・ 黒色粒 ・ 土丹粒・ i沙粒~む

19 5 -Itl; 1!~ 1 
U:lli;.r..fllll 口径7.9cm J.鼠径4.25cm 滞日1.8cm ~_j IIJI'伝ロ クロ 底部糸切り 内底部ナデ 外l応部板状圧11'{
R極小1日 Ilfi _Iこは淡位色で白色針状物質 ・'.21辻.U.~ 色粒 ・ 赤色粉 f合む

19 6 財宝n IJ:I附'ifITll 11係7.8cm J.酎圭4.6cm 総，'，";j1.9cm ./ilul転ロクロ 服部糸切り |人JJ.忠商jlナデ外j底部板状!白良
R仔i 小~\~ Ilfi 1二は淡燈色で'1'-1色針状物質 ・'BI辻-J込色粒 ・赤色粒Jι .上丹粒 ・I沙粒合む

19 7 J応型'n U:lli:fifllll 1-1任7.7cm 底径4.9cm 日lf，o，"a9cm ~ï lï' l転ロクロ 底部糸切り l'、l底部ナデ外!底部板状Ir:浪
R柿小型 )lfi J二は灰燈色で''1'-1色針状物質 ・':MIせ.~1J '11 母 県色粒.[.}、l粒i'lむ

19 8 J居雲21 
tr:lli総1111 1-1径7.7cm 底径5.3cm 総 ，~a75cm 右回転ロクロ 底部糸切り |川底部ナデ 外底部板状!上痕
R柿小型 Hfi上は灰随色で1'-1色針状物質 ・'.21号.~Q色粒・ヒ丹粒 . "沙粒合む

19 9 J収惣 l
I.._nlli i{if [ll 11径7.8cm ほ径4目5cm 掠，\'~2.0cm ./ilill転ロクロ底部糸切り l勾j底部ナデ外!底部板状1f:痕
R柑小型 !治上は淡陪色で千!色針状物質 ・'兵隊 .，~l;{色粒 ・ 赤色粒 f. 上}'f粒合む

19 10 指惣1
lニ(:lli:fifUU 11径7 .8cm 底径4.3cll1 協，'~a7cm 1，回転ロクロ 底部糸切り 内j底部ナデ外底部板状圧痕
R相小型 )lfi Jニは淡隠色でII色針状物質 ・'sIせ県色料・赤色粒子・t)、州立合む

19 11 -I{月惣 l
|ニf日li日ifllll f f 117.8cll1 底f壬4.8cm 日11，':&1.7cm イ守1"1'伝ロクロ j底行jS糸切り 内底部ナデ
R桁小)¥l! !治 l二は淡栂色で I~I色針状物質 主代~ . ~\1'B Iサ . ~I.\色粒 ・ 赤色粒 f . t丹粒・砂粒含む

19 12 -I\~翌H
I:nlli総1m 1 f符7.7cm ほ俺4.3cm 総i¥:a75cm 右阿l伝ロクロ l底部糸切り |人l底部ナデ外底部板状l五瓜
R，f，]小J担 Ilfi 1二は淡Jj(位色で:'1'1色針状物質 ・!ぷ':111ψ.!，U色粒・ |ニj、l粒 ・砂粒合む

19 13 -1¥叩n U:11i日ifUll 11径7.8cm J1主任4.4cll1 日11，'，:~ 1.85cll1 布lul転ロクロ )応部糸切り |人JJ.底部ナデ 外!志向i板状圧瓜
R同小型 Jlfi上は灰指色で白色針状物質 ・'兵母 .~I，\色粒 ・ 上n粒合む

19 14 -IN翌u |二r:lliお阻 11符10.7cm ほ径5.7cm 器高2.9cm 石1111'伝ロクロ 底部糸切り 内J底部ナデ外底部板状Itll'{
Rや，] 'I'!盟 Ilfi 1ニは淡燈色で'Î!色安| 状物質・ '21サ・ ~U色粒-赤色料 f. t}，十本'<i.'1沙粒~む

19 15 -INぅ~n
I.._r:lli添削 1 lif10.6cm I底径5.8cm 総，~~3.0cm ~.J IIJI転ロ ク ロ 底部糸切り !人.JJ底部ナデ 外底部板状川被|
R.fill rt型 l治土は淡倍色でÎI色針状物'丘 ・ 芸!サ・~\{色粒・赤色粒 f . tJ、}粒-砂粒合む

19 16 -I\(;1!~ 1 
U:lli:.iffJUl 11筏10.9cll1 J.底径6.4cm 総，¥1i3.0cm 右liil'l反ロクロ !底部糸切り |村底部ナデ外底ftfl仮~)( Ii:)長
R純 '1'}\!~ Ilfi 1ては淡符色で1'1色針状物質・ '21ψ.~wn l法・烈色料 . ，)jミ色粒f.1ニN粒・ !沙粒合む

19 17 -1¥';翌u !こr:lli総Illl 11径12.9cll1 Jis:l呈7.9cm :fNi¥'53.1cm .{iliil'伝ロクロ l底部糸切り |刈底部ナデ 外l底部板状1臼!J.'{
R組大型 Ilfi tは淡位色で性l色針状物質 ・'21せ・烈'21学・煤色粒・亦色粒[-._Iニ丹粒・ l沙粒合む

19 18 J村惣 l 前t汁1ヨE 11械部)， 愉，fùみ成)r~ 総表は!反茶NJ0. H台仁は灰掲色で長打・ 3母-会{{L合む |符灰あり

19 19 -IN安n 市消費 I!~ i壬19.2cm 輸相みj戊形 日持表はJ天茶株j色 Jlfi 1二 は燈~0.で長打・際・気孔合む

内liまliiW年灰あり 外ほluiI沙11

20 1 31而
ト'.t:lli首位1m 円任12.4cm 底径7.3cm ~高1.9cm 右阿転ロクロ Ji主計jl糸切り 内!底部ナデ 外!底部板状圧痕
RHi ノ J \)\!~ Ilfi上は積色でII色主l'状物質 ・'21ψ・赤色牧子・際 ・1沙粒合む 内外而とも灰黒色の物質付利

20 2 31(jj Jf~m:rJ j-， iをさ6.2cm 削5.35cm J'tさ1.25c1l1 JlPき日をイIする常治資片を転)1J 1治1:は灰燈色 IJlih而全体が!汗粍
20 3 31而 木製 CH柄 長さ17.3cm ltl.65-l.6c1l1 判II消11りにより門性 1-.を成す '1'心をやや外れて径Oふの鉄迫(f Jltか

20 4 31(li 木創部材
残イ(-長31.4cm 1隔2.6cm )早さ1.7cm )，1侃に等r:'，J隔 (3cm)で帆弘、深さO.ふの消を去IJむ
治の11まにtHr2筒所、釘.fL1筒JIIi'9Xる 祇11材 部のmfを構成する部材とjぷわれる

20 5巡路状遺構 'ìÎ~ Wl I; ' II ~f U m 1 1**f1lSJ;- 輪以みロ ク ロ成Jf~ 総ぷ lま亦茶~色 )治 tは!.I.H天下u色で長打合む
20 6道路状泊椛

屯;H3提!?磁 ほ任 (6.0)cm ロクロ成形 外I(liに惚弁の述弁文
お:iil!弁文l疏 J民地は淡灰色、黒色微粒F合む 柄h薬は紙J7色で、透明 位{、lけのみ銭Ilfi"

20 7道路状追榊 イミ|り|木製J1131 長さ8.5cm 帆4.3cm J'tさO目85cm 一端!をIlliil而からU'(:}\~I こ fflJ る 板[I.H

20 8 道路~)\辿椛 ヘラ状木製JJl 長さ16.0cm 収'，¥1.3cm 仰さ0.8cm 断而桁1LJ形、 均1が尖る

20 9道路状温榊 ヘラ状木製品 長さ15.6cm 1~11 1.4cm 伴さO目45cm 一端は斜めに切|折、以文IOlIJはメj状にiWく削る
20 10 道路状辺機 タl彬~kt製品 長さ16.3cm 1隔0.6cm Jいさ0.5cm
20 11 道路状辿榊 7司:状木製品 長さ21.75cm 1隔0.7cm 厚さ0.45cm 両11
20 12 P.24 :待状木製J1111 長さ18.4cJ11幅0.6cm J，tさO.4cm l'日11
20 13 P目25 .k総火鉢 11縁部l'r 輪fi'1み成j杉 内外l伺へラ!懇き 外IJlIJに焔佑文担jI印 j治tは淡!派総色で小行合む

22 1 町長火辿H，~2
卜~ nll i部肌 11任12.8cm I鼠径8.0cm 探1':S3.35cm 1i同t伝ロクロ 底部糸切り 内底部ナデ外!成行1I板
R柿大J担 状rE1.良 l治 1 '. は灰杭j色で、 11 色~I状物質 ・ '.R Iせ ・ 向色料 ・ 赤色粒 f . 小隊合む

22 21'校穴泊fr\~2 'ìÎ~ìi1 ヨE 11縁f1j1!'r-愉fl'lみj戊j防 総ぷーは1I1't，N紫色 Ilfi 1二はj夫!.n色で長イifTむ |待以あり
22 31'笹プ〈泊+，\~2 'ì ;~討? ヨE 11縁部J'r 愉似みjえ)r~ 日;{ぷはH背ぷ紫色 Jlfi 1こはj末思色 |待灰あり

22 41'笠火辿椛2 h1色1']系 t(i~器ilOl 11縁部}'，- I約上は灰1'1色
大}¥l!

22 51 !笠プ〈冶桃2 瀬)I 人れf
li~ 1壬3.8cm イilnl転ロク ロ !底部糸切り |人l底部ナデ、昨J火あり JJ主部}，~J辺を政13 に打ち'J.:

いた"J能性あり Ilfi Iニは淡灰色色粒.，}，";色粒子 ・iこj、同2・1沙粒介む
22 61 '~{プ〈辿桝2 ?可i: ~犬木製JIltl 長さ20.0cm 1腕0.7cm J'，f.さO.4cm 両11
22 71'琴プ〈辿irl12 ヘラ状木製品 残イr: ~19.9cm 中川1.05cm I平さ1.0cm 断l伺I'41(J)杉の彬状の材の両端をffllりにより尖らせる

22 8笠ンミi山内2 木製部制材lみ物
j吾さ9.35cm 削8.1cm )'，):さO.6cm 正方形に近い似11材のpql¥').¥にl.OcmXO.5clll前後のl;JJ込
みが人る 切込みの1)、.JlJ!lIに 1::f Jj向に小孔n迎、 1)[IJI(ijにそれぞれ釘イL状小.fL

22 911窪ブ〈辿桝2
木製利iみ物

長さ9.5cm 1~ ，18.5cm Jl/さ0.7cm 8とほぼ|日I}\~の向IH )'11侃に判J1J杉にIIt化した部分がある
河川イ

22 10 竪i'(泊榊2 木製制lみ物
長さ11.95m 1耐~~ω.95cmη1 r厚Zさ0.8cm 1凶断草折iit耐II削III汁ト:;β'JJ形彩のfρ灼{j材{にこ0.5cmXO.4cml川l前iil泊iff後変の切込みを2筒筒-

~jlH 
所、その底にそれぞれ木釘残る 切込みの|人J1)[1]1こ小孔2筒所ft通区114の26と|口l一部材図
20の8・9の板とともに抑l状製lMを成すとJ;¥，tわれる

22 11 治4
U:lii総1m 111を7.0cm )J主任3目9cm ;，;;{，\:~1.7cm .{illll転ロクロ 底部糸切り ÎJJ.応部ナデ 外底部板状任lH
Rf'fi 小1型 )lfi Iーは脱色で(1色針状物質 .'BRt . ~~色料. L:円粒{}jむ 1 I *~部に討tl煤H .j(i

表6 出土遺物観察表 (6)
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~J( I t-.a 遺構f， i且物1'， 観 言、

22 12 鴻4
1: (l，p i* IJIl しl径(7.4)cm 底後(4.4)cm fr~ 尚 1. 9cm 右川転ロ クロ l底部糸切り 内1)ま持15ナデ

R問小I\~ !治ヒは!天僚色で("1色針状物質 ，'21母・黒色粒合む

22 13 i持4 1:r.f1i ?ii 1111 11任11.0cm 11ま任6.2cm 器，~:E2.9cm .tiliil転ロクロ 凶行1I糸切り 内!底部ナデ外J底部板状rEI!~
R締Ij，I目 llfi Iニは燈色でh色針状物質 ・'21号.~\.l色粒 ・ tn粒 . t沙粒~む

22 14 W14 
t(l'li出1m 1-1径(12.4)cm 底任(6.4)cm 器，¥'b3.0cm 布IQI転ロクロ 底部糸切り 内底部ナデ外底
RHi大J目 計15板状11.娘 胎 l二は給色で、1'1色針状物質 ・'"}{.Iせ・ 黒色粒・仁川粒 ・砂粒合む

22 15 7，時4 常首i片11鉢nm 円*di1'1l51t 輸相みロクロ成形 :%ÄはnìT~~払j色 !治ヒはWMJ色で長打合む
22 16 渦4 五日* 火鉢 1 l*di11l51 '( 愉fì'lみ Iv<: )f~ 内外|日へラ!持き 指点l仰天~U色 Ilfi 1-.は灰色で小石合む
22 17 治4 'jj'jiH 惣 口縁部片 "，創立みロクロ成j彩 *?i.&はH許制色 J治tはH背紋j色で長イi合む
22 18 7，'44 'lil~治安E 11縁部I'j 輪杭みロクロlえJ杉 総点は11苛仇j色 IIfi tは附払j色で長打合む
22 19 7，'可4 ?，:状木製品 長さ19.0cm 1幅0.75m l'五さ0.6cm 1，Iiin 
22 20 h可4 7問状木製JIll 長さ18.9cm 申MO.8cm 1亨さ0.55c，η l'市11
22 21 治4 へラ状木製JIll 長さ22目5cm ，隔0.9cm I'l.さ0.3cm j両端が斜めにうたり、 ー)iはi¥'J.く削られる

22 22 i持4
t師日制Il 1-1径8.2cm 底任5.3cm 日*，':E1.9CIl1 ./illll転ロクロ 底部糸切り 内底部ナデ外底部板状U='IU
R fiJj小I~! Ilfi 1-.は灰燈色で:'(1色豊l'状物1'(. '.丘町 ・赤色粒Jι.砂粒合む

22 23 t，'~4 1町:状木製JIll j返さ19.8cm '~，\0.7cm J7.さ0.45cm IlIJI 1 
22 24 治4 下等状木製品 長さ16.6cm ，幅0.9cm 1弘さ0.55cm 両日
22 25 7，"'i4 字ヰ状木製Jill 長さ25.4cm '~~\0.6cm It;:さO.4cm 1崎1-1

22 26 7，時4 七(l"i日*"11 n1壬7.9cm }J主任5.3cm 協同2.15cm イIlul'1伝ロクロ IJ'Si ffl5糸切り 内 }i-'S. ~1S ナ デ
R柑小I¥!' )治 1:は淡灰褐色でh 色~I'状物~'tr . 'fll辻・11色粒合む

22 27 満4 硯
長さ11.1cm ，隔6.85cm I平さ1.7cm 長方似内側は問燥をなす海部深さ0.6cm )反以色
料í~茨rf 海部、陸部、外1JlII而(こ .~!J(、J'lí'

23 1 4而
1: (l'li総Illl 11係(7.85)cm }t主任(5.4)cm 部品1.6cm ，tヨ'""伝ロク口 氏部糸切り 内l底部ナデ 外j応部
Rfifl 小僧 板状J白良 l治 |こは })日以色で("1 色針状物質 ・ '~ I守合む 一:次焼成を受ける

l寸径(19.0)cm 1.底f圭(9.8)cm ?ii，'Ji4.35cm ロクロ成形 利lは灰緑色の灰稿hで内而はj早く掛
23 2 4而 瀬戸折紙鉢 かり、外而はハケ恰り )治 tは灰色で黒色粒合む I(~i今内は銭JlÞìてιf.1I円が 1、l く 内}J.'Si I~磁の

I.'i!りと'1'jc付近に側憾のI'A:線
23 3 41函 瀬戸}l!おろし日101 !応部辺 ロクロj剣形底部糸きり }ij(稿hハケ櫓り !治 kは淡灰社j色でII色粒・際・会t泡合む

23 4 4国 fULLI系陶器i惣
11阿部片 j平さ 0.8cm 11合上は灰ドニ|色 で I~I 色粒子 ・ ~g 色粒子合み軟質 J1ti芯は灰色
総点而は灰黒色で外側は桁fnplき11、内側11はへラナデ

23 5 4而 砥石 '1'1ほ 長さ5.8cm 1隔5.4cm J亨さ4.8cm 燈灰色lこ赤側色の筋が入る x"，!: 砥IiliIま;'，[ui
23 6 41面 ぽイI 11: 1ニ低 F長イ?l是3.8cm ÝJイ子'~，\3.9cm 1平さ1.4cm IIIL色 砥而は :'IUI切，'1'，し痕あり
23 7 4面 門機J担木製品 任5.7-6.4c1l1 1平さl.1CIl1 やや桁門をなし、中央に0.5c1l1の孔口通縁を斜めにrillる 板H材紛j輪か
23 8道路状冶精 瀬1-1おろしII[ 11縁部J'i ロクロ成形 灰利lノ、ヶマ会り j治土は茂灰色
23 9道路状遺構 :;害状木製J1Jl 長さ19.55cm 幅0.55cm Jt/さ0.5cm I，liil-I 
23 10 道路状遺構 へラ状木製JIll 残存jえ27.6cm I隔1.3cm JY:さ0.7cm rillりで先端を尖らせる ~Itl端が尖るi1J能性もある
23 11 道路状遺構 部材 長さ47.5cm 幅8.2cm 呼さ4.8cm 一端に3.3X3.9cmの切込みが人る

24 1 お込み2
上帥総IHl 111壬7.4cm 底径(5.0)cll1昔日向1.6c1l1 ./i回転ロクロ 底部糸切り 内底部ナデ外底部板状!白l!i
R.f'ifl 小型 Jlfi上は灰燈色で(1色針状物質・ ']11号.7)J~色粒 f~守む

24 21 {夜込み2
1:.(liJi(，iYITIl 1 11宅10.5cll1 底俺6.2cll1 ?ii，':E2.9cll1 ./=i阿t伝ロクロ !底的糸切り |人11底部ナデ 外底部板状!王浪
R附 '1"'型 )治上は淡符色で白色針状物質 ・']11，辻・赤色粒f.白色1立合む

24 3 税込み2
iニ(liJi総1m 1-1筏(12.2)cm 底筏(8目O)cm 術品百3.2cm 布1111転ロクロ 底部糸切り 内底部ナデ外底部
R制大J11 板状Jt痕 JI台上は燈同色で' ILI 色金|・状物質 ・ 渓吋 . n 色粒~む

24 4 百五込み2
上(I，'i日*"1[ 1-1径(12.2)cm ほ径7.2cm 総11凶3.1cm ./iliill伝ロクロ 底部糸切り 内底f.l5ナデ外民間i板
R.fo帝大J¥'.! 状JE痕 !治上は格尚色で|勺色針状物質・雲母・赤色粒f.小隊合む

24 5 古年込み2 1i~汁}雲E 11縁部片 輪車11みロクロ j戊)r~ ?ii.，&はni'i紙灰色、降灰あり j治仁はj示黒色で長石合む
24 6 古寺込み2 'fi同?ヨE 11縁部Jt 愉filみロクロJ削杉 総点は1I;''i，)iミ紫色 )治 |二 は)ij(~U色で長石fr.む 次ねItJI止を受ける
24 7 締込み2 瀬戸おろし1m 11縁部片 ロクロj剣形灰稿hハケ塗り !治七はilt灰色
24 8 浴込み2 漆日告 椀 底径 (7.6)cm 無尚子? 内外r(日以漆塗り
24 9 孫込み2 円盤J問木製品 残イF長29.15cm 残存l偏7.7cm 1'1-さ1.4cm 粗い任'-，材

26 11 il i!X~!削j'M
|二fl'lir.iYllll 11伐7.25cm Jj.5;筏5.2cll1 (，iY，':E2.3cm ./iJiiII伝ロクロ 底部糸切り |人JJ.良部ナデ外l底部板状Ii:泌
R柿小J担 !治 lニは灰払j色でILI色針状物質・']1Bj: . (1色粒合む

26 2泌狩J由行附 病状木製品 長さ27.7cm 幅0.9cm J早さO.85cm 一端はtlllく消11り、 一端1;1:斜めに刷新兵魚答または繍のl可能性がある
26 31 iJt~~!t!l1rh"Í 7待状木製品 i長さ19.0cm ，嗣0.45cm )t，l.さ0.6cm ff1iiLl 
26 4泌波地1i'Jfo! 7時状木製JIltl 長さ19.8cm ，~，jO.8cm I'lさO.4cm I"iil 1 
26 5泌行I血行M ~状木製Jill1 長さ19.1cm '~lω.8cm l'よさ0.55cm 両円
26 6 泌法~!血行M :待状木製JIlt1 残存長18.3cm 幅0.85m )いさ0.7cm 両円
26 7liJa!血行防 J'o'f)i¥I芯 長さ18.6c m 伐存幅8.6cm Jf}:さ0.35cm 柏物J1.IIHliかに残る
26 8泌狩I血行附 。[II¥I ，E; 長さ23.7c m ，偏10.45cm 1'1-さ0.3cm 植物)1:)長印かに残る
26 9泌.(f!由行附 l/ifiij 芯; 長さ23.6c m 幅10.4cm 1'1-さO.4CI11 仙物!日長印かに伐る
26 10 泌:t，'!也行M 漆r.詰腕 "阿部1'，- 1λl外|飼県漆塗りに米漆で子梢き竹笹)(

26 11 5而 t
川市総1m I Il.:f(8.6)cm 1底任(5.2)cm illfl.:a85m .(j副転ロクロ 底部糸切り 内底部ナデ外底部板状

R柑小I\~ 圧線 !始 tは灰何色で白色針状物質 ・:2母 ・白色粒・小傑合む 11総部・外IJl!IUlIにilll煤少it1f.!'1Yi'

26 12 5[師上
I:r:，n (，iY1l11 11径(13.9)cm 氏筏(8.4)cm (，N・11回目 15cm ./iI，il'l去ロクロ j底部糸切り 内底部ナデ外j広
R崎大J担 ~15板状圧痕 !I台上は!束尚色で lι! 色金| 状物~'l't .赤色粒f合む

26 13 5ruj t 
'::.r:，n ifiillll 11筏(13.7)cm JJ主任(8.4)cm (.fi日3.1111 ./i同'1ほロクロ 底部糸切り 内底部ナデ外!応部

R柿大I~~ .f'Ji~火!臼I.L{ !lfi 1.二は灰仇j色で1ι|色針状物質・赤色粒子・ '21ψ合む
26 14 51{u t 瀬1-1おろしIlU 1-1縁部)十ロクロ Iv<: Jf~ Jf(.豹hノ、ヶ1-11り JI台上は灰色

表7 出土遺物観察表 (7)

-224-



|文|I¥Q 辿桃才l 辿物1'， fiJl g，J，d 、

26 15 i共府
上f:lli(';-iUJl 11径(6.9)cm IJ~径3. 7cm お刈1.75cm 右11'1転ロクロ 底部糸切り 内!底部ナデ 外!底部板
Rt'M 小 It~1 状11:痕 IIfi 1ニはj反倍色で1'1色針状物質 ・'21吐・1'1色粒子・ 小隊合む 白紙部に討11煤付i'i

26 16 ml~1 
Ulili f，~ 1111 11筏(7.3)cm 11主任5.0cl11 総，':H.7cm .{ ilill転ロクロ 応部糸切り l主l底部ナデ外!底部板状IIIH

R 組 小't~ H台仁はj派的色で(1色針状物質 ・']1:fせ.I沙粒合む

26 17 MM  
UlIfi総1m 11径11.7cl11 ほ任7.6cm 総尚3.3cm .{illJl転ロクロ 底部糸切り l刈l底部ナデ外l底部板状!正痕
R純 大i¥リ J治1:は!火総色で仁l色針状物質 ・主防 ・赤色粒子 -砂粒 ・小隊合む

26 18 j~ )i;，~ 折リ~~ 長さ18.9cm 伐作幅7.3cm 阿さ0.25cm 任0.3cmの孔2簡所J:1:通
26 19 l災 1~'1 漆日日 Illl IJ主任 (7.6)CI11 11t~1'，:~ i竹 内外l伺1M漆喰り 内I~y.而に氷・漆で([1'1 1の '1r(こ花菱を配する文様を子拙き

26 20 i英嗣 漆お 1m 
1-1径 (9.2)cm 底径 (7.6)cm (，告白1.2cm 無IU台 内外凶県波塗り 内l底而に米淡でf色
qlの111に化菱を配する文械をT刊lき 彼介は山米なかったが、 19 と |両]- (l~1 1本 と 忠われる

26 21 道路状辺情 木製柄
長さ10.9c m 1~ ，\2 . 5cm )'，[さO.6cm 板11材をIOI取りして 「情に成形 下字状にやや広がった
柄j己にml]を人れそれを木q，f2本がnく {¥If.l叶1i状の秒jをはさんでrJ]いるMの部分と!ぷわれる

26 22 道路状追桝 へフ状木製品 長さ19.4cm 1幅l.6cm IY:さO.6cm 先端は丸みを仰びた輪郭でi¥lf.くI'fl]る、ボはやや制く絞る

26 23 p.26 
I:(llli (，削11 11任11.85cm 1氏任7.5cm 総，'，]i3.5cm ;(ill可E伝ロクロ j底部糸切り l川底部ナデ外ほ~il板
R利 大i¥¥! 状)臼I).{ J1fi 1:は淡燈色で・|ιl色針状物質・亦色粒f.( 1色粒['.'1Uせ 小隊合む

27 l 61(II 
UllliおIJII 111壬(7.4)cm IU:: '(壬 4.6C m お，'，]il.7cm IJ'S; i'tIl糸切り 1)サIJ'S;r~jl ナデ
R桁小I¥'! 'lfi LはJ天般色で(1色針状物質 ・l勺色粒合む r 1 *~~jSに 1111煤少は(、]' -(Í"

27 2 61(II 
Ullli総1111 1 11't10.9c111 IJ主任6.45c111 *~ I':~3.0m .{ illll転ロクロ底部糸切り 内l底部ナデ 外底部板状rE娘
Rfifl 'I ， i\~ Ilfi 1ニはIjC符色で1'1色針状物質 ・赤色粒子."1色粒子・ '1U渉・砂粒fTむ

27 3 61flI 
Ullli総1111 111を(12.3)cm ，.応任8.2cm (，~ ，'，:j3 .35m イ， 1 "1転ロクロ 底部糸切り 内l応部ナデ外!忠郎板状
R組大'tM )-f1.良 府i1ニは!反抗j色で(1色針状物質 ・仁l色粒子 ・3母・小傑{¥'む LI *~fjjlの - 811に illl煤(、]' .(f

27 4 61uI 漆日~ 椀 11径 (14.4)cm 成作7.2clη 部品、5.5cJll 輪1河内 |人Ji7ii朱漆権り、無文 外I(IIは県淡海り
で、米、淡で({111'の"1にイtt:tを配する文織を T-:..fWiきする

27 5 61JII 漆日:-f鰍i !去作7.8CJll 'fiD I'::ifi 内外 1m とも ~U漆塗り、無文 1河内内は木地誠m
27 6 6t(II ヘラ状木製li111 長さ20.2CJll 1幅O.95cm J享さ0.65cJll 端を1'11]りより尖らせる

27 
7道路状追椛

:再状木製品 長さ22.5cm 申MO.65cJll J亨さ0.6CJll 同11*似I]{高込み
27 
8道路状泊椛 ?存状木製J1131 長さ22.0cm 恥IO.8cm J平さO.65cm I，liil 1 
*011]決込み

27 
道路状追榊 :削点。木製品 長さ22.2cm 似0.6cm 1平さ0.55cm 両11
9点目[11税込み

27 10 上))'[4 述怯lド駄 長さ22.4cJll 1幅9.8CJll 尚さ5.8CJll紙11材 料ilのぷ|師が炭化

28 1 i品5
上f:lfi総IUl 円i壬12.6cl11 底任8.0cm 器，'，]i3.2CI11 右巨|転ロクロ 底部糸切り l勾l底部ナデ外!氏部板状JU).{
R 粁l 大 I\~ JI合tはj火位色で|ι|色針状物n.ぷ色粒子 ・'10サ・小隊 ・砂粒合む 1 J縁部に油煤l、]'，{1

28 2 7，1'l5 
Ullli総1111 111主(12.0)cm 1.ほli7.5cm (，~ ， ':~3.2cl11 .{il']'伝ロクロ 底部糸切り い.JI!，S; ~~Iナデ外IrS; ~iS似

R fíIj大 i\~ 状!臼長 !任i1こは路弘j色で内色針状物ry'f't.赤色粒 f・'.flJ渉・小傑 ・砂粒合む

J-.師おJJ11
111壬(12.7)cm IJま径(8.2)cm l1fhui3.15cm .{illll'lほロクロ I!d.部糸切り |付底部ナデ外!底

28 3 iぬ5 R制大1¥り 部相互状j町長 Jlfi 1'.は!天下lJ色てイl色針状物質 ・3時 ・赤色料 f.隊合む 内外而とも火を受け
f)E に 1，1，( 色 を '~す

28 4 7，可5
上f:lfi 日~ llll 11筒(5.0)cm ほ任(4.2)CJll 総I白0.95cm .{ il'JI'伝ロクロ J応部糸切り |人.JI氏自I1ナデ外版部
R純極小中l 板状!巨痕 Jlfi 1二は淡路色て'1'1色針状物質・ 3時 ・赤色粒(-. l' 1色純子合む 内折れ但

28 5 7，'r.5 常iflJ.，'1I鉢nm
円縁部"'. 愉.f~lみロクロ J或j彩 総点 ・ 11台1:は力~ -~色、f1fì芯はH削末決l(立で長打 ・ イ1英 ・ :11 1辻合
む illl煤1、tJ:

28 6 7，'r.5 ?今:状木製Jill 長さ18.2CJll I~JO.5cm I平さ0.4cm 1柑11
28 7 jI時5 営f~犬木製品 長さ19.8cm 幅0.7cm J7さ0.35CJll 両II
28 8 i時5 ?刊犬木製~11~l ll 長さ20.7cm 削0.7cm 仰さ0.45cm 両r1 
28 9 7，'r.5 1円:状木製Jilli 長さ19.7CJll ITu¥0.6cm IIIさ0.4cm 1，11]11 
28 10 i，'r.5 ヘラ状木製品 長さ13.35cm 似1.25cJll IY:さO.9cm 1析出かまぼこ別に削り、先端は斜めに削ぎ、 tr'Jllは網11く尖る
28 11 h句5 持1犬木製fill 長さ13.9CJll 1~~ 1 . 05cm 厚さ 0 .45cm 1斬17'11'4 jlJ)杉 -g:Mををやや創11く成形する 航Id材
28 12 7，1'i5 ;百1M 長さ9.0cl11 幅4.3cm 1'1-さ0.7cm 板11材先!辺の01111而'1'央に際(本釘)2本残存 fli~Xの製JJ1の - ffilか
28 13 r，'r.5 イミ11)1木製J3111 伐((.長さ9.3c m 残作I¥¥'M.3c01 I'lさ0.7cm 1壬0.3cmの小1L1問所n通
28 14 i，¥'5 ゃ(JiU i è:~ 長さ 23 .2cm 伐作1~，\3. 1cm J'/さ0.45cm
28 15 7，1'i5 ，，，'(jI¥I芯 長さ24.0cl11 伐((.1隔5.55cm I早さ0.3cm M物!ピ痕残る
28 16 i持5 は11¥I芯 長さ23.65c m 残イfITr.l5.7cm 1'1さ0.3cm ii1'i物fEl.良fllかに伐る
28 17 7，¥'5 ，'，'[II¥I 芯 長さ23.6c m 伐イ作仰匹ρl胸h何弘悩8九veA品i
28 18 7，'45 111!Ji~ I è:~ 長さ23.65c m 伐イfITr.l5.2cm JL1-さ0.35cm M物!日InVILかに伐る
28 19 7，1'l5 I，'[II¥I 芯 長さ23.4c m 残存l幅5.15CJll I与さO.4cm
28 20 7，時5 イミIりl木製品 残作長さ17.9c m 残存申;7r4，OCJll J'lさ0.7CJll 付11材 ド!日付1の桁川形を成すか

28 21 h時5 '，'，'拠Jilt1升
長さ15.75cm ITlω9cm I与さ0.3cm 片1(li'1' !).とにh引火作みを持ちrrmlは11'1:線的に切|折、'I'JA!:
{こV''(の切り込み令:{'本を討すらかに(i)f肝

30 l i;f<i¥liり
1:自Iji日日1m lハ11任壬引lロ2.5cl11 /.低Lぽ主i後壬6.8cα叩l口m 日総'~ ，Ç6臼2.9cαJllη .{iバl'和川11叶小'1小lレ川川'1¥転1¥ l川氏部ナデ 外!底部板状!リI，L'..¥

RHi 大 J\~ )的 1-.は給色で(1色針状物質 .!，U色利子 ・I:!'t約・ {沙草色合む
30 2 深持liり 術liij 1，:1鉢 11縁部)'，'輪f)'lみロクロ成形 総点はぷ悩色、 Ilfi1ーは11((赤茶純j色でfi!l!'lt 1 1縁部と1川111に|待以あり

30 3 深持IIり J{日* 火鉢
1 1 ~* i1jS -)]阿部)'，' 愉ti'lみJ，x.J杉 t陥IE)\!~ 内外 IlrIへラ 併き 外fJll]に tJr;i花文111'印
!胎 1:は淡!火桃色で、長イ1・(1色針状物質 ・'ぷ作t:l'む

30 4 i家-111¥り '1;?汁}惣 1 1 ~4: ~jll '( 輸品。iみロクロ成形 総点 ・JlfiJ-.f立政}:J(茶尚色でi長イi合む

30 5 深品IIIり ムLHii-火鉢
1fS; ~~il) " -+MllみJJX形 外l桁へラj持き 外 fJllI に て条の1X線の 11\ 1 に小J担保HË文明J1~1lと述珠を巡 ら す
IIfi 1二l出火桃色で;'.bHi . 1'1色針状物1't:1'む

表8 出土遺物観察表 (8)
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|ヌ|No 泊村1~ 1'， 辿物1'， lfJl V，afd 、

30 6 深槻り
J二(:ìP ?~llIl しl径(7.3)cm 1.底lt5.3cm 総尚1.9cm 右|口|転ロクロ 底部糸切り 内底部ナデ外底部板状圧痕
R稲小J¥!! )治上は灰補色で白色針状物質・ I1色粒・ 3母・ 1沙粒・隊合む

30 7 深州り
1:自Ili総1m 円径(7.4)cm 底fを4.&m 総，¥'H.7cm .(il"l転ロクロ 服部糸切り 内底部ナデ外底部板状11痕

H .fifi 小 I\~! )治上はl天候j色でιl色針状物質 ・i]j，1せ.( 1色粒合む u縁部にilJJ煤卜J'i']'

30 8 深捌り
t附i器1m 口径7.4cm I底径4.7cm f.ff尚1.7cm ./II!'I'伝ロクロ 底部糸切り 内底部ナデ外l底部板状圧泌
H.filj 小}¥!! IIfoi 1::は灰侠j色で(1色針状物質 ・'i{1号・ 1'1色粒合む 内外I(IIとも油煤{、fri

30 9 深抗[1り
I:Mi総IJll nl壬(8.3)cm J必径(5.8)CIl1 日~ ，':~ 1. 8c 111 イilw'伝ロクロ 底部糸切り 内)j'S:ffiiナデ

R純 小I\~ J治上l立以尚色で(1色豊W(物質 ・3母，( 1色粒合む 火を受け!尽く変色

30 10 深侃り
上r.lli(，fiWl 11 1~ 10. 9cIl1 1)ま径7.2cll1 日日，\'~ 3.1 5c m イi 11'11'伝ロクロ 服部糸切り 1)、J)jt部ナデ
R粁jrj'}¥!! II台上(;1:1ポ位色でtl色粒 Jι ，'.111劫・亦色粒j乙合む

30 11 深川り 砥イift上げ自i
長さ4.1cm 残作幅3.35cll1 J写さ1.25cIl1 淡以色 I!(.¥沌 砥r(ijは2凶i 切り出し泌あり ILf I 
)JlI [r'，，'，か

30 12 深掘り 不|り1木製品
残イF長10.2cm 1壬1.65-1.95cm 一端は斜めに切断され'1'央に深さ3cmほど‘の小孔 表而はl
計7らか 約半分が炭化する | 

30 13 深仰iり ffil材
長さ13.5cm 幅1.7cm 時さ1.5cm lt1rlflil川角形の持状で、 一つのflJを訴とし而i絞り -WIl| 
は1.5cmの深さで段状に切り込み

30 14 深掘り ?刊犬木製品 長さ18.5cm 1t;，10.7cm JC!.さO.55CJ11 ~Itl J 1 
30 15 深』前iり ;p，:状木製JIltl 長さ19.05cm it;-;j0.6cll1 1平さ0.5cm 1，ldll 
30 16 深抗IIり 漆日日 椀 11伐 (12.0)CIl1 江主任 (6.8)CIl1 伐{?;';!i{~3.3cll1 愉府内 内外IUI!.U漆喰り
30 17 深抗1Iり i奈日* 椀 胴市11'，- 内外uJ}!-Ah祭港りに米淡で鎖に撫「を配したスタ ンフ印

30 18 深品uiり i祭日* 椀
円縁部n-内I(iI米漆塗り 外 |耐は潟漆設りに米漆でf色 Irの 巾 に イ~~を配する文械を予描 き|
後手半は，'1'，ぅ|そなかったが、住125の4と同一lllil体とJ41われる

30 19 深.jijiり
U:lli;得1m 日{壬(12.2)cm 氏1壬(7.6)cm ~・ ，':~3.35cm .( I 1"1転ロクロ 底部糸切り 内j氏部ナデl
R極大別 H合土はJ火燈色でII色針・状物質 ・'Z母 .1'1色粒f合む

30 20 深品~i り 'ì;~H↑片 11鉢 Bfi
底後 (11.7)CIl1 愉航みロクロ成形 外|而下部111111忌へラfflJり IUî l、 J' け 1河内内1j.~I (i i使 j削11{
llfi 1.:は淡灰色 |均灰あり

30 21 深品~i り 市ilI おろL.IJIJ !底f壬 (6.0)cm ロクロ成形成部糸切り J任;卜.はbV灰色 j天羽Iiノ、ヶ ~1Jり

30 22 a集泊物 |ニ(:In(，fi IIll 111王(7.6)cl1l I~主任 (5 . 4)cl1l :.i!i ，\'~ 1. 9c l1l .(ilnl'l以ロクロ !応部糸切り |人l底部ナデ外底部
H，EI! 小型! 板状ハ:浪 Hfi上は淡位色で‘tl色針状物91'(・2母.，~U色粒 [- . 1.沙粒合む

30 23 探集冶物 ':(:lli:.i!i11Jl l寸径(7.8)cm Jt主任(4.4)cl1l 術向2.3cm れInl'liiロク口 氏部糸切り 内底部ナデ外!底部
R純小I¥t! 板状11:縦 断 |二は淡燈色で l'一I~針状物9 'f( . !JJ':UIせ.!J~ 色粒('， I-.J'J粒 .(沙粒合む

30 24 羽:1鳥追物
上(:lliおUll ut壬12.8cl1l 1.底任6.7cm ;';;'h¥';i3.&m .( illll転ロクロ 底部糸切り |人JI.底部ナデ 外l底部板状圧瓜
R組大I包 胎上は位色で 1'1色針状物質・ .~~~ '1J 仕~ . ，~~~色粒 Iι . 亦色粒 j乙 ・ 千l 色粒 f ./沙粒合む

30 25 J宋1長辿物
l:.r.lli総IHl 1'1径13.6cm 底li7.5cm 総，¥'54.0CIl1 .(ill可'伝ロクロ j底部糸切り 内底日11ナデ外j底部板状fUJ.{
R柑 大J関 IIfi 1-.は符色で:'jL1色針状物質 ・'21サ.!.U色粒子 ・1:)、

30 26 採集辿物
I:r.lli総IIll 円筏(12.4)cm li主任(7.8)cm i*高1.9cm .(j回'伝ロクロ !志向1糸切り 内底部ナデ 外l底部
R間 大砲 板状LHu )治|二は灰燈色で、内色豊|状物質・芸母 'Jiミ色粒jι ./沙粒合む

30 27 J采:!lk辿物
lニ師協Il1l nl宅(4.0)cm liS:符2.8cm 日'~I':H.Ocm 脳出11糸切り 内政部ナデ 工rIIIl)AlにfJllllflIをつぶす
H fifi 極小1¥'). Ilfi J:は淡燈色でイ|色針状物1'(.宮町.!，(¥色粒f.(:沙粒合む

30 28 採集辿物j 鈎鍬
11任(18.8)cm 鍔任(22.0)cll1 鍔部l"~ り 1、
色で主防・長ィ1合む

30 29 J采1長冶秒j 常ii・t);-I-I鉢nm 円縁部);- 愉~'l'lみロクロ jえj杉 日時ぷはH行紫柑色 llfi 1::は);UI.氏側色で長イlfTむ
30 30 f宋集辿物J 'iiII'I・7惣 1I縁部)'，- 輸fl'lみ成Jf3 総点は!天緑色(1然稿Iiがj早く掛かる !治l:.は淡灰純j色で長イifTむ
30 31 採集辿秒J 'iiii1・7翌E 11縁部)'，・1陥fl'lみ成11手 術ぷ ・!治tはH計測色で長行合む
30 32 J采tI'<辿物 'jiß~ 計・7 安t I1縁部)'，- ，陥fuみj却l手 続ぷはH行燈色 llfi仁は以符色で長イi. ~~色粒合む
30 33 J采*泊物 海i(I tlr縁鉢 I1縁部'"・ ロクロi却|予 利lはJ示紋色の以稿hで内而l;l:)'1く掛かり、外I(日はハケ喰り IIfi 1二(;1:灰色
30 34 採集辿物 瀬Ii )悦f l!l部J'，' 愉絞みロクロj幻影 !的1:はJ反(1色外lJ!1Iは欽漁iJが-tJh')、る 剣回文.'，lf l'{i文京IJI:II

屯JA窯J7磁
|寸 *~ffil-III'1部 J'，' ロクロ成形 11縁部を水平に外に折り返し外縁に輸花状に車11みを人れ、折

30 35 採集遺物
illi弁文脈 り返し'1'央に不胤!!リな輪花状ffllり 内|飼は|幅広の述弁文を配し、外l伺は縦に沈線が人る 京

地は淡灰色で!，U色粒子合む 稿h柴は灰緑色で透明

30 36 J采*泊物
~ltJ~ ~長 '， ' í'磁 liS:l壬 (4.6)cm ロクロ成Jf3 ぷ~J山はjポ色、県色微粒 f合む 利柴は灰，'í'~で不透明 白1、l
折版鉢 けのみ以!治

30 37 a集遺物 !開~lJじ 'f\' 初鈎1068年北京家J?
30 38 収集泊物 1f付モ陶J;- 前消費)JJlilrlil片似川 IIfU:I.兵制色 j兵制色のri然柄Ii拡十かる 六l而がIf干粍
30 39 採集造物 ィ; 長さ18.1cll1 似7.0cm JV-さ6.1cm 4筒19rに凹みあり 1111き行か
30 40 採集遺物 ド J ~a型木製Jill 任10.9cll1 仰さ0.8cm 紅lい羽il:IJ材紙11材 J 'iLfiI (こ漆状!，I.¥色物質付お
30 41 採集迎物 漆日日 椀 !底任8.0cll1 残作Gi rr~4.7cnl 輪山台 内外 l百~~淡塗りに米漆で、街jと総の小校を手術き

表9 出土遺物観察表 (9)
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1面

調査区全体

2a面

2b面

3面

4面

5面

6面

0% 20% 40% 60% 80% 0% 

. ①土師器皿R種 口 ②常滑 . ③瀬戸 ④漆器以外木製品 口 ⑤その他

J I('I 2 al(，i 2 bl(1I 31函 4 I(，i 51uI 61(iI :例代l豆全体

!イmj (，~肌R柑 576 57.14% 329 73.77% 686 30.80% 178 39.82% 92 37.40% 91 35.27% 78 31.84% 2702 45.79% 

仁(¥'!I出IIllT柿 。0.00% 。0.00% 。0.00% 。0.00% 。0.00% 。0.00% 。0.00% 2 0.03% 
II色系上{耐liiillll 。0.00% 。0.00% 3 0.13% 1 0.22% 。0.00% 。0.00% 。0.00% 5 0.08% 
ti*i 。0.00% 。0.00% 。0.00% 。0.00% 。0.00% 。0.00% 。0.00% 3 。目05%
上LJ5i 23 2.28% 4 0.90% 3 0.13% 3 0.67% 。0.00% 1 0.39% 。0.00% 43 0.73% 
l哲郎系山JiE碗 。0.00% 。0.00% 。0.00% 。0.00% 。0.00% 。0.00% 。0.00% 1 0.02% 
'ii¥i'l't 339 33.63% 93 20.85% 83 3.73% 49 10.96% 8 3.25% 9 3.49% 9 3.67% 808 13.69% 

漸). 27 2.68% 4 。目90% 3 0.13% 5 1.12% 7 2.85% 5 1.94% 。0.00% 72 1.22% 
([111J 。0.00% 。0.00% 。0.00% 。0.00% 1 0.41% 。0.00% 。0.00% 1 0.02% 
(1仲Io(JIj ] 0.10% 。0.00% 。0.00% 。0.00% 。0.00% 。0.00% 。0.00% 5 0.08% 
注工 1 0.10% 。0.00% 。0.00% 。0.00% 。0.00% 。0.00% 。0.00% 1 0.02% 
|二製tTl 1 0.10% 。0.00% 。0.00% 。0.00% 。0.00% 。0.00% 。0.00% 1 0.02% 
!?般?江見47熊 12 1.19% 。0.00% 0.04% 2 0.45% 。0.00% 。0.00% 。0.00% 27 0.46% 
14;磁 。0.00% 。0.00% 。0.00% 。0.00% 。0.00% 。0.00% 。0.00% l 0.02% 
，'ii' 1隊 5 0.50% 。0.00% 。0.00% 。0.00% 。0.00% 。0.00% 。0.00% 9 0.15% 
i' I~.!f. 8 0.79% 。0.00% 1 0.04% 0.22% 。0.00% 。0.00% 。0.00% 16 0.27% 
f:U病Ii 3 0.30% 。0.00% 。0.00% 。0.00% 。0.00% 。0.00% 。0.00% 3 0.05% 
大11柄Ii 1 0.10% 。0.00% 。0.00% 。0.00% 。0.00% 。0.00% 。0.00% l 0.02% 
泉州窯 。0.00% 。0.00% 。0.00% 。0.00% 。0.00% 。0.00% 。0.00% 1 0.02% 
鉄製品 2 0.20% 1 0.22% 12 0.54% 0.22% 。0.00% 。0.00% 。0.00% 17 0.29% 
主主 2 0.20% 。0.00% 2 0.09% 。0.00% 。0.00% 0.39% 。0.00% 5 0.08% 
漆日日ー 。0.00% 2 0.45% l7 0.76% 1 0.22% 0.41% 3 1.16% 0.41% 29 0.49% 

t主総以外木製品 。0.00% 12 2.69% 1409 63.27% 204 45.64% 134 54.47% 148 57.36% 156 63.67% 2123 35.98% 
加 1:木村 。0.00% 。0.00% 。0.00% 。0.00% 。0.00% 。0.00% 。0.00% 。0.00% 
ィi製品 7 0.69% 1 0.22% 7 0.31% 2 0.45% 3 1.22% 。0.00% 。0.00% 24 0.41% 
'l'I'}lJ製品 。0.00% 。0.00% 。0.00% 。0.00% 。0.00% 。0.00% l 0.41% i 0.02% 
総.11 1008 100% 446 100% 2227 100% 447 100% 246 100% 258 100% 245 100% 5901 100% 

表10 出土遺物計量表 (1) 
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調査区全体

1面

2a面

2b面

3面

4面

5面

6面

0% 20% 40% 60% 80% 0% 

置 土器 昌 瓦器臼国産陶磁器口舶載陶磁器.......木製品 金属製品 . 石製品 . 骨角製品

1 I而 2 allii 2 bli“ 31Ju 4 rm 511u 61而 調j空区全体

J二日目 576 57.14% 329 73.77% 689 30.94% 179 40.04% 92 37.40% 91 35.27% 78 31.84% 2712 45.96% 

JlL?苦 23 2.28% 4 0.90% 3 0.13% 3 0.67% 。0.00% 1 0.39% 。0.00% 43 0.73% 
| 巨 |派ー陶磁日'~ 367 36.41% 97 21.75% 86 3.86% 54 12.08% 16 6.50% 14 5.43% 9 3.67% 887 15.03% 

li. 1 0.10% 。0.00% 。0.00% 。0.00% 。0.00% 。0.00% 。0.00% 1 0.02% 
t製品 1 0.10% 。0.00% 。0.00% 。0.00% 。0.00% 。0.00% 。0.00% 1 0.02% 

~1(1 d成陶磁総 29 2.88% 。0.00% 2 0.09% 3 0.67% 。0.00% 。0.00% 。0.00% 58 0.98% 
金M製品 4 0.40% 1 0.22% 14 0.63% 1 0.22% 。0.00% 1 0.39% 。0.00% 22 0.37% 
木製品 。。目00% 14 3目14% 1426 64.03% 205 45.86% 135 54.88% 151 58.53% 157 64.08% 2152 36目47%
ィI製JH11 7 0.69% 1 0.22% 7 0.31% 2 0.45% 3 1.22% 。0.00% 。0.00% 24 0.41% 
什f!J製品 。0.00% 。0.00% 。0.00% 。0.00% 。0.00% 。0.00% 1 0.41% l 0.02% 
総Jt 1008 100% 446 100% 2227 100% 447 100% 246 100% 258 100% 245 100% 5901 100% 

表11 出土遺物計量表 (2)
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表12 完形箸状木製品寸法分布
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第3節 自然遺物

採集された自然遺物は、動物遺作体と貝類、および種子類を中心としたが植物遺存体がある。また、

竪穴辿.f1'~t2の旦g土をサン プリングし、それにフ ィルター透過装置を用い冶物選別を行った。 竪穴逃桝2以

外の自然遺物は調査中に肉眼で確認したもののみ採集である。

1.動物遺存体

出土した動物骨を図31に示した。これらの他にも骨類と見られるものは出土しているが、大部分は細

かな破片-であり、 t足示できるものはない。なおnJ能な限り、古IS位が判明するものには部位名を、種別が

判明したものには種別名を記した。H支骨の場合は前後や左右、胴骨の場合は)1慎序などの同定について、

不安が残るものは言及しなかった。種別についても同様である。

1はウマ (Equuscabal1us)の前脚中節骨である。2a'b面上からの出士。2は|態依哨乳類の大腿骨であ

3 

2 

6 

4 

8 

7 

9 10 11 

12 

13 

14 

加工置甚大写真(・僧}

図31 出土動物骨
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る。満2からのW_to3から5はh時3からのn'，土で、ある。3はメジロサメ (FamilyCarcharhiniae)の維休で
ある 。 4は陸棲哨乳類のHJJ什。 5はウマの究骨で、 ~I生什の一部が欠損している 。 6 と 7は竪穴遺構1か らの

w上で、ある。6はイノシシ (Susscrofa)の F顎切闘である。7はメジロザメの権体である。8は陸偵小小
型H南乳類の!日]骨である。竪穴遺構2から出土。

9から 12は3面~;1'4成上 '1 ' からげI土。 9 と 10は陸抜 '1-' 型nrlì乳類の胸椎で、ある 。 ともに同組の解体痕が認め

られる。おそらくは同イ同体であろう。11と12はイヌ (Canisfa.miliaris)の'口'格と考えられるが同一仰|

体かは不明である。11は花上腕骨、 12は/ピ尺什である。13は中小型urli乳知のnJJ骨で、ある。6面上から山

上。14はウマの上顎臼闘で、fAl冠高は48である。渦5から山 t。

巾世古11市鎌倉における、動物の解体や骨格製品の製作といった職能活動は、おもに由比ガ浜を中心と

する海浜地区で行われていたと推ä[IJ されている(宗'~} 1994 ・ 馬淵1998ほか) 。 馬淵| は、この地区におい

て、禁忌に関わる行為に従事していた階層を統抗していたのは、忍、性以来の極楽寺であると推測してい

る(馬剖:11998ほか)。解体された動物遺体の多くは、食日1と"1'格製品や皮革製品の作成に用いられたの

であろう 。それらのほかに、出土する動物遺体には、その後利用されない冶骸、埋葬や遺棄されたもの

がある。

本地点で、は埋葬やi由来と推測できる出上例は見当たらない。大部分は客上，t，に合まれでもたらされた

ものであろう 。 これらの l二l' で、解体痕が残る胸維の2J;'~\が沌円される(1文131-9・10)。刊'格製品作成の

ための解体痕ではなく、 I~サを ljlJ ぎ落とすための痕跡と観察できる 。 動物の解体作業が近隣で行われてい

たというより、むしろ大方に切り分けられた|刻塊を調耳目に用いるため適当な大きさに細分したものと与

えられる 。 河野l兵~II郎は 「…引っ業者によ っ て解体されて、食肉部分は骨付きのまま市場へ、 JJII工部分

はある程度の量をまとめて細工師などへ渡すような、システム...J (河野1988p.73)の存在を想定して

いる。いずれにせよ、 '1'世都市鎌合の“台所'Ji.'附"を推測させる資料であろう。

2.貝類

r'_I'，Jこした貝穎の分知および集計は表12にぷした。，'1'，1て量は、大部分が41而から2b而に集中しており、

特に31面が多い。第4市で詳しく触れるが、この第3耐から遺構とJid物ともに明大する。その遺跡変濯に

u知の山仁塁も対応するものと考えられる。H純の内作'をグラフ1にぶした。H何の比半は各H年間lを通
して、大きな変動がみられない。よって、ここで、は本地点で、採集された貝類の種別比率を一つのグラフ

にまとめた。それを比ると、湾外砂底群集のチ ョウセンハマグリとキサゴ類が多い。その他では内向泥

!底m~集のアカニシがやや多い。二枚貝類は同一附内で山上しているものについて民合わせを行っ たが、

合致したものは無かった。

〉i14秀|悶は、 海浜地|互に所イEする 「長作小路川辺浩跡J(宗去1994)と行11"j・ ~I'f区域にある 「北条H年

肘・凶時邸跡J(宗 ，:，:1 1997) からよ~，上した只~;nから、 '11 1仕鎌合での貝の消Y!lについて与察している。そ

れによると、鎌frJJd跡併において地点により11樋別比率が災なるとし、 「長作小路周辺追跡Jではアカ

ニシの出土比率が圧倒的で、あり、 「北条H寺肘・顕H寺邸跡jでは湾外砂底併集のチ ョウセンハマグリやダ

ンベイキサゴなど、の，'1'，卜.傾向が尚いとする。アカニシは外特と反対側の体!刊に焼かれた痕跡が雌訟でき、

チョウセンハマグリやキサコ。類は表面が白色に変色しているという。これは調埋法に起肱|するものと考

えられ、アカニシは 「焼く」もの、ハマグリ知などは 「如でるJものであった可能性が指摘される。先

の2J也点で、貝種別山上比率が異なることと合わせて考えると、これが只の消tlJ-(守の食'jT形態を示すもの
と H同~II されている(宗'~~ 1999 ) 。

本地点の出上傾向を上記にJ!日し介せてみると、チ ョ ウセンハマグリやキサゴ類の，~， 1:比率があわせて
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|勾汐'}i沙!底J作集 湾外l沙!凶作集 内湾泌底lti:集
迎梢f，州民附(而)

ツメタガイ ハマグリ マガキ イポキサゴ ウミニナ
チョウセン

キサゴ
ダンベイ

アカニシ ノfイガイ
ハマグリ キサゴ

ぷ探 1 

治2m込1: 2a面 3 

竪i'¥iJ!物l 2b而 1 14 3 1 12 
3 I(II 1ご 1 7 12 5 5 
竪i'(ill物2 31飼 l 7 1 

満4 3 7 2 

4 1(li 1'" 41師 1 5 20 3 1 

5 [uI F 5L而 1 5 4 2 

61而uiJ: 1 1 

満5 61而 8 1 

61niド 1 2 

7 j日F 7面 1 2 

イ子，0'(州別)
5 2 5 l 3 53 45 11 22 1 

16 109 23 

行!氏iti:!t fi、1ヨ3ト1 冶榊4ノI 品dMM(1耐)
イガイ アワビ マダカアワビ メカイアワビ サザエ サザエ説 クポガイ

ぷ奴ー l 2 2 

i高 2 ~込1: 2aliii 3 3 

竪穴ill物l 2bl街 1 3 35 35 

31師卜 1 34 

程穴住物2 31(!i 1 10 62 

i，'r. 4 2 2 18 

4 I(JI 1" 41(1] l 1 33 33 

51(ii卜 5凶1 13 13 

6 Ifiilu 1二 1 3 

r，'r. 5 61u] 1 10 16 

61(LI 1" 3 

71(ijド 71而 3 3 

5 4 1 3 2 3 1 
167 介~ Iー(純))1])

19 

表13 貝類遣存体分類表

ダンベ
キサゴ
7% 

ツメタガイ
2.99% 

マ

66%を占め、 「北条時房 ・顕時邸跡Jに類

似する様相|を見せる しかし、第4市で述

べるが、本地点のill構・冶物から推測でき

るヨ11寺の状況は、都市rl'~宮城と同柿とは考

えられず、庶民居住区である 、いわゆる

111IT屋jと考えられる。また別の 「長谷小

路JM辺辿跡J(宗.;J2002)でも、海浜地tzs:

にもかかわらず、チョウ センハマグリが

40%を市めている地点も比られる。ちなみ

に、この地点の報告占では遺跡地で消貸さ

れた他に、 fし貝に加工して売られていた

'JI能性が指摘されている (p.267. p.278)。
グラフ1 貝類出土比率
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クルミ不| スベ リヒユ科
迎梢名 1M属府(而)

クルミ凶オニグルミ クルミ以ヒメグルミ サクラ同ウメ サクラ日1モモ トチ

2a' b面F 2al師 1 

竪穴建物 l 2bl師 1 1 5 

31而直上 3tui 1 

満4 31(6 1 1 2 

3面下 31師 2 1 

部ち込み2 41師

4而下 4[師 6 1 

満5 61市 1 

表14 植物遺存体分類表

ノド地点を合め、鎌倉遺跡群出上の貝類を概観すると、出土傾向は遺跡地の様相を単純に反映するもので

はないと考えられる。とくにハマグリ類のように 「州でる(煮る)J調理法を用いていたと考えられる

以類については、加工場所と商品として移動した後の消貨場所が異なることも推測される。さらに、流

通以前に「茄でる」などの第一次的加工がされていたならば 「殻付き」で商品とされていたのか 「最IJき

身jで流通していたのかなど、問題 ・疑問は多い。今後は、流通 ・消費形態と出上状況をあわせ考察し

ていかなければならないだろう。

3.植物遺存体

植物退存体は、調査中に肉眼で確認されたもののみ採集したため、ここで提示するものは定量的で、は

ないことをあらかじめ断っておく 。

柏物遺体の集計を表11に示した。採集された植物遺体は多くない。後述するフィルター透過装置を用い

て遺物選別を行った竪穴辿物2):盟土からも植物泊存体の採集は少ないことから、もとよりこの地点にお

いて、植物迫存体の辿存状況は良好ではないと推測できる。

確認された植物泊イ子体は、クルミやモモなどが大多数を占める。「千ilV山辿跡Jでも同種の出|二状況

である(手塚1982)。報告占lドでは 「胡桃、桃、栄が多く、当時のH話好をあらわしているもの…」

(p.252)とされているが、実際には治存しない植物性食料の方が圧倒的であろうし、 FIJ行されている鎌

倉治跡群の発掘調査報告占でも、 ~1自物ii2存体を取り上げているものは少ない。 資料の蓄積も少ない呪在

では、消費されていたことは予想されるが、中世人の1I!j好をも推測することは危似される。

4.竪穴遺構2出土遺物

竪穴iiMt2埋 tから、 t巾に合まれる微刺uな動物迎行体や植物冶存体の選別を試みた。

その結果、植物辿存体では、モモ種子、ウリ種子、不明種子などが採集された。動物遺存体は大部分

が魚類であり鱗と骨格が採集されたが、種別など|司定できるものは無かった。貝類では、キサゴ類が多

く1'1'， 1:している。そのほとんどが利く変色しており、中UI昔ISのみのものが過半をr'iめる。その他では、緑

泥片岩片が採集された。

しかし、 小型の柏物騒 fや魚骨、鱗などは fr ~忠以 kに 上中に含まれていることが判明 した 。 今後の資

料の蓄積が期待される。

(鈴木)
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第4章 まとめと考察

第1節遺跡の変遷と時期区分

本調査地点で、は7枚の生活[1}が検 I~L\ され、おおむね13 世紀後葉から 14 世紀 11:1 頃にいたる様相が明 らか
となった(図31)。これらは3時期に大別することができる。13世紀後葉を中心とした5聞と6面および7

|面を第I則、 14世紀前柴と推測lできる2a. b面と3面を第 ]JJ~j 、 14 世紀中葉を 11=1心とした 1商を第 凹 J~J と

する。4面については、後述する前H期という時期設定をした。

これらは、治構変選の11町則に対応する。科用lについて、以ドに述べる。

第 I期-7・6'5面

、円W1は、試i，hlJ:;'c内で、検出された、道路状辺梢をrll心とした111f;剖りが形成される。このIUT割りは後の第

nw~ まで断製される 。 年代は13m紀後葉と与えられる 。

71而は、すでに制限深度に達していたため調査区内での調査は終了しており、 ~1\t，hl坑 |刈のみの遺構検

出で、ある 。 試射坑|人lのほぼ全域で、道路状遺構が検出された。 I~J上辺物は、調査I国有{が少ないこともあり、

t)ずれも小片で図示しうるものはない。

61而で、は、 71国から引き続き試射坑|人lで、道路状追梢が検出され、それとilidlをjhにする満が調査区東1J!iJで

検出 された 。 少なくとも、 6 1五ill~~点で、 この道路を 'Iilh とした IUT割りが形成されていたことが窺える 。 その

ほかの迎梢は数基の柱穴が検n'lされたが、建物は調査区外へ延びるものと与えられ、当時の織相は判然
としない。出上ii2物には、 j山下本が豊富であったため、多くの木製品がある。それらは筈状木製品やへ

ラ状木製品、て~:J記芯などの 1 1 ~市川が大部分を市める 。

5 1面で、 は、 |日l じく試掘J1t: 1勾から道路状冶梢が検 I~II された 。 前代に比べやや縮小された観があるが、道

路州側が調査|丘外に延びるため、道路そのものが西に移動したのかもしれない。いずれにせよ判然とし

ない。I'J'I上ill物は、 6l(iiに比べると、やや増加する。内容は6而時と同様に、持状木製品や草履芯、折敷

や漆器椀など Il常消貨物と考えられる木製品が主体である。

第 I 月] を概制すると、道路状辺桝以外には、ぷI!J{~に性桁を惟測しうる冶梢は見られない。 治物も次代

第H期と比べると少量である。木製品に代表される生活flJ具と考えられる造物が主体であることから、

いわゆる illlJI:fAJと考えるのが、妥叶であろう 。n月11京な版築rtJIの検出されなかったこともその要素の Jつ

といえるかもしれない。本調査で確認した13世紀後柴と推測しうる生活III}より、この後も踏襲されるこ

ととなる、道路状ill梢が確認されたことは注日される。

第E期-4面(前E期)・ 3面 ・2b面・ 2a面

全体として、 141lt紀前葉の年代が推測できる。

41函は、前nJ~J といえる位;(1 f、「けが I IJ能である 。 冶梢は、試ikil坑いj に道路状辿柿と調査区*側に渦

(、指ち込み2) が検出されたが、その他に目立った検出迎構はない。械相は第I期と同種といえる。しか

しながら部ち込み2からnJtした冶物の年代観は、 14111:k:G前菜を推測させるものであり、第rrt~ 1 に類似

した峨相を示す。 1二 J~・7断 uíî凶を見るとこの1fr; ち込み2の上層には3面構築肘となる泥宕版築!習がj字く唯梢

する W<15I二 J~o'，;NQ37 ) 。 つまり、この治ち込み2は3而造成時に開め られたものと理解でき、部ち込み2の

出上冶物は4面廃絶11寺のJ'lJ土辿物であると共に、 31頂造成11年の年代を推測させるものと推定できる。4面

造成時期を明確に推測しえない現状では廃絶時期を根拠に、 3面造成に伴うものと理解し、前IIJ明を設

定した。
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図32 遺構変遷図
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• 
4面

3面は、それまでの様相と比べると、格段に活発な人的活動が惣定される。これまでと同様に試掘坑

内で道路状遺構が検出され、それにともなう東側側溝と考えられる諮岸がなされた満(溝4) も検出さ

れた。そして満4に併設するように、竪穴冶梢2が造営される。i笹穴辿棉2はその検出状況から建物と推

測できるが、大部分がより上層から掘り込まれた遺構によって壊されているため、 詳細は不明である。

ともかく、この構築物の造営とほぼ悶H寺期に道路側溝が設けられ、この頃に区画の再整備が行われてい

たという推測が可能である。出土迫物は、前代から引き続き日常品と考えられるものが多く出土してい

る。しかし、出土量 ・種類は増え、特に陶磁器類の出土傾向が高くなる。

2b面は、 3面の遺構配置を踏襲しており、顕著な変化は認められない。前期より踏襲されている道路

必凡
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状追桃も ~J\抗Li坑内土j百観察で;ft'(li認されている 。 l笹穴辿構1はlJ!物と怨定しうる梢築物であり、 F尼;の竪

穴遺構2が建替えられたものと推測できる。また、その竪穴遺構lのすぐ脇、満3と接するように据饗が

j盟設されている。前市では備蓄施設の可能性を指摘したが、この治構配置で備苔施設とするにはやや危

↑具されるところである。桜拠は乏しいが、あるいは埋納沼崎の可能性も示しておきたい。なお、竪穴遺

構2をj衷すかたちで州立柱建物(佳物3)が造られているため、 2b面は少なくとも て|時期を想定する必

要がある。

2a而は、前述のとおり、 2幼bl面甜と同一R照府;t可:?;位で、イli

路状泊梢は土層断面でf引i在師2認認E志、され、前代から踏襲された道路側渦もほぼ同位位で、検出されている。2b耐

の建物3の住替えと考えられる建物1と建物2が検出されている。依然として、道路と'Ii山が共通する。出

t辿物の特徴としては、 2a. b而共通して国産陶磁器の噌加が注|オされる。

第H則は、本;遺跡J山で確認された各j日のうち、最盛期にあったことは迫物ほの増加と種類の盟冨さに

象徴される 。 主~物に |刻しでも、頻繁に佳子守えがおこなわれたことが看取できる 。 第 1 J~J と比べるとその

内平等の差異は顕著に認められ、ここに凶i期を求めることができる。しかしながら、発展とは別にその性

桁を見ると前代と同胞の 「町屋Jと与えられる。つまり、第I則から第H月jの変遷は内蒋こそ12かにな

るとはいえ、その本質に変化はみられない。

また、第H期をさらに細分すると、少なくとも五H寺期が推定できる。すなわち、第3而と2a而の二つ

の竪穴J.1d ，N~ を主体とする二時期と 2a . b面で、検出された掘立柱建物の三担|の佳子宇え、五H寺j羽である。部

H則の年代は14世紀前焼と推測され、 て十年利度かあるいはそれよりも短い期間に、これだけ多くの建

物変選が認められる。こういった状況にもrl'l立:ffllrli鎌倉の発!民と繁栄のー側l師が窺われるのではないだ

ろうか。

第E期ー1面

第四期は、検出された層位で、は11IUのみで、ある。14t!:t紀中柴と考える。

1面は、それまで引き継がれてきた道路状遺構は椛認されない。それに代わり、調査区ほぽ中央に束

凶/j向のrllqが検出された。前代までとは軌を呉にし、この'Plhが近世あるいは別代まで通ずる可能性があ

ることは前述した通りである。出上冶物は多くが出土しているが、下層から明上げられたと推測される

ものも多く合まれることから、前代に比べると減少傾向にあるといえよう 。 ~該期のill跡地の様相 |は不

鮮明であるといわざるをえないが、 |前代からの連続性は認められず、ここに画期を求めることができる。

(鈴木)

第2節遺構の主軸方位と性格

1.遺構主中，11方位

本調査地点の遺構中Ih~;\Rは、記述のとおり、若宮大路の規制を受けていない。 このことのな昧について

図2に示した近辺の事例を参照しながら、者干の考察を加えたい。なお現況の若宮大路の主制lは山一

270 -Eで、ある。

事例一地点5(小町一丁目198番6)の3面雨北満6は、若宮大路から西方約115mの位置にある。方位

はN-310 -Eと若干の走呉が認められるが若宵大路とほぼ平行している。前の規模も大路側溝とほぼ

|同規格で、土星を合め|坊主量的な施設を派ね備えた、イ有力な武家屋敷が存在.していたものと想像できる。

ただし3而以降の1.2而(推定年代141立紀中葉)になると制11満と土塁遺構は姿を消してj白書リり に大きな変

化が現れている。
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地点2(雪ノ下一丁目200番3)は窟小路から雨方約100mに位置する。消と道路(路地)が交差する区域

で、検出された満はいずれも窟小路に直交もしくは平行しているといっていい。これらの溝の推定年代

は13世紀後半-14世紀前葉となる。いずれも若向大路の影響はみうけられない。また木地点も同じく窟

小路に直交した消 (道路側溝)を もち、推定年代も符合する。

地点3(雪ノ下一丁目 210番ほか) でも多数検 ，' 1.'， した遺構の rl:1 に 、 南~ti，'，j ll (N -1.5
0 

- E)などが筒

堂に直交する。ただ溜小路は溜世近辺から舟福寺にかけ26
0

ほど西|有西万向に屈折しはじめる。主要建

物の車111方位がN-4-g
o -wと符干西に傾いているのは、窟小路の1MI線の変化に少なからず影響をうけ

ている可能性がある。また旧扇ヶ谷川と想定できる誰岸跡のある蛇行した満1を検出したが、流路は現

河川から大きく逸れている。

地点6(小町二丁目36番6)は別在の地割りと同じく 面前の東西道にほぼ:1Uって泊料iが検出されている。

(鍛治尾)

遺構主軸方位の意味

本地点や地点、2・3の遺構主判lが示すのは、窟小路の方位規制であろう。この小路は第一章で述べたと

おり、源頼朝入部以前から存在していたと考えられる。さらにいえば、 12世紀第3問半期から中葉の頃

なら、 別寿福寺の場所にあ った義朝の 「鎌倉の楯jに点直ぐに向かう道でもあった。本地点の主軸は、

その当時からの窟小路の庁位規制が鎌倉時代になってもなお消えることがなかったことを示している。

頗引による道路直線化、あるいは三代執権北条奈H寺による街並改変事業が 「鎌倉IjIJに貫徹しなかった

のかも しれない。

呪在、 このー併のセ!Iilli方位は;f~~宮大路にほぼ平行している 。 とすれば、少なくとも 14 世紀中葉以まで

は街小路に直交 ・平行していたものが、いつしか変化していたことになる。それがいつのことか、調査

のかぎりではうかがえなかった。しかし、江戸H年代末期の 『鶴岡八幡宮領j千11:遺作々 小道分間図jやlり!

治15年の f迅速測凶jにはこの一帯の小道はほとんどJ品かれていないので、おそらくそれ以降の街並整

備であらたに区画が設けられる際、主子宮大路'Iilh線に倣ったと考える。このー仰の街割りはいま、 n小路
に近いところでは小路にl直交し、少し離れると若宮大路に平行するようになっている。それはおそらく、

明治以降の街路再整備の|際、若宮大路に平行させたあらたな小路を、従来の小路に機統した結果である。

(この項品川1)

2.木地点遺構の性格について

本地点の主要治構は道路状迎fl¥1とその側満とされる満2-4、uW満に隣接する竪穴逃椛1・2(必ち込み1

も同じ)、掘立てれ建物1-3となる。鎌倉市内遺跡の調査例から同様の治構を抽，'1'，し、本地点の辿桝の

性桁と}ld跡全体の環境を探っていきたい。

道路状遺構と側溝

事例1:千葉地遺跡(御成IUf15-5.Jil:.図1-90J也点)の3-51而の東凶道路と側満が、調査地点のそれによ

く似ている。道路は員混じりの破砕泥岩地行で、 |幅約4.5-5m、方位N-84-88
0

-E。杭柱と側板で組

まれた淋は|隔60-80cm(木枠11¥])、深さ50-80cmほどで、ほぽ本地点の2-31(，I(推定年代1411UcliIi~ ) 

の満3.4と|司規模である。特に51IIjの満で、は側板留めとして凝灰質砂岩の切石列が裏込め内に埋設されて

おり、本地点滴4と同工法であることに疑いはない。また千葉地遺跡、では1号 「方)1ヲ竪穴建築JII:J(竪穴

住物) ・板敷遺j、1'，'/1なども見つかっている。これらは木組みの満 (1南北iI:，n-aJ)に隣接しているが、
本地点の遺構配置と共通している。3-5而のを|三代は13世紀中ほどー14由紀の前半と考えられている。武

家!吾!肢というよりも、 MJ]l状}ld~;，"1の検出や多111の仏市)師 、 1況等の山上からみて、 Jt院関連fll:の可能性も
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ある。報告常は中心施設よりはずれた一般的な生活区域ではないかと推測している(手塚ほか1982)。

事例2:諏訪東遺跡(御成IIIT806番5ほか ・図1-92地点)第2期の満4・5なども道路側溝でないが、構

造的に同類といえる。満4は4J剖に分かれ裏込めは石垣状に組まれている。

事例3:千葉地東迫跡(御成町12-18.図1-44地点)では旧河川跡(護岸遺構を含む)とそれにつ

ながる満が多くみつかっている。とくに3面の16号満は木枠の残・存状況が本地点満3・4と非常によく似

ている。しかし道路側溝ではなく、制立柱建物に付随する排水油のようでもある。近くには木組みを含

んだ竪穴辿桝などもみつかっている。これらが検出された3-6而の推定年代は13位紀第21m半期-14t!十

紀第3四半期とされる。またネ;辿闘の17地点、(小町二丁目12番目)の第2面の木組み満は|幅23cm、深さ

25cmと小さいが、梢造的には同類であり、先の3地点(雪ノ下一丁目210番ほか)の上層面(推定年代

141立紀中葉)淋3も道路側満ではないが屋地内に設けられた排水施設と考えてよいのではないか。ほか

に北条時房H寺房 ・顕時邸跡(雪ノ下一丁目273番ロ ・図1-58地点) ・本遺跡(小11可一丁目325番イ

外) ・蔵厄敷東遺跡(御成IIIJ822番2)などで検山された木組みの小満などもこれに該当するものといえる。

事例4:先の2地点 (雪ノ下一丁目200番3)の道路を伴った第3B而満4a.第3A面満7bなどは当地点満3・4

とlfil類と判断できる。3面の推定年代は13出紀後半-14世紀前集。

事例5:当遺跡(小町二丁回5番8・図1-16地点)の3而では者宮大路とほぼ並行する南北道路状遺構

とT字に交差する東西道路状逃椛と側溝(満1・南北道路東縁)が見つかっている。南北道路は東丙約

2.5m，満1は|隔約40cm、深さ約14cmで、杭と棋

事例6:当迎跡(御成11町11町l汀J868番地点)の 凹則 (推定年代1臼3世紀中頃~後半)でで、も、南北道路と側構

(伶h満昨切5ω) 、 l直交する 71~~7が同規模の木組みil~ としてより良好な残イ子状況で、検出されている 。 H 則 (推定年代

14世前半一中頃)には掘立柱建物の付帯施設らしき満1・11も検出している。

事例7:当遺跡 (小IIIJ-T Ll116番4-第2次一 ・図1-34地点)で、は最大|隔6mの南北道路がH期にかけ検

出されており、 道路には木組み側溝(満4-7)が付随する。木枠|隔は50cm前後、深さは70cm程度で、あ

る。道路の方位はN-37
0

-Eで、若宮大路よりやや東に傾いている。その北の延長上にあ る33地点

(小IIIJ-丁目116番)では同じ道路らしき版築面と満がかかっているが、さらにその北28地点(小IIIJ二丁

FI63番3)では道路らしき遺構はみつかっていない。報告者は南北道路を境として東は武家屋敷、西側

は武家 ・商人などの混在地と推定している(手塚1的9)。この南北道は若宮大路から1切mほと、西万にある。

事例8:国道134号線(長谷小路)二|ヒ沿pにある。当遺跡(由比ヶ浜一丁目128番7)の中層(推定年

代13世紀後半一141.!!紀初頭)から側満(木組みは残存せず)をともなった道路状辿桝が検出されている。

泥岩塊を|隔5m30cmに敷き詰めて構築されている。

事例9: 当遺跡 (御成IlfJ788番3.図1-91点)の2・3而 (推定年代13世紀後葉-14世紀初頭)では道路

逃桝と側満、 それらとト字形に断交する木組み満が検出された。

事例10:今小路西辿跡第5次調査(御成小学校内)では南街区と よばれる商人・職人の屑住地域を囲

むように道路が張り巡らされていて、報告者は鎌倉後期~南北朝にかけて存在したものと推測している

(鎌倉中期~後期の可能性もある)。本地点の道路と同じ く何度も貼り増しされている。4-5.5mの道路

1隔をもつ。

事例11:今小路西遺跡(扇ヶ谷一丁目131番1・図1-52地点)は上下層で今大路の側溝 (2・3)が確

認されている。木枠が残る側溝3(推定年代13世紀後半-14世紀)は幅・ 深さともに60cm前後の箱型で、

束柱と側板を組み合わせている。溝上部に梁の横木が残存している。中世の今大路の道|隔は特定できて

いないが、恨|同1~3の規模から Hí~察すれば5- 10m~J~ と 、現在とさほど変化がないのかもしれない。

事例12:市街中心部より東方に位置する、妙法寺近くの名l越ヶ谷治跡(大IIIJ四丁目1901番他16)か
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ら検出された2而辿梢(推定年代13世紀後半-14世紀中頃)では、先の地点91と同じく道路辺梢を横断

する木組みの溝1がみつかっている。道路は E砂利で固められ、 3m弱の帽でイWJ満とfll日列をともなってい

る。満1は木組み|隔が約20cm、深さ70cmで、両端が泥岩塊で、埋められていた。全長9.6mで、それ以上延長

されていた痕跡はない。このよ うな途絶した満は地点90千葉地遺跡の2面 (推定年代14世紀中ほど)の

南北治 1-a、木遺跡35地点(小IUf. r日106帯1他一第1次一) ・1而(推定年代14由紀第1四半期~第2四

半期)の満9などでもみつかっている 。 また 71~~9で、は網代塀の基部が並行 して検出 されており、住物の付

帯施設と認識できる。また木地点の2b面(Hf~定年代14 山紀 lìÎï~) 満3 もあf灰質砂行塊に よ り流路が遮断

されているが、これらと同郊の施設かど うか検討が必要である。

竪穴遺構 ・建物

邸プ(iJ!物に関しては鎌倉市内各辿跡で、数多くの事例制作がなされており、諸氏の論考がある。ここで

は木地点の竪穴冶梢1・2の桝造的特徴をあげ、 |司種ill桝の代表例と比較してみる。

まずl翠穴迫榊1.2の特徴を項U化すると、

1. 長さ4.7m以上(竪穴1) . 3.1m以上(竪穴2)、深さ6、70cm程度(竪プ(1，2とも)の規模を有する。

2. ほぼ屯l直に掘り込まれ、暗の内側に板(1J!lJ板 ・羽1-1板)が残存する(竪穴1)。

3.壁板の内恨IJに沿って多数の礎石(上台石)が白かれ柱穴もある(竪穴1'2)。

4.壁板の内と外から板留めの杭が打ち込まれている(竪穴1)。

5.光J京上は脆弱で、l空宇な床面が確認できず、多数の木製品などを含む(竪穴1'2)。

6. 内部に底のないEIII物(竪穴1.2いずれのものか不明)、傍に据費(竪穴1と同時期)がある。底面近く

では網代が残る(竪穴2)。

7.道路状遺構とその側満に隣設され、車111も倣う(竪穴1.2: N-87-89.5
0 
-E)。

8.推定年代 :14世紀前葉(前節参f!日)。

となる。そこで各項11について検証してみると、まず1はいわゆる竪穴建物に一般的な規模といえる。2

-4のJ幻控工法については様々な類砲があるが、 |二台角材や凝灰岩切行ダIJを底面に配した形態とはY込な

ったものである。また治構内にはれ穴や礎板 ・礎石などがあり、杭柱はあくまでも壁板を固定するため

で、 1JlIJ満の木組み工法をそのまま転用したものといえよう。

事例13:諏訪点遺跡(御成町806番5ほか ・sJl-92地点)では、第1月j(推定年代14世紀後半-15世

紀前半) i第1号}j形竪穴建築上11:J(竪穴建物) ・ 第3期(~住定年代13 世紀後葉- 14 1.!J:紀前半) i第3号方形

竪穴住築j:11:Jが似ている。1げはIIIJ物が二つ)'fl1.設されておりその一つは版板がなく、本竪穴辿梢と|司じ

である。これを宗屯秀l引は!??蔵咋ではなく沈殿坑と考えている(宗，卓1994)01号の束。!IJからは柄杓付曲

物が山上している。3片は規般的に小さいが、上向石のi波乱状汎が似ている。また 「わら」ゃ 「刺I];!fリり

板」が!ポ上に般かれていた}.'，{(こもfZl怠する必要がある。

事例14:千集地点辿跡(御成町12-18・図1-44地点)の第2而(推定年代14世紀第4四半則-15世紀

第2i'[j、1':期)内2号方形竪穴状辿榊についてはH判明差があるものの、注1-1すべきは突っ張り材のようなも

のが方形枠外にのびており、隣峨する河川設作長込めと共有しているのではないかと推測できる。この

点について幸Hilt，l?は，;下述していないが、 -+:1珪火とiJllJil時との|刻係に紅i似するのではないか。ほかに5凶i

(推定年代13世紀第4間半期)の7号方形竪穴状治構も同様であると推測する。

事例15:先の5地J1(小町- rtl198番6)の第4面(報告，!?による推定年代13世紀後、ド)の佳物6は、

上台戸J，Hを持たず横板を杭で留めている。傍の木組み遺構は調査区|僚での検出のため全貌は不明だが、

木組みの淋とすれば本j也点のiid-l'，'ri配置と非常に近い。

事例16:道路と側惜の-!$19IJにあげた千葉地辿跡(御成11IJ15-5番 ・図1-90地点)21面の i1片方形竪穴

oo 
q
J
 

q
L
 



住築JII:Jはホゾ穴のあいた上向木があるため椛造的には異なる。5面(報告弁の推定年代は13世紀rl:lほ

ど)の2号はIIIJ煩と判断する。またj誌尾敷東遺跡(御成町822番2)第1市の IJJJIヲ竪穴建築枇」も詳細は

イミ|リ]だが、医11面上で、はよく似ている。

また木地点の1A1i立柱建物は、鎌倉市内辺跡のほほぞ全域で、検出される主要冶梢であり事例は非常に多い。

f背広しなければならないのは、 l笹穴迎梢と部分的に同じ桝造をもちあわせたものであり、馬淵和雄はこ

れを 「板副い建物」、斎木秀雄は 「板壁掘立柱建物」 と称している 。 この遺構の共通した1特造を~約す

ると、

1. t~Jj立ての柱穴の組物枠と地 rl-' から立ち上がった板壁が組み合わさ って検出される

2.囲炉哀・や |二問状追梢をもっ

3 . 板 111~ い施設の述接性がみられる

などとなる。

これらを合め、多様な竪穴逃桝と渦と道路(路地を含め|陥5ml背後|大J)は、判明lからみてもわかるよ

うに同じ地点内に共存していることが多い。IHJ屋の形成は竪穴辿梢を主体として考慮、しなければならな

い。はやくに佳保三年 (1215)7月15"、鎌倉幕府は商人の数を規制する法令を出した。したがってこ

の頃にはもう「鎌倉'1リにIUJびとの住屯は多かったとみたい。そして、鎌倉が都市として機能しなくな

る15世紀前半頃まで続いたのではないか。

3.まとめ
舟柄、干の地はかつて源説明の「鎌治之楯」であり、 [1艮IIIJにのひeる窟小路は六iln迫へと続く主要幹線道

であったとされる(馬淵11994)。義朝のいたのは天袋 (12世紀中柴)のころであり、その頃の窟小路周辺

には義I~J 1の山IS従などが居を梢えていた IfJ能'~I:: が高い。 窟常も平安持] には立~っていたとされる 。 ;rl仰の死

後、 3旦は廃れた可能性があるが、頗判|人府(1180)後の窟小路や六浦道沿いには多くの御家人の屋敷が

住ち悼んだ。文治六年(1187)、頼朝lは脳原良11寺にi課して鎌倉'1'の道路を作らせたとある。その笠年、

『吾妻鋭jによると窟堂下が催災したH午、御家人や民屋が多数焼亡した。また/兵久:年(1220)、正会Z-

{F-(1258)にも同様の記事がある。12世紀末一13世紀中頃(鎌倉前 ・中期])までの間電近辺は武家屋激と民

国が出u.していたのであろう。

嘉誠元年(1225)宇沖宵辻チ御所の移転に伴い、丈尺制が用いられた。これは京都 ・奈良の家地のinlJに

ならったもので、これにより尾倣のli!fv:が戸主でよばれ、汗宵大路を'1'心とした庁11rI j整備に拍車がかか

った。

f :治元年(1240)に峠1Mは鎌倉'1'を保々に分け、本行人をつけて収り締まっている。その|羽符のr:1'みは、

IIIT々 辻々での売買、小路を放くすることが合まれている。また11元三年(1245)幕府は保々の卒行人に命

じて、道を作ること、 小屋を路に山すこと、 11可屈を作ってだんだん路を狭くすること、小屋を淋の上

に造りかけること、ィ反歩きをすることなどについて五箇条の禁制を出した。 ~;~府による丈尺制で、の都 "1

化が進む一万、禁ftjlJが出るほどII芳子に道を造り変え、小尾を建てていたのである。小IIIT-丁目309昏5地

点追跡([支11-50)では、道路がH、干JtjJによって将勤し、その道路 1:にj十戸や竪穴などが制り込まれており、

禁制の内実を溜わせている。宮治二年(1248)幕府は評定衆町野愉長を奉行として鎌倉中の商人の数を定

める。住長三年(1251)には特殊な商業J山城を特定した。またこのとき牛を小路につなぐことを栄じ、小

路を掃除すべきことを定めている。小路周辺は何度も禁制が出ていながらかなり無法地帯となっていた

らしい。元来鎌倉の地は#府の直l陪領のほかは社寺や御家人の領地だったはずである。このような“小

路"がどこを示すのか I~ I雌ではないが、事例で挙げたような町尾でみつかる道路沿桝が“小路"といえ
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るl耳能性もあろう。

文永元年(1264)のころから鎌倉には地奉行というものがあった。これまでの保の奉行と速い北条氏ト

京の被官が|直々 に鎌倉中の物価や小町屋の統制などを行っている。これは御家人や社寺の領地および従

属者には関さず、いわば地下人や雑人のみを支配するということになる。また弘長元年(1261)の「新御

式11Jのrl:Tには鎌倉中の橋の修理を行い、在家の前をJ掃除させるなどあり、地奉行(詐定衆後藤元政 ・
俗宗被官小野沢光漣)がこれにあたっている。宅)l権奈時は仁治元年(1240)に巨福呂坂を切り開き、 笠年

には朝比奈の切通しを開通させたとされる 。 忍性が附!Pたとされる極楽、干の切通しは、~長四年(1252)

-;k仁六年(1298)の|聞に開通したらしい。

1511|も折摘しているとおり、市内の発掘調査で本格的な整地地行面があらわれはじめるのは鎌倉中期

以降となり、 「満による地別りの改変など権力による街並みの統御J(馬淵1994)がおこなわれたものと

想定できる。

本地点の道路状遺構と側満、その事例が検出された推定年代は13世紀中 ・後期-141並紀前期が多く、

その構造も統一されている。つまり鎌倉中期から後期にかけ、切通しゃ椅を含めた大規模な公共盤備事

業がおこなわれた、その一関として、 ノド地点や事例の道路と1JlIJ満なども整備されていったとみたい。ふ

後はその技術系譜をどこに求めるかが大きな課題となろう。

(鍛、治屋)

引用・参考文献(本報全体に共通) ※ 01λl地点帯{].(ますべて阿11刈の調住地点をポす

秋LII哲雄1999 1鎌倉中心部の形成とその桝造Jr中世都市研究6 都市研究の方法j新人物住来社

行n進 f鎌ftil~七の実像j

イi)1:進1989 1都市としての鎌倉J1鎌命武上たちの屋敷Jrよみがえる ~~I 世3 武上の都鎌倉j千凡社

乍IrI川政宏1980 1鶴岡八幡符IFIJ党内追跡Jr鎌ft考~11J (82)-也 );~O

小川尚久ほか1984r，副長倣辿跡J(42地点)

奥山敬之1999 r鎌倉史跡'例年j新人物n:来社

鎌ft市史編纂委日会1959 r鎌倉市史 社方編j有川弘文館

小~!Í'I E敏編2001 r図解・日本の"-，出迎跡jボ京大学1'1'，版会

金子治昌1994 1鎌倉市永福J跡(二!併な地区)山 tの動物冶存体-)，二戸J-JI:，'I'，二|ての動物迎{本について-J
『鎌ft市埋蔵文化財緊急調査報告1'U10-1 

河野l買仰1111)1982 r小IUT-Ti175番1号地点Jr鎌合与l片学研究所研究報1lftl1H長J(41地点)

illf野良知WH983 Irl'l止鎌倉遺跡に見られる貝についてJr鎌倉与r'iJJ 17 

M~!H!t知郎1988 1
"
'1仕鎌倉動物誌一部di辺i伽I'，tの動物辿体と関連辿物からの予報-Jr歴史と民俗JJ 3 

M~ri真知郎1989 r武家出般の構造Jrよみがえる1"1It3 武|ての都鎌ftJ平凡打;

4保鈎t必j川英政1悶98却9 1北条奈H時寺 .11
古焔3川9兆E政1凶98ω9 I ~北t条 A奈毛H時寺 . 11、f~似唄邸i闘跡胡跡、 勺寸咋I守?ノ下一 rllは43詑2番2剖Jr鎌t企守 I市|わ打IJ坦j~U蔵文化財緊急急、調プ究宅報告 7内U 5町(7九4地点)

古焔5川英政1凹99叩o U打'f~~向与年'大路 j刷羽辺泊跡跡、抑 }'jル凶'，i.J中'*~ド川}~汁ケ ?符主 -r 1川17九4干帯詳8外Jrmft，ti.t'削除文化財緊急調作報告占J6(31地点)
'*i川英政1994 r打宮大路J，'1]Jl1追跡群 扇ヶ谷一 rU74寄9(まかJr鎌倉市埋蔵文化財緊急調査報告~I U 1かー2(30)-也点)

保j川央政1996 r鶴岡八幡'1c.J，IIIJ党内辿跡吟ノ|ド '.ITI75需16Jr鎌倉市内蔵文化!11 緊急部Hf.報告~!H 12-2(86地点)

鈎川英政 1997 1打符大路JmJl1辿跡1i下 街IJVtIIlf788ffi:3外地点Jr鎌ftd îJlll. h漢文化財緊急調作執lflT~IH 13-1(91地点)

菊川英政ほか1999r若宮大路)古l辺辿跡群発制調査報告占 扇ヶ将一丁目74諮8・10地点J(31J山点)

熊().洋ほか1993 rrj~沖宵辻子幕府跡 小IIIT二丁目 354 11): 12J r鎌倉市j盟版文化財緊急調査報告丹J9-3(79地点)

小林重子ほか1997r字i，~宵辻 f俳府跡 小111]"二rU361=m:1Jr鎌ftdi.l"'liJ悼文化財緊急調査報告m13-2(77地j弐)
小林重-fほか20001若宮大路周辺追跡群 雪ノ下一丁目19811):6Jr鎌ft，打埋蔵文化財緊急調査報告古J16-1(5)-也u)

斎木秀雄1982 1小111]"二丁FI65得21号地点Jr鎌ft考占学研究所研究報告第1集J(40地)，~)

I百本秀縦1983 r小111]"一丁日309苦手5地点発揃調査報告，lfJ (50地)，'~)

斎木秀維1983 r鶴岡八幡寓111境内発品rrl調官報告S 研修辺場用地発掘調査報告，!}J(85地点)
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府本・禿b:lU985

斎木元縦1987

斎木芳雄1987

斎木秀雄1991

斎木芳雄1993

斎木芳雄1994

r，lJ I~訪米辿跡J i訓I{訪米:辿跡調ft会(92地点)

『御成町228-2他地点追跡、J(45J山d)
『鶴間八幡宮|日境内~跡発掘調脊報伶 ， ' 1n J (88 ・ 89J山 J，'~)

ri板壁州立柱立l!物」の1:!1!nr¥Jr 111 lli ltIi di研究j第1号 中世I'flil打研究会
「杵宵大路周辺追跡府 小II~'二丁目 63番3J r鎌trrn tlilJfuiG文化財緊急調査報告，!H9-3(28地点)

i Jnf~喧穴建築枇の編年試案J rlll比ヶ浜4-6-9地点発掘調査制作tl，tJ

山比ヶ浜1:1.1世集団必地遺跡発抗II調査凶

斎木秀雄ほか1999r鎌余辿跡調作会調俺報告第12集 北条時房・顕H年邸跡7J (60J也lO

佐J{業仁彦ほか1996i字汁!'.向辻子幕府跡 小川てrrl389i!HJ r ~)fttr d i J[1l純文化財緊急調術報告 ~' 11 12-1(81地点)

汐比-)とほか1999U'ri向大路間辺泊跡J作 御成川123排出 『鎌trdi出版文化財黙，Zl淵任報告古J15-1(43地点)

汐比一夫ほか2003i裕光|涜跡やぐら併 扇ヶ谷二丁目191番Jr鎌倉市埋蔵文化財緊急調査報告，'1119(51地点)
flll}li彦-編1984 r 11本歴史地名大系14神奈川県の地名 鎌trdiJ、jL)'L社

宗屯秀1911991 í方)f~ !笹穴建築j-.u:の jlll併にむけて-111lliの大壁造住物について-J
rljllJ:tmil行研究j第l号 中山部rli研究会

京必禿191ほか1994 r長行小路周辺~跡 山比ガ浜三 rlI228・229番外 (J226) 

-Ij l 出前期lのj也加をI'I~ う工芸職入居住地の調査-J 長谷小路周辺辿跡発楓調査団

宗42秀191ほか1997r北条H寺房 ・顕Hキ邸跡 雪ノ下一 r1~1 272番地点J (57地点)

京42禿|リlほか1998i北条11与問 ・制時邸跡 ~ノ下. rl1272若干Jr鎌fr市埋l能文化財黙急調食報t l~-，l U 14-1(57J山J，':O

京I~~ 禿 l リ l ほか 1999 i雪ノド-.r目265番3J山点Jr?ln五|与占学研究所調資研究報告第24集 北条H寺房 ・顕11寺邸跡J(53地点)
宗主・究明1999 il:111立鎌trの民i担保収と消費Jrm:国歴史考r'i・学研究所紀要j第1集

京'~U~ I リl ほか2002 r民俗小路間l辺辿跡 (J236) I11比ガ浜三 r111262孫2、1251ift:1. 2地点
一弥生中期~平安時代葬送地から'11世方形竪穴住物l洋地域へーj点|五|歴史与I'i学研究所

:;1427号lりlほか20031汗自大路舟1)21辿跡l伴 雪ノ下一r112001f):3J r鎌合InJ盟版文化財緊急調査報告，'1119(2地点)
両相il)'tlf1959 r鎌trrli ~と 総説編J，IT) 11弘文節
沌洋1'11'1f2003 r名越ヶ谷迫跡発掘調会f報告tl，t(医療法人財団額田記念会老i辿ぬかだ建設に伴う発掘調査)

イT限会社博通

WftLU析犬1991 1北条奈Hキ・時制邸跡 富ノ |ご一 1'11369番Jr鍬:(trli ~盟版文化財鍛急調任報告 ， ' 11 7(67J山J~)

瀬U11'1'夫1993 1111世都市鎌倉における建物迎構に関する-.考察」

『佐助ヶ谷遺跡(鎌合税務害川地)発品~i調 i空報行』一第2分 1Il ~-J 佐助ヶ谷追跡先制調査団

i頼日11"1'犬ほか1999 1北条 II~~)芳 ・ 顕11年邸湖、 常ノ f. rlI273番イJr鎌fr市埋J議文化財掠急調査報告，.!..tJ 15-1 (60J也点)

FU代(ili犬ほか1989i皆宵大路周辺辿跡Jt't 小町 ~r IJ 39番6ほかJr鎌倉市埋蔵文化財緊急調布報告 ，~1 J 5(6地点)

山代(ili犬1990 1符科大路周辺辿跡、府 小IUTて111280寄2Jr鎌ftIn J~ll版文化財緊急調査報'(l';" 11 6(11地J.':O

川代(ili犬ほか19911行山大路周辺辿跡併 小IUT_:_ 111269需6ほかJr鎌倉 1打埋版文化財緊急調査報行 1~1 J 7(12J也u)
印刷佐利1f1991 1乍沖符辻子幕府跡の調査JPXHIIII鎌倉市追跡調貸 ・研究発表会J(76地点)
|長{林)克2リ川H凶98邸6 1 ~北仁条 A奈号H時寺 .11 

|巨i林)克さωリ川~1四98釘7 1川J北仁条イ小、 11町H川l円l 邸跡(~奈足H、.'f . u 

継=実た1凶99伺3 í門π1乍i~ i津ド宮辻子幕府跡跡、の調査J r第311川l叶リ峨針鎌f倉市i迎立跡跡、調査 .研究発表会J(侭80地点)

1::1毘浩美ほか19981北条小町邸跡(袋Hキ.IL~'~唄邸) ，号ノドー r1=1 370i!): U 
f鎌frrli埋蔵文化財緊急調査報代占J14-1 (66J也 J，'~)

子塚l直樹ほか1982r千集地辿跡 鎌frrli{J加l成10[15-5孫地所在J(90地点)

子塚l直樹ほか1989r小IlIf-T 1=1120番一1地点辿跡J(32地点)

子塚l白;樹ほか1999r-tT自'大路刷辺辿跡l作小IU1'- l' Ll 106番1ほか地点-~1次小IIIJ一丁目 116番4他地点

一第2次J(34・35地点)

i皮 r~í.'ι 屯 ・ 小官lミリ11967

「以Jr標準原色|支11鍛全集JW，3巻保育社
111旧!fi:ほか1986 i千葉地東辿跡Jr神奈川県i盟諸文化財センター調倉報告10J(44地点)

n本福祉大学知多半山総合研究所1994
『シンポジウム 「中世常滑焼をおって」大会資料集j

9!r~ 'ft て2000 「行手f大路周辺辿跡併 小11可二丁目402番5Jr鎌余di迎蔵文化JH緊急調査報代.!H 17-1(10地点)

1'.0主人 ・川副武胤1980
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『鎌7.r 1 引先、干すE典j イ J燐r.，~

服部実現1983 r衷八幡西谷追跡J(87J也点)

原!武忘1988 r北条l昨日 ・顕|時邸跡 吟ノ下一丁11273番ロJr鎌7.r1加盟版文化財緊急調査報作，IU4(58地点)

J恩院ぷ1988 r北条H年明・顕時邸跡 鎌7.r市勾ノドー rEI27411}:2地点発射調査報1l:f，IU (611山)，'~)

原!貰志ほか1989 r北条H寺前 ・顕H、T邸跡 鎌倉市ζ!? ノ下一丁目 271需- 1地点発掘調子町報告 ，~}J (541山点)

原J長忘ほか1990 r北条H年房 ・顕H寺邸1M;'-1;ノ下一丁11265若干3Jr鎌fr111 J~II版文化財獄J51調査報学Tl'} J 6(53地点)

!点!武官、ほか1996 r宇iI!';¥与辻デ幕府跡発品li調査報告Jf小I"J二丁11361番11(77地点)
原l買志1998 r粁宵大路周辺遺跡i作 小1"[二丁円28帯3・5Jr鎌7.r 1 打埋蔵文化財黙急調査報告~!H 14-2(14地)，'.0
回目Eぶほか1998 r北条小1"[邸跡(奈川， 11判割出り 吋ノ下一 「口36911}:1J

『鎌7.rrli J~U版文化f!~'~~急調査報告 ， 'U 14-2(68J山J，':i.)

福回誠1凹99倒4 r手有干1宵与大路周辺迫跡l昨作発品仰制ldi調査報(符与1Jl守? 鎌余市小l'川町H町町IJ可r一丁日6肝7干番昨2幻J地也j点長J(σ39ωJ地山伽J点1町) 

師山誠(ぽまか1凶99悌8 r.r打?2戸白白討Jノ大た路J，占凶:

福u凶|誠ほか1凹99叩9 r占岩f1宮L主1大路R防附iJ辺辿跡J昨:伴下 小H町lげJ二 「円11同5i需存陶8剖Jr鎌合I市打別仰JI川l唱U，i蹴貰文化財緊急調査報告古J15-1(16地点)
松尾宣方1983 r小I"T二丁口28111}:所布辿跡Jr鎌7.rrli埋蔵文化財発掘調査年報1J (13地点)

松!己宣万1983 r二のH同西追跡Jr鎌f.iIli J!E，域文化財発1fI1調査年制J(36地点)
松尾立方1983 r小IIIT一丁目65番10-12所在辿跡Jr鎌倉rl1埋l詩文化財発掘調査年報J(37J也to

総出宣方1983 r膝内定貝邸跡Jr鎌倉市J-q{蔵文化財発掘調査年報J(49J出J，':O
松!五宣Jil985 r鶴岡八申請宵旧境内発細部1査報行，lf 鎌f.ì国宝官n収'1:&Joiî辿設に伴う~~;急調査J (841山 l~)

総白義t，i1989 r貝からみた古邸J:}~の変選-fffに純文時代を中心として一」

f新しい研究法は考市学に何をもたらしたかj
l応5淵利H縦fI1凶98白5 r北糸A必毛H寺， 11 

馬淵利雄1凶98お5 r刊」北t条奈H寺，n時寺頼邸跡 雪ノ下一丁口3訂71-(昏書一1地点発抗劫制Ij_:調ヂ斉モ報千告!身号刊'J1作吋?リJ(侭65引I地山点)
鳥羽;附l雌1986 i粁寓大路周辺追跡i作 小I"T-TII116需Jr鎌7.rIli j{ll ，i~~文化財緊急調子E報告/U 2(33地l~)

馬淵和維1987 i北条n寺院 ・顕11年邸跡、 ';]1ノ下一丁11233番9Jr鎌倉市埋版文化財獄急調査報告，'U3(59地点)
馬淵和維1989 i若宮大路周辺遺跡群 小I"T二丁目12番18Jr鎌倉市埋蔵文化財緊急調査報告-;lU5(19地点)
l鳥羽::1剥ItsH989 i今小路間辿跡扇ヶ符一丁|三1131待1Jr鎌倉市内政文化財緊急調杏報f'T/U5(52地点)
品川|平lJuSE1989 í若宵大路一部 1'11'の M'~IIJ を似るー J rよみがえる'1'111:3 武 |ゴの百11鎌7.rJ平凡社

馬淵和雄1990 r若宮大路周辺遺跡併 雪ノ下一丁Id210帯ほかJr鎌倉市埋蔵文化財紫急調査報告古J6(3地点)

，IJ，iJ:fI和雄1994 r武 Lの庁11 鎌倉ーその成立と桝似をめぐってーJrll'l止の風足を読む2J新人物住米社
馬淵利縦2000 i北条|昨日 ・顕H寺邸跡 勺ノ下一Tld271番3Jr鎌f.iIli J~U'I':者文化財緊急調査報f1- ;!H 16ー2(55J也点)

馬淵平n雄2000 r北条H寺房 ・顕時邸跡 雪ノ下-TI=J 271祷4Jr鎌7.rrli J~U蔵文化財緊急調査報告 ，!} J 16-2(56J也点)

1則::1和雄2002 i北条小町邸跡 '有ノ下一丁目400帯ur鎌倉市Jlli純文化財緊急調査報fT:!U18-2(73地点)
馬淵和雄2003 i北条小PIf邸跡 雪ノ下一丁目401番5ほかJr鎌f.i市川崎文化財緊急調査報告/U19(72地点)
馬淵和維ほか1985r小I"f二丁目345番-2地点遺跡J(46J山点)

X~， iJ:: 1 平n Míほか1996 r北条ぷ11キ・時相邸跡 吟ノ下-TI-1377需7J r鎌f.irli J型j悼文化財緊急調査報告。'U12-2 (62 J也 }，~l)

向凹l其ほか1983 r鶴岡八申請'向旧境|人l発捌調査報告.!f III会殿月l地発ikII調査報告.'u(83地点)

tmlrrU996 r佐宵大路周辺泊跡併発抗lI調査報行，11 小町一丁日321待11(47地lO
1向凹l買)998 U\'宵大路j国辺追跡、併発1~li;調査報告』 鎌frrli小IUf2丁11283番6他2乍J(23地点)

諸昼兵澄ほか2000r北条小IU[邸跡(翻I"f' 11寺願出り 雪ノド-r日367番1、368番11(70J山点)
安田元久編1990 r鎌倉 ・宝I"T人名稗典j新人物往来社

山本信犬2000 r大宰府条上1j跡エ ー陶磁指分知編一Jr太宰府rliの文化財a第49集j太宰府市教育委日会
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図版 1
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図版2

2al街 lニ 全長(南から)

2 2a而全長(東から)

3 2al布市 2 • 1法ち込み 1 (北から)

4 2a而 市 2点斤砂J行以Jイピi(北京から)

5 2b而全景(点から)

6 2b面七全対(南から)
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図版3
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1 3面ヒ全長(南から)

3 3而全景(点から)
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図版4

4

布

一
3
而
惜
4

北
京
か
ら
)

9 3~4 面道路状遺構(東から)

ワ
t
a
n
T
 

n
L
 

(
刊
か
ら
)



図版5
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第1章遺跡、の位置と歴史的環境

本辿跡は鎌倉市街地の北東部、滑川中流域の右岸に位置し、北側は大蔵山、南側は衣張山丘陵がせま

り、その科聞を滑川が蛇行しながら西に流れ、旧六浦路といわれる県道金沢・鎌倉線に而したところ、

浄明寺三丁凶101番13に所在する。楳高16.0mで、ある。

本調菅地点付近に存在する寺院等としてはは東西に通る六浦路、沖妙寺、杉本寺、報国寺などがあり、

また延福寺、大休寺、公方屋敷などの11::1跡、も所在する。六il，ij路は鎌倉から朝比奈切り通しを越えて六浦

(東京湾に面する湾)を結び、巾世における幹線道路で f吾妻鋭jには、北条泰時によって仁治元年

(1240)に道路の激設が決められ、 翌年に着工されたことがうかがえる。滞妙寺は支谷のほぼ中矢に位

置する禅宗寺院である。、浄妙寺はもともと極楽寺と称し、足利義兼が文治四年 (1188)開創したと伝え

られるが (1~ f.1LLI ;退耕行男)13世紀中頃に禅宗に改宗し、 子F名も浄妙子Fに改められた。':I:'E時開基は足利

~~氏の父貞氏によ って整備され、鎌倉五山の五位に列せられる 。 現在では丘陵を背にした谷戸内のみを

JF域としているが、住時にはその全面の平地部分も擁した広い範囲を内め、諸堂宇や多くの塔頭などに

よって伽羅が形成されていた。調査地点は旧境内の一角に相当すると考えられる街道に面したところで

あり、木来の寺地とは性格が異なっていた可能性も考えられる。杉本寺は鎌倉時代以前より存在してい

た古利で、行基の1)8山と伝えられる。天台宗である。1現背霊場J反束三 卜三ヵ所の第一昏札所として有名

である。境内付近のやぐら群の調査が行われている。また背後の丘陵には杉木城という中世城郭が存在

する。報国寺は建武元年 (1334)開制と伝えられる。寺j山は宅間ヶネキにあり、臨済宗である。境内など

の発掘調査が行われている。

ー調査地点周辺で、実施されている発掘調査を記す。(図1)

地点1杉本寺周辺泊跡群(二階堂912番1外地点)では中 Iltの有力御家人の屋敷跡と思われる辿桝m~や弥

生H寺代の辿物などが検出されている。弥生時代の辿桝は未調査なので詳細lは不明である。また弥生時代

(中期後半~古墳時代前期)の集活は:fJl地点より6-700m丙方の|背面利側右岸周辺(大倉45府周辺の西

側付近)に形成されている。地点2浄妙寺旧j党内遺跡(浄町l寺三丁目6番3外地点)は、迫桝として明確

にとらえられるものはなく、わずかに浅いピ ッ トが検出されたのみである 。 i~，土辿物としては、弥生時

代中期後半宮ノ台期~後期久ヶj京期土器が検出されている。

十11川流域では現段階で最も上流で、の II~I土地点になる 。 地点3は、浄|事j苛字 IIJ境内冶跡(浄妙寺字向小

路90番地1地点)では131lt紀前半-15世紀前半に伴う両側に官[1十満を伴う道路状追梢が検出されている。

地点4、作妙寺旧域内遺跡(浄|明寺三丁目151番1外地{O

地点5(浄明寺字稲荷小路129帯2地点)はIIJ境内東側の培頭群があ った地点と指定され、 14位紀後半

一15世紀のiJi¥立柱建物跡 ・升二戸山1:・上娯.rl\~ .柱穴などが検出されている。地o6浄妙寺旧境内遺跡

(浄l明寺三'.r 1=1115帯2地点)は4枚の生活面が検出され、 3而については佳物跡と塀、多数のピットが検
出され居住宅聞が調査区全体に広がっている状況が確認されている。13世紀後半-14世紀初頭の様相が

うかがえる。地点7浄妙奇111境内辿跡(浄明 、午字向小路90帯1地J.':i.) は 「六浦路」 の側渦と !~tわれる消や

武家屋敷に関連すると考えられる遺構 ・迎物を検出している。

地点8公方屋敷(神明寺三丁目143罫2地点)では、関東公方足利市の屋敷と伝えられる公方屋敷跡に

あたるが、 13世紀前菜から15世紀前葉にかけての3則にわたる変遷が従えられる。また多くの治構 ・道

路・ f!tIJ満 ・遺物 .:JI二戸 ・かわらけ溜りなどが検出されている。地点9公万屋敷跡(沖明寺三丁目151苔1

外地点)では 「六il日路jの軸線を意識していると思われる2棟の住物跡などが検出されている。遺跡の
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図1 調査地点と周辺の遺跡
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年代観は13世紀中葉頃と!』われる。13世紀中葉から151立紀前半にかけての3時期の逃梢を検出した。

第2章 調査の経過と堆積土

本地点の発似調査は、発生上を場内で処埋する古11イトもあって対象面積を二分別して行った。 I区は平成

15年6月10日に表土を掘削し、同年6月26日に終 fした。 日区はその南側に、埋め戻し上の崩落を防ぐた

め梓干の未調査区を残して干成15年6月27日に表上を掘削し、同年7月91二|に終 fした。

調査で使用した基準軸は、北側隣接地で行われた発掘調査(有限会社鎌倉追跡調査会 ・2002)で使!日

したx-5・y-10杭 (x=-75635.00、y=-23570.00)を基準に設定した。x'yの数値はこの杭を基準に、

1ml1¥JI偏に、凶と|有に小さ く、 ;，1{と北で大きくなる。y中lliは真北を指す。従って本報告占l十lで使用してい

る北は真北である。

本地点の!1tf'!'!土肘はおおまかに81刊に分けた。(1京13棋式1;:<1)地表面レベルは17.20mで、|珂側の路IIOより

約 1 ，40m高い 。 表上下40cmに上汁小塊を多く 含むH音褐色上が4cm~ 10cmの厚さに唯秘していた 。 この

!習を、不明瞭ではあるが版築而と認定し、上面を11師とした。11亜の下20cm(こは土丹粒を多く合む明褐

色上があり、これを2面とした。2面は中出地山を削平した後の薄い版築と思われる。1面のレベルは

16，80m前後、 2面のレベルは16，60m前後で、ある。

21而の Fには土月中立、炭化物、治物紺|片を少flifTむ粘十1:の強いH背褐色上 (6附)、上)'j-粒と炭化物を少

量合み白色粒子を含む明J15樹色砂質土 (71晋)、上)'}粒をfaかに合み粘性の強いlりl掲色柄11質土 (81胃)が
堆射している。61習は所目¥'jll'l立地山に類似するが部分的に推服が確認されただけであり、様相はl引かで

はない。従って、本地点の明確な地1.11は7層になる。61習から8層の上l函レベルは16，50m、16，40m、

16，20mを測り、西側の道路面レベル (15，80m)より高い。本地点で、は、 11.111:1:のJJd，N前面 ・包含用は30cm

~40cm しか残っていない。 おそらく、本地点の古地を造成し、西側の道路を造るときに大きな削半_[

ドが行われたのであろう 。
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第3章検出された遺構と遺物

調査では緯い包含貯を挟んで2枚の生活面(治構確認面)を確認した。また、上層の生活面には明ら

かに 「近世耕作土」と思われる磁土の遺構も確認されていたため、これらをまとめて1面上逃桝群とし、

同!日を1面治構群、下層を2而JJdl制下t:とした。各生活面には版築された痕跡は認められなかった。

以下、各而の迫桝について説明を加えるが本』で使用する 「鎌倉石J、「土丹」はそれぞれ砂質凝灰岩
切石、{政fi)~泌岩の地域用語である 。 また、底面 レベルは海抜数値、主中111方向は点北からの計測値を示し

ている。

第1節 1面上の遺構と遺物

近世耕作上を磁土に充満する満状土坑と幾つかの上坑が確認できた。土坑の磁 tは明確な耕作七では

なく 、1面辿構群に合まれる可能性も残るが切り合い関係で本商に含めた。

遺構3

1区のrl'央よりやや西側で、昨i北方向に検出された渦状上坑で、ある。北側は撹乱3に壊され、E区では確

認できなかった。土坑11に一部を壊されている。断面形は箱形で、上面|幅48cm、底面11I高26cm、深さ

llcm、J底l市レベル16.25mを測る。主'Ii!ll}j向は兵Jじから311度東に振れている。図示できる出土遺物は無い。

Y10 
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Y5 
)(X5 
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図4 1面上遺構全体図
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図5 1面上の遺構

遺構6

11互のほぼrlljと作il笠|探で検出された上坑である。

調査区外市に延び、 }iH持15を壊している。、cf-r而形

はほぼ円)[ヲと思われ、{確認規模は南北27cm、-*州

72cm、深さ llcm、)底l面レベル16.25mを測る。|ヌi

i]¥できる1'[111二遺物はない。

遺構11

H区の丙よりの南位|探で検出された土坑で、ある。

調査区外南に延び、JJd梢3を壊している。平l面形は

東西に長い桁円JIヲを呈し、 確認規模は|有北42cm、

東丙143cm、深さ20cm、!底面レベル16.33mを測る。

図6 1面上遺構出土物 図示できる出上辺物は無い。

遺構15

I区の111央部分で、|札|じ方向に検iP，された滅状上坑である。北側は脱乱3に壊され、市噌|際で刺uくなり

H区では確認できなかった。断|而はft"i形で、I::.I@隔26cm-56clTl、底面l隔20cm-37cm、深さllclTl、 !氏I:W

レベル16.30mを測る。主!rlU方向は30度*に振れている。本辿梢とJJdf持3はほぼ平行に腕られ、治桃山距

離は106cm-115clTlを測る。|柑布が通路の1J11J満で、聞が通路のIIJ能性も与えられるが、 H区で検出されな

いためlリl椛にできなかった。この場合、JJdf持99も連続する満状仁J)'i:として捉える必要がある。区|ノfで、き

る出I::.ill物はない。

遺構99

III豆の I)Y より で、 l*j~UJ向に検 IIJII された I11存状 t坑である 。 |宇iは調査区外に延び、 北の I 区で、は検 nll され

ない。|析|而形は箱形を官し、確認胤棋は長さ2.451Tl、 ヒ面ltlJi70cm前後、低Ifriill高55clTl、 泌さ7cITl、氏Ifij 

レベル16.19mを訓IJる。主:llilh方向は28J立点に帰れている。辿物は|χ16-1の(11滋U)CJJ1lと2の極小のコ ース

ターIIJlが山上している。

遺構102

III豆の北東|潤近くで検出された1)'/[で、ある。 仁l面を印l平されているためか迎存状況は良くない。遺構

104、109にー部を峡されている。、|ι[而形は桁Ig形で長任54cm、短径34clTl、深さ4cm、底IIUレベル

1 6 . 27mを捌IJ る 。 ~ポできる 出上ill物は無い。

遺構104

III豆の北壁近くで、検 11 1 11 された、ド 1M桁円形の上坑である 。 治構107のJ.l;r 1J!1 I を J哀しているが、)Jd~咋102 と辿

梢106に;U1H11 の一部を壊されてい る 。 H~棋は長径65cm、短任64cm、深さ 30cm、底面レベル16.13m を訓IJ

る。治物は|支16-3の屯泉窯鈎述弁文腕が II~I _L している 。
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遺構106

H区北東部分で検出されたピット状の小土坑である。北西部で遺構104の一部を壊している。平面形

は円形で、 m棋は長任30cm、短径27cm、深さ15cm、底而レベル16.30mをil!llる。図示できる出土辿物
はなp

遺構107

H区の北壁際で検出された椅円形の上坑である。北側を撹乱2に壊され、-*を迫構104に峻されている。

liit認規棋は長径80cm、短径60cm、深さ39cm、底而レベル16.04mをiJWる。辺物は医16-4、5のかわらけが

凶示できた。4は大!皿、 5は小1mである。

遺構108

H区.の北壁際で、検LI'，されたピット状の小土坑である。調査区外北に延び、*を撹乱2に成されている

ため、fl-I而形は不明。確認規模は長律25cm、短作20cm、深さ8cm、底面レベル16.31mを測る。遺物は図

11-28の子づくねかわらけ小.1mが12<1示できた。
遺構109

H区の北東部で、検，':1:'， された上坑で、ある。北側で泣梢102を壊している。平田形は桁円形で確認規模は長

径55cm、j;¥1径32cm、深さ30cm、底的iレベル16.13mを測る。iid物は図6-6のかわらけ小旧lが凶示で、きた。

1面上出土遺物

冶梢昨認'1
'
に山上した辿物のうち実測のできた7点を凶7に示した。7は常滑片口鉢I類、 8は土器質鉢

JIヲ子熔り II縁から胴部、 9から12はかわらけ皿小で、 12はコースター皿である。13は常滑饗片の外周を

隣った 「肝-り常滑Jである。

¥ 

7 

{レ、ノノVA
 :ふγ一一

¥ トーク9 て τ-::::110 L二ーに二ゴ11 (二三E三三ク 12

d l3 
図7 1面上出土遺物
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第2節 1面の遺構と遺物

1面では削平の激しいI区の東半分を除き、多くの土坑や柱穴が検出で、きた。溝乃至滞状土坑は1面

治梢群とは方向が異なり、東両方向となっている。1面上Jjd桝群{確認面とのレベル差は僅かである。

遺構14

1区の凶壁際で検出された、かわらけを多く 川土した(かわらけ溜り?)上坑である。調査区外に延

びるが、、F面形は楕円形と思われる。遺構56、67を壊している。確認規模は長径87cm、短径50cm、深

さ30cm、底面レベル15.84mを測る。

辿物は図11-14-27の14点が図示できた。14は龍泉窯青fi援折紙鉢口縁部、 15は瀬戸人ず、 16は常滑片口

鉢口縁から底部、 17は常滑饗胴部片である。18から21はかわらけ皿小である。うち20、21は灯明皿、 22

-25はかわらけ1]11大、うち24，25は灯明1mに使用したものである。

遺構18

I区の，Iy側で、検出された土坑である。J1Hl'Q25を脱しているが舵乱、J1H品3、24に大部分を壊されてい

るため、、!I-，面形はつかめない。確認胤模は南北55cm、東西38cm、深さ9cm、底面レベル16.27mを測る。

図16-37はかわらけ大[Dlで、遺構18の山 |二。

遺構25

1区の西側で検出された比較的大きな土坑である。遺構3、10、13、27に壊されている。平面形は椅円

形を呈し、確認規模は長径103cm、短径85cm、深さ24cm、底面レベル16.06mを測る。図示できる出上

@ ムぐ X5

。 1m 

図 8 1面遺構全体図
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図9 1面遺構 (1) 
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図10 1面遺構 (2)

ill物はない。

遺構92

1I liの西1](iJI~IJ~で、検 lも されたピ ッ ト状の逃桝である 。 調査|丘外北州に延びているため前体) 1ヲはは掴めな

いが、治桝141、142を峡している。確認規模は東丙25c01、南北25c01、泌さ9c01、底面レベル16.3201を

iUlIる。区l示できる山上遺物はない。

遺構93

1I1ズの北阿部で検出されたピット状の遺構で、ある。平|而)1ヲは桁円形を弔し、確認規模は長径27c01、

短径20c01、深さ9c01、!底面レベル16.3001を測る。|主|ポできる出 |二遺物はない。

遺構94

nl丘の北阿部で、検出された上坑である。冶桝99、141、143、144に部分的にJ点されているため全体形

は正li在に掴めないが、.f{~円形であ っ たと忠われる 。 確認規模は東西40c01、南北33cm、深さ 8c01、底面

レ ベル16.3301 を iJliJ る 。 |訓示できる 1~lll t遺物はない。
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遺構95

H区の西側で、検出された土坑で、あ る。滞状土坑の迫構130を壊している。平面形は不控円形で長任

58cm、知径55cm、深さ25cm、!底i師レベル16.02mを訓IJる。凶示で、きる，'H土ill物はない。

遺構96

H区の西側で、検出されたピット状の辿梢である。JiH持99に-*側を壊されているが平面形は楕円形であ

ったと忠われる。確認規模は東西25cm、南北20cm、深さ13cm、底面レベル16.26mを淵IJる。|χ|示でき

る出土辿物はない。

遺構114

日区の中央付近で、検出されたピット状の逃梢である。礎石に使用されたと思われる鎌倉石が額 |二上部で、

τユプイ5

」斗こグ18

土坑14・かわらけ溜り (14-25)

I I 

遺 構91

ム]~ ~ 
17 

¥ ¥ 
土坑 2

\三~9 ミ二込三ク21

T12 
かわらけ溜り 14

大:~
かわらけ溜り

夫二3=720

7
¥
 

?「二三
かわらけ溜り 14 かわらけ溜り 14

ミーニイ8 ヒこ土二二会

。 1Ocm 

温情 127 ;・4董127 遺構134

図11 1面遺構出土遺物 (1) 
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¥ ートーノク

---土坑128

図12 1面遺構出土遺物 (2)

/ 

、三まニグお
図13 1面出土遺物

O 

L 

。 噌'"‘w、

し一一一一ームー--ニニニj

ι/ 
一ー ...--

10cm 

¥ 
35 

l確認されている。、jII (uJIヲは惰円形で、 {1(I1認規模は長任54cm、短径34cm、泌さ4cm、!底I(IIレベル16.20m

を調1Iる。造物は図11-29のかわらけ小|旧が図示できた。

遺構117

H区の東側で検出された上坑である。遺構127、135に一部を、舵乱に東側を大きく壊されているため、

全体形は恥|めないが、 m円形を日していたと思われる。確認規棋は東jJQ85cm、南北95cm、深さ20cm、
底l而 レベル16.10m を~HlI る 。 住l示できる n'l土遺物はない。

遺構127

rr I ::{の北点|制で、検 ..'" されたJ.I:lPli)j向のがi状上J;/Cで、 ある 。 I~，'ijQ:I丘外京に延びている。辿梢133、137をJ決

しているが、辿梢138にほんの一部を臆されている。覆土内には多くの I:)'J塊が投棄された状態で確認

されているが、性絡などを確定することは出来なかったが、築地等の基礎沼梢を考えたいところである。

断面形は を呈し、 1確認腕棋は長さ 125cm、上11I日60cm、深さ 16cm、底而レベル16.14m を測る 。 主 '~I"方

向は真北から118度予Rに振れている。
ill物は|ヌ111-30、31のかわらけ聞がI'XIぷで、きた。31は灯l肘皿として使附されている。
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遺構128

H区の北壁際で検出された上坑である。遺構99、134に一部を壊され、調査区外北に延びるがI区で

は確認できなかっ た 。 平而}阪は万形あるいは桁P I JI~であ っ たと忠われる 。 確認)J~棋は東西92cm、南北

60cm、深さ36cm、底面レベル16.08mを測る。辿物は図12-33、34が図示できた。33はかわらけ中皿、

34は瓦である。

遺構129

H区の南壁際で検出された土坑である。調査区外南に延びているが平面形は桁円形であったと思われる。

確認規模は長径105cm、短径40cm、深さ33cm、底面レベル15.27mを測る。図示できる出土造物はない。

遺構130

H区の丙壁から調査区中央付近まで検出された治状上坑で、ある。調査|瓦外阿に延び、東は調査区Ij'央

(、J-近で収束している。辿桝95、134、148に壊されている。断面形は で、確認規模は長さ260m、上11届

52cm、深さ23cm、底面レベル16.02mを測る。 1::'11111方向は真北から120度点に仮れている。図示できる

山上遺物はない。

遺構134

調査区東側で検出された渦状土坑である。長さ 150cm、上|幅25cm、深さ4cm、底面レベル16.30mを

測る 。 北側にある泊桝127とほぼ同じ ~idl線で、25cmほど離れている 。 主!MI方向は兵北から 120度東に振れ

ている。辿物は1'2<111-32のかわらけ小1Ulが凶ポで、きた。灯|リJ1mとして使HJしている。

167 
G揃

齢 制

②⑨  。⑮53

⑬叩

178 

156 

。 1円1

図14 2面遺構全体図
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1面遺構出土遺物 (図11-1.......32)

26は遺構91の出土。 '~;~滑饗JII日|部片。 27の研磨常滑片は治構2 (土坑)の出土。

1面出土遺物

35は常滑裂の口縁部から頭部、 36は子づくねかわらけ小mlである。

第3節 2面の遺構と遺物

2面では、 H区で検出遺構がやや少ないが、調査区全体で柱穴などが密度濃く検出されている。渦状

坑らしき治梢は1基見られるが上層とは方向が異なり、不確かである。

遺構39

1区の中央よりやや凶側で、検出された土坑である。ii24持35、78を壊しているものの、iJd桝36、40、68

/ 
A¥{_ゴ主 主。主

A二pfA16.命n

一~ 「一一「
A16命n A・A16.命n A' 

土坑14かわらけ溜り 土坑44 土坑39

A' 

一¥一「

A A' 

A16.5m A' A16.釘n A・

一¥ーノー
溝55

179 o 1m 
L →← l 

因坊 2面遺構

に壊されている。確認規模は長径35cm、短径40cm、深さ20cm、底面レベル16.11mを測る。遺物は図

16-38に図示したかわらけ小H11が出土している。灯明皿lに使用されている。

遺構44

11豆の東壁近くで検出された土坑で、ある。調査区外の北に延びるため全体形は掴めないが、ほぽ円flヲを

弓していたと考えられる。遺構71、77、78、79、85に壊されている。確認規模は長径100cm、短径

50cm、深さ37cm、!底l繭レベル16.01mを測る。医l示できる出土遺物はない。

遺構5臼5 

11区豆の南》点|巨z隅で
坑の可能性がある。1ld構64、80に北端を壊されている。断面形は逆台形を呈し、確認規模は長さ110cm、

l幅70-95cm、深さ10.5cm、底面レベル16.11mを測る。図示できる出土泊物はない。

遺構71

1区の東側で検出された土坑である。遺構79、81を壊しているが治構85に壊されている。平面形は桁円

形で、確認規模は長作34cm、短径34cm、深さ32cm、底而レベル15.98mを測る。泊物は図16-39に図示

したかわらけ小皿が出土している。

遺構87

I区の北壁近くで検出された土坑である。1ldft't 60、62に部分的に、逃梢75に南1Jl1Jを大きく壊されてい

ny 
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n，
L
 



¥-J ~ 

AじQA

i樹首89 0 

¥ トーグ

て二 E二~

1m 

¥工←ークお

， f I 

u1VJ!.l ¥¥ 
!，_V' ¥ ¥ 41 

¥_ ~ー/ク“

巨三三ヲ39
土坑71

」と二之

¥一一」二三会

遺構89(41-47内42-47下層) 。

47 

図16 2面遺構出土遺物

~ ，-~ I=;1 ¥__ーとゴω

L 土J 。

図17 2面出土遺物

又云士二ごク口
土坑:87

¥ _J-ーク

\二コ二~6

10cm 
J 

0 1Ocm 

¥ 下一ーグ51

10cm 
ー」

るが、!i-IUI)!手は桁1-'1)1ヲであ っ たと jぷわれる 。 li'(1i説、脱棋は j乏径50cm 、 j;\l f壬60cm、深さ 14cm 、 l底 r~Î レベル

16.13mを測る。遺物は|主116-40にl:xlノJ'Iしたかわらけ小Illiがn'，土している。
遺構89

ll)_{ 点↑!UIの北壁際で、検 I~， された深い上坑であるが、形状などから木組みを伴わない)1二戸の nJ能性が向

い。 L~II\I部l査範lWに北制11 のL.f'iISが部分的に合まれているが、み;制査で、J函lカiまで調査したのでここに介め

た 。 )J-~fflSは北壁近くのため完全にはl確認で、きなかった。61tdZA見続は'w:ilLi138cm、件j北80cm、泌さ 167cm、

低l師レベル15.0mを訓11る。底l面はJr)1ヲで a辺70cm前後とjSわれる。

JJd物は|χ116-41-47が|ヌ|ぷできた。41は ，，;.( I磁小Mmiの111向日IIとJ4lわれる、 42-46はかわらけ小川で

ある。47は1:1:11げ物を使附した制付柄杓であるが、曲げ物の底板は失われている。全長25cm、曲げ物径

25cm、Illiげ物の泌さ10cmを?WIる。

2L(lHH till物

2[uI訓|任'1"こn'，L した逃物を |ヌ1 17-48-531こ |ヌl ノ r~ した 。 すべてかわらけ 1mで 、 49は r 1"~~ね小 1111 、 5 1は灯

1 リ:I l1Jl 、 53は手引ね大 lIJlで灯l り.~1111 として使川している 。
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第4章 まとめ

本調査では、調査面積が狭くまた近世以降の削平が激しかった事もあって検出された遺構群の性格を

明確にする 'JJはできなかった。従ってここでは調査結果を基に、周辺地域との関係や検出遺構の年代な

どについて校 「のまとめを行う，JJ.にする。

1 周辺地域との関係

本地点の調有では、 地表面が海抜17.20m前後、 l:jl-I立地山が海抜16.60m前後で、検出されている。調ー

地点西側の道路面が海抜16.0ml背後で、あるから、数値では道路を作る|漂にすでに中山の地山を削ってい

ることになる。それを裏付けるように本地点の北に接する民間調査区(註)で、は地山上で、検出された井

戸が道路によって大きく i1ilJり取られていることが確認されている。両地点の治構全体図 (2而)で、は附

側に現在の金沢道に平行する潜状上坑が見られ、やや境界の雄社|が感じられる。しかし、北側では中穴

E 
e、4

o 

図18 隣接地との合成図 (2面)

唱

t
A
ワ
'ヮ“



の数が多く、住物を復元することが困難である。また、仮に佳物を復元で、きたとしても大きな建物にな

る可能性は低い。

これらの Jf:i:から調査地点周辺のILI地形等を考えると、本地点の211iF西側の薬局辺りから東側イザが浄

妙寺門前より小I白い上地であり 、すでに中世生活出iのほとんどは削平されているものの、密度濃く生活

が営まれていた可能性が I!I '~ い 。 浄妙寺との|英l係は|明確にできなか っ たが、今後の調査結果の苔加が期待

される。

2 検出遺構の年代

検出された11面ヒから2面までの治構覆土 ・{確認lii]から出土した治物には、凶示できない破片ではある

が14由紀に合まれる常消費しl縁部が少量含まれている。中1131製の磁器矧では注弁文717磁腕や口〕じ白磁lIJl

がほとんどで折り縁I皿が少51含まれている。瀬戸製品は極めて少なく、小片で折り縁深皿や輩類が少量

見られるだけで、 I'RI示できたのは人 fだけである。かわらけは、 M:I'}習の2面には京都系の子づくねか

わらけが比較的多く含まれているが、li:f:Iiで、は器肉が椛く粕良なJI台上の一群が多い。これらの口径は

7.5cm前後と小Y11である。

これらの遺物から年代を考えると 、1面上で確認したいくつかの治構がおそらく 14世紀に構築されて

いるが、 11而のJ!dHliと1而 tの迫椛のほとんどは13世紀後半から1411t紀前半頃に属すると 与えられる。!fX:

|、ー帽の2i(uは131世紀前、|主の辿梢を111心としているが、幾つかは明確な1'1111二泊!j1/Jは1!則、ものの131世紀後、ド

に合まれるであろう。

本地点の|井l発は13世紀前半に行われたとパえるが、 出土辿物の111や治構の胤棋などから}長政地ではな

くIHJ家的な空|品iであったと考えたい。
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図版番号 図版Nu!晋位 遺構名 種目リ 口径 底径 器1缶 備考

6 1 1上 満99 白抗議 口冗皿 (9.8) 

6 2 1ヒ 淋99 内折れかわらけ 5.4 4.4 0.7 

6 3 1上 土坑104 龍泉窯系 117磁碗 (5.4) 

6 4 1上 土坑107 かわらけ 11.5 7.7 2.6 

6 5 1上 土坑107 かわらけ (7.7) (5.4) 1.6 

6 6 1上 土坑109 かわらけ (7.7) (6.0) 1.3 

7 7 1上 1而上 常滑片 口鉢 (29.4) 11.4 11.2 I類
7 8 1上 1面上 Jて器質鉢}伝子熔り (38.6) (28.0) 8.2 
7 9 1上 1面上 かわらけ (7.8) (5.8) 1.5 

7 10 1上 1面上 かわらけ 7.2 5.4 1.5 
7 11 1上 1面上 かわらけ 8.0 6.3 1.2 

7 12 1上 1面上 内4Jfれかわらけ 7.6 7.8 1.0 
7 13 1上 土坑2 磨常滑

11 14 土坑14 龍泉窯系折縁鉢 (13.4) 

11 15 土坑14 瀬戸 入子 (9.1) 4.0 3.2 

11 16 土坑14 常滑片口鉢 (22.0) (11.0) 8.3 I類
11 17 土坑14 常消費 格子叩きの押印

11 18 土坑14 かわらけ 7.2 4.7 1.9 

11 19 1 土坑14 かわらけ 7.5 4.6 1.9 

11 20 1 上坑14 かわらけ 7.2 5.1 1.8 スス付着

11 21 1 土坑14 かわらけ 7.6 5.8 1.5 スス付着

11 22 土坑14 かわらけ 11.8 6.4 3.5 

11 23 土坑14 かわらけ 12.8 8.4 3.2 

11 24 1 土坑14 かわらけ 12.6 8.5 3.1 スス付'着

11 25 1 土坑14 かわらけ 12.7 7.6 3.5 灯明皿

11 26 1 遺構91 常十円 安f
11 27 1 治構2 磨常十n
11 28 1 ピット 108 かわらけ 8.2 (6.8) 2.2 子づくね

11 29 1 ピット 114 かわらけ 6.8 4.8 1.4 

11 30 1 百~127 かわらけ (7.7) (5.4) 1.6 スス付着

11 31 1 満127 かわらけ 8.0 5.6 1.6 

11 32 1 満134 かわらけ 7.8 6.2 1.4 スス付着

12 33 1 土坑128 かわらけ (10.8) 9.0 1.55 

12 34 1 土坑128 JC (21.0) (15.0) 2.0 

13 35 1 1而 常rl~ 宝f (45.2) 

13 36 1 1 rm かわらけ 9.3 1.9 子づくね

16 37 2 土坑18 かわらけ 12.0 8.2 2.9 

16 38 2 土坑39 かわらけ (8.0) 6.2 2.0 スス付組着

16 39 2 上坑71 かわらけ 9.0 6.9 1.5 

16 40 2 上坑87 かわらけ 7.4 5.6 1.35 

16 41 2 土坑89 青白磁小瓶 4.4 

16 42 2 土坑89下層 かわらけ 7.4 5.3 1.3 

16 43 2 土坑89下層 かわらけ 7.2 5.6 1.2 

16 44 2 土坑89下層 かわらけ 7.4 5.4 1.3 

116 6 ト 4456 ー 2 2 
土坑89-1ご層 かわらけ 7.7 6.5 1.7 
上坑89-J<)冒 かわらけ 7.6 5.0 1.7 

17 48 2 2国 かわらけ (7.7) 5.9 1.7 

17 49 2 2間 かわらけ 8.3 7.5 1.9 子づくね

17 50 2 土坑89-F層 かわらけ 7.6 5.7 1.5 

17 51 2 2而 かわらけ 7.5 5.8 1.4 スス付着

17 52 2 土坑89下層 かわらけ (9.0) (7.0) 1.6 

17 53 2 21国 かわらけ 12.4 3.2 子づくね、スス付着
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治構Nu Jjd榊名 |面 長径X?直径×深さ (cm) 海抜 平面形態 備考

1 柱穴 1上 35 28 61 16.43 楕円形

3 長時状 1上 (65) (35) 11 16.25 長方形

5 ピット 1上 3.0 28 10 16.30 円形

6 土坑 1上 55 (40) 11 16.26 楕円形
7 土坑 1上 (48) 36 4 16.43 楕円形

9 ピット 1 20 20 14 16.20 円形

10 ピット 1 30 23 9.0 16.24 桁円JIヲ
11 二t坑 1上 (57) (43) 20 16.33 桁十月71ヲ
12 土坑 1上 (65) (30) 12 16.38 Hi円形 7より占
13 土坑 1上 42 32 13 16.23 m円形 2.20より古
14 かわらけ湘まり 1上 87 (50) 30 15.84 111円 Jr~
15 滞状 1上 56 25-45 11 16.30 長方形

16 ピット 1上 120 (8) 9 16.30 円形

18 土坑 1上 (55) (38) 9 16.27 不明 3より占
20 ピット 1上 30 25 18 16.00 桁円形 13.22.27より来庁
21 土坑 1上 (30) 40 16 16.00 柏円形

22 土坑 1 30 18 8 16.08 桁iPJJlヲ 20より占
24 ピット 1上 30 23 23 16.04 椅円形

25 土坑 1上 (103) 85 24 16.06 中古円形 13より古
27 土坑 1上 (40) (34) 10 16.06 円Jlヲ 13.22より占
29 土坑 2 47 (33) 22 15.98 格円形

30 ピット 2 (35) (18) 11 16.00 柏円形

31 柱穴 2 38 38 13.5 16.04 円形 柱痕あり

32 柱穴 2 35 32 15.5 16.00 円形

33 柱穴 2 27 20 11.5 16.04 精円71ヲ
34 ピット 2 37 35 16 15.90 円形

35 ピット 2 25 (23) 15 15.98 円形 36・39より古

36 ピット 2 25 23 10 16.05 円形 35・39より古

37 ピット 2 30 (23) 12 16.09 円形

38 ピット 2 28 28 14 16.08 円形 39.68より新

39 上J;'I: 2 48 40 20 16.11 桁円形 l准板あり

40 柱穴 2 34 25 20 16.03 桁円JIヲ 39.68より新
41 柱穴 2 32 28 17.5 16.05 椅円形 礎板あり、 74より新

42 ピット 2 48 28 29 16.05 桁IlJ形 43.72より新
43 ピット 2 40 (35) 13 16.12 ほぽp]形 42より占、 72より新

44 土坑 2 100 (50) 37 16.01 ほぼ円形 71.79より新

45 ピット 2 17 (15) 33 16.05 隅丸方形
46 土坑 2 (78) (60) 5 16.20 椅円形 48・98より新、 11より占

47 ピット 2 50 35 18 16.12 椅円形 75より新

48 ピット 2 (20) 30 21 16.12 不明 75より新、 47より内

49 ピット 2 20 17 23.5 16.06 円形

51 ピット 2 40 40 26 15.59 円形

52 ピット 2 12 14 2 16.10 |判九JIi!ヲ
53 ピット 2 35 23 7 16.20 楕円形 63・66より新

54 ピット 2 28 25 20 16.02 ほぽ円形

55 t.t:充 2 (110) 70-95 10.5 16.11 長方形 80よりが「、 64より占
56 ピット 2 45 (35) 13 16.02 楕円形

57 ピット 2 30 28 7 16.21 ほぼ円形 75より新

58 |二坑 2 (72) (18) 16 16.08 桁 ITJ JI~ 74より新、 46より古
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59 ピット 2 20 20 4 16.14 円形

60 ピット 2 (30) 25 10 16.17 円形 59・73より古
61 ピッ ト 2 (27) (13) 13 16.14 不明

62 ピッ ト 2 (30) 27 10 16.17 椅円形 75より新、 57より占
64 柱穴 2 65 50 27 16.00 楠円形 礎石あり、 55.80より新
65 ピット 2 (40) (18) 35 15.96 不lリ1 89より新
66 ピット 2 30 26 21 16.09 円形

67 ピット 2 40 35 27 16.03 楕円形 34より古
70 ピット 2 42 40 11 16.16 ほぽ円形 75より新、 57より占
71 上坑 2 50 35 32 15.98 緒円JIヲ 4.79より古
73 ピッ ト 2 (25) (15) 23 16.05 不明 60より新、 51より古
75 上坑 2 (142) 120 21 16.09 長方形 47.48.57・70より古
76 ピッ ト 2 35 35 30 16.02 円形 75より宗万
80 ピッ ト 2 (35) 32 21 16.09 円形 64より古
81 ピット 2 20 (15) 23 16・10 円JIヲ 55・75より新
82 ピット 2 (15) (15) 19 16.15 不明 75・76より新
84 ピッ ト 2 25 (20) 18 16.16 円形

85 ピット 2 46 35 21 16.09 桁円形
87 t坑 2 (50) 60 27 16.00 楕円JIヲ
89 井戸 2 138 (80) 円形

92 ピット 1 (25) (25) 9 16.32 不明

93 ピット 1 27 20 9 16.30 崎|工JJIヲ
94 ピッ ト 1 (40) (33) 8 16.33 楕円形

95 上坑 1 (58) 55 25 16.02 梢円JIヲ
96 ピット 1 (25) (20) 13 16.26 楠円形
97 ピッ ト 1 32 30 17.7 16.23 ほぼ円形
98 上坑 1 (50) (40) 16 16.07 隅丸方11ヲ
99 i輯 1上 (24.5) 58 7 16.19 
100 ピット 1 (28) (21) 7 16.22 精円形

101 ピッ ト 1 (35) 32 16 16.13 楠円形
102 上坑 1上 70 55 18 椅円形

104 上坑 1上 65 (64) 9 16.31 円形
106 ピット 1上 30 27 15 16.30 f1引司Jfヲ
107 t坑 1上 (80) (60) 39 16.04 椅円形
108 ピット 1上 。5) (20) 8 16.31 不明

109 上坑 1上 55 (32) 20 16.24 桁円形
110 ピット 1上 20 20 15 16.14 円形

111 ピット LI二 (26) (6) 不明

112 ピッ ト 1 (40) 37 8 16.19 椅円JIヲ 101より占
114 t坑 1 54 34 4 16.20 桁円JIヲ
115 ピット 1 32 30 8 16.18 ほぼ円形
117 t坑 1 (85) 95 20 16.10 桁円JIヲ
119 ピット 1 25 (23) 46 15.85 円形

120 ピット 1 (28) 25 51 15.80 楕円形
121 ピット 1 25 25 47.5 15.83 円形

122 ピッ ト 1 37 36 30 16.02 円形

123 柱穴 1 48 47 20.5 16.10 円形 礎石 ・柱痕あり

126 七坑 1 (80) (40) 32.5 15.98 梢円JIヲ 鎌倉石あり
127 治状 1 (125) 60 16 16.14 長方形

128 上坑 1 (92) (60) 36 16.08 楕円形
129 上坑 1 (105) (40) 32.5 15.97 楕rg形
130 渦状 1 260 52 23 16.02 枯円形
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131 土坑 46 40 20.5 16.06 長方形 鎌倉石敷きつめ

132 ピッ ト (25) 25 24 16.04 円形

133 ピット 1 20 15 34.5 15.96 桁円形
134 満状 1 150 25 4 16.30 不整形
136 土坑 1 50 35 26 15.91 楕円~ヲ
137 ピット 1 (25) (15) 10 16.19 不明 127より古
138 柱穴 1 25 24 39 15.91 Pi形 柱痕あり

139 ピット 1 30 30 10 16.03 円形 140より新
140 ピット 1 23 (20) 26.5 15.92 円形

141 満状 1 (110) (13) 10 16.13 長方形
142 土坑 1 (45) (45) 17.5 16.07 不明 143より新、 141よりl片
143 土坑 1 (40) (38) 22 16.02 不明 141・142より古
144 ピット (20) 20 21.5 16.02 ほぽ円形 143より古
145 ピット 1 35 (18) 14 16.05 不明

146 ピット 1 28 (22) 20 16.10 1:g 7f~ 

147 ピット 1 36 32 23 16.04 ほぽ円形
148 ピット 1 27 20 20 16.10 指円形
149 土坑 1 (45) (20) 4 16.20 不明

150 ピッ ト 2 28 28 9 15.96 円形 土丹あり

151 ピット 2 33 27 18 15.85 ほぼ円形
152 ピッ ト 2 38 35 21.5 15.86 ほぽ円形
153 ピット 2 30 30 28.5 15.80 円形

154 ピット 2 45 35 40 15.82 指円}形
155 ピット 2 18 18 5 16.55 円形

156 ピット 2 45 35 13.5 16.01 椅円形
157 土坑 2 (110) (40) 3 16.15 楕円形 122. 123.126. 176より新

158 ピット 2 30 23 22 15.94 指円形
159 土坑 2 (45) 50 23 15.98 指円形 上)1'敷き

160 土坑 2 (95) (30) 19.5 16.03 楠円)1ヲ 123.131より古
161 ピット 2 37 30 10 16.00 椅円形
162 ピット 2 (23) 28 17 15.93 ほぼ円形
163 ピット 2 (23) 25 12 15.97 ほぼ円JIヨ
164 ピット 2 38 23 10 15.89 楕円形 鎌倉石あり

166 ピット 2 40 30 19 15.86 楠円形
167 ピット 2 (25) 25 12 16.00 惰円形
169 ピット 2 26 26 17 15.96 円形

170 ピット 2 (26) 33 27 15.87 円形 136より占
171 ピット 2 40 (20) 27 15.89 楕円形 136より古
172 ピット 2 38 32 19 15.98 liぽ円形 173より新
173 t坑 2 (73) (58) 8 16.09 長Jj形 172より占
174 ピット 2 20 20 10 15.89 円形

175 ピッ ト 2 30 25 23 15.98 桁円)1手
土坑 楠円形

』ーー

176 2 (40) (20) 10 16.11 123.125より古
177 ピット 2 (23) 25 18.5 16.00 楠円形 「准板あり、 158より肯
178 土坑 2 (43) 40 26 15.92 長方形
179 柱穴 2 (43) 50 36 15.83 円形 礎板あり

180 ピット 2 40 25 10 16.05 椅円形
181 上坑 2 (32) (30) 14 15.98 梢円形 179より古
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1. 1面上 遺構90 東から

3. 1面上遺構104・107 南から

5. 1面上遺構127かわらけ出土状況西から

図版 1

2. 1面上遺構102・109 南から

4. 1面上全景南から

6. 1面上全景東から
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図版2

遺構 1・7・12 西から

2. 1面遺構14遺物出土状況西から

3. 1面 遺構24・27ピット群 北から 4. 1面 遺構14かわらけアップ・東から

5. 1面遺構25 東から
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図版3

2. 1面礎石出土状況北から

1. 1面全景西から

3. 1面 遺構127検出状況東から

4. 1面遺構27 東から

5. 1面 遺構130 東から 6. 1面 遺構131土丹出土状況北から
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図版4
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1. 1面 遺構138 東から

2. 1面全景 西から

4. 2面 遺構33a・b 南東から

6. 2面 遺構42・43 東から
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図版5

遺構52 南から 2. 2面 遺構56柱痕東から

4. 2面 遺構89 北から

2面 遺構64礎板西から

6. 2面 遺構89 柄杓出土状況北から

5. 2面全景西から
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図版6

'"l._ "' ........ ;川.I:~'~円

2. 2面 遺構159検出状況北から

遺構131 北から

2面遺構159かわらけ出土状況北から

3. 2面遺構179検出状況北から

6. 2面全景
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図版8
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若宮大路周辺遺跡群 (No.242)

よじガ浜 丁 127番1地爪、



例 日

1. -..f>:搬は、打科大路)，'ij~辿跡~t'f. (No. 242) I々に所hする鎌倉市山比ガ浜 -111127需1地点における伽|人削IIf主主也I没
に伴 う JI~. J悼文化l!.j発1M ，詰1~ 1t報(りで、ある

2 発効lL淵ftは、、1;'成15T7)11511-llIj{I'.8) 1611 にかけて、鎌余 l打数行委t~会が30m' を対象 l而f!'1として夫Jft!! した 。
3 別地での調作体制は、以ドの通りである
lll. 、刊 行 :鈴木内介
調 h t~ : 111代(ill}，，:，浜野おりえ fJf)'j-まどか
調fiM助 L~ : ~'~Ih炉 ;t治， IW[ J 1ユ俊逸，八lJl:州lちか子
調1句作業 t~ 安庁 : リ 1 ・ ftl陳先附 • ?~(I子文保・川，I;_j{ ~司 ・ ' 1 0 11((\迫犬-大J i迫5，.I'i(以 1:、社卜tl法人鎌frdiシルバ一
人材センタ ー)

4. 辿梢|χII(!I1守成 ・ト レース、遺物実illil.トレース、 1'1'11:辿物写兵制影、版下作成、 本文幸)l惜の淵住結*整型作業およ
び報??文作成は、以 ドの人Uで行った(現地での迎椛写真損影は1Jl川まどかが行った)
在 任 : ;-T-E必禿|りl
調作t~ 京長 'Il;~ i~ f-，小泉必(j'1l

5. 本文 '1' に削げた柿凶は、嶋本的に泊村，1全ìJ!i1lヌ! を 1 / 120、個別辿桝|χ| を 1/60 、 山 1-:泊物を 1/3でノJ~ した これ以外の縮
パを合めて、名付'i]'xlには縮パキを示した
7. ここに制げた柿|ヌ|、写!'iを合む発1111ぷi伐に関わる山 1-:，'，，'，等資料は、鎌fr市教育委t~会が保竹している
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第1章遺跡、の位置

第 1節遺跡、の歴史地理的環境

若宮大路周辺追跡群は、鎌倉の若宮大路下馬以北の今小路と小町小路に挟まれた一帯を指す(神奈川

県遺跡台帳番号 No.242 ) 。 調査地点は、この辿跡群の南西I~局、かつての大町大路と今小路の接する交

-ー点の北東に位置する。交差点の北東角に現在は六地蔵が安置され、調査地点界隈を地元では六地蔵と

羽1している。

f鎌倉市史jがかつての東海道であった可能性を示唆する大町大路周辺の発掘調査成果によれば、海

浜砂丘列が F馬以西の大11IJ大路付近を東西に広がっていたようである。占東海道もこの砂丘に沿って設

定されたのかもしれない。ただし、調査地点周辺の砂丘または砂堆は、東西方向だけでなく南北にも広

がっていた。

これまでの多くの発掘調査成果から調査地点の南西、若宮大路と大11rJ大路が交わる下馬交差点の南東

を流れる滑川に、西北西から流れ Fる佐助川が大11IJ大路をj越えて流れ込む。さらに、北西から流れ下る

桐ケ谷川が、調査地点の南東で、佐助川に合流して滑川に流れ込んでいたと思われる。このよう に調査地

点一帯の若宮大路周辺遺跡群地域には、西北西または北刊から流れる河川が砂丘に沿って延びる大Ilq.大

路を横切っていた。この佐助川と扇ヶ谷川の沿岸にそって砂堆が大町大路の北側へと広がり、砂推の北

端は現在の御成小学校に発見された今小路西追跡、(御成小学校地点)の東端にまで延びている。この大

IIIJ大路の北に延びる砂堆地域に調査地点は位置する。すなわち、調査地点は古東海道に隣接するうえ、

北方へと延びる河岸微高地の砂堆上に立地していたことになる。

砂堆地域は、調査地点の位置する佐助川と扇ヶ谷川の河岸微高地の他に、大町大路|有側11に鎌倉湾に面

した由比ガ浜にかけて広がる。大IUj"大路南方の砂堆は、滑川河口の西方に広がる海岸砂丘で少なくとも

東西方向に延びる三列がある。この砂丘列と、佐助川および扇ヶ谷川の河岸砂堆は、大IUJ大路と若宮

路の交差点、現在の下馬交差点付近にて接する。調査地点は、現在の文化財行政上では符宮大路の東方

に広がる地域として若宮大路周辺追跡群とされるが、調査地点は海浜砂丘帯から今小路西遺跡にかけて

の一連の砂堆地勢に位置するとしてよい。

調査地点周辺では、これまでに多くの地点で発掘調査が行われている。まず、砂土佐の北端に発見され

た今小路 IJl{遺跡・御成小学校地点、では 、|半f] ~tに延ひマる丘陵の山裾に東)jの砂堆地j戒を~.~ fろすように奈

良時代から平安H寺代前期ごろまでの相模国鎌倉~"5の役所、鎌倉郡街跡が発見されている 。 古東海道に近

接するj山171に当時の行政機関が位附していたことになる。そして中世|面からは、八戸主.を越える!よさを

持つ高級武家屋敷が2区画とその前面に広がるPIJ家が発見された。町家は武家屋敷の東方に位置し、お

そらくは現在の今小路にl面するように展開していたと考えてよいだろう。街路に面して広がるIIIJ家とそ

の奥に屋敷地が営まれる中世都市鎌倉のIIIJ並みの一端がよく示されている。また、調査地点、と同じ若官

大路周辺遺跡群内の下馬交差点から100mほど北方の若常大路の西側に而した鎌倉駅西口第 2向転車駐

車場地点(地点1)では、御家人が鎌t.r，，"，'，向時に寄宿した宿館が発見されている。このように訓査地点

の北側では屋敷地、 11IJ屋、宿館などの中世鎌倉の御家人や都市住民の生活を窺い知ることのできる調査

成果が相み重ねられている。

'i 1 世鎌倉の様子を記した 『吾妻鋭jに次の記事が見える。仁治二年 卜一月廿九日の条「未の魁、若宮

大路の下馬橋の溢騒動す。これ三浦の一族と小山の輩とl旬l草あり。両方の縁者!弛せ集りて群を成すが故

なり。前武州はなはた驚かしめたまふ。(1十11略)事の起りは、若狭前司泉村・能登守光村・四郎式部大
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夫家村以下の兄弟親類、下馬橋西頬の好色の家において、酒宴乱舞の曾あり。結城大蔵権少輔朝!貰 ・小

山五郎左ftij門尉長村 ・長沼左衛門尉時宗以下の一門、同じき東頬において、またこの興遊を催す。時に

野十郎(結城)朝村かの座を起ち、遠笠懸のために由比の浦に向ふのところ、まづ追出し犬を射る。

その箭誤りて三浦が曾所の簾中に入る。朝村、雑色男をしてこの箭を乞はしむ。家村出し興ふべからさ

るの由主張し、これによって過言に及ぶと云々。件の両家その好ありて、日来互ひに異心なし。今日の

図1 調査地点位置図
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確執、天魔その性に入るかと云々j。佐助川 もしくは扇ヶ谷川が若宮大路の 「下馬Jを横切る地点に橋

が架けられて 「下馬橋」と称せられていたのであろう。若宮大路と大町大路が交わる現在の下馬交差点

付近である。そして、このあたりに 「好色の家」が東西両側に粁を連ねていたことを 『吾妻鋭jは示し

ている。先の宿館のすぐ近くである点は、おもしろい。

他方、調査地点、の南方に隣接する砂丘地域の調査では、次のような成果が得られている。大IIrf大路か

ら南方の砂丘帯は、行政上、長谷小路周辺逃跡と由比ガ浜中世集団墓地辿跡と設定されている。長谷小

路周辺辿跡は、大1I可大路の六地蔵より西方j戒の長谷小路一帯を示 している。由比ガ浜li1世集団墓地は、

昭和28年に発掘され、中世から近世の多くの逃倣を発見した東京大学人類学部の調査を契機として設定

された由比ガ浜地域を指している。ともに砂丘地帯に立地する両遺跡の調査では、総じて同様の遺構群

が発見されている。それは、 「方形竪穴建物」と呼称されることのある半地下式の倉庫群が多数発見さ

れることである。柱でなく壁で建物を支える桝造の当該建物は、耐周年数が比較的短く建て替えが頻繁

であったために、多数の建物跡が発掘で発見される。そしてそれらは緩やかな地割規制と敷地割りを踏

襲して幾棟もが建ち並んでいた。由比ガ浜中世集団墓地追跡内の由比ガ浜二丁目1034番 l外地点(地点

2)では、若宮大路の東に面して多くの半地下式倉庫が建ち並び、その裏側、東方には消)11の河岸に街

揚げ地も発見されている。鎌倉に舟で運ばれてきた搬入物が荷暢げされ、倉庫に納められた様子が窺わ

」

つ 十
X:-76185 

Y:-25726 

図2 調査区設定図
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れる。この}j形竪穴住物の多くは13世紀1tlごろから営まれており、それ以前には倒立柱の建物が建てら

れる屋敷が存在したことも由比ガ浜4-6-9地点で確認されている。砂丘地帯は当初から倉庫ばかり

が建ち並ぶ地域ではなかった。

また、砂丘地帯では由比ガ浜中世集団墓地の遺跡名に迷わず、埋葬骨もしばしば発見される。埋葬骨

には土臓を伴うものもあれば、体幹骨が遊離したもの、または遊離骨が集積された例もあって、当該地

域をいわゆる葬送地としての認識を当H寺の人々が有していたことは確かである。しかし、墓地として一

般生活から分~JItされた地域ではなく、 }j形竪穴建物の建ち並ぶ1'1日の空閑地に埋葬または打ち捨てられで

もいたようである。方形竪穴建物の中には収納機能よりも工芸作業場として用いられた例も認められる。

その工芸で利用された材料にウシ、ウマ、シカなどのP~;I~'が利用される場合が多く、動物の死骸と関わ

る作業が中心となって、ヒトの葬送とレウeエルは異なるものの 「死」と結びついていた。

これまでの発掘調査事例の概要のみを記したが、今回の調査地点、は砂堆地域に位置しながら、大11fT大

路南)Jの万形竪穴住物の並び立つ地域と11fT屋および屋敷地が展開する r附封地域との中間地に位置してい

たことが窺われる。

木村)喜代治 1993 r打宮大路周辺浩跡併発掘調究報告-J!?一鎌倉駅ILY口第 2自転市駐車場及び(仮称)鎌倉市イE主制
祉サービスセンタ ー建設に伴う発掘調査報告古j若干考大路周辺追跡群発掘調査団編集、鎌倉市教育委

L~会刊行

原 !fd志他 1993 ["由比ガ浜9'世集団墓地辿跡(由比ガ浜一 r1-11034番 l外地点)Jr鎌倉d1埋蔵文化財緊急調査報告
，~~ 9 平成4年度発掘調査報告J(第 1分jlll)

斉木秀縦他 1994 r rlJ比ガ浜 4 - 6 - 9 地点発掘調査報告占一大蔵省印刷}， J鎌tr宿泊所建設に伴う埋版文化~，~党側調

査報告，!}J由比ガ浜'1-'世集1.11基地辿跡発掘調査団.
河野良知郎他 1990 r今小路西辿跡 (御成小学校内)発掘調在報告 ~U 今小路阿追跡発痢調脊団編、鎌倉市教育委員

会刊行.

第 2節 (図2)

発掘調査で発見された遺構を国土座標に位置づけるため、測量基準点を調査地点内に移動させ、それ

を用いて発見された治構や調査範凪を|随時記録した。調査地点に設けた基準点は、調査IK外南方2m(こ

打ち込んだ杭の上に設けた。設置した基準点の|主|土座標値は、次のとおりである。X=-76185.0 

Y =-25726.0 

第 3節 堆積土層と発見された遺構・生活面(図3)

伸1~1 3に今回の発JMI調査で発見された松下層迎梢面の治構と、調査区間周の壁面に認められた上階:i1í

積を示した。設定した調査区は、建物建築予定範囲と発掘調査にて発生する掘り上げ土の置き場を勘案

して、南北9.5m、東西3.2mの矩形とした。調査区現地表海抜高は、 8.6mを測り、 |有方にある砂丘の最

l司海抜高より2m程低L、。

調査区設定後に呪代の表上を取り除く作業を開始したが、思いの外、表上は厚く、浅いところで、70cm、

深いところで、は2mlこ及ぶ現地去上が唯制していた。 4長 1 : 唯有'11~・7の I旬低は、既設辿物9基礎の他に埋設管

設置に起因する。

現地表上を取り除いたところ、 ~II世に帰属する治構の磁土がすぐさま刷れ、またそれが調査区内のほ

ぼ全域にわたって確認できた。既設建物建築の|療に、中山以降の堆積上を全て掘り上げていたことにな

る。さらに、調査区四周の壁面での土陪観察の結果、現地表上の一部は111世迎梢の掘り込まれた中山生

活面までをも鍋り上げていたことを確認できた。このように本調査地区内の迫桝泊存状況は良好とは百

唱
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えず、発見逃構の掘り込み面とその磁土雌認は困難であった。そのため、現地での遺構認識を調査後の

整理作業にて訂正せざるを得なかったことを明記しておく 。なお、整理作業にて変更した遺構解釈と発

掘調査時逃構認識の相違については、各遺構説明の項にて記す。

表土掘り上げ後に発見された遺構は、中出期の 「方形竪穴建物J3棟である(方形竪穴建物1-3)。こ

れらは互いに切り合いながらの新旧関係をもつが、調査区内の西方に一部残されていた中世期遺物包必

層の上面と下層から掘り込まれていたことを確認した。調査区内には、2時期の生活面が存在したこと

になる。ただし、遺物包含府の上面に現地表土が堆積していることから、辿物包含!替の上面が本来の

活面ではなく、さらに上方にあった生活面はすでに既存建物基礎および埋設管設置時に失われているこ

とをR在認、しておきたい。

発見された3棟の方形竪穴建物の郡上を掘り上げた後、逃構底而および壁面に11-1世以前に遡る辿構磁

』を認めた。遺構覆土の発見状況から、掘り込まれた迫梢は竪穴住居跡が2棟であった。

都合3枚の生活面が今回の調査区内に{確認され、それらから中世の方形竪穴建物とそれ以前の竪穴住

居跡を発見した。調査地点北方に位置する今小路西遺跡(御成小学校地点)に発見された古代の郡街と

中世r有街地との両時期を通じた関係を想定できる。

第2章発 された遺構と遺物

以下には、調査によって発見された治構と泊物を下層より順次報告する。最下層に発見された竪穴住

居跡の第3面から既存建物基礎下に確認できた2枚の中世面の都合3枚の生活面に発見された遺構と遺物

を生活面ごとに説明してpく。

第 1節 第3
rtl 世に属する治桃を掘り上げた後に、その底面に竪穴住居跡を発見した。調査区内は、中世辿梢の掘

りヒげによって、ほとんどの自然堆稿用と竪穴住居跡の磁土を失っていた。ここに説明する竪穴住居跡

がどの層位、もしくは高さから楓り込まれたのか平IJ然としない。調査の進展に伴って、順次調査区壁面

に観察できる堆積土層の積み重なり方、層序を確認しつつ作業を進めたが、竪穴住居跡の掘り込み位置

を確認できなかった。ただし、堆積上階の差異より次のtJ習を竪穴住居跡の覆土と想定した。

帰図4の調査区西壁の堆積土層図中の第1-8層、および第9J習が竪穴住居跡の覆土と思われる。第5層

を除いて、いずれも黒みを，J作ひ寺た茶褐色の砂質上で、 11-llltに帰属する粉砕泥岩粒子を交える黄褐色土と

異なる。これらの土用は、これまでの鎌倉市内低地の発掘調査で、弥生時代から古代にかけての生活面や

遺構磁土と認識されているものである。こうした土質の経験的理解のもと、第1-第9層が中世以前の遺

構詔上であり、これらの土を磁土する竪穴住居跡2棟が摘り込まれていたと理解した。

竪穴住居跡 1

第1-8府を槌 1--する住居跡である。調査区のI事i半分に発見され、大)Jの磁土が11'1主治桝の掘り上げに

よって失われているが、住居の北東附と北辺の限界を確認した。住居の規模は調査区内に確認できない

が、 |有北車111で、4m以上が残こ っている。磁土の堆li'l状況から、住居は海抜8.94mから掘り込まれ、底面ま

での泌さ83cmを測る。担り込み底面上には、泌岩刺11粒と黄褐色砂を交える茶褐色粘質土が床土として貼

られている。床面上からは、 |二器の{政片と柱穴が発見された。北東|潤に位置する p1は柱穴で、直径55

から60cmの不正円形の掘り方内に直径19cmで、深さ51cmの柱痕が残っている。 p1は隣接する p2の掘り直

つdQd
 

ワ臼



跡掘り方底面からは、柱痕を残す p3と6のほかに p4・5. 7のピットが発

p6は深さ31cmを残す。他のピットの深さは、 p4が6cm、p5が60cm、

これらピットの住居内位置を把握できず、それぞれのピッ トの

p7が

穴住

p3は深さ37cm、

37cmを測る。住居規模が不明なために、

しで、あろう。

貼り床を剥がしたー1

見された。

役割を断定できない。

住居内磁土のうち、第5層はカマド壁体の崩れと思われる。

図5ー 1-2は竪穴住居J11:1のp1より出土した。1は7世紀末-8世紀第 l四半期頃の長胴裂である。

体部外商は縦方向のへラケズリ、体部内面は横方向のへラナデの後、指頭によるナデあげ、大きく広が

l縁部はヨコナデにより調整される。なお、調整痕は明瞭に残る。2は7世紀末-8世紀第 1四半期る
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1.茶褐色弱粘質土

2黒褐色砂貿土

3茶掲色砂質土、泥岩粒を混じえる床土

4.茶縄色砂貧土

5.茶褐色砂質土、焼土を混じえるこカマドの崩れ

6. ?it褐色砂質土

7.黄褐色砂質土、炭化物を混じえる

8.黛褐色砂質土

9黄褐色粘質土
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図5 第 3面竪穴住居跡1出土遺物

頃の甑。休部外面に不明瞭な横方向のケズリ調整痕がわずかに残る。体部内面中位付近は指頭によるナ

デ、底部付近は横/J向のへラケズリにより調盤される。3はp2より出 tした 7由紀末から 8世紀第 l四

半期頃の長JlItr]裂。体部外面上位より F/Jは縦/J向のハケ、体部内面上位は横方向の粗いハケ、上位より

下方は横方向のハケにより調整される。4はp3より出土した 7世紀末から 8世紀第 l四半期頃の長胴輩。

体部外面上位は縦方向の粗いハケ、上位より下方は縦方向のハケ、体部内面上位は粗いハケ、上位より

下方は粗めの横方向のハケにより調整される。内外面ともに調整痕が明瞭に残る。5-9は竪穴住居枇覆

土中より出土した。5は7世紀末から 8世紀第 l四半期頃の長胴裂の口縁部片。6-7は8世紀前半まで

の土師杯である。いずれも体部外面中位付近から器墜を薄くしながら外方へ屈曲する。体部外面は縦あ

るいは横/j向のへラケズリにより調挺されるが、 6の調整痕は不明瞭である。

8は8世紀前半の須恵郎蓋、 9は8世紀第 l四半期のJ不である。

竪穴住居跡 2

1111立遺構の掘り込みでほとんどがj袋されて、 |隔25cmほどの床面が調査区の中央付近に東西に発見され

た 。 床面と認めた |二 J~可上而の海抜尚は8.55mで 、 竪穴住J活跡1の掘り込み位置からの高さが39cm しかな

い。竪穴住居跡の壁高としては浅すぎるきらいもあるが、中世以前の遺構覆土と思われる第9層の土質ー

から何らかのヰI世以前の治梢と考え られる。さらに辿梢底面が平坦で広域に及ぶことから竪穴住居跡と

した。ただし、確証はない。

F
「
U
Q
d
 

円

4



方

形

竪

穴

建

物

2

n
H
H
H
U
U
H
H
H
川

円
H
H
H
H
t
h

ミ

4m 

図6

方

形

竪

穴

建

物

1

中世面全測図

。

第 2節 第 2面

第2面から第1面は、中世に帰属する遺構が掘り込ま

れた生活面であるが、而自体は調査区内にほとんど残

されていない。大型巡梢の覆土が調査区内の大方を覆

っていて、わずかに残された生活面構成土と遺構|司士

の切り合い関係から2枚の生活面が存在した乙とを確

認した。

1-1-'世期の第2面と第1面に発見された辿構を挿図6に

王J¥した。発見された遺構は3棟の方形竪穴建物で、

れぞれが調査区内にその一部分を残しつつ、調査区全

面を遺構覆土としてしま っている。3棟の方形竪穴建

物のうち、方形竪穴建物1と2が第2面から掘り込まれ、

方)1ヲ竪穴建物3が第1面から掘り込まれている。

第2面は、遺構の切り合いによって、実際の生活面

が調査区内に残されていないが、上層の第1面を構成

し、最新の方形竪穴建物3がその上面から掘り込まれ

る第15層より確実に F方の上用より掘り込まれている

方形竪穴建物1・2の存在から第2面の存在を想定する。

方形竪穴建物 2

調査区の北半分に発見された。南端を後述の方形竪

穴住物1に壊され、北端と束凶両方向が調査l丘外へと

広がっている。確認できる掘り方の南北長は4.45mで、

そ

土層3主配

1黄色砂中出曲山の崩れ

2.茶褐色砂質土

3.灰縄色砂、貝煎細片多く混じえる

4.1高縄色砂質土、粘土を混じえ堅く鮫まる

5.黒褐色砂質土

6.貧褐色砂

7.黒褐色砂J質土

8.褐色砂

9.茶褐色砂貿土、炭化物を少量混じえる

10褐色砂質土、炭化物・粘土が互層に入る。

屋根土か7

11‘灰褐色砂貧土、炭化物・貝煎細片・泥岩粒を混じえる

12.茶褐色砂質土、炭化物・貝殻細片・泥岩層を混じえる

13褐色砂貿土、炭化物・貝罪量級片・泥岩層を混じえる

14.晴褐色砂質土、炭化物・貝m細片・泥岩層を混じえる
15褐色砂質土、貝殿片を多く混じえる
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北1H1jに轟込め土を残している。想定掘り込み面から1m25cm下方の底面は、ほぼ平坦で、調査区北壁から

70cm南方にlt高10cmの木材腐食痕跡が40cmの間隔を置いて南北に3本残されていた。木材腐食痕跡は、方

形竪穴建物の床面を支える根太の痕跡と考えられる。

苅8は方形竪穴建物2裏込めより出土した。

1はかわらけ。背高で、器壁はゆっくり聞きながら立ち上がり、上位付近より強く外方へ屈曲する。

2は常滑饗の底部片。

3は青磁無文折縁鉢。破片の状態で被火し、内外面ともに利l表は荒れる。

玄19-1-4は方形竪穴建物の床面直上より出土したかわらけである。いずれも混入物を多めに含む弱

砂質胎土。背低気味で、内底l師が広く、器壁は内雲寺気味に立ち上がり 、体部中位付ー近より外反する。

5-18は方形竪穴建物覆土中より I~~I土した 。

5-8はかわらけ。5は背低で、内底而が広く、器壁は直立気味に立ち上がり、仁l唇部がわずかに外反

する。6は背低気味で、器壁は大きく 聞きながら立ち上がる。7は手づくねかわらけ。混入物の少ない粉

質胎土で、器壁は厚く、 体部中位より下方の

指頭痕は明瞭である。8は背高で、器壁は内湾

l床に立ち上がるが、体部外面上位より外

する。

9-11は舶載陶磁器で、ある。9は龍泉窯系肯

磁古Ij花文腕。底裏には焼成時の剛!着痕を残す

が、磨って平らにするなどの調整は消賀・地で

行われていない。また、使用による著しいキ

ズが体部内面最下位から内底面にかけて残る。

10は龍泉窯系青磁鈎超弁文腕。体部内面に使

~ユ弓 長二ーレーク2

V ト二ヲ4
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-
図8 方形竪穴建物 2裏込め出土遺物
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図9 第2面方形竪穴建物 2出土遺物
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則によるキズが残る。11は褐利輩。削り出しによる高台宜付の一部に摩滅痕が残る。

12-16は常滑窯製品である。12は13世紀中頃の常滑山茶碗。高台は小さく、雑に貼り付-けられる。使

用による摩滅痕は遺存音13に兄られなかった。13は片口鉢I類。小片のため、追存部に摩滅痕などは確認

できなかった。14は13世紀初頭の饗口縁部片。15は査と思われる。16はすり常滑。聾破損後に転用され

たものである。席減痕は破損断面すべてではなく、破損断面の上端、あるいは下端に見られる。

17は銅製の飾り金具か。著しい錆が付着して詳細は不明だが、平面形は四角形の可能性がある。また、

断面JIヲは山形を呈することから釘隠しと思われる。

18は黄昧淡緑~紅昧淡緑色砂岩製の荒砥。表裏、 および左右側面に砥面を残すが、平滑に使用されて

いない。

方形竪穴建物 1

方形竪穴建物2の南端を壊して調査区の南部に発見された。掘り方の南北壁と南西隅を確認したが、

東西は調査区の外へと広がっている。掘り方上場の南北長は、 4m60cmを測る。上場から1m10cm下方ま

で掘り込まれる裏込めの内側に、建物内部に当たる部分がさらに18cm深く掘り下げられている。南北両

端に認められた裏込め内側の建物南北長は、 2m42cmとかなり小さい。砂質土壌の調査地点における掘

り上げ七の崩落が原因で、掘り方が広くなったと考えられる。

掘り方底面には、矩形や長方形の浅い落ち込みが4ヶ所に認められた。建物内部のものは根太跡の可

能性もあるが、裏込め部分については不明である。また、建物内部の南端に砂質凝灰岩の粗い切石が斜

めに少し浮いた状態で発見された。これが建物の土台を支えたものであるのか、不明である。

なお、掘り方南端の裏込め部は、現地調査時には土臓として認識していたため、本報 においては、

土層注Ie

1.黄色砂、炭化物を微量混じえる

Z暗貧色砂質土

3暗黄色砂貿土、炭化物と泥岩粒を少量混じえる

4茶縄色砂貨土、泥岩ぬと炭化物を少量混じえる

5茶褐色砂質土、泥岩塊、炭化物、貝殿片を混じえる

6暗縄色砂質土、泥岩粒と炭化物を少量混じえる

7.灰褐色砂質土、粘土を少量混入する

8茶縄色砂質土、泥岩塊、泥岩粒、貝熊片と炭化物を混じえる

9茶縄色砂質土、黄色砂と貝殻片、炭化物を混じえる

10暗褐色砂貿土、泥岩塊、炭化物を混じえる

11.暗褐色砂質土、堅く憲章る

手(12暗褐色砂質土、泥岩粒、炭化物と黄色砂を混じえる! 113日音縄色砂質土泥岩塊と炭伽似る。竪く鮫る
土
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図11 第 2面 方形竪穴建物 1裏込め出土遺物

北部の裏込めと分けて出土遺物を掲げている。

図11は方形竪穴建物 lの轟込めより 出土した逃物

で、ある。

図11-1-4はかわらけ。1は背低で、内!底面が広く、

器壁は直立気味に立ち上がる。2-4は背低気味で、

。 10cm 

ヲ
05cm  

内底面が広く、 r'@P器壁は内湾しながら立ち上がり

体部中位付近より外反する。 図12 第2面方形竪穴建物1裏込め (旧土壊1)出土遺物

~二三ズ

ミι斗二フ《

て司丁 J 
図13 方形竪穴建物1出土遺物
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5は丸瓦。凸面に布目痕が残る。

6-7は浅鉢型火鉢。6は器壁が薄い。体部外面中位より下方は指頭により、また体部内面は木口状工

による:fJ齢、横方向のナデにより調整される。煤などの使用痕は迎存部に見られない。9は体部外面上

位から内面にかけては横方向の指頭ナデ、体部外面上位より下方は軽いへラミガキにより調整されるが、

外面は器表が荒れ不明瞭である。外底面に櫛状工具によるへラ切りかへラ調整がなされる。

8-9は舶載磁器。8は龍泉窯系青磁無文折縁小鉢である。小片のため、使用によるキズなどを迫存部

に確認できなか っ た 。 9は白磁口冗皿。 外底面の和lはわれ、取られる 。 内面は強い二次焼成を受け、 ~IÌI表

が荒れる。

10-15は常滑。10は13世紀後半の小饗か壷である。11は片口鉢I類。小片のため、遺存部に摩i戚痕な

どの使用痕を確認できなかった。12-15はすり常滑。いずれも白色微石~小石を多めに含む暗灰色胎土

の裂か査の転用品である。

図12は方形竪穴建物 lの掘り方南端の謀込め出土辿物である。lは予づくねかわらけ。厚い器壁は体

部中位付近よりわずかに外反する。

2は常滑片口鉢I類の口縁部片。小片のため、追存部に使用による摩滅痕を確認できなかった。

図13は方形竪穴建物l覆土中より出土した遺物である。

ミ
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!三_____J
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糊 | 土層j主犯

1.褐色砂質土、泥岩粒、炭化物と貝殿細片を混じえる

ト+ I 2.暗褐色砂質土
3.暗褐色砂質土、泥岩小塊を混じえる

4.靖縄色砂質土、泥岩粒、炭化物と貝殻細片を混じえる

5.暗貧褐色砂質土

6.暗褐色砂質土

7.暗縄色砂質土

2π、

図14 方形竪穴建物3
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1-2はかわらけ。いずれも背低で、体部中位より外反するが、 1は器壁が薄く、混入物の少ない粉質

胎上である。

3は青磁鏑蓮弁文腕。内外面ともに使用によるキズを著しく残す。

4は南伊勢系土鍋。体部外面中位付近より下方に使用による煤が付着している。

第 3節第 1
本来の生活面構成土上面は、現地表土堆積時にすでに失われている可能性が大である。しかし、明ら

かに第2面遺構の掘り込み面より上層の堆積土JErから掘り込まれている辿梢をここに掲げる。第1面の治

構が掘り込まれる土用は、泥岩粒子と炭化物に黄褐色砂を交える暗褐色砂質土である。

第1面から掘り込まれた遺構は、方形竪穴建物が1棟であった。

方形竪穴建物 3

調査区の南西|明に発見された。調査区内には遺構の北西部のみが残されていたが、掘り込み内部に建

物の基礎石列を発見した。基礎石は、長辺96cm、短辺37から40cm、厚さ13から17cmを測る切石である。

基礎切石は、長方形の掘り方内部の四周と大引の下に設置されていたと考えられる。

調査できた掘り方規模は、南北4.3401、東西1.45mで、西と北のそれぞれ掘り方上場から60cmと40cm

内側までを轟込めとし、それより内部に基礎石を設置する。基礎石の設置に当たっては、掘り方底面に

土を入れて切石の上面を揃えている。この基礎石の上に土台が設置される。また、調査区南東|明に厚さ

9cmの切石が顔をのぞかせているが、これは建物四周の基礎石の梁方向に横断する石列の一部で、土台

と直交する大引を載せたと忠われる。

|支115-1-3は裏込めより出土した。1は青磁鏑蓮弁文腕。内外面ともに使用によるわずかなキズが残

る。2は白i滋円JC旧l。小片のため、使用痕などを確認できなかった。

3は釘。

4-15は覆土中より出土した。4は子づくね、 5-6は糸切りかわらけである。4は平底で、器壁は口縁

部付近より外反する。5は背低気味で、器壁はやや内湾気l床に立ち上がる。6は背低気昧で、器壁は内脅

しながら立ち上がり、口縁部付近より外反する。

7は13由紀末の瀬戸灰利11.底在11目血。強い二次焼成により口縁部周辺の利は剥落し、内面の利が泡立つ。
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図15 方形竪穴建物 3出土物
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8-9は13世紀後半の常滑襲。10-13はいずれも白色微石~小石を多めに含む暗灰色胎土の裂かilliの転用

品である。破損面端部を使用している。

14は拝。15は銭。鈷による腐食が苦しく、銭純を判別できなかった。

第 1面上出土遺物(図16)

図16-1は8由紀前半までの土師郎。器壁はとても薄く、体部外面中位付近から外方へ屈曲する。

2は白かわらけ。体部外面上位より下方は指頭による押さえで調整され、調整痕が明瞭に残る。3-9

はかわらけ。3は背低で、器壁は大きく、直線的に開き、口縁部付近よりわずかに外反する。4は背低

昧で、内底面が広く、器壁は内湾気味に立ち上がる。5-7は背高気味、あるいは背高で、器壁は内常気

味に立ち上がり、体部中位より外反する。8は中型、 9は大型である。いずれも混入物の少ない燈色弱粉

質胎土で、器壁は薄く、碗型を呈する。いわゆる 「薄手JL深J型である。
10-17は常滑窯製品。10-11は片口鉢I類。いずれも使用によるごくわずかな摩滅痕が残る。12は片

口鉢E類。小片のため、遺存部に使用痕などを確認できなかった。13は13世紀初頭の、 14は13世紀後半

の裂。15-17はすり常滑。いずれも白色微石~小石を多めに含む粗い灰色胎土の裂か査を転用している。

15と17は破損断面端部を使用している。

18は998年初鋳の 「戚平元費」、19は1023年初鋳の 「天型元宮Jと思われる。

20は拝。21は時灰紫色を呈する赤間硯。「リクjに使用痕ではない細いキズが多く残る。
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表1 遺物観察表 (1) 

j，[iI'XI骨り 11¥ 1-_地 fo[(日リ 111王 liHf: ~向 t~iî -15' 

5 i笠火住J，')跡iピ1 トI L~n~~ (23.4) MiJ二は白色砂、黒色1数砂を合む位色粉質土 焼成良好

5 2幣火{tm跡lヒァトl 闘員 (9.0) 
肝i上は虫色、および(1色微砂と多泣の泌粒を多く合むi炎肌
色粉質土

5 3怪火1Urti跡Iピメ卜2 l机同質
J!fìtはド i 色砂、金~':):J'. ' を合むザフついた符色粉質 1: 焼

I皮良~i

5 41'経穴住肘跡 iピyト3 l毛m~~担 (23.4) 肝i1:.は(1色砂、金会1手n.を合む俊色粉rit 焼成良好

5 5竪?に{i:J，';跡、 l l毛刷~
肝iJ二はド!色{殺砂と多祉の金'Ef主片を合むl狗侵色粉質綴省、i二

焼成良H

5 6時火1I:J，，;-跡、I 勾: ( 14.7) Jlfil:は黒色!被砂、 Ililを合むrYI位色粉質綴御上 焼成Oji

5 71'霊?に住民跡 l 何: (13.1) 肝i1:は(1色組砂を多 く合む淡T'i色上焼成良好
。81'歪火住民跡l tィ:占i (16.8) lIti 1: (.j: 1'1色砂を合むi虫灰色仁焼成良灯・

5 9司Udtl汗跡l 月; (12.2) lIti tは.'0(¥色砂、白色1鼓砂をfrむn)}灰色上焼成良好

8 llJa駁穴住物a込め かわらけ ( 12.3) 7.1 3.55 
胎 tは黒色1厳砂、内牧、 Ili十、雲母Jtを多めにiTむH在位色
>>!J砂質 1-.

8 21 JjJf~竪穴 ill物21!込め 7ii 消費 肝i仁はI'J色微粒~小石を多 く合む組い灰~政灰色 1:

8 31 Jj Jf~竪穴 ill物2袈込め l'f磁折緑鉢 ぷ地は(1色粘11綴;富 1: 和lは.'X緑色を11する

11 Jjlf己破火ill物21，+;11ii，，'( l匂 かわら11 (7.0) (5.0) 1.0.1 船上は::u色i側、 l判、 (1針を多めに合むu淵包]1]砂質上|

9 2lhif:火、げく他物21ぷI(，i，!(L かわら11 7.5 (5.1 ) 1.5 nti仁は見色i故砂、 (1料、I'lilを多めに含むUiH宣色IIII砂質l

9 31 Ji形骸穴姶物21.ぷI(ril!(L かわらけ (7.1 ) (5.0) 1.5 sfi Li立!.I，¥色微砂、1'1料、1'1$1を多めに合む日吉即Li!!j]jJ砂質 ]'.1

9 41 Jj Jf~竪í'(ill物 21，+; úM( 1二 かわら11 (7.1 ) (5.1 ) 1.7 nti 1:は11色微妙、 (1料、 (1$1を多めに合む1Ii'i.frf色lil]砂賃上|

9 51 }j形緊穴建物2 かわらけ (8.1) (7.0) 1.5 
肝ij二は!日色微砂、白枚、 1'1$1、雲f:):J1を多めに合む&il:即L色l
l]l]砂質 1:

9 61 }jJf~竪火 ill物 2 かわらけ 7.3 5.6 1.7 Mi.1:は'11:色1厳砂、11針、1'1ねを多めに合む淡鐙色!j1j砂賃上

9 71 h形l校火ill物2 下づく ねかわらけ (12.8) (6.8) 3.0 lIfi 1ーは烈色{鮫砂、十'1料、ゴn:):片を少mt合むlIiY肌色粉'i'11:.

9 81 Ji Jf~鞍?に建物 2 かわらけ 12.2 7.5 3.0 
船上は!日色微砂、 (I~if:、 (1$十、三f l:):I;- を多めに合む符色t;ij

砂質 i二

9 91 JiJf~ 'M火 ill物 2 「f磁宣11イE文碗 6.2 ぷ地は!'/t'味IYII火色粘1'1綴術 1:利iI;J:オ')ープ色

9 101 JJ形畷穴住物2 ff舷鋪A弁文骨量 (16.2) ぷ地は I~J灰色村i 'l'1紋密 1-. 前"はり〈紋包を'止する

9 1I1 JJ形骸火ill物2 位j相"'，~l (8.5) lIfiL: は 1;1-( 、 H庁!火色 l]l) *!j質上泣f{ ，~ilは鉱脈

91 12 }iJ杉隆火ill物2 'ii~'計'r山茶碗 (7.1) 府i1-.ーは (1 色1~紋 - 11& {i を多めに合む柄lぃ!ポ色上

9 131 Jj}f~ '後火 ill物 2 'm'計'fJ;1 1鉢 1m J!fi 1ニは仁l色{殻牧を少;注合む1;正色上

91 14 }jJf~畷穴住物 2 常滑う里 lIfi 1-.は(Ii!!微粒を少五lfTむH荷以色綴術仁

9 151 }jJf~鞍火山物 2 常治、伝 (10.6) 肝i1'.は白色1数料を多めに合むj火-&1.火色j]l)粘質鍛仏il.

91 16 }j形竪穴住物2 すり常ifJ- 長3 . 4 申i~6 . 6 "，[.0.9 肝i1: 1ま(Is棋史料~微イiを多めに合む階以色上

9 171 Jj形繋火山物2 銅製飾り金Jl_.? {壬1.9 ftlO.3 

9 181 Jí Jf~堕穴住物 2 荒田t l毛12.2 ~i，18.9 1'1<17.9 前日本i炎患k 車l川，i炎tk色を t止する

11 11 Ji Jf~怪火 ill物 1 2I込め かわらけ (8.8) (7.4) 1.75 sfi 1 は!日色{鮫砂、ドIN: を多 く 含む符色砂'.r~し

I1 21 }J形1経穴ill物J:~誕込め かわらけ 7.3 (4.5) 1.6 肝i1二は烈色微砂、内剣、 (1牧を多くfTむi炎ね色1)1)砂111-.

11 31 JiJf~怪火山物 I ~込め かわらけ (7.7) (5.4) 1.6 肝i1:は!日色!被砂、(1校、 (1$1を合む位色IIII砂111:

11 41)i)彩駿火建物1~反込め かわらけ (8.1) (5.8) 2.0 船上は，[，1，¥色1教砂、I'!U、尖I:):)tを合むIIfft1I色弱l沙'i'1上

11 51 Ji Jf~ '桜火 ill物 l 斑込め )L瓦 sfi LはドIi!!砂をわずかに合む以(Is粉質綴密土 焼成良好

11 6 1 }jJf~~火 ill物 1 ~込め iJ(H，形火jl>: (31.0) 船 |はI'Is微粒とi/己中止を多く含む淡此色粉貿 t

11 71 }j形竪穴住物l ~込め i立鉢形火鉢 (36.4) (28.5) 7.7 目白 |は(1色微砂と1'1i!!i，厄ねを多 く合むi炎紅色七 焼成良好

11 日}jI杉戦火ill物l'奥込め 1・f磁折，~小鉢 み地はIYI1火色料，rt敏術 l' 紬は，';(緑色を'Elする
II 91 )j)杉1;;民i'(ill物 I ~込め 1'1儲IIJじ1111 (9.7) (6.6) 1.8 み地は(1i!!I]l)tb'i'1級者1'. 納i主総昧乳向色を没する

11 101 }j彩幣火ill物I袈込め 百;'0';/1、受か'，:官 肝i1ては白色微行をわずかに含む明灰色 L

1I 111 )j)彰桜火ill物191込め 7片付}片11鉢 1m 胎 1:は(1色1故松-11&1;を多く含む朝lいJ天~紅色 1:

11 121 Jí形竪穴建物 I ~込め すり ';i~'滑 R<1.4 申1，16.8 /1/0.9 肝i1-.は(1色微校~微イ[を多めに合むねlめのl天-11仰天色1'.

11 131 Ji J杉竪穴住物 1 ~込め すり1;:;TIt 民4.7 附7.4 /'/1.6 sfi卜.はIIi!!1扱牧~小イiを多く含む粗い/1<色上

11 141 Jj)f~ '経穴住物 1 ~~込め すり 1Î~'rrt i毛5.6 申M6.2 l'メ1.7 sfj 1:はr'Is微校~徴イiを多めに合むUiY以色鍛冶i'1: 
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表1 遺物観察表 (2)

jtjil刈f昨3j- lI¥U也 純日1) 111華 JiH量 日号向 備4ち

11 151 }j形雪量火ill物l'爽込め すり常滑 l毛4，4 ~IJ7 ， 6 JI/1.0 sfi 1 : は l'I~I:殻イ'j -小イiを多く合む組めのJ/(色上

11 16 )ï形~穴建物 I ~込め もE r!将司E元U'J

12 11 )j形竪穴建物H艮込め 子づく ねかわらけ ( 11.6) (5A) 3，25 sfiJは!日色1扱砂、 11針、 l'lnを少な合む償色弱粉t'iL

12 21 )j )f~幣穴 ill物 l 礎込め 常滑片11鉢 I矧 肝:上は (I~微校 - 1殻引を多 く 合む本IIい灰色上

13 11 )j形竪?に建物] かわらけ (7.1) (5.2) 1.45 
胎上は，'J\色微砂、 ~HJ;J'，-、白針を少&含むi先肌- i，炎茶色 ~lj

お，}1'i1'. 

13 21 )j)杉戦火山物l かわらけ 7.4 5.1 1.75 
ßfì上は，rn色i敏砂、ドIN、 (1 針、ゴn手J\" を多く合む将色~lj砂

質J:

13 31 )j形竪穴ill物l 1'1総鈍雄弁文碗 ( 16.5) ，#地lまl列jポ色ljlj粘11綴硲 L ~11tは淡，';1..緑色を宣する

13 41 )i形竪穴住物1 けj伊勢系し鍋 (33.6) 胎kは:.1.¥色砂と金;:tCJ 'a:多l.kに合む灰色 t

15 I1 }j形竪穴住物31l込め llJ~磁鈎;Iß弁文椀 (16.2) AE地は)/(色!jlj粘質綴'11'，'上 flhはUff1，!.緑色を没する

15 21 )i形竪穴ill物3'l込め 1'1磁11)じ1111 ぷ地は (I~lllj名古賀級'9.'上 泊Itは緑味乳(1色を官する

15 3 方形竪穴他物 3~込め 釘 長8.7 1.壬0.7

15 41 )i形竪火山物3 千づく ねかわらけ (8.2) (6.3) 1.6 胎f:I.:t:日色微砂、ドl枚、1'1$十を多めに合むね色1h)砂t'il

15 51 )i形竪穴ill物3 かわらけ (7.2) (5.6) 1.8 胎 1: は:，1，\色微砂、 (I*~ 、 (Ijl を合むi~m色~ll砂 '1'i 上

15 61 )i形竪穴住物3 かわらけ 12.2 8，4 3.2 
胎上は!H色微砂、白粒、 ~母j十 、 自針を多めに合むi先m色

1m砂t'i1: 

15 71 )j )f~略火山物 3 瀬}ille納氏自1Irl血l ( 15.2) 
胎 1:はIYJJ.火色ljlj粘質綴衛上申Itは半透明のliItk-総色を5;.
する

15 81)jJ杉竪穴住物3 常滑き担 胎|二はI'J色微位~小石を多めに含むlポ色上

15 91 )i形竪穴ill物3 'm'i11'3盟 胎 1:は1'1色微行を多く合むねlいIIlJ灰~灰色上

15 101 )i形態穴住物3 すり常itt 民3.5 幅3.9 1'/.1.2 sfi 1: 1.;t(1 ~微校~小行を多 く 合む相1めのH百以色 1'.

15 111 )i形怒穴住物3 すり常itt 長3.2 申1，¥3.7 )'/1.1 肝i1:は1'1色微行~小行を多めに合むl情位-11庁11<色i

15 121 )i形竪穴建物3 すり常滑 反2.8 ~1，\5.2 JI/I.2 船 1 '. は íl~微行を多く合む相lめの IIff灰色」

15 131 )j形畷穴住物3 すり 1;~'r骨 良3.2 何5.1 1'/1.0 sfi 1: 1立 I'I~微粒 ~小h を多めに合む粗いlIìHU - II-i色 1'.

15 141 )j}彰竪火ill物3 n: 遺作H:4.1 ~r，\l . 3 )'/0.3 

15 151 }j形竪穴住物3 ~11 主主任ィ、IVJ

16 1第 1lui 1'. 材、 sfi t ー は，1，1.\色微砂金'~f主 1;・ を ftむ i炎符色粉質 1 '. 焼成H.H

16 2 1 ~; 1 I(li 1'. 1'1かわらけ sfi 1はHI'MI色粉t'i鍬街 1:

16 3第 l面l二 かわらけ (8.0) (6.2) 1.7 
sfi 1: は!日色微砂、 n牧、内針、 1:ほ片を多く合むね色~IJ砂|

賃上

16 4第 1dti 1: かわらIt (8.3) (6.1) 1.85 肝i1 : は ，' ，1 ，'; 色微砂、 1 ' 1 刻、I' I*~ を少iJ:合む i炎従色lhJ 粉f{ 1匂

16 5第 Ilfii卜 かわらけ (7.5) (5.8) 1.7 
船上は I ，IJ色i妓砂、~~I:JIi'、1'1$十を多めに合むi炎肌~淡茶色

!hJ砂'1'iL

16 6買う llfiiL かわらけ (7.7 ι1.8 1.9 
肝i1:は:.1.¥色{殻砂、1'1$1、l'1 t，~ ， '1HJJ¥'を合む淡符色l)lj粉11

16 7第 1lui J二 かわらけ (8.6) (6.4) 2.1 肝i1'.はIJ.¥色i数砂、ドIH.l'tnを多めに含む淡符色IWt.J;賃上

16 8第 1iTii卜 かわらけ 11.3 6.3 3.2 Jlfi 1".1ま，'，1，¥色微砂、 (1粉、 L片付J'，ーを少Ei7Tむm色ω粉1'11・

16 9第 1j宣H， かわらけ (13.1 ) (7.2) 4.0 胎 tは 'H色微砂、1' 1$1 、 'lt1 :ÞJ\" を少i止合む位色!;~j粉質上

16 10第 l凶j1'. ';i~' 汗tJ'， ' II鉢 I 矧 Jlfi 1 : は (I~微村 ~ ノl、イ! を 多 く 合むねlい以色 1 '.

16 12第 11自i1: "，:;:;汁tJ¥'11鉢]liti sfi 1 は (I~微粉~小イ i を 多く合む粗い灰色|

16 1 I第 11面上 7片付P\ ' llj~D Jäi Jh'i 1:は I ' I~微粒~小イ iを多めに合む組めのIIì'i JI< 色|匂

16 13第 11而l二 7片付g担 sfi L はI' I~f数料を少:，t合むj火色級?転上

16 1 ..J 1 ~llflil '. 'm.討?鑓 Hfi 1 は (I~微位 ~微イ l を多めに合むねiめの!火色 L

16 15 1 ~; 1 ilii r. すり7片付t L.t5.7 $.15.7 I't 1.2 sfi 1は1'1色微'{i-小れを多めに合む根lめのI/(色 1:

16 16第 l面上 すり 1Î~.itt n6.9 幅10.1 111-1.0 胎['.は白色微粒~小イiを多く合む粗い階以色 1:

16 17第 11耐1'. すり?;叶t l壬'1.3 ~1，\8.5 1'/1.5 sti 1:は II~f殻枕~小イ i を多めに合む組めの}I<色 l '

16 18第 11f1i1: $11 「成口口"<<J

16 19第 I出L 銭 r;ミ引JじWJ

161 20 第 llfijJ'. 1字 遺作長7. 8申日1.7 "/0.3 

161 21 第 Il(1i1: 亦III!(I見 l主8.2 制2.6 1ソ2.0 H百J天然色を叫する
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第3章 まとめ

第 3 1Hiの竪穴住居跡から 出土した治物は土自fIí長胴裂と郎、それに須恵器の郎であった。 長JI~I饗は 7 世

紀末から 8世紀第 1I珂半期 、 土印lí~誌と須恵器の郎はいずれも 8 世紀前半に収まる ことから、第 3 聞は 8

世紀初頭と考えられる。

第2而では、破片も含めて底部を確認できた子づくねかわらけの多くが、混入物の多い弱砂質JI合上の

平底であった。また、方形竪穴建物3裏込めから手づくねかわらけが山上していたが、額上中より山上

した大砲糸切りかわらけは背高で腕型を呈し、 小型かわらけは汗低気味で内底面が広いものが多く見ら

れる。このことから第2面は、 131lt紀後半頃と与えられる。

糸切りかわらけでは、 l面上n:'，上沿物に大111の 「薄手丸深J型かわらけが見られるが、同様のものは
L、ず、れのi而の辿梢からも出上していない。ただし、第l面方形竪穴建物3より出土したかわらけ刺u破片

の中に中型かわらけを確認していることから、第 l面は14世紀初頭頃と考えられる。第2面と第 l面に

は年代的に大きな隔たりはないものと思われる。

狭小な調査区であったが、調査前に予想された占代と 中山の辿構を発見できた。調査区内に完全な}肢

をとどめた治構はなかったが、古代以来の人々の生活痕跡が周密に残されていた。それは調査地点に市

代から引き続く人々の生活のあったこと を示すもので、近隣の御成小学校地点で、の調査成果を鑑みれば、

当該地点の歴史的重要性を確認できた。今後とも狭小で、あろうとも地道な調査によってのみ都市泊跡の

全体像を復元できることを明記してまとめに代えたい。
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図版 1
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図版3
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図版4
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下馬周辺遺跡 (No.200)

大町二丁目975番6地爪



例 白

l 本』は、 F!馬周辺迫跡。 (~!t\市大 ~IJ二丁目975番6地点)における個人住宅の建築に伴う埋蔵文化財の調査発術調査
報告である。

2 . 発掘調併は、国庫補助事業として鎌合市教育委L~会が実施した 。

3. 調査は以下のとおり実施された。
下馬周辺遺跡

調子モWJ間 平成15年10}-Jnl-同年10月17口
調査面相 25m' 
調査の主体 鎌倉市教育委t~会
調査担当 森孝子

調ぞt111i助日 安達泊代以t¥美忠f i，度浩美佐Jι
調奇協力者 株式会社鎌t¥1=1本上木

4. .<$: ，~~の遺構.}詰物の縮尺は次の通りである。
辿桝凶 1/80・1/100(辿桝凶の水糸刈は海抜山をぷす)
辿物実iHlI図 1/3'1/6 
5 辿物実iWI図には次の記片が使用されている。
'111の限界線 使川痕の範凶

調整の変化点 加[lj{の範|立|

6. .<$: ，l}の執筆 ・編集は森が行なった。
7. .4正J1?の閃版作成及び写真揃影は次の汚が分担した
辿梢閃版 森4を子
治物|ヌ1)阪かI内令[-
遺構写真森孝f
辿物写:点森孝f
8 発侃調査及び出 U~I整~I!にあた っ ては、以下の祈氏 ・機 |刻に術l教示 ・ 御協力を賜っ た 。
鎌t¥，号古学研究所株式会社同通

9. 発掘調査における出 t迫物・図面 ・写真などの資料は、鎌t¥市教育委貝会が保竹している。資料整理の際の略記サ
は下品である。

10. 発J崩調査に際して多大な御協力を頂いたえ~築主に深く感謝のj立を去する 。
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第1章遺跡の位置と歴史的環境

本報する地点、は、鎌倉市大町二丁目975番6(図1・1地点)に所在し、下馬周辺遺跡内に位置する。図1で

示したように小道を挟んだ西側 (斜め斜線の範囲内)は下馬周辺追跡(神奈川県遺跡台11長NO.200)、東側

(ド ットで示した範囲内)は米町遺跡(同NO.245)である。

下馬周辺遺跡は、若宮大路を東限とし、現在の下馬四つ角と、名越方向に向かう道筋(県道鎌倉 ・葉

山線)が交災する南側の地域で、ほぼ500m四方の範囲で、ある。また、米IUJJJd跡は、下馬周辺遺跡の北東

側に位置しており、東西700m、南北は横須賀線を南限とする200mの範囲で、ある。

本地点は若宮大路と県道鎌倉 ・葉山線が交災する下馬|珂つ角を東(名I也)方向に200m進み、 ii詰-初の路

地を右折 して、 50m南下した場所で、下馬周辺遺跡内では東端に位置している。現状は宅地となってい

る。

調査地点は、鎌倉時代の基幹である若宮大路はから西方向に200mという至近距離に所在する。また、

遺跡地の北側を東両方向に走る県道鎌倉 ・葉山線は、鎌倉H寺代の大IUJ大路といわれており、さらに、律

令時代は東海道の道筋の可能性があるともいわれ、古代から鎌倉時代を通しての重要な幹線道路であっ

たと考えられている。とのような環境の下にあり、遺跡地近辺が当該期には非常に繁華な様相であった

ことは怨像に難くない。

また、本遺跡地が東隣する米IlfJ遺跡の 「米町」とは、鎌倉時代に裁許を受けた商業地域の名称の一つ

である。鎌倉幕府は、商業地j戒を限定するため2回法令を出している。

を~長三年十二月 三 日 の条一鎌倉中小町屋之事被定置民主々一

大町 小町 米町 勉弁辻 和TT江 大倉辻 気和飛J反山上

文永一二年三月五日の条一町御免所の事一

一所大I1町 一所小I1町 一所魚町 一所殺IUJ

倉辻

所武蔵大路下 一所須地引江橋 一所大

とあり、 二度の法令の中、共に、米|町、及び殺IIfJ(米IUJ? )の名前を見ることが出来る。鎌倉時代には、

迫跡地周辺は繁華な商業地域となっていたのであろう。

図1に示した範囲内で過去に発制調査が実施されたのは、 14地点で、ある。

下馬!剖辺遺跡 .2地点では13世紀前半一14世紀中葉頃に比定される辿梢群が検出された。活況を呈し

た時期は14世紀前長を中心とした|時期で、 当該JV~の規制を帯びた街区の様相が確認された。 6地点は13

世紀後半-141立紀末の年代に比定され、村111列による区画、及び区画の内側と外側の住み分けのj様相が確

認されている。

米IIIJ追跡 .13J也j況からは強聞な版築市が検出され、これが道路辿41641iで、ある可能性を折摘し、中大路、

文は占い東海道の可能性があると報告している。15地点、からは12世紀第4四半期-13世紀後半の遺構群

が検出され、 13世紀前半までの武上屑住区の繰相、また、 13世紀前半以降ーから13世紀後半までの峨能活

動の様相が確認されている。

また、本遺跡地南方に位置する材木座11fT屋辿跡内の材木座一 「目910地点では、中世遺構群下に、作令

期のJJd*似洋が検出されている。本追跡地からは160m南方という至近距離にあり、本調査地点において
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も律令期の辿梢群が存在する可能性が指摘出来、 注目 される点である。

下馬周辺遺跡

1.本調査地点

2由比ヶ浜二丁目1011番1地点

3. " "2番幻也点

4. "2番10地点

5 "2番12地点

6. "18番12t也点

7 "107番1t也点

8 "1064書6、7外地点

8大町二丁目992番7他1筆 (本報告)

9大町二丁目933番地点

10. " "931番地点

11. " "2お8番1地点

12. " "2313番地点

13. " "2312番4・10地点

14. " "2315番ほか地点

15. " "2324番1・2地点

(1・2民泊)

図1 本調査地点と周辺遺跡
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図2 遺跡の位直
引用 -参考文献

黒板!I労美 1995 d'&鋭部4 1守川弘文館

大?"f内勉 1998 1下馬周辺辿跡発掘調査報告m ド品周辺辿跡発価調査団
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第2章 調査経過 ・グリ ッド配置 ・基本層序

調査地点は鎌倉市大町二丁目975番6に位置し、

下馬周辺遺跡(県遺跡番号NO.200)内に所在する。

平成15年7月1-2日にかけての確認調査の結果、

遺跡の存在が確認されたため、木調査を実施する

こととなり、平成15年10月8日-17日にかけて発

掘調査が行われた。

ふ回の調査は個人住宅建設のための事前の発掘

調査であり、調査面積は25m'、調査における掘削

深度は現地表下120cmまでである。

調査経過

平成15年10月8日T.P及び撹乱の掘り上げ。遺構

面の検出。

10月9日中世治梢(土城1.方形竪穴建築

枇1)の掘り上げ開始。レベル原

点移動(海抜6.4m)。

10月10日土;燐1・方形竪穴建築祉1完掘→

て直撮影→平面図作成。

10月11日 トラノTース (DOIU087-089を使

問)で調査区を国士座標に合成

する。

満5掘り上げ、直下(2面)の溝1

を1;在認。

10月14日土横2・3(現地表下120cmまで掘

り下げ)、 P-1・2・4完掘、消2(2

面)を確認し、掘り tげる。

10月15円調査区北側の調査、満3、P-3、

Jj形竪穴佳築枇2(1面)、満4、

上横4(2面)、 P-4・5掘り tげ

開始。

10月 161-1 調査区北側の治構群完~Æî\ 。

10月17卜| 全景品t影、、ドrti"j凶作成、内壁セ

クション作成。調査終 f。器材

撤収。出I:ill物は整埋問コンテ

ナに3箱。

グリッド配置と国土座標の合成(図2・3)
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図3 グリ ッド配置図



6.5M一一一

6.OM-:一一
表土層

方形竪穴建築祉

曲
調
掴

貧褐色細砂層

図4 基本層序

調査医外北西隅に任意の一点を定め、測量の原点、A(xO、yO)とし、調査区北壁とほぼ平行になるよ

うに南側に点B(xO，y3.649)を定めた。南北方向をyライン、東西方向をXラインとして測量の基準点

とした。本調査Xラインは磁北より東に40
0

20' 20"である。また、匡|土座標と合成するためにD

OIU087-089を使用した。A点は悶土座標ではX-76 354 086、Y-25 298 828、B点はX-76 356 

425、Y-25 296 034である。

基本層序(図4)

本調査地点の海抜は6.5m前後で、 ある 。 1hJn~ I J限界(現地表F120cm)内で、本調査地点からは中世の3時期

の遺構群が重複して検出された。また、掘削深度120cm以上の深さを持つ遺構に関しては、 卜レンチ調

査により、深さの確認を行った。基本市序は以下のとおりである。

表上層 現地返から 70-100cmの厚さを持つ。 現代の盛土、及び~物の基礎杭、鹿穴等である 。

中Ilt辿物包含層部分的に検出された。30-60cmの堆柏を持つ。茶褐色砂質土層で、ややしまりをもっ

た用である。

1 }日 茶制色砂質上府で1面構成 |二で、ある。かわらけ砕片、炭化物を若 F含み、 比1絞的しま

りをもっ!習である。

H層 黒茶褐色砂質土層で、調査区|判側地区における2面構成土である。混入物を含まず、し

まりは良好である。

黄褐色紺|砂府 古代遺構面の基盤F7lで、ある。調査区北側からは、この面上に中世3而の遺構が検出さ

れた。

nδ 
唱

i
q
J
 



溝3(図6)

調査区北部、 x2-3'yOグリッド内に、海抜5.7mで、

検出された東西}j向の満で、ある。2面方形竪穴建築

祉2の上層に検出された。検出規模は東丙の長さ

1.8m、|隔25-30cm、深さは椛認而より10cm前後を測

る。断[師の形状は逆台)1ヲを呈する。満の西側は調査

区内で止まり、東側は調査区外北東方向に延びる様

相である。満の郡上は灰茶色砂質土層で、上汁粒f

を全体的に含み、しまりはさほどない。当祉の東西

の中，11方向はN-60
0 -wである。

また、満31こ西接してP-3が検出された。掘方規模は直径30cm、深さは36cmである。覆土は黒茶色砂

第3章検出遺構と出土遺物

今回の調査では中世期の3時期の遺構群が検出さ

れた。)id梢群は重被して存在していた。調査区壁の

土層、及び迫構の切合い関係から、新旧を確定し、

3時期の迫梢群を確認した。新しい泊構群から、 1面、

2面、 3面と名称をつけた。また、北側では3面レベ

ルで古代基盤貯が検出され、この面上に中世遺構群

が展開する。また、この層は、南東方向に傾斜して

ゆく様相が調査区内南東隅に設定したトレンチ内に

て確認さ れた。泊物は整理箱で、3箱出土した。 木

製品は出土しなかったが、それ以外の出土傾向は器

種、及び来u成共に、鎌倉市街地のほかの遺跡地と同
様である。以下、各逃構と遺物の説明をする。

xO x2 

1面検出遺構(図5)

1面で検出されたのは満1条、上横1基、ピット1仁|

である。

。

図5 1面遺構配置図

質上で、上丹粒子、黄褐色砂を含み、しまりはない。

x4 

-yO 

- y2 

- y4 

-y6 

-y8 

ー-y10 

命y、

土墳1(図7)

調査区南部、 xl'y8グリ ッド内に、海抜5.5mで、遺構の東半が検出された。当社は21函方形竪穴住築

上tl:lの仁層に検出された。検出規模は、長期h90cm、短ililb65cm、深さは確認面より20cm前後を淵凶。覆土

はl交が)平く堆約しており、しまりは全くない。
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土壌1出土遺物(図8)

1は鉄製品、釘である。

2面検出遺構(図9)

満1条、方形竪穴建築祉2軒、土城2基が検出された。

溝5(図10)

調査区中央部、 xO-3'y3-5グリ ッド内に、海抜5.7mで、検出された

東西方向の満である。満の東側、西側は共に調査区外に延びる様相を

する。検出された伺方規模は、東西の長さ245cm、|隔180-200cm、

深さは確認面より最大で、40cmを測る。断面の形状は逆台形に近い。覆

土は茶褐色砂質土で、かわらけ粒f、土丹粒子、炭化物粒子を全体に

均一に混入している。しまりはさほどなく、粘性はない。

当祉の東西の軸方向はN-57
0 -wを示す。

時ゲ|

::1::) 
X2'y2+ ~ ~ 

省判

図6 溝3

" D~~ 
2m 

図7 土墳1

溝5出土遺物(図11) 

1-3は常滑の製品である。1は裂の底部である。1の復元底径は15.8cmを測る。胎土は灰色で長石粒子

を多く混入する。体部の外面は茶褐色~燈色、内聞は茶褐色を呈する。冶存部分全体に降灰している。

また、内面の磨耗が顕著であり、 JE鉢に転用して使用した可能性がある。2、3

は鉢の口縁部で、共に口縁端部が外側に押し拡がったタイプである。2の胎土

は灰昧焦茶色で、長石粒子、石英を含む。体部は内面が灰昧焦茶色、外面が焦

茶昧灰色を呈する。3の胎土は茶褐色を呈し、微小な長石粒子が混入する。体

部内面、外面は共に茶褐色を呈し、内面全体に|埠灰している。外面の口縁l宣F

は横方向のナデが強いため窪む。

v-o-~ 
o 51ョn-

図8 土績1出土遺物

方形竪穴建築士止1(図12)

調査区南部、 xO-2'y5-9グリッド内に、海抜5.6mで、当j止の東半が検出された。検出規模は南北

3.6m、東西1.5m、移民さは確認而より58cmを測る。床面は平坦で、壁は北壁、南壁共に、やや外反して

ち上がる。額土は、多14の炭化物が混入し、全体的に黒ずんだ茶褐色砂質上層である。また、かわら

け粒子、上丹粒子を均一に含み、しまりはさほどなく、粘性はない。

東州の!VIIi方向はN-58
0 -wをノf'iす。

nu 
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方形竪穴建築士止2(図12)

調査区北部、 xl-3.yO-1グリッド内で、海抜5.8m

で検出された。当士11の北壁、及び南壁は調査区外にあ

る。検出規模は南北1目8m、東西1.25m、深さは確認面

より80cmを測る。床面は平坦で、壁は直立して立ち

がる。覆土は黒茶色砂質土層で、古代面の黄褐色細砂

がブロック状に混入している。下!曹は灰が粘土化した

ネチャ層で火災を受けた痕跡である。土層断面から裏

込めが確認でき、また立て板の痕跡も確認された。東

西の車ill方向はN-600 -wを示す。

方形竪穴建築士止1出土遺物(図13-1-2)

1はi腕11嘘成)1ヲのかわらけの小101である。復元口径8cm

を測る。胎土は燈色を呈し、白針、赤茶色粒fを含む。

体部中央部に弱い核線が見られる。

2は砥石である。I:!日滝産の仕上げ砥で、ある。

方形竪穴建築士止2出土遺物(図13-3-15)

3-6はl腕11嘘成形のかわらけである。3は大皿、4、5

は中皿、6は小皿で三器型が出土した。大皿の復元口

径は13.2cm、底径7.7cm、器高3.7cmを測る裕子丸深タ

イプである。胎土は淡燈色を呈し、白針、白色'1攻隊、

赤茶色粒子を含む、キメ細かい精良土で、ある。中間の

復元し|径はllcm、底径6cm、器高3.3cm、3cmを視IJり、 4

が若干高めであるが、ほぽ同形態の薄手丸深タイプで

ある。JI台上は肌色系で、白針、 1'1色i欧傑を多く合む。

小皿の復元口径は7.5cm、底径4cl1l、器高1.9cmを測る。

体部は服部から開いて立ち上がり、央央部あたりから

l直立気味に立ち上がる。

7は高閲青磁の栴瓶の肩部である。11台土はH昔灰色を

呈し、堅鰍である。利調は不透明な緑青色、光沢はな

い。器表は気孔が多く、また、粁lく貫入する。再火を

受け、器去は肌荒れしている。

8、9は瀬戸のilllの底部である。8の復元底径は14.5

cmをiHlIる。胎土は灰色、前IJ調は製紙色を呈する。底部

の内而に4条の波状模織を線表IJで同心円状に怠匠して

L】る。底部外面には施利1されない。9の復元!直径は9cm
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図9 2面遺構配置図
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を測る。胎上は白褐色を皇 し、利調は淡い灰特

色の灰柄IIである。底部は内而に重ね焼きの痕跡

が1箇所に確認され、また、外面は施糊されず、

糸きりの痕跡が明瞭である。10は常滑の饗の体

音ISの小片である。押印文様は格子目である。

11-15は金属製品である。11は北宋銭、祥符

通宝である。12-15は鉄製の釘である。12は完

形品で、 全長7cm、太さは5X5 を測り、断面形

は正方形を呈する。

土墳2・3(図14)

調査区南部、東壁際x2-3.y5-7グリ ッド内に、

海抜5.5mで、土成群の西半が検出された。土蹟2が土域3を切る。

60cm、深さは確認面より45cmを測る。

覆土は黒茶色砂質土で、直径20cm前後の土丹塊が多虫に混入している。

土域3の検出規模は長ivrl!110cm、東西70cm、深さは確認面より10cm前後を測る。磁

土丹粒炭物を混入している。ややしまりを有する。

、」三
，J， ヲ3
。

図11 ;糞5 出土漬物

同横2の検出規模は長ïlíl1r115 cm 、 短~irll

は黒茶色砂質土で

土墳2出土遺物(図15-1~5) 

1、2は糠illt成形のかわらけの中皿である。2は口縁部がfi皮損しているが、立ち上がりから想定して中

阻になると思われる。また、口縁部の破.mは人為的に加工したものであり意図したものと推定される。
1の復元口径は11.2cm、底径6.5cm、器r%3cmをuWる。胎土は灰色l床肌色を呈し、臼針、雲母、黒色粒子を
含む精良土である。2は燈色を呈する1と同質の胎土で、ある。共に、底部内面に強い指なでの痕跡がある。

3-5は鉄製品、釘である。3、4は完形品で、全長5.8cm、太さ6 四方、 7四万を測り、断面形は方

形である。5は錆で膨張した状態で原形は不明である。

土壌3出土遺物

(図15-6~9)

6は腕峨成形

のかわらけの大

皿で、復元口径

14cm、!底1王9cm、

器商3.9cmを測

る。胎上は燈色

を呈 し、白針、

白色il攻機、赤茶

¥ 

方形畳穴瞳築1

4m 

図12 方形竪穴建築士止1・2
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コ縁部に|句かつ

三官母、白色粒子を含

方形竪穴建築士止1・2出土遺物

色粒Tを含み、若干、粗い。全般的に薄手で、 側壁は中央部に若干膨らみを有しつつ、

て外反して立ち上がる。

7は瓦質鉢型手熔りの小片である。口縁部は鈎型を呈する。JI台土は燈色、長

むjl吹質な)j台土で、ある。全体に炭化物が付着しているが口唇端部には認められない。

8は砥石である。流紋岩質粗粒凝灰岩で、天草産のItl砥である。

9は鉄製品、釘の断片である 。 ill存した断 l師は7X 9mmの長/iJI~で、ある 。

図13
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3面検出遺構(図16)

3面からは満3条、土峨1基、

ット411が検出された。

4町、

図14 土墳2・3

x2・y8
+ 

b b' ::. = 5.5M 
hて二二コ:

。

qa 
円

L
q
J
 

溝1(図17)

調査区rl:'央部、 xO-3'y3-5クー
リッド内で、 海抜5.3mで、検出さ

れた調責区を貫通する東西方向

の満である 。検出規模は吋

2.4m、111両1.6m、深さは最大で雌

認面より30cmをi![iJる。断面の形状

さ
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図15 土墳2・3の出土遺物

は逆台形を呈する。

額上は黒茶褐色砂質土!習で、かわらけ粒子、土丹粒f、炭化物粒子を全体に均一に混入している。し

まりはさほどなく、粘性はない。東西の軸方向はN-63
0 -wを示す。

溝2(図17)

調査区南部、 xl-2'y8-10グリッド内で、海抜5.3mで、検出された南北方向の満である。北側は方形

竪穴建築祉1に切られ、南側は調査区外に延びる。当!_tl:の検出規模は東西1・5m、|幅1m、深さは確認面

より20cm前後を測る。断面の形状は逆台形を呈する。磁土は黒茶色砂質土層で、土丹粒子をまんべんな

く含み、 しまりはさほどない。南北の軸方向はN-35
0

-Eである。

溝4(図17)

調査区北部、 x1'yl-2グリッド内に、海抜5.4mで、検出された南北方向の満である。古代基盤層上に

検出された。南端は土城4と切り合い関係を持ち、また、北端は方形竪穴建築枇2に切られる。検出刻棋

は南北1m、|隔20-25cm、深さは確認面より 10cm前後を測る。断面形はU字形を呈する。当祉の額土は

茶色砂質土!習で、混入物はなく、しまりはさほどない。

南北の ~jljl方向はN-62
0

-Eである。

溝2出土遺物(図18)

1は常滑の鉢、底部の小片である。胎士は灰I味熔色を唱し、長Ti、 小石を合む。内面は非常にl蒋純し

ており 、また、外面は砂底である。

2は鉄製品、釘の断片で、頭部辺である。確認出来た太さは6X6 で、 |断面形は方形である。

土壌4(図10)

調査区北部、 xl-2'y2-3グリ ッドに、海抜5.3mで、検出された。満4と同様に古代基盤層上に検出さ
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図16 2面遺構配置図

れた。西端はP引こ切られている。検山規模は束阿90cm、南北30cm、深さは確認而より30cmを測る。|有

壁は底部から垂直に立ち上がり、北壁は外反して直線的に立ち上がる。断面の形状は三日月形を呈する。

郡上は黒色粘質土層で、黄褐色砂を若干混入し、しまりはさほどない。

P-1・2・4・5(図16)

海抜5.3mで、検出された。概ねl直径50cm前後の円形を星 し、深さは確認、l函より10-30cmであ る。磁
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は黒茶褐色砂質 『

で、覆土中には黄褐

色砂が多く混入す

る。

中世面出土遺物(図 J 
20~21) 

ここに掲載する遺

物は中世遺構を確認

するために掘り下げ

たHキに出土した、 1:1::t

世包含層及び中世層からのものである。
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図17 溝1・2・4

|支120-1-25は峨峨成形のかわらけである。1-18は大聞、

19-25は小山である。1、2の大ill1は、体部中央部に丸みを持

ち、仁|唇端部が内向する初予タイ プである。3-18は、概ね

体部が大きく聞いて直線的に立ち上がり、 u縁部が端反り、

また、断面形が逆台形を日する厚手タイプである。大I.Illの

復元口径は12-14.5cm、!官任6.8-10cm、器IGJ3-4cmを測る。

薄子タイフ。の大lIllの胎土は、 ;陪色を呈し、白針、赤茶色粒子

を合む精良上である。また、以子タイプの胎上は3、15-17

が燈色、 他は肌色系である。燈色系の胎土には白針、雲母、

赤茶色粒子が含まれ、また、!I凡色系の胎 kには|ιl針、 雲母、

円色軟傑が合まれる。焼成はIi国タイプ共に良好である。小IUl

のr1径は、 6.8-9.5cm、底作3.8-6.5cm、2-2.4cmをiWJる。19

はLltI、!底径比の小さいタイ プである。JJii上は淡い肌色系
で、白針、雲母、微砂を交える精良土である。20は肌色系

で、白針を交えるft"良上で、ある。大[[11の薄手タイフに伴う。21-25は大1111の呼子タイプに伴う。21、22、

.d ~-o~ ， 
10αn 

図18 溝2出土遺物
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2m 

図19 土墳4

25は体部に丸みを持ち、 23、24は体部が直線的に外反すタイプである。JI台上は22、23は肌色系で、 21燈

色系である。2、3、14、17、18、23，25は灯明11Ilである。

26-30は磁器である。26-29は龍泉窯系の l引接で、ある。26は訓花文腕の口縁部である。復元口径は

14.7cmを淵IJる。JIfoi土はj火(1色を出し、堅織である。不透明な灰l床緑色柑が施率111されており、光沢はない。

27は底部の{波片である。復元l鼠径は3.8cmを測る。ij台土は淡肯灰色を呈し、 1:¥2織である。手III調は灰昧紙

同色、光沢は良好である。1'，'5i今世付は施利l されない。 器表の I)~外面は刺1]かく、密に員人する 。 28は腕の

1 1械部の破片である。復元11任は14.2cmを測る。Hf;土は附灰色、利調は不透明な灰緑色で、光沢はない。

LI特端部が端反る詩型である 。 ~表内外 l飼は制かく員人する 。 29は双魚、文鉢の底部である 。 復元底径は

5.8cl11を訓Ijる。J1fi上は淡白灰色を地し壁紙である。荊11訓!は不透明な以紙色、光沢は符 Fある。高台l々の

み露胎である。30は白磁の口JClIllである。復元口径は11.9cm、底径7cm、器I克3cmを測る。胎土は白色を
IIJし、利Ifi凋は灰白色、光沢は良好である。

31-35は瀬戸である。31-34は灰紬の折械Illiで、 31-33は深11llの口縁部、 34は底部である。31の復元

LI任は26.2cmを測る。jJ台tはrl怯j色を呈する。flllは透明度が113い淡p灰民総色を呈し、光沢は良好で、あ

る。器表には内外面共に、微細なi立入が密である。32の復元1-1径は28.7cmを訓IJる。胎土は灰色を呈する。
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図22 表土層出土遺物

利は全面的に剥離しているが、 一部に不透明な灰白色柄nが泊存している。体部内面、及び口縁緑色であ
る。微細で密な貫入が観察される。34は32と胎土、手IIl調が同様であり同一個体の可能性がある。底面内

部中央に条線で3個の同心円を印刻している。35は県利の縁稿iJ小UJlである。復元口径は11cmを測る。胎

土は白灰色を呈する 。 ~IÌJ調は茶l床黒色で、光沢は良好である 。

図21-1-12は常滑である。1-9は裂で、 1-4は底部、 5-9は休部の判l印文の拓影である。底部は

て砂低である。1の胎土は燈色を呈し、長石粒子を混入する。体部内外面共に焦茶色を呈する。体部外

而は箆状の下.具、またはササラ状の工具による縦方向のなで調整、また、内面は工具、指頭による横な

で調整である。2の胎土は黒灰色を呈し、1-1.5cm大の長石を合む。体部内面は黒灰色、外l面は|情紫褐

色で、外面には全体に薄く |埠灰する。体部内面は指頑と工具による横なで調整、外面は箆状工具による

斜め方向のなで調整である。3のJI台土は暗灰色を呈し、 1cm大の長石、 小石を含む。体部は内外面共に

茶燈色を呈する。内面は若干摩滅しており、提鉢に転用した可能性がある。4の胎土は燈色を呈し、長

打、県色粒f、雲師、淡燈色11吹!喋を混入する。休部は箆状工具によるなで調盤がなされており、内面は

横方向、外面は縦方向の調整である。また、体部外国には部分的に煤が付着している。10は壷の口縁部

である。復元口径は9.5cmを測る。JI台七は灰色を呈し、 黒色粒子を混入する。体部内外面共にfl音赤褐色

を呈し、 LI縁部のみに降灰している。11、12は鉢の破片である。11は口縁部、 12は底部である。共にH台
上は、灰色を呈し、長石粒子を混入し、諸表は灰色である。12の内面には厚く降灰している。

13-15は山茶碗窯系担鉢の口縁部の破片である。13のJI台土は以色を呈し、長石、黒色粒子を含み粗い。

1-1屑端部は丸く収まる。14の胎土は灰色を呈し、長石、若干の小石を含み比較的精良である。口唇端部

はι:r11JiJ.長る。15のH台土はH青灰色を i己し、長行、!品色*¥1.fを合みii史11で;fjllJ主である。円居ttll.ittl)は九く収

まる。

16は瓦質製品で、 J!ftL円の鍔であろうと}~，われる 。 日台土は白桃色を呈し 、 長石粒子、赤茶色粒子を含む。

器表は淡燈色を呈し、表面には草花文を線刻しており、また、裏面は横方向の磨きがなされている。

17は瓦質手熔りの休部の破片である。Jl台 tは灰色を呈し、 1-5大の長石、 黒色粒子を含み粗い。体

部は外面が灰l味燈色を皇し、菊花のプタンプ文が1つ押捺されている。内面には炭化物が厚く 付着して

-329-
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仁三三ミー10cm 。

表土層 ・中世層出土古代遺物

いる。

18は取瓶である。かわらけを転用したものである。内面に厚く鉄津が付着している。

る。全長5.2cm、直律2.1cmを1WJる。子捻り成)1ヲであるが、表面はなでられ丁寧な作りである。

20、21は砥石である。共に産地不明の巾砥である。20は白色~小豆色を量する凝灰岩である。21は灰

黒色を呈し、砂岩に近い。

22は骨製品、弊である。先端部が者干欠損しているが、ほぼ完形品で、11.9cmの長さを迫存している。

基部巾は2.1cm、全体に厚さ1mmと薄い作りである。中央部の満は長さ7.5cm、|幅0.5mm、深さ0.5mmを

測り、線状を呈する。

23-33は金属製品である。23は開元通宝(南唐)である。24-33は鉄製品、釘である。26、28、32は完

形で、出土した。26は全長6.8cm、太さは8X4mm、28は全長5.6cm、太さ8X9mm、32は全長4.3cm、太さ

19は土錘であ

図23

6X6mmで、ある。

表土層出土遺物(図22)

1は龍泉窯系青磁の碗の口縁部である。復元口径は14.5cmを測る。fJ台土は暗灰色、柄h調は不透明なJ1<

緑色で、光沢はない。口唇端部が端反る器型である。器表内外面は細かく貫入する。図20-28と形状、

胎上が一致しており、 |同一個体の可能性がある。

2、3は常滑である。2は饗の休部で、休部外面に印刻された窯印を拓影したものである。3は鉢である。

復元口径は33.4cmを測る。JI台土はH音灰色を呈し、 1-3の長石を多く浪人する。体部外面はH音赤褐色、

内面はH音;紫褐色を呈する。また、内面に!平く降灰している。

4は研磨痕のある陶片である。渥美の肩部付近の破片である。

5は土錘である。全長4.6cm、直径1.8cmを測る。表面は丁寧になでられている。

6は銭、寛永通宝である。

し、黒色

も色粒し、

径は31.2cmを測る。!拾土は褐灰色を

表土層・中世層出土古代遺物(図23)

1-4は須恵器である。1は壷の口縁部である。復冗

粒子、白色粒子を含む。2-4は裂のJJ阿部の破片である。

5-7は土師器である。5は器台、または高杯の脚部で、あると思われる。JJ台土は淡燈色を

nu 
。JqJ
 



子、雲母、白色粒子を出入する。外面はへラミガキ、内面はナデ成形である。2孔が確認された。6は盟

の頚部である。胎土は灰l味の肌色を呈し、 雲母、白色粒子を含む。外面はへラミガキ、内面はナデ成形

である 。 ，jj~彩を施した痕跡が一部に観察される 。 7は裂の口縁部である 。 !I台上はH音燈色を量し 、 黒色の

胎芯を残す。胎土には雲母、白色粒子を交え粗い。

8は研磨の痕闘のある陶片である。須恵器部の胴部の破片である。
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第4章 まとめ

今回の調査では、中世期の3時期の遺構群が検出された。遺構群は層序的に検出出来ず、重複して検

出され、また、各時期の~l昨からの出土遺物も少なく、迫梢群の各々の年代は明確には出来なかったが、

全般的な出土遺物の械相から当遺跡地は14世紀中頃-15世紀前半に比定されると想定される。以下、各

H寺期の様相を述べ、若干の考察を加えまとめとする。

中世3面

検出された満1(東西満)と、構2(南北満)は直交換l係にあり、検出規模は僅かではあったが、様相から、

地割満と思われる。本追跡地内では満の北東地域に遺構群が展開しており、商業地区 .IIIJ屋の一端が検

出されたと考え られる。

中世2面

満1は、満5に作り変えが成されるが、軸方向、規模共に前時期とさほど変化はない。南北満は埋めら

れ、その地域は建造物をつくる空間へと変化する。南北満を移動して、建物の造成地区としており、全

般的に土地利用の方法になんらかの変化があ ったと想定される。しかし、検出遺構は方形竪穴建築制:、

土城等であることから、この地域は依然として、 |町屋地域のままであったであろうと想定される。また、

方形竪穴建築祉2の磁土から l古関青磁の梅瓶の小片がけ11上している。高麗 1判裁は当時高級な調度品(威信

則)として輸入されたものであり、本調査地点、のような10J屋地区にはそ ぐわないものである。恐らく、

fJI杉竪穴建築!lI::2を廃棄する際のj盟土のなかに混入していたものと思われ、この地域の持ち物ではない

と考えられる。

中世1面

構築物はなく、土成、または小規模な満だけの|羽散とした空間へと変化する。調査区北部の凡そ半分

が、悦乱を受けており、或いは遺構の存在の可能性は否定出来ないが、このH年期ーjのこの地域は、生活j戒

の裏予であったと思われる。

今回の発掘調査は小規模ながら、 11IJ屋地区の一角の械相、また、若干の上地利用の変化が見て取れた

と思われる。検nJされた'1'IIt:JiH制作は、近辺の調査で{確認された黄褐色調u砂をベースとした15代!日を大
きく 掘り抜いて構築されていた。今回は発掘調査の深さに制限があったため、古代面の調査はできなか

ったが、第1章で述べたとおり、当辿跡地の近辺に律令則の辿跡が{確認されており、また、本遺跡地内

からも古代の遺物が確認されており、おそらく、 主i遺跡地1-1-近においても、刊百五則、またはそれ以前の

遺跡、が存在するであろうと想像する。
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朽リ

1 .本報文は、永福寺跡(鎌倉市No61) 内、鎌倉市二階堂字f色ヶ初J247番 13地点に所在する迎跡の埋蔵文化財'発掘
調査報告である。

2.発掘調査は、個人専用住宅の建設に先立ち平成 15年9円10日から 10月141:1にかけて鎌倉市教育委員会が実施
した。調査面相は42.25111'。
3.調査体制は以下の通り。
調査員汐見 一夫 小泉衣理鍛治屋 JI費二

調査補助員 沖元道吉田智哉

調査協力者 小俣勉牛I~ß 道夫 f目撃六郎波溢輝彦
4.本報文の整理作業は汐見 ・小泉が行なった。原稿執筆は第l章第2節 ・第2f;1.第3f;1の迎構を汐見が、第 l主主
第1節 ・第3Ì~の泊物を小泉が、 m4 草は両名討議の上汐見が文î'1を負い全体の編集を行な った 。 又、本報文に
使用した写真は辿桝を汐兄・鍛治屋が、遺物jを小泉がfO影した。

5.発掘調査から本報文作成に宅るまでに、以下の機関から御教示と御協力をl!}>>った。
(附鎌倉市シルバー人材センター 備)鎌倉治跡調査会 (制導通 京国歴史考占学研究所 鎌倉考占学研究所

6.本報文に関わる資料は鎌倉市教育委員会が保管している。
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第 1章環境と立地

第 1節 遺跡の範囲と調査地点

本調査地点は鎌合ili二階堂宇fむヶ出1247番 13地点に所在し、 JR鎌倉駅から直線距離で北東に約2

km、国指定史跡 「永福寺跡」中心部から北へ約 300m に位置ーしている。ill跡台帳では太平山をも内包

する永福寺跡 (No.61)内に合まれ(図 1)、南西縁で小河川が合流する地点に在る。

史跡7k福寺跡は源頼朝が建立した三大寺院(鶴岡八申請常 ・勝長寿院・永福寺) の -つで、寺城は旧
字四ッ石 ・三堂 ・西ヶ谷 .tnヶ訓|の広い範囲に及んだ。文治 5年 (1189)奥州藤原一族征伐の際に、

平泉111尊寺二階大堂大長舟院の荘厳な精舎を脱して、奥州合戦で死んだ義経 ・奈衡を始め多くの将兵を

鎮魂し、三有の苦果を救うために佳立したと伝えられるが、東国を制した頼朝の威勢を誇示する意図も

含まれていると思われる。永福寺は一二階堂とH千ばれ、現在も この地域の地名となっている。

文治 5年 (1189)12月に事始めを行い、建久 3年 (1192) に二階堂が、そして相次いで阿弥陀堂、薬

師堂が完成し、佳久 5年 (1194)には境内の伽蕗がほぼ揃ったと考えられる。字名でみると四 ッ石は総

門跡、 三堂は二階大堂 ・薬師堂 ・阿弥陀堂跡および苑池、凶ヶ谷 ・屯ヶ出|周辺には僧坊または寺関係の

建物があったとされる。火災に閃り何度か焼失と再建を繰返しながら鎌倉及び室IfJT幕府に保護されて寺

勢を保ち続け、毎年行われる占占始めにfI労長舟院と交代で記されていたが、応、水12年 (1405)の火災で

焼失以降は古書始めに苫かれなくなる。享徳 3年 (1454)頃成立した 『鎌倉年中行事Jには「正月卜一

日 近代永福寺田禄以降、吉苫始めに苫かれなくなったJと記されている事から、15世紀前半までは存

在し、火災で焼失した後に再建されず廃寺になったと考えられる。

本調査地点周辺の包ヶ淵は、共に滑川の支流であり北から流下する杉ノ川と、 天台山および六国111ドを

源とする二階堂川の侵食でできた二つの開折谷、杉ヶ谷と獅子舞の分岐点にあたる。杉ヶ谷は南東に開

口し、現況の平地部分は奥行 350m程で、比113差は約22m、獅子舞谷はほぼ丙に閉口し平地奥行250m科で、

約15mの比高差がある。それぞれの谷戸には小さな支谷がいくつかあり、これら谷戸 ・小支谷には鎌倉

から室町期に永福寺の僧坊等が建ち並んでいたという。金沢文庫等に残る文献の記載からは、永福寺周

辺にあった杉ヶ谷坊 ・真言院 -石井御幼 ・f色ヶ淵坊 ・松本幼などの僧幼の名前を見出すことができる

が、各坊の位置は未だ特定されていない。

第2節周辺の調査地点

永福奇跡 (No.61)内ではこれまでに 4地点で、調査されている(図 1・2) 0 J也J.?-1 (二階堂宇杉ヶ

谷452番 3)は宅地造成に先立つ丘陵斜面の調査で、掘立柱建物 ・土坑 ・満 ・井戸 ・火葬祉等や山腹に

はやぐらが発見されている。掘立柱建物は14世紀代に建てられた後、 15位紀代には思め立てられて火葬

を行う場となっている。地点 2 (二階堂字獅チ~"f-613番 4 外)は共同住宅建設に先立つ調査で、 2uキ期

の生活面が発見されている。 l面では掘立柱建物 ・礎石安IJ.柱穴手IJ.貯蔵穴群 .J~二戸 、 2 面では住物

跡 .J1'-戸 ・111祈を巡る排水満等が発見されている。泊中llt検，'1'，の|探に確認された宕般のM高位は11.5m前

後で、各面に大きな年代差はなく 13世紀後半とされ、出土泊物には銅製如来像や永福寺叩き目のある平

瓦等がある。地点 3 (二階堂宇杉ヶ谷520番 l外)は個人住宅造成に先立つ調査で、 13由紀代の流路と

3時期の生活面に石垣 ・道路 ・礎石建物 ・倒立柱建物 ・満 ・柵列・井戸 ・茶毘迫梢等が発見されてい

る。これらの遺構群から、 14世紀前半-15世紀前半まで、の1:1'dに山裾を切り開いて道路を整備し石垣を積

み、礎石全~物や掘立柱建物、井戸 ・ 満・庭などの居住空間が整えられたと考えられている 。 その後、建
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図2 調査地周辺図

物他が廃絶後は短期間に盛土し地点 lと同様に茶毘を行う様になり、 j}C福寺や僧坊との関連を推定し

ている。遺物は銅製品六器 ・三枚打の弓の他、 岩盤掘抜の井戸中から大量の獣骨 (鹿・野兎 ・猫 ・鼠

ー)が出土している。地点 4 (二階堂字獅子舞603番 l地点)は個人住宅建設に先立つ調査で、 3時

期の生活面に横桟支柱型井戸 ・礎石 ・満等が発見し、井戸掘り方内の海抜26.6m前後で、岩盤を確認し

ている。各生活面にに時期差は殆ど無く 14世紀前葉で、逃梢群の組合わせを地点3と照応し、谷戸内

の永福寺僧坊跡の一端と推定されている。
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第2章調査の概要

第1節 調査に至る経緯及び調査の経過

本調査は、個人専用住宅の建設で鋼管杭打ちを伴う基礎工事を実施しているのが確認され、 急遁確認

調査を実施し諸協議を経て実施された。調査区の設定には、残土を敷地内で処理する必要から調査に由

って生じる残土量を鍛み、且つ北及び西側隣地から安全な後退距離を確保する必要があった。敷地内の

概ね東半は鋼管杭の数が多い上に間隔も狭く、部分的ではあるが確認調査で堆秘土層と出土辿物は記録

及び採集していることから、概ね東半を残土置場として調査対象外とした。調査区は建設予定範囲内西

で、:Litf1'!上JE'を観察する必要と安全を考慮、し鋼管杭内法に設定されたが、調査区中央付近に最低3

本は調査区内に露出する事となった。
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図 3 グリ ッド配置と堆積土層
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調査では確認調査の結果から、調査区の北側で現況地表ド約20cm、雨側で、は約40cmまで表土掘削を

行p調査を開始した。調査開始にあたり調査対象敷地を囲む様に方眼グリ ッドを設定し、調査区の北西

隅から 2m間隔で東へアルファベット (A-)を、南へ算用数字(1 -)を付した。調査区内に別れる

のはB-Eー 1-4である。C-3を基本として、本調査地の緯度は北緯35度19分39秒、 東経134度34

度20秒、 南北jVlhは磁北より13度25度00秒西に振れている。尚、基準高は史跡永福寺調査時のレベル原点

から移動した。

表土掘削の|祭に調査区北端で、は客土が酷く泥滞み足場が悪い為、数cm下位の l面に相当する中世j由業

土上まで、客土を除去し調査対象範|証|とし、以降の掘り下げか ら後退距離を採る事とした。2而以降は北

側に残土処理用通路を兼ねて後退距離を採り、調査区壁の法面を留意しながら順次遺構面の掘下げと精

、発見した)0*1'4の検出と記録保存を進め、 10月初旬には4面全景写兵等の記録保存を終了した。その
後、下層の堆積土層の把握を試みたが湧水が著しい上に残土山も限界に達し、確認調査の|擦に観察した

同様の土F汚からは ，I_~， I二泊物が無かった為、更なるトレンチ調査の必要はないと判断し、関係各方l師に連

絡の上器材を撤収し調査を終了した。調査終了時点で発見し記録した辿梢は、建物逃梢に関わるものを

込めてピット130余口 ・土坑18基 ・鴻等であり、 ，':1:'，土遺物は整理箱i13箱で、ある。

第2節堆積土層

本調査地点付近は、現況では宅地化されて多少の傾斜はあるものの24.5m前後を測るが、旧地形は北

東に舌上に張出す支尾根と南と西に流下する河川に由り、自然地形は北東から南西への傾斜地と考えら

れ、確認調査及び本調査の成架からはこの傾斜地を平坦に克服して生活面を築いている。!ltli'1土mには、
平地空間の拡|隔に拠る山腹を崩したものであろうか、多量の土丹が利用されている。以下、調査区壁に

共通の堆柏土層について下層から記し、各土用No.は本報文中で、そのまま使用する。

1 .淡青灰色砂質粘土。全体に疎らに土丹粒を微量含む。

2. 1 -3層へのi柳川多用。

3.黒褐色粘土。僅かに上丹微粒を含む。4面構成土。

4.褐色粘土。全体に土丹微粒を少量含む。 3面構成ム0

5.褐色粘質土。上j、1-粒 ・褐鉄 ・炭を含む。

6.炭層。 2-3面聞に堆積。かわらけ粒多量に含む。

7.灰褐色粘質上と土丹粒乃至 上丹塊の混合用。2面地業土。

8.茶褐色粘質土。土丹粒乃至拳大土丹 ・炭化物・かわらけ粒を多量に含む。

9.茶褐色粘質上。 8}習と類似、 t丹少なく炭化物多量に合む。

10暗茶褐色粘質上と上丹粒の混合層。 1面地業土。

11. U背茶掲色粘質上。10}冒と頒似、上丹粒が密で褐鉄を混交する。

12近世以降の唯制ょ。

上記は確認調査で観察した堆積土層と、層序 ・レベル・土用の様相共に殆ど同様であり、確認調査の

際には、 3 府から子四ねかわらけが l 点 ，'I~，仁(図 13-106) しているものの、 1 )0はm汎地或卜ー約
200cmの海抜22.5m前後まで掘り下げても、層中に不規則部分的に砂!喋や腐植土が混入するものの遺物

は全く出土しなかった。
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第 3章 遺構と遺物

本章では発見した遺構と遺物について、調査)1国とは逆に下層4面から記述する。前章でも触れた械に、

調査時には、 2面と 3而の遺構担保に迷った上に 4P.(，i上面で二|ニj習の掘り損いの迫構を多数発見する等の

不子際もあり、整理作業時に各辿f，'liのリfll属を再整合している 。 為に調査時には~物が出土した遺桝にの

み番号を付したが、整理作業において調究H寺に把握し得なかった柱穴列や建物が推定されるに及び、治

構の記載に不便が生じる事となった。本報告では、土坑 ・満については調査時に付した番号をいくつか

の欠番があるがそのまま使用し、ピット番号は建物や柱穴列等遺構に係わるか遺物が出土したものを下
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層から全て付 し直している。又、本報文の挿図lドでは柱穴 ・ピットはその番号のみを記し、断面図は

各遺構面毎にアルフ ァベット小文字 (a-)を付し、基準高は海抜 (m) で顕している。出土治物は、

各面の泊梢内辿物について述べた後に各層位出上の遺桝外追物について下層から触れる。図示した遺

物の法皇等計測値は報文末表 1-4の出土遺物観察表に纏め、全体の出土量は報文末表 5出土遺物破

片数表に示している。破片数は、指先大の極小破片を除いた接合前の山土単純破片数である。

第 1節 4面の遺構と遺物

.遺構

玄14は4面の全浪11図。4面とした 3層上面は調査区の北京で、海抜23.85m、南西で、海抜23.60mと自

然傾斜があり、 概ねB-2とE-3を結んだライン付近からその傾斜は顕著になる。調査時には3ライン

より南に密なる遺構群を発見しているが、当時から上層面に帰属する遺柄の掘り損いの疑念があり、

調査時に微細に観察した覆土の記録や重砲|調係から、整理作業時に改めて帰属する遺構l掘を再検討し

た結果、 4面の遺構は401-428を含めピット38口と土坑 1基と判断した。発見したピット群から、調

査時にその並びを確認した建物 1 (図版 4)と整理時に佳物2・3を推定し、断面凶 a-kに示した。

建物 1 (ピット401-407・断面図 a-e)は、東西 ・南北共最大 2聞を200cm前イ去の間隔で、7仁lを

発見し、判l方位はN-22
0

-E。ピット402と407の長iP-!l1が60cmを測る桁円形で、 他は径30-45cm内外

の不整円形、深さは25cm前後、ピット402.404.405は上l面レベル23.6mに、傾斜下/Jに在る南西|明のピ

ット406は上面レベル23.5mで礎板が迫存する。ピット407の小孔は柱痕であろうか。

建物 2 (ピット408-414・断面図 f- i )は、中111方位N-27
0

-Eで220cm前後の間隔で結ばれるピ

ット408-411とピット409からは90cm、ピット410・411から180cm、それぞれ南北軸線状に在るピット

412-413を含めた。ピット形状はばらつきがあり、 30-50cm内外のm円乃至不整円形、深さはピット
410の最深部が40cmを測る他は、 25-30cm前後、礎板は発見していない。建物3 (ピット415-419・

断面図 j. k)は、 'Iilh方位N-27
0

-Eで、240cm前後のW]隔で、結ばれるピット5口から推定している。

何れも径40cm前後の不整円形で、ピット416.417は深さ35cmを測るが他の3口は20cmlこ満ず、建物柱

穴とするには心許ない。

-遺物

図 5-1-4は4面治構内出土遺物。 lは土坑6、2-3はピット422、4はピット408より出土。

1は小型糸切り底かわらけ。背低でイ本音11外国111位~下位付・近に稜をもっ。器壁は械で屈曲し、外に

聞きながら立ち上がる。 2は常滑窯饗胴部片の拓影。格子文に対角線状に斜線を組み合わせた文様。
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第2節

・遺構

凶6は3面の全測図。3聞とした 4層上面は、東から西への傾斜は 7)習の盛土整地でほぼ克服し概ね

南北方向の緩傾斜であり、調査区北側で海抜24.00m、南側で海抜23.75m前後で、発見した遺構群の軸

方向もほぼこの緩傾斜に沿っている。3面に帰属する治構は301-341を含めピット51口と土坑5基と判

断し、調査時に{確認した柱穴列 1に加え柱穴列 2と建物を推定している。調査区北側東半炭層は3面よ

りも層序としてヒ位にはなるが、図版2の如く多くの遺物が出土していることもあり範囲を図示してい

3面の遺構と遺物
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柱穴ダIJ2 (ピット311-317.断面図 b)は、ほぽ磁北にl直交する東西方向に100cm間隔で・調査区内

に7口を東西列状に発見した。ピット311は径50cmの円形、ピット312より東は径30-40cm内外の不整

円形、深さは柱下の造作に拠り一定しない。ピット311は上而レベル23.6mの礎板上に 3X4.5寸角の柱

が、ピッ ト312は浅く、上面レベル23.9mで礎板が遺存する。ピッ ト313は覆土下半に充填した拳大土丹

にピット径とほぼ同じ大きさの t丹塊を上面レベル23.8111で侃え、 3X2寸角の柱の支えとしている。

ピッ ト315は、 磁土下方西半に拳大土丹が上面レベル23.7mで一部窪める様に充境し、ピット内東半は

待みに建てた柱を支えていたが如く上丹興が据えられている。ピット316・317には、ピット313・315

程顕著ではないが底面にヒ間レベルそれぞれ23.7m . 23.8 mに仁丹を救き、 2.5-3寸角の柱を据えてい

る。この柱穴列2の北側は治梢面の造作が「寧で整然とし出 t遺物も多いが、 4面の名残りであろう

2-3ライン聞の緩傾斜を経た南側は良好な地業面とは言い蛾く、発見した治梢群も何か雑然としい

る。尚、ピット307-310・314-316は、炭層除去後に確認している。

柱穴列 1(ピット301-303'306-308・断|面図a)は、ピット308と315の新IIIから柱穴列2に先行し

II]II!はやや北に振れる。概ね径40cm内外の不整円形で、深さは307が極浅いが他は20-30cm。上而レベ

ル23.7111の礎板に 3寸角のれを抑えたピット308と、上面レベル23.7mの礎板が辿存するピット306間は

200cmで、さらに西に延すとピ ット302がある。泊桝群の配置から、ピット306から N-40-Eで

110cm前後間隔で、南へと延びるタIj(断面図 c)、或はピット307からほぼ磁北と向車1I1で、間隔不規則乍|布

へと延びる予Ij(断面図d) も推定している。尚北方向の各ピットは概ね径20-30cm内外、深さはピッ

ト 323 が40cmを ~WJ るが他は30cm以内、底面に礎板や土丹は発見していない。

これら柱穴列の|有及ひ寺東のピット府から、断面図 e-hにぷした上布'L12を収込む様な建物 4を推定

している。柱穴ダIJ2とほぼ|司'I]il!で、ピット 326の長軸は 50cmを測り桁円形、 他は径 40cm内外の不

幣川形、深さは25-40c m。各ピットi山は約 180cm間隔で、低l市は1，uれも、ドJt[だが礎板等は発見してい
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ない。ピット326・327からそれぞれ北に50cmに在り相互の間隔が180cmのピット330と331、ピット

326・328聞の約90cmに在るピット332も建物4に含めている。文、ピッ ト328・329の中間で、南に50cm

に在るピット340、建物の北西側を囲む様なピット336-338も建物に係わる柱穴の可能性はある。

-遺物

図7-5 -12は3市治構内出土遺物。5はピッ ト306、6はピット332、7はピット327、8はピット

331、9-10は土坑15、11はピット326、12は土坑12より出土。5-8は小型糸切り底かわらけ。概ね

背低から背低気味で口径 ・底径の比が小さく、 1J11Jiii観が箱型を呈する器壁の厚いものと内底面が広く、

体部外面中位から下位付近に綾をもち、器壁は内常気味もしくは聞きながら立ち上がるものとにわか

れる 。 9 は中型糸きり底かわらけ 。 背高気味でi~~P器壁は聞きながら立ち上がる 。 10-11は大型糸切

り底かわらけ。背高気味で内底凶が広く、内汚気味に丸昧をもちながら立ち上がる。7、9-10は煤

が付着することから灯明阻として使用。12は女瓦。凹面は布目痕、凸面はへラナデ痕が残る。また凹

面倒IJ縁と広端械は|幅広にへラ開問調整。

玄J7 - 13 -14は3面構成土出土造物。概ね図3の4層レベルの迫物をととに含めた。13は小型糸

切り低かわらけ。背高気l床で、簿い総監は聞きながら立ち上がり、仁l縁部でわずかに外反する。14は

大型糸切り!留かわらけ。背低で内底面が広く、器壁は内湾気味に立ち上がる。

|玄J7 -15は3面上出土遺物の大型糸切り底かわらけ。背低気味で、器壁は開きながら立ち上がり、

休部外面中位付近の核からわずかに内習する。

第3節 2面の遺構と遺物

.遺構

図 8 は 2 1面の全1ll~凶 。 3 面の~fl糾，11 と配置を概ね踏襲し乍も、 2 面では大幅な造作が加えられ、調

査区ほぽ中央を横断する満を境に北側lと南側に区分けされた様な土丹地業面が拡がり、 整然とした治

構配置となる。北側の地業聞は海抜24.2m、2ラインの|有で、土丹地業の限界が24.0m、南側の土丹j由業

は多少の凹凸はあるが24.0mとこれまでの緩傾斜は克服されている。2面に帰属する遺構は、上記上丹

地業面、満1条、 201-229を含めてピッ ト32仁|、 土坑 l基である。

北fJ!IJ土丹地業は破砕土丹に拠り薄いが竪く整地し、調査区北東端ではさらに 30-50cmの土丹塊を

積上げ(断面図 e)、ほぼ同範囲を囲む様に刺l方向をーにしてピットと鎌倉石を発見している(断面図

b . f) 。 調査時には、この制ヒげた上丹塊の)~底を追って掘進める内に、誤って上丹地業を剥がして

しま った。又、 C-D間より東で、は慎重に土汁地業面上l函の拡がりを車内査したものの、上層の削平に

図るのか上川地業l而は発見で、きず、 FINの炭!?-i が蕗，~I!，したのをそのまま範囲として図示している 。 上

丹地業の限界には辿梢が希排な帯状の空閑地があり、南側の土門地業とを画す織に満 lを発見した。

上1~r.1 30-50cmで、深さ 25cm 前後の断面逆台形、底面はほぼ平J:flで木組等の痕跡は無い。 後述する建物

5 の柱ヅ〈よりは新しく、建物 6 の柱穴との新 11 1 は l慶昧で埋没は殆ど時期差が~いと思われ、建物 6 に

関わるものかもしれない。

|キI側の上}'tJ山業は、人Qfi大)J -r:挙大 U'l と l政 fi)l~上j 、 lーを出交 してド!刊の緩傾斜を埋める織に整地して

いる。健かながら C-D-3-4の中心付近が高く、周囲に向って土丹の密度とレベルは低くなり、

調査区南東端の .f:(Jと西端は地業が粗く不明瞭。この上汁地業の周囲で発見したピット19口から、新

旧の建物2械を建物5・6とした。現地調査では、満と重複して新旧の柱穴列(断面図 g. 1) と、

上j、]'地業上に調査区外にある掘立柱建物の北端(断而図m)と制ていたが、下層の調査で本来 2面に

帰属するべき遺構を多数発見し、整理時に検討の結果1~1 9 の様に判断している 。
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建物5 (ピット2111-217・断面図 g- k)は、調査時に満1より占いピット列として確認していた

211-214と、それぞれから南へ約 2mに在る215-217を含めている。211-213は100cm前後間隔、 213

-214は約200cm、215-216は約100cmで、213に対応、するものは 1面土坑7に因り恐らくは失われている。

各ピットは214が一回り大きいが他は径概ね40cm内外、 211・213・215には上回レベル23.6m前後で礎板

が迎存する。214は2枚の木っ端で礎板を安定させた上に 3、J.角の柱を据えている。216と217は建物柱

穴にしてはやや心許ない事等から、満lに先行し、敷地利用の変化から 3面柱穴列2を南へずらした柱

パ列と、その他のピットと現地調査の際の観察に帰結した方が無理は無いかも知れない。
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建物6(ピット218-230・断面凶 1-q)は、調査時に梢1と同時期か新しいピット列と、調査区外

に在る掘立柱建物の北端 1yljと観ていた迫構を含めている。各ピット問は概ね100cm前後間隔だが、

221の市100cmで、226と227の聞には無く、 228としたものは調査時に掘り過ぎて遺構範囲と深さが消滅し

た部分を223の南100cmのピットの可能性として図示している。各ピットは径概ね30-40cm内外で、

224 ・ 226には上面 レベル23.6m 前後に礎板が、 227 ・ 229の底面には23.5m 付近の I I~:火ーをやや窪ませて拳

大の上丹を充填している。219. 220に遺存する2.5-3寸角の柱は下場に直接据えている。

-遺物

図10-16-24は2面炭層内出土遺物。2-3面の調査区北端中央に拡がる図3の6陪，中の迫物をここ

に含めた。16-21は小型糸切り底かわらけ。背低から背低気味で内底面が広く、体音1I外面中位から下位

付近に駿をもち、器壁は聞きながら立ち上がる傾向である。20-21は口唇を尖らせて、わずかに外反す

る。16は煤が付着することから灯明mとして使用。22は大型糸切り底かわらけ。内底面はロクロ痕が顕
著に残る。23は龍泉窯系青磁鉢LJ縁部片。内面使用によるキズはみられない。24は占白磁悔瓶底部片。

小破片のため文様は不明。

図10-25-29は2面治構内出土冶物。25は満l、26はピット205、27はピット206、28-29は上坑6

より出土。25-29は糸切り底かわらけ。25-28は小型の背低気味で、内底面が広く {本音1I外面下位付近に

稜をもっ。器壁は開きながら立ち |三がるが、口縁部で内習するものと外反するものとにわかれる。29は

大型の背低気味で、厚みのある器壁は内脅しながら立ち上がるが、口縁部でわずかに外反する。

図10-30-65は2面桝成土出土遺物。概ね図3の7層レベルの遺物をここに含めた。30-50は小型糸

切り底かわらけ。30-33は??低で内底面が広く、器壁は|羽きながら立ち上がる。34-47は背低から背低

昧で体部外面中位から下位付近に稜をもち、器壁は内湾気味もしくは聞きながら立ち上がるものとに

わかれる。48は背高で、滞い器壁は内湾気味に立ち上がり、 。llJ而観碗型をと止する。49は背高気味で、 体

部下位の強いナデにより、内湾しながら立ち上がる。口唇部にかけて器壁は厚くなる。50は背低気味で

薄い詩壁は内湾気味に立ち上がる。別れ口に煤が付着していることから破煩後に被熱したと思われる。

51-59は大型糸切り底かわらけ。概ね背低気味から背高気味で内底面が広く、聞きながら立ち上がる。

51・54・56.58は口縁部でわずかに外反する。59は器壁 ・底部ともに厚みがあり 、体部下位付近の外刷

のナデにより強い械ができる。34・47・54は煤が付着することから灯明阻として使用。60は白磁口冗即

日縁部片。口縁部がやや外反する。61は瀬戸窯入子。外底面はへラ肖同成形で、内底面には使用による

摩滅痕が残る。口縁部刷辺には|埠灰による白然来111が掛かる。62は常滑窯蛮円縁部。口縁計11-肩音1I周辺に

降灰による自然糊が掛かり、内外面共に横位のナデ調整が丁寧に施されている。63は常滑窯片口鉢I類

口縁部片。使用による摩滅はみられない。内l面には降灰による自然利lが掛かる。64は浅鉢型火鉢口縁部

片。 内面J1~1部横位のナデ調整が施される 。 65は鉄製品の刀 子。 錆びによる腐食が激しい。

図10-66-79は2而上出土遺物。概ね区13の7府上而レベルの遺物をここに含めた。66-72は糸切り

底かわらけ。66-70は小型の背低~背低気味で、内底面が広く休部外面下位付近に穣をもっ。器壁は聞

きながら立ち上がるが、口縁部で内湾するものと外反するものとにわかれる。71-72は大型の??低気味

で、 71は内!底面が広く、器曜はIt日きながらなち tがる。72は出壁が椛く、 側面倒例却をよ註する。73は胞

泉窯系青磁鉢。l高台T!:み付けを除いて不透明な本青色が施され、内面には使用によるキズがみられる。

口縁部と底部は接合しないが同一個体として図示した。74は龍泉窯系青磁蓮弁文鉢口縁部片。使用によ

るキズはみられない。75は龍泉窯系青磁折JI要鉢底部。JI要の立ち上がりは鈍い。76は白磁口冗印花文腕。

rW~ 、 JI台 |二で、精巧 ・ 上質な作りである 。 全面施利1後に口縁部の小範囲に利削りを行う 。 内底面に栴丹文、

胴部に牡丹草文ないし花葉文、円縁部に雷文の型僚しが施される。77は環状銅製品。現状銅版の2ヶ所
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に小銅鋲が挿入されている。今小路凶遺跡(御成小学校内)の南谷3面に完封lが出土しており、本来は

3ヶ所に孔があり小銅鋲で、何かに留めるものらしい。78は北宋時代の銅銭。「戚平元宵Jで初鋳年998年

の楢占体。79の石製品は方形硯。硯面は胸の張る唐研彫りで、雲形の縁取りには波頭文を線彫りする。

表面に鉄分が付着する。

第4節 1面の遺構と遺物

.遺構

図11はl面の全測図。 1面は確認調査n寺の l面とほぼ|司レベル、調査区北端で、は現地表下20cmの海

抜24.4m前後で発見している。土丹粒と破砕土丹に拠る強固な地業面である本来の l面を良好に発見し

たのは2ライン付8近までで、概ね2-3ライン付近から近世耕作土121習が深く潜り込み、 3ラインより

南では表土倒削時に 2面覆土が露出している。1面に帰属する遺構は101-111のピッ ト11口と土坑8基

としたが、この内ピット 101.103.105・109.110、土坑2.3 . 5は地業七の微かな速いを辿械の如く掘り

上げてしまった可能性が高く、出土迎物は遺構外の該当層位に帰属させている。遺構群は希薄で雑然と

しており、これといった配置も把握し難いが敢て軸方位を観ると、 2面とそう変らず磁北から僅かに西

に振れるぐらいであろう。尚、土坑7・9-13は調査時には下層で発見しているが、整埋時に調査区砕

堆積土庁Jや他遺構との重複等から検討の結果、 2而より用位上層からの掘り込みと判断し l面に含めた。

-遺物

図12-80-87はl面遺構内出土泊物。80はピット107、81・85-87は土坑1、82-83は土坑13、84

は土坑7より出土。80-83は糸切り底かわらけ。80-81は小型の背低気味で、器壁は|井lきながら立ち上

がる。ともに煤が付着することから灯明皿として使用。82-83は大型の背高気味で、器壁は内脅しなが

ら立ち七がる。83は体部外面にロクロ痕が、仁|昏部には打ち欠き痕が残る。84は常滑窯J-'J口鉢H類II縁

部片。小破片の為、使用による摩滅棋は不明。別れ口に付ー着する煤から破損後に被熱している。85-87

は石製品の砥石。85は伊予産中砥。砥面は表長 ・左右側面の 4面使用。86はI!鳥滝産仕上砥。砥面は去の

1面のみ使用。左右側面は生産地における鋸痕、右側面は折り採った際の堆J随時の 「カワ」が残る。87

は嶋流産仕上砥。砥面は表装の2而を平滑に使用している。le右側面と小口は生産地鋸痕が残る。

図12-88-103はl面構成上出上迫物。概ね図3の9-11府中の迫物をここに含めた。88-91は小砲

糸切り底かわらけ。88は背低気味で、 他は背高気味から背1旬。88は内底面が広く、器壁は聞きながらτ

ち上がる。89-90は休部下位付近の外周のナデにより強い械ができる。92は底径9cm以上をもっ粗大

型糸切り底かわらけ。内底面に煤が付着する。93は緑利l盤円縁部片。口縁部が玉縁状を呈し、表面が銀

化している。94は瀬戸窯灰荊Ii底在111=1 [[11底部。1ft色l床がかった淡緑色の柄11は、外底面を除いて高台52み{、l向

けまでハケ塗りで薄く施されている。95は瀬戸窯灰和!卸皿lLl縁部片。施利はハケ塗りで排く淡灰緑色、

部分的に茶~こげ茶色に変色している。96-100は常滑窯諸製品。96は鈍底部。内面は指頭痕、外|而胴

下部は板状工具によるナデが施されている。97は箆底部片。内面は指頭痕が顕著。JI阿部外面はハケ調整、

外面胴下部は板状工具によるナデが施されている。98は片|寸鉢II類口縁部片。外面口縁下は強い横位の

ナデの為、 n縁封印 ttl~が外市にやや，}長り w し、 )JI日! 日1I はハケの澗幣出が伐る 。 内副)j阿部は位川による J乍減泌

がみられる。99は片口鉢H類口縁部片。外面口縁ドは強い横位のナデの為、口縁端部が外面にやや張り

I~III している 。 外面Jllñl部は指頭痕が強く残り、 |木I 1甜胴部は使mによる摩滅棋がみられる 。 100は片 LI鉢II

類口縁部片。外面口縁下は横位のナデ、 j阿部はハケの調整脱が残る。小破片のため内面には使用による

席減痕はみられない。 10Hま浅鉢型火鉢口縁音I~J-J 。 内外面共に口縁下は横位のナデ、摩耗が激しい。 102

は滑石鍋口縁部片。摩耗が激しく、成形時の工具痕は不明|僚で、仁l縁部は丸l床を帯びている。103は児瓦。
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凸面はへラ削りとナデ調整、凹面は布目痕が残る。凹面端部はへラ開問調整。

図12-104-105はl面上出土治物。1面の迫桝群精査時に出土した泊物をここに含めた。104は龍泉

窯系青磁鏑;ill弁文碗口縁部片。体部内面に使用によるキズがみられる。105は青白磁印花文小IIIl口縁部

片。内面には雷文と花文が配されている。おそらく内底面にも具象的な文様があっただろうと思われる。
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図12 1面出土遺物
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-その他の遺物

図13-106-109は確認調杏11二y.0)11111 1-_遺物。106は大相手料ねj応かわらけ。|ヌ13の 3)官，ヰ11、liW上。王1'-1底

状で、 u*或古nご付岬近にナデ調整が施される。107は常滑窯饗口縁部片。断面T字状になる口縁形態を口
し、じ|然不，11が厚く 掛かる。108はI!鳥沌産仕ヒ砥。砥而は表の 1[而で、哀聞は摩耗しているが未使用と!ぷ

われる 。 左右側面と小口は生産地鋸痕が残る 。 109は友瓦。 I~I面は砂目絡子文叩き痕が残る 。

図13-110-115は採集出土辿物。表上品rr!削H寺や帰属不明の遺物を ここに含めた。110-112は糸切り

底かわらけ。110は77低気味の小型で器壁が厚く、直線的に開きながら立ち上がる。111-112は117低丸
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図13 採集遺物

l床で、い11底luiが広く、器壁は|井lきながら立ち上がる。113は'j;竹内窯J'il J鉢II類II縁部)十。体行IS内面下部に

は指頭痕が顕著に残り、使用による摩滅痕はみられない。体部が直線的に立ち上がり、口唇部に沈線が

巡る。114は常滑窯片口鉢II類'-'縁部片。体部内面下音15には使用による摩滅痕がみられる。口縁部はふ

くらみをもたせて内湾させている。115は女瓦。凹而は糸切痕にナデ調整、 側面はへラ削りで面取りし

たあとにナデ調整を加えており側而角が丸く仕上げられている。凸面は縄目叩き痕が残る。凹凸面とも

J ¥ナレ砂と思われる粗い砂粒が多く 付着している。穿Jしあり。
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第4章 調査成果

本調査では、1面の南半が近世以降に削平されているものの良好な地業面を、下層では確認調査を含

めて刻時点では迫物が111'1上しない堆1-1'1土を発見した。その間は3時期に亘り 1'-1然地JIヲに山る斜面地JIヲを

山!I裂を崩した土丹塊で克服しつつ地盤の安定を図り、井戸は発見されなかったが!渡板を伴う建物や柱穴

ダIJ、区両を示唆する満等が盤然と配されている。出土遺物を併せ観ると各面の時期的な差は殆ど無く、

短期h"d乍活発な生活の出跡が競える。かわらけは4而出上に若 Fではあるが予j12ねかわらけが在るもの

の、タf;ど、は糸切り底かわらけである。糸切り底の小型は、口f到底径比が小さく側面的l箱型を呈するもの

から、 í'~高で、側面倒腕型を lせし所制「薄手丸派j に近い傾向のものまで、出土しているが、 7T低気味で内

底!日が!よく、器壁が開きながら立ち上がる傾向のものが多い。大型も背低気味で内底面が広く、器壁が

九|床をもつものや I~日きながら立ち上がるものが多い一方で、 n径15cm以上の粗大砲といわれるものも

山上している。共伴辿物を観ると、舶il或品は図10-76は椀X類、 U]じ皿は皿庇類、飽泉窯系磁器類はm
':11とFJ~:J の 13 世紀中頃- 14 世紀初頭前後、瀬戸窯訪製品は底的l 目 llllや人ずが生1宅地で、後期の生産がない

ことから、他の卸1[[lと併せ観ても概ね前期後半~中期全般、常滑窯裂では口縁部の側面がT字状を量す

るものもあるが、 N字状を呈する第 6型式~第 8:1担式の年代観のものが多く出上している。これらのこ

とから、本調査地点では13出紀末頃に l層上l面を整地して上地の利用が始り、斜面地と軟弱な地盤を克

JlIlに(、料、建物や柱穴予IJの軸方向を微妙に変えながら14世紀111頃までには廃絶したと考えられる。地点

1・3で発見されている様な、 !日開|の生活枇JIl.l立て後に茶児所の如く利用された再かは、先述の様に近

1J:t耕作土の削平があり確認できなかった。本調査地点から凶に約90mで、地点 4が調査されている。迫構

l師は3面調査され、第 l市で触れた様に大型のflニ戸が発見されているが逃構密度は希侍であり、海抜

26.6mで、岩盤面を確認している。迫物には永福寺1. 11期の瓦や13位紀中頃のかわらけが図示 ・記載され

ているが、明記された各而の年代には差が無く 14世紀前柴で本調査地点の年代とほぼ同時期である。参

与-まで、に地点4の調査時地表面は28.2mで、報文から算出した各而の海抜レベノりま第 l而が27.4m、第

2 IfrIが27.2m前後、第 3国が27.0m弱で、あり、本調査地点の関 3の調査区1ゆきでの科商のレベルは l而

が24.35m、2面が24.2m、3D師が24.0m前後、4.l.ujが23.8ml背後、 l府が最高位23.7mを測る。 1層を111

Ilt地山として、地点4の持盤に相当するとすれば、本調査地点の4面を除き出土遺物が同時期という各

IIliのレベル差は何れも 3mになる。|直線距離で:'90mで、比lq差 3mはかなり差がある印象を受けるが、北

にILJJlJLが迫り南と西にiu[)11が流 Fする地形を考えると或は述和感、の無い数字なのかもしれない。第 l草

で述べた械に、永福JF跡 (No.61)内での調査事例は本調査地点で未だ 5J山flに過ぎず、本調査成*

を合めても発掘調査成*から文献に観る!I'c福τ竹'tIj:)Jの位置特定には未だ至らず、併せて今後の調査成*

に依らざるを得ない。

[1) I!II .参与文献l
/11';矢川県教育委民会 1989 U帳台，IiNo.126 ノkR，{!i'跡 (No.61)Jr /l l' 条川 W-l]l必文化財調 .ft判~~ 'i 3U . 仲宗川県教育

会U会.1988{f:.調作.jt!JJ.'.l 1 . 
合5川央政 1998 r永料品寺跡.-附';:1:'(.獅「鉾6131昨4外地J.'.U.ノkR，1.'t-断、~.M ，'1.~任 |宝1. 1990{ 1~ ，~~ 1'.t. j也J.'.i.2
佃日l誠・焔川泉 1994 Iノidi，¥‘干断;(No.61) 二断tr字杉ヶ谷520罫l外地点Jr鎌trrliJ型車主文化lH緊 急訓資制作
.'fJ 10 (m 1分HlD.鎌tr，Ii教育委U会.1992年調ft.地点3
R，¥lII:減焔川泉州111M，f 1997 I永初.'I'跡 (No.61) ー附'な'f.獅 f鰐603帯 IJ也r.';lJrmtr市川止ま文 化111駁広l ，l~ft
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表 1 出土遺物計測表 (1) 

似|版JlI:け fi]>JIJ Jti則l白jlド位:CIll ( )=復元値[ 1=伐m白. 的考 (Hfi土-色調成j杉等)

|文15・l
上告S

u径 (7.5) 底径 4.6 滞日1.4
IItì上は~U色微妙、 '.11 RJ:、内針をiItじえる亦~色弘j粉't.'t上

かわらけ糸 外!広l師にスノコ浪 全体的に煤が卜j'1"1

ー2
'ii(i1't窯

|唯 一 底径 一 日*i'，':j- 持if文と対角線状に斜線を組み合わせた文総
惣1II，~81IHil~

ー3
金属製品

長さ [9.9] 幅 [0.65] !日Zさ [0.5]
欽量T

1，( 瓦 長さ ー J'J.さ1.9 Ilfi 1ニはII色・ 瓜色微砂をiltじえる灰色粉質上 日lU，iは見色を5止する

|ヌ17・5
上部

口径 8.2 底箆 (7め 日時I'ji1.6 !め」ニは!以色微妙、 '.11母、(1針を混じえる淡茶色弱粉質上
かわらけ糸

ー6
上 若宮

11径 (8.3) 底径 (6.5) 出向1.8
IIfi 1-. は多i誌の !Jl色微妙、宮町を混じえる泌!日l色弱1~}抗土

かわらけー糸 全体的に.&1師が!事粍している為、外政l侃のスノコ痕イミ町l

ー7
r. r.告

長さ (7.8) 1隔 (5.6) j平さ1.7
Ilf-i_tは尽l色微妙、 72仕上 i1針を出じえる肌色骨骨格)質上 表IJiiがI'U~

かわらけ糸 し外IJ~凶のスノコ痕不191 IIsfltlに煤、内外表l釘共に鉄分地旬、tJ7

-8 
1:. r，告

11径 7.8 Jt.ま径 6.0 協同1.7
l治tは:J1色微妙、雲母、 (1針を混じえる!日L色弱fM't上

かわらけ糸 外1{(lmにス ノコIi{

-9 
1-. r.昔

11径 (11.0) l底f壬(6.0) 日日 I':~ 2.7 
!治J二は!!1色微妙、 雲母をiJtじえる涜IIIl色3財務}質上

かわらけ糸 外底l偏にスノコ痕 全体的にぷI[ijが!官民

-10 
t 器

1 lif (11.8) !広径 (7.2) 日日 I':~ 3.3 
l治tは!ぷ色微妙、雲母、 II針を混じえるJIIL色弱砂質土

かわらけ糸 外!必I偏にスノコli{ 円野市iに煤、内外l師に鉄分が卜j.;n

ー11
t 器

口径 12.2 底佳 7.6 日時 I" '~ 3.5 
Ilf-i tはm色微妙、雲母、1'1針を泌じえる般色弱粉'l'(1:. 

かわらけ糸 外lほ1mにスノコ痕 口+寺内外D丘に煤が卜1'1'1

-12 1，( 瓦 長さ j平さ 2.85 !治上は(1色小打・!弘、をiliじえる茶色上

ー13
l二 器

円径 (7.3) 底径 (4.4) 滞日1.8
J約七は~U色微妙、 雲母、1' 1針を泌じえる抱色弱粉'i't t

かわらけ糸 |刈I飼やや最I1せ.ている

-14 
上器

11径 (12.2) 底任 (7.4) 日;I!¥'53.0 
!治|二は多1誌の)).¥色微妙、 '足時、 ιl壷|ーを泌じえる淡位色刷l沙質 k

かわらけ糸 外IJ~I街にス ノ コ痕 IAJ而に鉄分が{、t1"1 

ー15
1-.器

11径 11.7 l底径 7.0 2詩 I\'~ 3.1 
!め lニは~U色微妙、 '2， 1吐、 í1針をiJtじえる淡位色似f.)}'l-1土

かわらけ糸 外IJ主IfijlこスノコIf{

|文110-16
|二 日fi

11'1.圭 7.5 ほ径 5.9 日i十点 1.5 
!め lニはw色微妙、 ']tl号、 i1$-1をiJtじえるIlIl色弱f.)}質上

かわらけ糸 外1s:luiにスノコ痕 円将部付近にt匹、外l而に鉄分が卜j'.j'f

-17 
上器

11'1.歪 (7，6) !底径 5.4 ::m I'I'~ 1.3 lめtは多量のJlU色微妙、 'Z母、白針を泌じえるIUl0.弱1沙質七
かわらけ・糸 外IJ-~úfi'ニスノコ 1良 全体的に表面が!事ff:

ー18
七器

円径 7.6 Jt.まF~ 5.8 ?if ìll~ 1.5 
IIfiJこは多iilの!よi色微妙、 ']11，'}:、白針を混じえる俄色s)$}lI'Y質 t

かわらけ・糸 外IJ.王l師lこスノコ浪

ー19
ト.総

11筏 (8.2) ほ筏 (5.8) (.lil"'~ 1.7 
Ilf-i 1ょはm色微妙、 fZ母、l'1$-1を泌じえるIUL色弱粉1'tJ:

かわらけ糸 Ilf-i 1:は多tatの!，(¥色微砂、']11昔、白針を泌じえる位色弘j砂質上

ー20
t 官官

11径 (7.5) ほ係 (5.6) 出~II，'~ 1.6 
外J底l飼にスノコ浪

かわらけ糸 Ilfi 1-.は多iEの!).¥色微砂、 'ぷl辻、11針を混じえる燈色弘，)Ii'J、質 t

ー21
|ニ (.N

U1壬6.9 JJま径 4.6 総1':51.5 
外IJ~l fIí( こ スノコ瓜

かわらけ・糸 Ilfi 1こはよ11色微妙、 安母、1'1針、 仁丹粒をiJtじえる位色弱粉質仁

ー22
|ニ 総

11径 一 Ji.まf壬7.6 一保l:7i -
戸、JI.s:i市にロクロ痕が残る

かわらけ糸 ぷJ自は~U色微l沙を iJtじえる灰 IL I 色粘質級i街|ニ

ー23
舶似品

|唯 一 成作 一 ud“百 ι一 .~ 一一 病hは不透明な!ポ緑色を:止する
能見43提系??磁鉢 大きなn:入が入る

ー24
~I(I級品

1-1径 一 !底係 (11.2) 日日μ -
業地は以色微f沙を混じえる!ぷ!士l色弱本li質級?十a

1'Ji' 1磁村'iJJI!i 相hは不透明な淡水色を‘ιする r:t人が入る

ー25
t 昔日

1 11壬7.4 !広f壬5.2 器W1.5-1.8 
!始七は多idの!，¥¥色微妙、 'Z除、(1$-1-を泌じえる肌色1)$)粉-(1沙質1:

かわらけ・糸 外IJ~I(日にスノコ li{ 全体的に表面が最11ぜている

ー26
t r.:旨

n1f (8.0) !広係 (6.2) 日'~ï'，'& 1.5 
!約七はw色微砂と安母、 iIjd-を混じえるIIIL色弱砂'l'(1伊

かわらけ糸 外IJ~I而にスノコ If{ 内外ぷl前に鉄分が1・t.i'r

ー27
1:探

1 11壬(8.0) !底筏 (5.2) 日告，'，'51.6 
)約 1:は烈色微妙と'.111吐、 II針を混じえる淡IUlg.，1.対1沙質 t

かわらけ糸 タ村氏I(LIにスノコII{ 内外ぷ而に鉄分がHrl

-28 
七 日昔

1-1径 8.0 !底1t5.1 日'~Î'I'~ 1.7 
H合tI立以色微li'J、と;glij:，白金1-を混じえる淡茶色ω粉質上

かわらけ糸 外lJJ.ufiにスノコ浪 外l侃にiWく煤が卜J-i'I

-29 
上 日告

111壬(12.6) Jr~1壬 (7.6) お日 3.2 1If; 1ーは!Jl色微砂と'ltl号、(Ifdーを出じえる淡IIIL色粉質 1'.
かわら，t.元主

.30 
t 器

11径 8.0 !邸宅 6.1 23日1.4
Hii 1'.は紫色微妙、1三位tを混じえるIVL色弱粉質土

かわらけ糸 外IJS:凶にスノコ泌 |式'JIJiiに鉄分がH'{1

-31 
1: (.{ 

111宅(7.6) ほi壬6.4 日時 I~':j 1.6 
Hfi 1: は~1色微妙、 'J1 1吐 、 ( 1 針をiItじえる淡燈色ω粉質上

かわらけ糸 外li¥'i凶にス ノコ浪 |人oJIJ~I(Ljの小心に強い指頭による庄泌あり

.32 
1:. ~ 

1 11呈(8.9) !底任 (5.6) 日:y，':5 1.3 
Ilfi上は烈色微妙、 '1{1革、 II針を混じえる淡肌色弱粉質上

かわらけ糸 外IJ'i:而にスノコIH

ー33
七 昔日

11径 (7.6) Jほ径 (5め ~I'~~ 1.2 
l治 1: は ~U色微妙、 'ぷ除、 l'1 $-1ーを泌じえる淡IIIl色弱粉質 t

かわらけ糸 外ぽ1(IIにイミ19IU[，(なスノコli{あり

噌

ipo 
内
ぺ
d



表2 出土遺物計測表 (2)

1'.<1版1Ftり fifi別 計測fI自/単位:cm( )=復元値 11=残(i-fI立 ~m~' (J!ti 1ニ ・色調 ・ j幻影~)

ー34
七日5

仁l径 7.5 !底{壬 5.6 日誌I'.]i1.4 
H台仁はw色微妙、 3母、 11針を出じえる淡茶色弱粉質上

かわらけ糸 外J底I師にスノコ痕 |人1 1mに鉄分が、全体的に煤が付1~f

-35 
上 日日

1-1径 (7.4) IT!l壬 (5.6) 日f} IÇ~ 1.5 
IIfi t.はw色微妙、 'Z母、 11安1'， 1-.) ' 1 粒を ~Jt じえる淡!日L色弱粉'l'tt

かわらけ糸 外而に鉄分が(.]'{i

-36 
上 昔日

L Ij世 (7.3) !広任 5.4 出i尚l.25-l.5
11台上は以色微妙、会町、(Ifd・を出じえるIIJL@弱:fjl質上

かわらけ糸 外Jj~liJïにスノコ I~'{

ー37
1: (，~ 

lコjf7.7 }iS;j宅5.6 日~II，'~ 1.6 
!治J:. はよM色微妙、 'Z母、 tl ~1 を混じえるJ1Jl色弱粉質上

かわらけ・糸 外J.i(而にスノコ浪

-38 
t 日日

I-Ij釜(8.1) Jl:H壬 (5.2) あm1.8 !治仁は見色微妙、 会母、 tl ~1・を泌じえる IIJl色弱:fjl質上
かわらけ糸

-39 
t25 

lコf壬9.1 !必f壬4.6 7m，II '~ 1.6 
)治仁はm色微妙、 雲母、仁I ~IをìJtじえる IIJl色彩J粉'ñ 1: 

かわらけ・糸 外政而Iこスノコ浪 内氏I(JÌは指~nによるナデがやや強い

-40 
t. ~ 

LJ径 9.9 !必f壬5.0 日告白 1.5 
!治 |二は~U色微妙、 笠母、 tl fdーを出じえる般色~þj粉t( 1こ

かわらけ糸 外l底l偏にスノコ浪 一次焼成のね変色している筒所有り

-41 
1: 総

I-Ij宅7.6 b宝f宅5.1 日~Î\'~ 1.55 
)約七はw色微妙、雲母、1'1多|ーを泌じえる肌色弱粉質」二

かわらけ・糸 外J底1mにスノコ浪 外而に鉄分が付{i

-42 
t 日告

I-Ij呈7.7 ほ任 (5.6) (，N I\:~ 1.35 
Jlfi t.I立 ~U色微妙、 '2 1号、 |勺針を泌じえる位色4財務)- f沙質 t

かわらけ糸 外l底的1にスノコ浪

-43 
t 昔日

1 Ij壬 (7.5) ほ任 (5.4) 日告白 1.6 
IIfi上はよll色微妙、雲母、 11針をHtじえるJlJl色弱粉質上

かわらけ糸 外底而にスノコ浪

-44 
t. 1* 

I-Ij壬(7.8) !広任 (5.6) 日告 I'~~ 1.8 
l約上は!，U色微妙、 ']11母、 h針を出じえる肌色5財務}質 |二

かわらけ糸 外底lUJにスノコ11* 外国に鉄分がHli

-45 
1: (，~ 

11径 (12.2) ほ任 (7.0) if.f，(;j 3.3 
!め l二は ~(1色微砂、 雲母、 11針を出じえる位色弱tl質上

かわらけ糸 外Jj宝I(Iiにスノコj):l I人l外l侃に鉄分が{、j'(f 

-46 
上部

Ilj宅(6.3) JlS;j壬5.0 日;{，'，':j1.6 
!め上は!込色微妙、 '21せを ~Jtじえる淡JIJL 0.~l>J1~l質 1-.

かわらけ糸 外底l筒にスノコ浪 内外Iffiに鉄分が1、j'.(f

-47 
t. (，苦

li1.f 7.6 !郎壬 4.8 出向 1.8
!治上は気色微妙、 雲母、 h針を ~Jtじえる淡茶色弱粉質上 外底而lニスノ

かわらけ糸 コ痕 内外l侃に鉄分が卜j'{[ ;Ipjれ1Iの煤から rv~打11去に火を受けている

-48 
上総

1 Ij壬7.5 Jj.'s;j壬4.8 日íi{~ 2.3 
!治仁は~，Ç\色微妙、 'Z母をiJtじえる位色5財務}質上

かわらけ糸 外低価のスノコ痕はナデのため不lり11僚 内lUJに鉄分が卜j'{i

-49 
t 器

nj歪(7.4) !志向 5.0 日ト} I II'~ 2.0 
}!fì上は!J\色微1沙、 '2母を ~Jtじえる淡肌色s}，~l杉}質上

かわらけ糸 外!忠商にスノコIU 1人Ifffiに鉄分が1・j'1'}

-50 
t. ?:持

1 Ij壬(7.7) !広俺 (4.8) (，~ I':S 1.65 
IIfiJ:は多ldの!J¥色微妙、 '21吐、1'1針を泌じえる!日L0.sl>j粉-f沙n1: 

かわらけ糸 全体的に .&ö而が!事~É ，lpJれ円の煤から似行H去に火を受けている

-51 
t 総

I-Ij宅(12.5)!氏1宅(8.0) 日*，'，'53.3
Jltì上はw色微Iゆ、 ']J 母、 II~I' を泌じえる償色弱粉質上

かわらけ・糸 外Jf5:而にスノコ浪

ー52
t 日*

Ilj壬(13.2) ほ任 (7.0) 日* I(~ 3.0 
!任i卜:1まw色微妙、 3町、 (1針をiJtじえる燈色弱粉'l'tt: 

かわらけ糸 外!底Ifuにスノコ浪 lλH自に鉄分が卜j'{i

ー53
f-. :1* 

1 Ij壬12.9 }j主jt8.0 日日 I'~~ 3.5 
IIfi 1二は ~U色微妙、 支 母、 n~1 を ~Jt じえる綴色弱粉'l't土

かわらけ・糸 外底的Iにスノコ痕

ー54
上 日日

1 Ijt 13.4 江主任 (9.0) (，~ II~~ 3.5 
!治上は1.(¥色微妙、 '2&士、1'1針を出じえる附肌色弱t)'l't上

かわらけー糸 外底面にスノコ保 内外lUJに鉄分と煤が(，j・i1

ー55
仁 Q

仁川壬 (11.9) 底径 (8.0) 日目 I':~ 3.2 
!治 lこは多i，lのm色微砂と雲母、 tl針を混じえる ftJl色~Ej粉質上

かわらけー糸 タト路面にスノコf良 ÎJ而Iニ鉄分がi、J':?}

-56 
L (，~ 

1 11t (7.9) !応fを(5.6) 日:t，匂 1.85
}任i上は1.U色微砂、 3除、 n主|ーをiltじえる淡白色弱粉'l11:

かわらけ糸 外JJ主l市にスノコ1良

ー57
上日*

円筒 (13.0) j氏径 (7.0) 日持 I':~ 3.2 
J!fi 1ニl立以色微妙、 雲母、 11針を泌じえるIIJL色弱ti質上

かわらけ糸 外iJまl而にスノコ1良

ー58
11 Hit 

1 Ij壬 (12.8)凶作 (8.0) 昔日I':S3.5 
IIfi 1:は!.U色微妙、 '2IiJ， ( I ~Iー を出じえる t!f色~Ej粉ft 上:

かわらけー糸 外!必Ifliにスノコ浪 |人.JJ.底IUIはJ行頭によるナデがやや必い

-59 
k二 蕊

Ilj壬 (12.8) j必径 (8.6) 出 I"'~ 3.4 
!任ìlは~n色微妙、 'S母、(1針を出じえる燈色弱粉'l't上

かわらけー糸 l川底l而は指必によるナデが必い

-60 
自rh級品

11径 一 l凶壬 一 日'~ I I，'~ -
オミ地は!J¥色微妙を出じえる}火(1色料i'l't級街 |二

( 1磁11江川 相"は不透明な灰t，(立を足する
-61 

瀬戸窯
I-Ij壬 (7.4) ほ径 (4.4) ~ri，'~ 2.3 !治 1:1;t1l)J灰色弱粘質級密上 liiiJVIl走 3ド-lrlJVlの製J

人 f 

-62 
'i;'lift:% 

111モ(9.0) Ji'i:l壬 日日尚 一
JIf; 1二は(1. !、(\色微妙を ìJ~ じ え る 茶色1: ;指点は日告茶tu色をEAする

.~:・作:~ ・ 11縁部一日市jl}liJJLlに降板による1'，然有"が併かる ;:n 9 {盟式の製1~1I11 ? 

-63 
'ìi~ìfi窯

Llj壬(15.4) 1酎圭 一 {1告白 一
!治上はi*ぷJ~に白・ 1，1.\色微砂を ~Jtじえる灰色 lニを呈する

J '1-1 1鉢 u摂 11縁部-(宇部内而にかけて降灰による1<1然現"が掛かる 第5'¥)!式の製品

-64 波書'"砲火鉢 1 Ijを(15.4) 凶作 一 日片山 一
J!fi 1二 は~(\色小イ1 ・( J 色紗を ~Jt じえる以内色 |二 日:f去は灰以色をtti
する。ぷI{IIに鉄分が{、J'.{iする

-65 
金属製品

長さ [14.6] [2.1] J平さ [0.4]
)] f 

-66 
t~ 

1 Ij呈(7.0) }J;S;j王(5.0) 日~ IJi'~ 1.5 
IIfi 1-.は!.U色微妙、'Z母、 ILJ針を出じえる位色弱粉'l'tJ-.

かわらけ糸 タトJj'S;1而にスノコ痕 去l而lこ鉄分が{、J'((II

ワ
UFO
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表3 出土遺物計測表 (3)

1:;<1版砕け やm;リ ilhUiJlii'U1iif立:CIl1( )=ilVelt!l I 1=伐(f!，1'i. vtn考 (1治 上・色調 ・j戊j彩等)

-67 
tH告

11径 7.5 !底径 5.6 rM ，~'~ 1.5 
!治 tは .~U色微妙、 '2 ffl: をiJ~じえる肌色\lsm}質上

かわらけ・糸 外!氏l自にスノコ浪 内底l而はJ行頭によるナデがやや強い

-68 
1-， r.~ 

11径 7.4 1.i-5;t壬 5.4 日N・ ，\.~ 1.5 
I治上は多hlのJぷ色微砂と '2 1.昔、 白針を出じえる濃川L色似砂~ Iニ

かわらけー糸 外J底l偏にスノコ泌 1 1将部と |付 IÚÎに煤が、内外ぷ凶)~に鉄分が{、tð

-69 
上総

11径 (7.4) 底筏 (5.4) 日目h\'~ 1.7 
Ilfi tは黒色微砂、主母、 h針をiItじえるIlIl色E財務}質 t

かわらけ糸 タト，j.~ L市にスノコ浪

ー70
t二お‘ 

11径 7.6 !底1壬4.9 部内 2.0
l治tは!;(I色微妙、 'β}吐を混じえる淡IIll0.l品j粉質 1・

かわらけー糸 外IJ5:lflIにスノコ泌 内底l而はJ行頭によるナデが強い

-71 
i二 日日

1 Itf (12.6) 底径 (7.2) i* ， ~'5 3.4 
IIFi上は多hlの!，u色微妙、 '21-母、 11量|を出じえるIUL色1j'，H沙質七

かわらけ糸 外!底1mにスノコ泌 外-tA1筒に鉄分が!-tli-

ー72
七日5

11径 (13.2) 底任 (7.6) 日目r，f53.3 
11f-i 1二は ~U色微妙、 ']1 1号、 h針を泌じえる IIIL色弱粉質 k

かわらけ糸 外IJS:I偏にスノコIU 外ぷIm(こ鉄分が1、)-.{f

ー73
自tl4改品

|唯 一 底符 一 日*，I.]j 京地は灰h色偽j粘質綴密上 利は不透明な水青色をltl.する
日江見r!i民系1T磁鉢

ー74
Tlthli!(，'II¥ 

11径 (12.4) 底径 一 総尚 一
京地はJポIJ;!<(I色料i質級官 t

n[見~~語系白綴鉢 利lは不透明な「，Z緑色をlJ1.する 大きなn:人が入る

ー75
舶似品

1 If1: 底後 (5.0) titi:.4-
京地は灰IJ;!<ILI色紛i質級¥f.t

拠品43民系lT磁針E 柄IJは不透明な水lT色を.J:lする 大きなn人が入る

ー76
~n 4& ，'~， 

11径 (12.4) 底後 3.9 H*，~'5 5.2 ポJ自はh色相i'l'l級官上 柄IJは乳1':.1色を1止する
I1磁1IJC腕

ー77
銅製flh

11径 一 底f壬 出向 一
f別状不明JA

ー78
~j 銭

1壬 2.5 りJ$)f"f-998{f-断，3
北米 .h証平元rt

ー79
イi製品

長さ 17.7 l幅 [4.0] j平さ[1.9] :;u色料i板狩{iE r-l Iか?
)fJf~悦

|ヌ112・80
tt詩

Ilf呈(9.0) I.l.~径 (6.0) 日誌，'，':i2.0 
Jlfi 1: (j:!:U色微妙、 'lt&):を混じえる淡燈色1財務)質 t

かわらけ糸 外IJ~I師にスノコ出 全体的に煤が付行"

-81 
t 日告

1 If呈(7.6) liS:径 (4.8) 日*，'~5 1.6 
11台 1:は !;u色微妙、'1t~): 、 í l ~l' を iJt じえる淡茶色~hî粉質上

かわらけ糸 外}J~ U'fi にスノコ浪 1 J将部と|人JI底面に煤がl-I"1':f"

-82 
上日fi

1 11圭12.2 !底径 7.0 P，1f".::i 3.45 
IIfi 1二は~\1色微妙、怒母、 II ~I を出じえる位色弱1沙質 t

かわらけ糸 外)j'S:I(ij(こスノコIH " 

-83 
k 日if

IIf壬 (12.4) Jr主役 (7.2) 日日 ，~'5 3.5 
Itti 1-.は!;u色微妙、']1f#:、 ( 1 幸|ー を泌じえる償色~)'，)粉1H.

かわらけ糸 タト ぷ凶j(こ ロクロ泌がÝ~ る " 

-84 
'l;~ 討't~足

111壬 !氏f10 r;;f，'，'5 -
Ilfi 1-. (;t.( 1色小イi、微l沙を多く iltじえるnl1JlIl色t 2itぷはlりl茶色を'止する

1'，'1 J鉢nrJl 気~ 6 a'担式の製AJJP
イヲ製J，J1

ト一一一一ーー

-85 
fjf1り宅'1'fU5 

長さ [8.1] 弘司 [3.2] IY.さ[1.95J1' 1 色l味強石IlのJJi ま っ た b~色で'l'ti8あり

-86 
イ?製品

長さ [4.2] 幅 [3.3] )¥1:さ [0.5] 淡1'1.色~淡J!l10.系で質感あり1!(Wi1i2fill: 1:耐5

-87 
行製品

j乏さ [8.1J 私自 [3.9] 1'1さ [0.6] i炎Jバl有色で質感あり やや申x'l't
I!r.li屯J1"(i1上上紙

-88 
仁 器t

11径 (7.6) !氏110(5.4) 日品目 1.5 
IIfi Jーは多祉の~U色微砂、 '.11 1培、 (I ~十を泌じえる!日L 0.5)'，)妙質上

かわらけ糸 外)j'S:I[!I(こスノコ泌

-89 
t i* 

111壬 (7.4) 民俗 (5.0) 日511道1.8
!昨i1二l立以色微妙、3除、(I ~I を iJtじえる淡般色ω1'í)-砂質 t

かわらけ糸 タト)j'S;凶iにスノコIH r"JlJ:S: I(LÎはナデが強 く 、厚~t

-90 
上総

Ilf壬 (7.4) 底{宅 (5.0) 首位 ， '， '~ 1.7 
Ilfi 1二は J，U色微砂、雲母、 ( I ~I を混じえる淡III l色弱粉質土

かわらけ糸 外1)まI(，j(こスノコIH

t 総 !始 1 '. は~(\色微砂、 13母を i民じえる肌色3財務H~ 1二
-91 
かわらけ糸

IIf壬 (7.0) l底径 (4.8) 日*刈 2.0
外!応lfiiにスノコ浪 内底的iはJ市民によるナデが必l¥" 

-92 
t. (，~ 

Ilf壬 !底i壬9.2 部111
J的 1-.は多 fitの !X\ 色微砂、 'l1 f昔、 II ~十を泌じえる IIll@.sþ)f沙質 t

かわらけ糸 外IJ~I伺 l こ スノコ泌 |川氏而に煤が、 |人j外ぷI侃共に鉄分が{、I'.j'( " 

-93 
Tlt!級品

11任 一 !出壬 ー ("汁~ 1'I' fJ 一ー
級相IJ総

ー94
瀬戸窯

l 唯 一 !民任 (8.0) 出尚 一
J治仁は明灰色ω抑i'l'tが支持;1:. 病liは民色l味がかった淡総色

}1(執jJ}J~~~Jml lìílJ U j後 、1~ - '1')g Jの製品

-95 
刊r(t);窯

1 If壬 !氏1壬 止法tlJi !仔;1 : はよI~ 色粉'i'ü長j粘質級1キ" L 執'"訂災以t，""色 中JUIの製tBtl・，
)1-，平'111例!日且

-96 
';.ï~ 十11$

11径 一 ほ任 (18.6) 日日尚 11台卜.はお去とJtに11色・ !;u色微i沙を泌じえる灰色卜.を屯する
受E

-97 
'fj'{計't ~起

11径 一 1出壬 ー 日*III'~
~ 

-98 
'j;t 計't~足

11筏 ー l出壬 一 日日 I'I'~ -
11台 !こは白色i沙をiJtじえる j火.~~~色上 lf.t.&は11音赤側色を単する

)'，-1 J鉢日貿l 体 1~1 1)、l前iに鉄分が卜]'.;1する 第 8'型式の製J

-99 
'Ìr~計1$

IIf王 !剖壬 ー 日~ ， '， '5
IIfi I二はI1色小行、内.!，(.¥色微妙を混じえる以色 11 H5・4長はH背茶色

片11鉢日航 を'ιする {本1iil内l而に鉄分がHfiする ~ 8 ~型式の製品

。JFo
 

q
J
 



表4 出土遺物計測表 (4)

際|版?書η 鶴男リ i!hJIIIfIt'i/Jiil立:qm( )=復元fll[[ 1=残t?lil'i. vl自身 (1治 1". ・色調- 成形~'n

ー100
';i~滑窯

11径 一 底筏 ー 百u百~ I"'~ -
Jliì上はÎI 色小行や利l沙を ilt じえる H官位色 tでj的芯は灰~1;l色

J¥"口鉢H頬 骨骨表は茶色-11行茶褐色をhlする 第7-8型式の製品"

"101 
七器質

11佳 一 !邸宅 一 H的U干-d・ァb 一一 !胎土は以色砂と("1色砂を泌じえるj長II色1: P，:-I.&は以~IJ色を呈する
i~鉢型火鉢

ー102
石製品

IWf: 底i歪 “6ii干I-l.bf一一 小片の復元の為、 11筏に不安2あり
汗}石鍋

ー103 'A瓦 長さ ー Jy.さ 2.25 !治土は1'1色 .JAl色微妙をiltじえた灰色上 総ぷは以色を呈する

ー104
自白il攻JP

l唯 一 JJ主径 一 RGE，v 11h .d2- -- 素地は灰白色11，)粘質級後:上布hは不透明で濁ったj反l味水iT色を呈する
-，'，.磁鈍立主弁文腕

-105 
自自級品

l唯 一 j底筏 一 日持尚 一 業地はII色5tJ粘't'i級官 仁和lは透明な百年l、本色を2する
，';'1'1磁小1m

11<113-106 
上総

111壬(14.6) 底律 (13.2) ;続出 3.1
!始 tは!込色微妙、多量の雲母、 II$-I'を混じえる淡茶色弱粉-:ji))質上

かわらけ手 外底l飼に煤が{、t1Yi' 

ー107
常汗↑:窯

l唯 一 )底径 一 日伯t巳'h'，'G
!始土は白色微妙 .:Jl色小石を混じえる191灰色 |二 総去はl情灰総色

5理 を呈する 全体的にかけて11然事hがJ亨くかかる めi6a型式の製lv，
-108 

イ1製品
.w:さ [6.5J [3.6] !平さ [1.0] 淡黄色で質感あり やや軟質

I!(li屯EE仕上砥

-109 !，(瓦 長さ ー 停.さ 2.6 J約二lニは白色小イi.I沙、県色微妙をj14じえるJ火ld色一淡紅色七

ー110
I~. 6N 

1 11壬(8.2) )底径 (4.8) (.~Iç~ 1.8 
HÉì上は ~IJ色微妙 、 'Z母を泌 じえる淡IUL@. 1財務)質上 外l底面にスノ

かわらけ糸 コ痕 |刈底的Iは指頭によるナデが強く、全体的に限粍している

ー111
t 昔:-;

111壬(12.2) !底径 (7.6) 日告，':~ 3.2 
胎土は黒色微妙、雲母、1'1針を混じえるIUl色煽粉質上

かわらけ糸 外!底面にスノコ似 内!底面は折頑によるナデが強い

ー112
1:: l* 

111壬(12.8) !底1毛(8.0) 甘*I~'~ 3.4 
J治上は日il色微妙、雲母、 1'-1針をiltじえるIUL色弱粉質 t

かわらけ糸 外J底而にスノコIH 内底面は指頭によるナデが強い

ー113
'it7，ii1窯

11得 一 底径 一 (，~II，'~ -
}治土 ・総点Jtに内色小石とよli色微砂を混じえる茶阿色 1".

J'(I 1鉢日惣i !治芯は，~\\灰色を JRする 第6b- 7'\~式の事~I'山

-114 
11計開'1:'*

11径 一 底筏 ー :f.+刈 一
胎上lまÎI 色小ィ;・ ~U砂を ilt じえるよn灰色上 日:-;j，{は茶色仁をhlする

J'i口鉢H矧 口縁出11-1人11mにかけてl当然利lがかかる ?il1Qit'/式の製品川船 tは

ー115 タ;瓦 長さ J平さ 2.65
白色 .~Q色微妙・ 'ぷ母を混じえる灰色粉質上
日号表はJ天J，U色を'止する

表5 出土漬物破片数表

Mh 
かオコらけ 同内1:1i陶器官l 行製J111 金凶製J1111

市(Id成品 火鉢 瓦 % 
糸切りJ..I¥"ね 山茶碗瀬戸 常計't 計7イi 1砥石 割l移民 鉄製品 銅製品

411(j辿梢 10 21 2 1 3 1 38 1.2 

3而遺構 177 2 1 2 8 3 193 6.2 

3 1而村~I戎 t 35 18 3 2 58 1.8 

3而 l二 1 1 。。

21liii災肘 206 3 1 1 13 1 l 226 7.2 

21師i白川 187 12 1 200 6.4 

21耐jわ&:1:: 554 14 3 2 34 1 7 1 2 619 19.7 
ト一一一

2l面t 407 16 27 7 l l 459 14.6 

11M辿榊 229 2 1 3 5 9 3 252 8.0 
一 トーー一一一一

l凶II.f，"71&:1'. 748 12 9 70 6 32 1 878 28.0 

lurI仁 55 3 3 5 4 70 2.2 

i試持II'1采~ 110 4 1 18 10 1 144 4.6 

2719 45 54 7 18 196 7 79 2 4 3 3 1 3138 100.0 

% 86.6 1.4 1.7 0.2 0.6 6.2 0.2 2.5 0.1 0.1 0.1 0.1 。。100.0 
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1. 1面全景(南から)

2. 1面北 (南半東から)

4. 1面土坑 (北から)
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図版 1



図版2

1. 2面全景 (南から)

2. 2函南半土丹地業 (部分 ・南から)

4. 2~3函炭層上遺物出土状況 (北東から )

5. 2面遺物出土状況 (北から)

3. 2・3面E・2付近 (東から)

6. 2~3面炭層 (東から )
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図版3

1. 2・3菌柱穴列と建物 (南から)

2. 向上 (北から)

4. 3面柱穴列2(西から)

3. 向上(東から)

5.同左・ 2面建物と溝(東から)

円

iro 
q
J
 

6.2函建物北側柱穴と溝(西から)



図版4

1. 4面全景(南から)

3. 4面ピット404(東から) 2. 4面全景(東から) 4. 4面ピット402(東から)

6. 同左・北端部分 (束力、ら)

8. 東壁堆積土層(北西から)
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図版5
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図版6

105 
104 

94 

世越議議縄踊

" 117 

3 

79 

82 
78 

85 

-370ー



米町遺跡 (No.245)

大町 992番7外地点、



例 日

1. 本在は、鎌倉市大IIIT二丁目992番7外における白己用庖制i併問住宅建設に伴う埋蔵文化財の発掘調査報告である。
2 発掘調査は、|玉|庫補助事業として鎌危市教育委員会が実施した。

調査賜l聞は平成15年12川1トl一同年12月26日にかけて実胞され、調査対象面積は35ばである。出土辿物に|刻しては鎌
倉市教育委員会がこれを保行している。

3 調子主団編成は以下のとおりである。

調査の E体 鎌倉市教行委員会
調査担当者 滝洋品子 (日本考古学協会会員)

調査日 宮EH民
調子f補助目 安述泣代
調査協力者 藤岐正義 ・荻野勲 .LIニ的道犬 ・秋日|公佑 (以上、社団法人鎌倉1打シル/1"-人材センター)

4.本』の辿梢迎物の縮尺は次の通りである。

迫構図 1/40 (辿梢図の水糸高は海抜高を示す。)
迎物実illl]図 1/3.1/6 
5.遺物実淑1]図には次の記坊が使用 されている。
利の限界線一ーーーーーーー 使用痕の範囲 y y 
調整の変化点一一一一 加仁棋の範囲?←一一一→?
6 本、l?の執犠 ・編集は以ドのものが行なった。
第1-3:i'芦森孝 J乙 第4i立 滝滞品子
7 本内の図版作成放ひ可:真撮影は次の者が分担した。

逃榊図版 滝洋品子 ・ 渡辺~佐 f
泊物図版河内令子

迫桝写点滝津31
迫物写兵沌洋品子

8. また、発掘調査に際して多人-な御協力を頂いた施主に深く感謝のなを去する。
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第1章遺跡の位置と歴史的環境

本報する地点は、鎌倉市大11IT二丁目992番7外に所在し、米町遺跡(神奈川県辿跡台11展NO.245)内に位

置する。小道を挟んで西側は下馬周辺遺跡である。

米IlII辿跡は、 F馬周辺泊跡の北東側に位位しており、東西700m、南北は横須賀線を南限とする200m

の範囲である。

本地点は若宮大路と県道鎌倉 ・柴山線が交災する F馬p同つ角を東(名越)方向に約200m進み、 M初の

路地を右折して、約20m南 Fした左側の場所で、米町遺跡の丙端に位置する。現状は宅地である。

調査地点は、鎌倉時代の基幹である若宮大路から西万向に200m'こ所伐する。また、両遺跡地の北側

を束凶方向に定る県道鎌倉 ・葉山線は、鎌倉H寺代の大IIIJ大路といわれており、さらに、律令時代は東海

道の辺筋の可能性があるともいわれ、干1，代から鎌倉H寺代を通しての直史な幹線道路であったと考えられ

ている。このような環境 Fにあり、遺跡地近辺は当該期には非常に繁華な線相であったことは怨像に難

くない。

また、本地点の所在する米側[追跡の 「米11IfJとは、鎌倉時代に裁許を受けた商業地域の名称の一つで

ある。鎌倉幕府は、商業地域を限定するため2回法令を出している。

建長三年十二月三 日の条一鎌倉中小Il~-屋之事被定置庭々一

大11If 小11IT 米PIJ 亀谷辻 利引江 大合辻 気手[1飛坂111上

文永二年三月五Hの条一11IJ倒l免所の事一

一所大IIIT 一所小町 所魚11町 一所穀町 一所武蔵大路 1'"

大企辻

所須地質江橋 pfr 

とあり、 二度の法令の中、 jhに、米IWf、及び殺111]"(米11IT? )の名前が見られる。鎌tr時代には、追跡地

周辺は繁 tl'~な商業地域とな っていたのであろう 。

匡11に示した範囲内で過去に発掘調査が実施されたのは、 11地点、である。6地点からは強固な版築面が

検LI11され、これが道路沿梢である IlJ能性を指摘し、車大路、文は古い東海道の可能性があると報告して

いる。8地点からは12世紀第4四半期一13世紀後半の遺構府が検出され、 13世紀前半までの武士居住区の

様相、 また、 13世紀前下以降から13世紀後、ドまで活動の級相が確認されている。

また、木造跡地雨方に位置する材木座IIIJ崖追跡内の材木崎-f目910地点、では、中Iit遺構群 Fに、律

令WJの冶梢Wf:が検出されている。本治朗地からは160ml有方にあり、本調査地点においても律令期の遺

桝群が存在する可能性が指摘出来、注目される点で、ある。
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米町遺跡

1.本調査地点

2.大町二丁目933番ほか地点

3大町二丁目931番1地点

4大町二丁目2308番1地点

5大町二丁目2313番15地点

6.大町二丁目2312番4・10地点

7大町二丁目2315番ほか地点

。
2∞m 

8大町二丁目2314番1ほか地点

9.大町二丁目2お8番1地点

10.大町二丁目2411番2地点

11.大町二丁目2404番の一部地点

下馬周辺遺跡

12大町二丁目975番6地点

(1 :2反わ)

図1 遺跡の位置
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第2章 調査経過・グリッド配置・基本層序

調査経過

本調査地点、は鎌倉市大IIfJ二丁目992番7外に所在する。調査は平成15年12月1日-26日にかけて実施さ

れた。調査面積は35111霊で、ある。便宜上、調査区を東西に2分 し、東側をI区、西側をE区として調査を

実施した。なお、掘削限界の深度は200cmで、ある。

12月2日 重機による表土掘削

12月3日 器材搬入

12月4日

12月5日

12月6円

12月9日

12月10日

12月11日

12月12日

12 )=113日

12月15日

12月16日

12月18日

12月24[1

12月25日

12月26円

x4 

x2 

I区より調査開始。シルバー人材セ ンターの41，が本日より参加。

方形竪穴建築枇1・土坑1・満1・2検出。

レベル原点移動(追跡地の海抜 :6.689m)。

満1・2.土域2平面測量。

国土座標の移動 ・測阜のためのグリッド設定。

I区土坑群掘り上げ。

1区全長 ・平面調IJfi1.南壁セクション実測。

土坑5掘り上げ。

H区調査開始。方形竪穴建築制:2・3検出。

H区治構精』。

一坑6・7検出。

H区全長。

H区平面測量。

調査終了。器材撤収。

y2 y4 y8 y14 y6 y10 y12 y16 

E区

xO 

。 申n

図2 グリ ッド配置図
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表 土 層 -6.8m 

近 世 層
-6.0m 

1函

2函

方形竪穴建築祉
- 5.2m 

l区 黄褐色細砂層 E区

図3 基本層序

グリッド設定(図2)

グリ ッドは調査区全体をカバーするように設定した。南北方向をxll1ill、東西方向をy車1I1とし、南から

北へ、西から東へと数値が増える。また、グリッドの名称は北西|明とした。

北はx軸から132
0

37'40"京に傾く 。また、本来の方位と異なるが、便宜上x411kを南北、y車IIJを東西と

呼び報告する。

国土座標(エ リア9)との関係はグリ ッド(x2，yO)=国土座椋(-76341.240m，-25274.761m)である。

基本層序(図3)

本調査地点からは一部同一l而上に、 111litJ~Jの 211寺期の治構併が検出された 。 遺構面は海抜5.6-5.8mM

後である。

以F、府序は以下のとおりである。

表上層 現代の鹿イL、)11礎杭、盛上等の!習である。80cm前後の堆般で、ある。

近lit層 H育制色砂質上町jで、 0.5-1.0cmの上汁粒fを合み、粘性はなく、しまる。

黄何色刷砂層 r-I=l世辿梢l伴が検出された!習である。近辺の追跡からは、内代の遺構群の検出されている。
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第3章 検出遺構と出土遺物

今回の調査では、調査区東部のみ2面確認され、西部においては中世2時期の遺構群が層序を持たず同

面上に検出された。また、西部は中世期のJld梢群が近世期のill*削洋或は造成によって大きく撹乱され、
中世期の遺構群は良好な状態で、は検出出来なかった。今回検出されたのは満2条、方形竪穴建築祉3軒、

土;蹟6基である。出土沿物は、鎌倉市街の追跡地と同様な様相を示すが、常滑・金属製品が比較的多く

出土している。

以下、各面の遺構と遺物の説明をする。

1面検出遺構と出土遺物

1面検出遺構(図4)

1面は東部、 I区調査区の一部分でのみで、海抜5.7m前後で、検出された。検出されたのは満2条であ

る。

溝1・2(図5)

I区調査区、 x2-4. y6-13に海抜5.8m-5.4mで、検出された2条の南北満で、ある。満1が満2を切る。

満1の西端は後世の脱乱を受けており、北肩の大半は調査区外北に在る。検出された鍋方規模は東凶400

cm、満|隔22cm-34cm、深さは確認面より8cm-14cmを測る。底部は西から東に緩く傾斜しており、比l司

差は25cmを測る。

満2は東端が後世の撹乱にあい、西端は調査区外北西方向へと続く様相を呈する。検出された摘方規

模は東西の長さ400cm、満11嘱40cl1l、深さは確認面より6cm-13cmを測る。底部は西から*へ緩く傾斜して

YO nu 
"
ー
ー
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図4 1面遺構配置図
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おり、比高差は18cmを

測る。

満1. 2の磁上は共に哨

褐色砂質土!習で、小土

丹粒子 ・少iliの炭化物

を含み、比較的しまり

はある。

この溝鮮の東西4ilh方

向はN-35
0-wである。

溝1出土遺物(図6)

。 4π1 

図5 溝1・2

1はかわらけを転用した取瓶で、 11縁部の小片である。内面に鉄浮が1寸若している。

1面出土遺物(図7)

1はi腕輪成形のかわらけの小皿である。復元口

径7.8cm、底径6.2cm、器高1.1cmを測る。n台土は肌
色を単し、白針 ・亦茶色粒子・黒色微粒子を含

む。薄子の1m状で、休部中央部に明|僚な破線を

有する。

2は山茶碗窯系担鉢の口縁部の小片である。JI白

土は茶|床灰色を呈し、長石粒子を合む。口縁部

はH巴厚し、口唇中央部は凹む。

亡-J:ニヨ
ミ三〉!:L2Z

。トl

7J， 
図6 溝1出土遺物

o 5cm -

:w e4 建設

~o~ 1 口~ ，
10cm 

3は子づくね成形の白かわらけである。復元I

径8.8cmを出IJる。胎上は白褐色を呈し、 4四方の

亦茶色塊を混入するキメ細かい精良七である。

器去は非常になめらかである。

図7 1面出土遺物

7も
て一1，72

" ， 

にこコ)

L 一司

、とう‘

¥. '1 -7ヌ

とこ二二3
図8 表土層出土遺物
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4-8は金属製品である。4'5は北宋銭である。4は景祐元費、 5は照寧元賓である。6-8は鉄製品、釘

である。7は完形品で長さ5.4cm、太さは5cmX5cm、断面の平面形は正方形である。

表土層出土遺物(図8)

1 . 2は磁器である。1は龍泉窯系青磁、鏑蓮弁文1疏の口縁部の小片である。胎上は灰色を呈し、前hは

半透明な淡褐緑色である。器表は両面共に粗く貫入する。2は白磁、口冗illlである。復元口径9cmを測る。

胎土は白色を呈し、黒色微粒子を混入する。利l調は灰白色で、器表に気孔が若干観察される。

3は常滑の裂の口縁部である。復元口径は37.6cm、縁帯|隔は3.6cmを1WJる。胎土は暗灰色を呈し、 長石

粒子 ・黒色微粒子を合む。器表は茶褐色を呈し、内面のみ降灰している。

4.5は山茶碗窯系4"E鉢の口縁部である。4の復元口径は28.4cmを測る。Jj台土は灰色を呈し、長石粒

・小石を混入する。口縁音1)は若干内傾し、 i怪く降灰を受ける。5は小片である。胎土は灰色を呈し、

長打微粒子を含む。内面にi怪く 降灰が観察される。

6' 7は研磨痕のある常滑片である。6は鉢の口縁部の破片で、全面が研磨されている。7は底部片で、

断面の2辺に微かな研磨の痕跡が観察される。

8は近世の瀬戸、灰柄h灯明皿受けである。円径7.8cm、底径3.5cm、器高1.8cmを測る。胎土は白褐色、

利調は淡黄色である。内面にのみ施罪111されており、器表の貫入は密、かつ微細である。重ね焼の痕跡が

内面に311~1、外面に 1個観察さ れる 。

2面検出遺構と出土遺物

2面検出遺構(図9)

2面は 1. II区で、検出され、海抜5.5m-5.7m前後に方形竪穴建築祉3軒、土坑6基が検出された。

方形竪穴建築士止1(図10)

I区調査区、 x2. y12-15グリ ッド内に海抜5.5mで、検出された。当:111:の南側の大半は調査区外南に延

び、東壁のj百は調奇区外東に有る。また、 北壁の肩の一部は土岐2と切りあう。

検出された制方規模は東西250cm、南北50cmを測る。深さ は最大で確認而より34cmを測る。壁はほぼ直

ウして立ち上がり、床面は王jZJ:1lである。床面にはピッ ト状の落ち込みがあり、1口が確認された。西端

のP-6は直俺50cmの、ド円形を起し、深さは41cmを測る。

部 tはH音拡j色料l質上層で、 1cm-5cm大の土丹塊 ・炭化物 ・貝殻片 ・遺物を含み、比較的しまる。ピット

状の落ち込み状の磁上は明黄褐色砂層で、貝殻片を多

く合み、しまりは恐い。

、'H止の東西のj~UI方向はN-48
0

-Wである 。

また、方形竪穴建築JII:構築以前の落ち込みが1ヶ所床

而 |ごから検出され、手づくねかわらけがn.'，1:.したが、
その大半が調査区外のため詳細は不明である。

¥. -t _j_t ごと当:

、可三三ヨ
方形竪穴建築士止1出土遺物(図11) 

1-4はil暁'1嘘成形のかわらけで、 1は人-皿、 2-4は小

1illである。lの復元口径は13.5cm、底径8.6cm、器高3.1
図10 方形竪穴建築士止1
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図11 方形竪穴建築士止1出土遺物

cmをiWJる。胎土は燈色を単し、 1'--1針・白色粒f.赤茶色粒チ ・微砂を混えキメの細かい精良土である。

薄子で、 llll状の器型である。小川lの復元1It-壬は7.3cm-7.5cm、底径4cm-6cm 、器 r~届 1. 3cm-2cmを測る。

胎 tは2・3が肌色系、 4が燈色系である。!I台仁には、白針 ・雲母 ・白色粒子 ・赤茶色粒子 ・微砂が含ま

れ、 4は微砂の出入が多く粗い。概ね体自J)に稜を持たず、 2.3は1lIl型、 4は腕型である。

5-7は常滑である。5は警の体部の破片である。胎土は桃色を呈し、長石粒を含み、若干粘性を持つ。

菊花の~.'1 1印文の残片が見られる 。 6 ， 7は鉢の小片である 。 6は口縁部である 。 fJ台土は赤燈色を呈し、長

石粒子を合み、 11音灰色の胎芯を残す。器表は両面共に赤燈色である。7は底部である。Jl台土は黒色を呈

し、長打微粒子を合む。 器去はIJI~紫色を足し、内面に|埠灰している 。 休日1)は内 l語、外而共に箆状工具に

よる横万向のナデj幻影である。底部外面は砂底である。

8はかわらけ質の子照りのj捌l音15である。長さ6.1cl11、太さ3.6cl11X2.7cmである。断而は桁円形を官する。

H台上は肌色を呈し、白針 ・雲I#:.白色微粒子を合み粉質である。手捻り成形である。

9は鉄製品、釘の断片で、ある。

10は石製品、硯の海部の断片である。海部は四葉になると忠われ、その周囲には線刻の青海波文様を

「匠している。

11・12は庁形怪火iJ!築.t1l:のjぷIfriの|栢側に検出された落ち込み音15から出土した辿物である。この落ち込

みは出土辿物から見ても方形竪穴建築制:H昨築以前のものといえる。
11は手づくねj制限のかわらけの小山である。復元口径は9cm、器両1.8cmを測る。Hfoi上はJ1JL色系を14し、

白針 ・白色粒子 ・微砂を混える。休部の殺は弱い。

12は鉄製品、掛け金具の頭部である。太さは10cmX8cI11前f表で、ある。

方形竪穴建築士止2(図12)

調査区「区の西側!に海抜5.8ml日後で、検出された。方形竪穴建築枇2が方形l笹穴建築祉3を切る。

方形竪穴建築祉2はx2-5. yO-4クーリッド内に拡がる。当祉の北側、 及び西側は調査区外に拡がる。

張り 山し日15と主jせ部からなる。検出された.J1tl¥JJ規模は南北290cI11、 J荘内350cI11、深さは{確認而より34-63

cmをiWJる。

床面は平坦で、 rl'央部分に2基の t坑6・上坑7が検出された。上坑6の掘方規模は直径80cmを測り、 τ17.

而JIヲは不整円形をよ14する。深さは床面より民ー大で、53cmをiftlJる。恕士はH音褐色粘質土で、 1cm大の七丹

塊 ・員妓刺11片を多く合む。若 Fの炭化物も合み、しまりはよい。土坑7の掘方規模は長4i，li148cm、短llii!1140
cmをiWJり、、F而形はほぼ円形に近い。深さは床面より26cmを測る。磁上は暗褐色粘質土で、 1cm-5cm大

-382一
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4 み、 粘性があり、しまりは良

好である。 t坑6は方形竪穴建築

祉2磁土中に検出され、方形竪J(

建築祉2埋没後、2r師|時期より新

しく作られたものである。土坑7

は上坑61こ切られ、低部付近のみ は
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図12 方形竪穴建築士止2・3・土演6・7

方形竪穴建築士止3(図12)

x2・y1-4グリッドで検山された。辿存部分は東西350cm、市北は86cmで、深さは確認面より35cm-

45cmを測る。方形竪穴建築枇2同様東1J!1Jに、床面よ り12cm高いテラス状の広がりを持つ。北部は方形竪

穴辿築祉2に切られ、市 -西部は調査区外のため、その全様は不明である。

組上は上!習が暗褐色粘質土で、土丹粒f.貝殻細片 ・かわらけ細片 ・炭化物を含み、しまりはさほど

ない。下層は茶褐色砂質土で、炭化物 ・貝殻刺u片を含みしまりをもっ。

*VYの判l方向はN-490-wである。

方形竪穴建築士止2出土遺物(図13""'14)

図13 ・ 図 14ー 1-34は方形竪穴建築祉2覆土上層から I~上した遺物である 。

関13-1.2は醜轍成)1ヲのかわらけの小llllである。1はIJ径7.6cm、底径5.1cm、器高1.6cm、2は口径7.4cm、

底径5.1cm、指l苛1.4cmを測る。1の胎土は淡熔色を呈 し、白針 ・雲母 ・白色粒子を含み粉質である。2は

赤燈色を苦し、白針 ・雲母 ・赤茶色粒f.微砂を交える。共にllIl型の形状である。

図13ー3-5は磁器である。3は体部外|踊にi達弁を配する龍泉窯系青磁の折縁鉢である。復元口径は
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18.6cmを淵IJる。胎上は白色、利調は灰l床の青緑色である。厚く施利されており、光沢は良好である。内

外商共に器表は粗く 員入する。4. 5は白磁の碗の小片である 。 4は体部の破片である 。 胎土は白色、 ~[h

調は灰昧白色を呈する 。 内面に箆状施文具で、片彫りしている 。 5は口縁部付近の小片である 。 JI台七は I~

色、利l調は光沢の良好な緑昧の白色を呈する。文様は雷文の印花で、 一部分が治存している。

図13-6 ・ 7は瀬戸、灰柄h~"JT*味深皿である 。 6の復元口径は28cm を測る 。 fI台土は向褐色を呈し、 利tJ，~は

光沢の劣る黄昧灰緑色である。全面に刷毛塗りで薄く均一に施柄11されているが、体部外l踊は斑で、ある。

器去には小さい気孔が多く観察される。7の復元口径は27.6cmを測る。n台土は灰白色を呈し、柄II調は光
沢の良好な灰緑色である。器表は細かく密に:w入している。

図13-8-16は常滑である。8-10は裂、 11・12は壷、 13-16は鉢である。8・9は口縁部である。8の

JI台上は灰黒色を呈し、長石微粒子を含む。|木Hmは黒色、 外面はH古紫褐色を呈し、内面に静く|埠灰してい
る。縁帯111日は1.9cIl1を測り、 縁帯の下端は若干下がり気味である。中野編年5型式である。9のJI台土は黒

色を宝し、長石粒子を多く合む。 器表は茶褐色を呈し、口縁 I)~部のみ降灰している 。 縁帯|隔2.2 cm を測

る。中野編年6a型式で、ある。10の胎土は灰燈色を呈し、長石微粒子 ・黒色粒子を合む。内面は灰色、外

聞は褐l味灰色である。11は!ぶ円壷の円縁部である。復元口径29.4cm、縁部;，幅2cmを測る。JI台土は灰色を

呈し、長石粒子 ・黒色粒チを合む。口縁部から体部外面に厚く |峰灰している。12は鳶口壷の底部の小片

である。fI台上は灰黒色を呈し、長石粒子を含む。器去は全体にはじけており、機相は明|僚ではないが、

体育1)はH音赤褐色を呈し、内l師に降灰している痕跡が観察される。13-16は鉢の11縁部の小片である。13

の胎上は燈|床桃色を呈し、長引粒子 ・小石を出入する。体部内而、外而共に灰;崎色である。14の胎土は

H音県色を il~ し、長石粒 f . 小石を合む。 ~~長は内外面共にH音紫柑色である 。 15は片口の部位である 。 胎

上は灰黒色を呈し、長石粒子を含み、中央部にH青燈色の胎芯を残す。内面は茶褐色、外面は赤紫色を口

する。外面にはササラ状のて只で縦JJ向に成形した痕跡が観察される。16の胎上は褐l床黒色を呈し、長

行粒てf.小石を含む。内面は茶色、外而はH青紫樹色を呈する。u唇端部は12 と広く、平坦で、ある。

IjZI13-17-23は山茶碗窯系Nfi本である。17は底部である。復元底径は14cmを剖IJる。JI台tは燈色を呈し、

長イI 白色軟i喋・小石を合む。付け113台で、 fぷ台端部は外側に11Tlく。底部内面は磨耗しており、使J-IJ1.長

が観察される。18は一個体が復元された。復元口径は23.2cm、底径13.2cm、器高9.2cmを測る。胎土は灰

色を14し、長石粒 f.小平iを出入する。|刈111]全体に簿く降灰している。付け高台で、直立気味に貼り{、J.

ける。口特端部は四角く収め、外面底部!協は回転箆削り調整である。19-23は口縁部の小片である。19

の JI台 |二は褐l床灰色を 111 し、長打粒 J乙・!，~色粒 fを含む。 口唇端部~内面に薄く|峰灰している 。 20のJ1tì上

は白灰色を呈し、長石粒子を多く含み札iい。21の胎土はH音灰色を呈し、長石微粒子を含み、比較的キメ

細ヵ、い。22・23のJI台上は白制色を呈し、長イ7粒 fを合む。焼成不良である。23の11屑端部は成71ヲ不良の

ためか、段差を持ち、外側が低くなる形状である。

|ヌ113-24は山茶碗の口縁部である。復元11 f歪は14.2cll1を測る。JJ台上は附灰色を呈し、長行粒子を合む。

器I~~はほぼ均一で、 {本市1$の立ち上がりは直線的で、ある 。 1-1唇端部は角型を呈し、 1 1縁部外面に降灰を受

ける。

|χ113-25・26は瓦抗手:情。りである。25は愉花明。小片であるが、 1I械から底部まで、遺作していた。出

向は9.1cmを捌IJる。H台上は灰色を呈し、 小石 ・砂粒を合む。体音IS両面共に、縦方向の磨きがなされてい

る。休部内l面の上半分には煤が(、J-着している。26は脚が付く 。JI台上は灰色を呈し微砂を混え、粉質であ

る。器表はほぼ全而が剥離しており、棋相はllilみ難いが、若干泣存している器表の様相から、外面に縦

方向の磨きの痕跡がl確認され、内面は~が全体に付着している 。

図13-27は輔の羽口の断片である。残長5.5cm、最大径7.7cmを測る。胎上は肌色を呈し、白色粒子を
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含むキメ細かい精良上である。

図13-28は瓦である。厚さは2cmを測る。胎土は暗灰色で、長石粒子を含み硬質である。凸面は布目

痕、および、それを箆ナデした痕跡、凹面は紺|い縄目と、それを箆ナデした痕跡が観察される。

1~114-1-31は金属製品で、ある 。 1- 2 1は鉄製品である 。 1は錆により膨張した状態の掛金である 。 区

のヒ端は止め金具の頭部が付いたままの状態で錆びたと思われる。掛金の全長はllcmを測る。2-21は

釘である。5・8・10・14は完形品である。22-31は銅銭で、ある。22-30は北宋銭、 31は南宋銭である。

22は天鵡通費、 23は天型元費、 24-26は皇宋通費、 27は天佑通賀、 28は11目寧元賀、 29は元盟通費、 30は

紺型元費、 31は嘉泰通費である。

図14-32-34は石製品である。32・33は砥石である。共に赤褐色を呈するl!鳥滝産の仕上げ砥で、ある。

32は片面が最|liltしており、砥面は1而である。残長5.3cm、残!平8cI11、 巾2.9cl11を測る。33の砥面は表裏の2

面である。残長5.7cm、厚さ 1.5cm、巾3.4cmである。34は滑石鍋の口縁部を小片に切り取った製品であり、

2.6cmX6cl11をifHlる。

1~ 14-35 ・ 36は骨製品 、 芥である 。 共に臼褐色の生地に茶褐色の斑点のある材料で製作されており、

表面は非常に滑らかである。共に頭l頁部に孔を有する基部が逃存している。35の残長は10.3cm、巾1.5 CI11、

厚さは2cm-4cmを測る。裏面にも成}防長がみられ、初作の失敗の痕跡とも与えられる。36は11)、長さ共

に半分が泊存した断片で、ある。残ー長7.7cm、最大残rlllcl11を測る。

1~114-37-39は磁上最下層から出土した遺物である 。

37は腕t陣成形のかわらけの大町lである。復元口径は12.6cm、底径7cm、器高;3.7cmを測る。胎土は肌色

を呈し、白針 ・白色軟i喋・微砂を含む。焼成は概ね良好である。体部は九l床を持って立ち上がり、「・づ

端音15も若干内傾している。

|ヌ114-38は磁器である。龍泉窯系の青磁で、鏑蓮弁文腕の1-1縁部である。)1台土は青|床の灰色を呈し、

陣織である。稿11調は淡い灰緑色で、光沢は良好である。

凶14-39は常滑の鉢の口縁部である。復元口径は26cmを測る。H台土は灰黒色を呈し、長石粒子 ・石英

粒子を含む。体部外面は箆状_[具による横方向のナデ成形をし、その上からササラ状工具で縦)j向の調

整を行う。内面に厚く降灰している。

12{114-40・41は金属製品で、共に鉄製品である。40はL字状を2する。凶の F部には木質の柄があっ

た痕跡がみられる。工具の類かとも思われる。全長7.4cm、柄部は3cmを測る。41は火打金の断片である。

残長6cm、rlJ3cmで、ある。

方形竪穴建築士止2内土坑7出土遺物 乞三B ¥ イ(図14-42~46) ーミ

二己二ニニク 1
42・43は山茶碗窯系担鉢のLJ縁部

の小片である。42の胎土は赤l床茶灰

色を呈し、長石粒 j乙を混入し、 比較 f :ヌ lolif ~-o~ 的キメが細かい。灰黒色の胎芯を残

す。43の胎土は灰色を呈し、 3cm大

の長石粒子を含む。内面に痔く降灰 lOcm 

している。

44は瓦質鉢型手熔りの口縁部の小
図15 方形竪穴建築士止3出土遺物
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片である 。 胎上は淡L 】肌色を呈し 、 雲母 ・ 仁|色粒子を含み粗い。 灰黒色のH~ì芯を残し、硬く焼締まる 。

部は鈎型である。

45・46は金属製品、鉄製釘の断片である。

方形竪穴建築士止3出土遺物(図15)

1は磁器で、白磁の皿の底部である。JI台土は灰色、利調は光沢の良い灰白色を呈する。底部内面に箆

状工具で片彫りをしている。

2.3は常滑である。2は裂の底部である。復元底径は20cmを測る。胎土は暗灰を呈し、長石粒子 ・小

石を含む。外面はH音灰燈色、内面は茶色を呈する。底部の内而全体に薄く |埠灰している。3は鉢の口縁

部の小片である。JJ台土は茶黒色を呈し、長石粒子 ・小石を混入する。口縁音15はJI巴厚し、器表は|培赤褐色

を呈する。

4は山茶碗窯系J2鉢の口縁部の小片である。H台上は灰色を単し、長石粒子 ・イ7英粒子を含み、比l絞的

精良である。口唇中央部lこ1条の凹線が巡る。内面には薄く降灰している。

5-7は金属製品、鉄製釘の断片で、ある。

土坑1(図16)

x3 . y8-9クーリッド|人lに海抜5.2mで、検出された。上部は後代に削平されている。当上11:の北側及ひ守東側

は調査区外にある。検出された掘方規模は南北80cm、東西90cmを測り、 平面71ヲは隅丸方形になると想定

される。底部は中央に位置し、平坦である。深さは雌認面より;最大で、28cmを1WJる。額上はH音褐色粘質土

で、炭化物・ 員殻細片を含み、上j曹は粘性が強く、概ねしまりはある。

土坑2(図15)

x2 . y13グリ ッド内に海抜5.1mで、検出された。上部は後代に削平されている。方形竪穴建築tJJ:l、及

び土坑1と切り合うため、 一部のみが検出された。検出された掘方規模は南北36cm、東西90cm、移民

さは確認1mより17cmを測る。

x3'y8 + x3'y10 

ロ-5.告別 ヘ戸 dlモ豆戸'
土坑1 ← I I μ/ 

ヘ
y4'ラ2t¥

土2

ー¥ノ 土坑5

土坑3

土坑2 。 4m 

x2ライン

図16 土坑1-3・5
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図17 土坑1-3出土遺物

土坑3(図16)

x2-3 . y l1 -12クo リ ッ ド内に海抜5 . 5mで、検 I~I'I された 。 この iid梢の南北の両端は調査区外に延びる様

相を呈する。検出された掘方規模は南北156cm、東西120cm、深さは確認面より最大で、70cmを測る。底部

西側にはピット状の治ち込みが2口{確認された。掘方規模は25cm前後の円形で、深さは底部より25cm、

10cmを測り、 一定ではない。磁土はH音褐色粘質上で、炭化物を多く含み、若干のかわらけ片、小土丹を

含み、粘性を持ち、比較的しまる。最下層は灰褐色砂質土である。

土坑5(図16)

x2-3・y13-14グリ ッド内に海抜5.4mで、検出された。 1:.1習にはピット群があり 、そのl庄 |ずに検出さ

れた。南側を}j形竪穴建築j止1と切りあう。検出された掘方規模は南北88cm、東西128cm、深さは有産問、l面

より20cmを測る。綴上はH音茂樹色砂質上層で、白褐色砂をブロ ック状に合みしまりをもっ。

土坑1出土遺物(図17-1-7)

1はi陣轍成形のかわらけの小山である。復元II径は8.2cm、j底径6.4cm、器高1.8cmを測る。H台土は燈色

-389一



を呈し、白針 ・微砂 ・雲1#・を含む。体部中央に明|僚な楼線を有する。

2 . 3は常滑である。2はN字口縁を持つ裂の口縁部の小片である。縁帯l隔3.6cmを測る。胎土は燈色を

世し、長石粒子を合む。器点は灰色を呈する。3は鉢の口縁部である。胎上は暗灰色を呈し、長石粒

子 ・黒色粒子を含む。内面は茶黒色、 外面は茶褐色を呈する。器肉は均一で、 8cm前後と薄く、口唇端

部は若干、外恨11に拡張している。内面にはMく降灰している。

4は山茶碗窯系担鉢である。復元口径は29.4cmを淵11る。Jj台土は赤昧を帯びた灰色を呈し、長石粒十 ・

黒色粒子を含む。 体部外面には輪fl'1み後に施された ;1暁 l峰成JI~の調整痕が顕著で、ある 。 休部下部には回転

箆削りの調整の出跡が僅かに認められる。

5は骨製品、非の基部の断片である。残長2.1cm、巾1.3cm、厚さ1-3 を測る。白色を呈し、表面は非

常に滑らかで、よく磨かれている。

6'7は磁土最下層から出土した遺物である。

6は常滑の鎖、 JI阿部の小J-(である。胎七は灰色を呈し、長石粒子を含む。|木JIIDは灰色、外面はH音赤褐

色を呈する。外l甜に若干|峰灰し、 相p印文を有する。

7は金属製品、鉄製釘である。完JIヲ品で、全長4.6cm、太さは5cmX5cmを測る。

土坑2出土遺物(図17-8)

8は !I昨|嘘成形のかわらけの小1mである 。 復元口径8.3cm 、底径6cm 、 6~ 1司1. 5cm を測る 。 JI台土は肌色を単

し、白針 ・赤茶色粒子 ・微砂を含む。体部は直立気味に立ち仁がり 、口径と底径の比率の小さいタイ プ

である。

土坑3出土遺物(図17-9~12)

9 . 10はi慨糠成形のかわらけで、 9は大皿、 10は小皿lである。9の復元u径は12.3cm、!底径8cm、掠高3.1

cmを測る。胎土は肌色を世し、白針 ・雲母・赤茶色粒子を合む。体音ISは底部)協がすぼまり、口縁部は聞

く。休部の内外面共に、粘土の継ぎHが観察される。灯明lmである。小皿の復元u径は7.9cm、!底径5.6

cm、器高1.5cmを測る。Jlfi-tは燈色を呈し、円針 ・雲母 ・，ffi茶色粒子 ・微砂を含む。大1mと同様に脱が

すぽまり、|寸縁部は聞くが、 LI昏端部は若下、端反る。

11・12は常滑である。11は裂の破片で、 )1-/-胴白1)にかけての部位である。JI白土は淡燈色を呈し、長ー

粒子を合む。体育1)の内面は茶灰色、外面はH背亦褐色を呈し、器表にJ'l.く降灰し、れp印文を有する。12は

鉢である。復元|寸径は28.2cmを測る。胎土は淡燈色を呈し、長石粒チ ・石英粒子 ・黒色粒子を含み、軟

質である。内面は茶褐色、外而は附赤褐色を呈する。u縁部は角張るが、両端部に面取りが施されてお

り、丸く感じられる。内面に軽く |埠灰を受ける。

13は竹製品である。形状から、 31'の未完成品で、先端部のみが成形された状態であると思われる。素

材は茶!氏色を呈し、表面は滑らかである。残長10.5cm、太さは5cmX8cmである。

2面出土遺物(図18)

1は龍泉窯系の青磁311花文碗で、口縁部の小片である。胎土は白灰

色を呈し、黒色粒子を含む。和l調は光沢のある緑昧灰褐色を呈する。

体部外|面は粗く日人する。2は鉄製品、釘である。

-390-

=w ~ o] 
T白問、

図18 2面出土遺物



第4章まとめ

今回の調査では中世層上層は近世以降に削平 ・撹乱されていたものの、中世2時期の遺構群が確認さ

れた。

第2面

21面は13世紀後半-14世紀初頭にかけての方形竪穴建築祉を rl='心とした遺構群が検出された。現在調

査区西際側を通っている道路が鎌倉時代からあったものかどうかは不明だが、調査地点の北側に東丙方

向に走る県道鎌倉 ・葉山線は鎌倉時代、大|町大路と呼ばれ、古くは古東海道の道筋であったといわれ、

律令期から現在に至るまで鎌倉から名越を経て逗子 ・横須賀方而に抜ける基幹道路として重要な役割を

果たしている。さて、本調査区はこの大110'大路から程近い場所に位置するわけだが、 検出された遺構群

の中111*京方向は大町大路とは一致しない。どちらかといえば西側を南北方向に通る道路に並行するわけだ

が、この道路も先に触れたように鎌倉時代からあったものかどうかは不明な上、調査区を越した南です

ぐに凶方向に若干曲がっていて直線ではない。しかし、今回同緊急報告古内に掲載されている同じ道路

斜向かいの下馬周辺追跡(鎌倉市大町二丁目975番6地点)の遺構群の軸線方向がその角度を変えた道路

にほぼ平行している事から、この道路が当時から規模の大小はあれ、ここに存在し、地割に何らかの影

響を与えていた可能性はある。

第1面

11面は調査区東部に検出された。時期は14世紀前半一中頃であろう 。JJdf持は満2条である。1面は近世

以後に削、ドされ、 illf昨は本来の深さやl隔などの形状を保っていない。ただし、 2面に見られた方形竪穴

建築祉などの大型の遺構は検出されず、上層が悦乱された事を考慮、しでも、土地利用の様相の変化が見

受けら れる 。 満2条は2面検出の遺構群の~îlh線方向を踏襲していず、遺構の密度も疎である 。

また、第1市に記した様に周辺追跡からは古代の巡桝や迫物が出土しているが、当調査区においては

辿榊および迫物は検出されなかった。

今回の調査では調査区の面秘や形状等の制約があったため新たな発見はなかったものの、鎌倉時代の

当地の利用法が、方形竪穴建築祉が検出されたこと等、この 「米|町Jという商業或は町屋の地域である

ことと矛盾のない結果が得られた。また、調査区西際側を通る道路の存在の可能性が僅かながら指摘で

きた事は発見といえよう。今後、周辺調査によりさらなる明確な資料が発見される事を期待している。

参与・文献

『鎌倉 Lß典j 白井永二編平成4年5R I0 日発行東京~l~f l~1版

噌

'A
Q
d
 

内
ぺ
d



図版 1

A.A. y，¥H・2(北丙から)

A.B. }jJ杉竪穴住築Jlll IてJ1L1. 2 (1将から)

-392一



AB.同ヒ(刊から)

n
d
 

Q
d
 

q
J
 

図版 2



図版3

7・1
7・2

7-8 

12・2
12-1 

12・7

12・17

7-3 

10-8 

12・8

出土遺物 (1) 

-394-

..:::iiiiー

12-3 

面品
10-10 

12-6 

12・11

12-24 



12-27 

13-35 13-36 

16-4 

16-8 

17-1 

出土遺物 (2)

-395-

13-39 

、ニ=ζ“

1与44

16-9 

16-12 

図版 4

13-38 . 
下

層

1Eト13



報 生
口
童
日 抄録

ふ り が な かまくらしまいぞうぶんかざいきんきゅ うち ょうさほうこくしょ

主 名 鎌倉市理蔵文化財緊急調査報告書

三rl-主1 名 平成 17年度 調査報告

;住 次 2 2 (第 2分|叶)
ノ、 ズ 名

シ リ ーズ 番 号

料IIj T者 者 名
原!炭志 ・宇都洋平/馬iJ::1和維 ・鍛げil'fJ.1I持j 熊谷満/福川誠 ・鈴木絵美/馬淵利雄・鍛冶屋11持一 ・鈴

木弘太/降矢順子 ・斉木秀雄/宗公秀|りl/森苧{/汐児 犬小泉衣理/滝浮晶子森孝子

料111 集 機 関 鎌倉市教育委員会

!り; 在 地 =r=248-8686 鎌倉市御成IIIf18昏10~f
イfTー 月 日 西暦 20 0 6年3月31 I二|

ふ り が な ふ り が な コ ー ド
北緯 東経 調査期間 調査面積 調査原住|

所収 遺 跡名 所ー 在 j也 市町村 追跡番号
ごくら〈し占ゅうけいだいいせき

担1';"寺川以鎌倉市杭i楽，Ij
35。 139。 20021202 0，1人』早川

州五!j川IIJ党内追跡 14204 291 d30l' w 5R2ι" ~ 75.88 11: T 
cTll3S81昨外 ?O凸'~O?Oι (J由ト市)

にしの た いいせ E ~I' :;.'モ川 県副Hî difì ' [.
35。 1390 20030411 Oil人・早川

IHi J fi遺 跡 内 /fi I :， D :， l百二外 14204 378 33' 53' 35.15 I1 't 
63" 90" 20030502 

くn ヲペ， L ，'1< "1と i'I':;.'モ川リ.t剣W dir!"リI.'i'
350 1390 20021202 伽1人。早川

14204 268 31' 57' 73.13 11 'じ
公 )i h~ ~J~ V1); |川 1112 7 :1需 68" 73" 20030206 (杭J，~舵~可;tL)

ニう;"うし占ゅうけいたいいせい pl ' ('~川以鎌ftdi材本仲
35。 139。 20030430 州人咋)11

光明 、午IllJJll人J}j;':j刷、 六 1'118:; 5 Ifi: 2 1外 14204 
316 29' 55' ~ 77.00 I1 'じ

97" 66" 20030705 (地盤tの性，11;改J~ )

J〆'1'';，.ベ'jJむししゅうへ1.，、せきくん pl '~川リ胡r.ft di" ' ;J 1、 35 139 20030501 削1入山川
14204 242 :1:( 55' 24.00 11 'じ

れ'(';大路)山1l!lJJ1跡lt下 fi 1 1 6 1111':1 :1 の t~il 3 53" 20030630 (杭J正悦梢)t)

しLう;，ょうしきゅう"，、だt、l'o{!-¥、
神奈川~，(.mftd jf{~引 .'j: ~. 408 

:15。 139。 20030509 削1人・早川
14204 31' 57' 一 40.00 li 't (r'妙 ，'i'lnJ党内遺跡 丁111 0 1 昨1:1 78" 42" 20030611 ()也般のH状改良)

)l!J''/'バおむししゅう，、1.，叫』くん
州知llmlatihf1H1;111jlyftE 350 139。 20030610 11M人作川

t?r';';大路1，'心II遺跡nY 111 1 2 71fi: 1 14204 242 239l' μ 545 v 30.00 11 'じ
20030709 

'f ，.1' L 附 .jヘん l、引き 何I'~モ川 I!，t~r:fr d ，人:IIIJ '.1 350 mt 20030715 i闘人 ~IÎ川

卜，1，!'J}.'i] !Jl遺 跡 11日7日係h
14204 200 31' 55' 一 25.00 fI 'じ

13" 50" 20030806 
k うλ3くし あ と i' I' ~モ川県.~Hrd ， JW(ltド

:15。 1390 20030910 伽1人"μ11

ノド 1)1~ もj下 fむヶ洲21 7併1:1 
14204 61 31' 55' 42.55 It 'じ

66" 26" 20031014 
二 めよ'> ，、 -{I ~ i' I'公川リ，(~ftÚ d i大引け ーl

35 1:1'1 20030809 伽|人・早川!
14204 245 31' 町55' 42.55 11 ιじ

米 111] 辿 同; 11リ221件7外 13" 53" 20030922 

収録 遺 跡名 4前 別 主な時 代 主 な遺構 主な遺物 特 記事 J.}4 
ごくら〈しきゅう"，、t=l、t叫『き 鎌t111.ff¥;; u鎖、 治則、、 れ穴等 かわ陶製らけ、 1 Elllr，陶様、
トI~i楽，';:旧j党rl~辿問、 十1: 一 11(ld在 磁等獄、

三て111]11 .\イ~ 金』元日1

lしの疋いいせき
~"í 

剣~r.r ll午代 上減21、

同 ノ台辿 刷、
一
市111)11年代

くはうやしきあ と 鎌命11年代 1IIi、i:Hil!物跡、 i淀イiill金か属わ製ら品け、、 |イ五1lF製E|h淘li様、

公 )j屋敷 跡
mi 

市111)川代 !抄~， iI'IíW，品、 flヅ(~干

こうみムうじきゅうけいだいいせい 鎌倉1I，r.代 網代I:，î~物跡、
舶か占載わ備陶系ら磁け瀬器、戸国、産石内製陶系様土品、禄

碇イ7の山 トー

光19]'!rl日境内追跡
十|会

一
宝111]時代 道路跡、 J二成士事

オ幼占やむおししゅう "̂，-I、せきぐん ，，， f~ 竪火住居跡、 かEわ|在らけ、等国産陶器、
胡1 市 一 舶陶磁器t

れ:'I~ r; 大路1，'11辺illJl1);併 rt'世前賜| liJ移l授穴建築祉等

し!.'j.l，.ょうしきゅ')Itl、たl叫可l:1、 鎌合H寺代 1'.殿、柱穴、満跡、 かわ陶製らけ、 国産木製陶製品様、
十土 ニて才すへ ~ 舶属d世磁器、 品

浄妙，'，:IIIJ党内遺跡 室111]時代 )1戸跡、等 金 品、石

))!J.J仏刊'JJ..iししゅ)-"1¥..¥暗室くん 室町時代 土服、柱穴等 か載わらけ、国産陶製様、
淵1 干打 一 拘(1陶磁器、石品

(';:山大山1.'iJl!l ill ~ilntr 江戸時代

け'ぱしゅ うへ んいせき 鎌倉時代 道路状遺構、柱穴、 舶金か属載わ陶製ら磁品け、様、石国、産木製陶製品品術、1M) 
下 ，1~;J (.'1] }!l遺 跡 室町時代 土城、満跡等

ょう A う く じあ と 鎌倉時代 掘立柱建物跡、土旗、か戦わ陶らけ、 I:EI陀陶製l日目、
ネ| ~ 自自 綴潟、イi!WJ/"J，

7]( 福 寺 跡、 室町時代

こ めまち t、せき 鎌倉時代 道路状遺構、柱穴、か鴎載わらけ、 1 [;1，1121¥¥製J日誌、1m 市 一 向舶金自 F断陶製t旬J磁器、 木製 J 
米 IIIT 遺 助i 室町時代 土機、fIIi跡等 uI uI 、 {i~，!~!，

po
 

Q
d
 

q
J
 





鎌倉市埋蔵文化財緊急調査報告書 22 

ヂ成17年度 発掘調査報告(第2分間)

所

円

会

明

白

員

同

月

委

瑚

3

育

期

年

教

社

団

市

会

成

倉

限

平

鎌

布

円

集
行

刷

「打発

制

発

印

ウ
jQ
d
 

q
J
 


	鎌倉市埋蔵文化財緊急調査報告書22(第2分冊)(表紙
)
	6 極楽寺旧境内遺跡
(No.291) 
	第1章
遺跡の位置と歴史的環境
	第2章
調査の概要
	第3章
検出遺構と出土遺物
	第4章
まとめ

	7 西ノ台遺跡 (No.378)
 
	第1章
調査の概略
	第2章
調査結果
	第3章 まとめ

	8 公方屋敷跡
(No.268) 
	第1章
遺跡概観
	第2章
検出した遺構と遺物
	第3章
まとめ

	9 光明寺旧境内遺跡
(No.316) 
	第1章
遺跡の位置と歴史的環境
	第2章
調査の経過と層序
	第3章
検出した遺構と遺物
	第4章
まとめ

	10 若宮大路周辺遺跡群
(No.242) 
	第1章
調査地点 の概観
	第2章
調査の概要
	第3章
調査の成果
	第4章
まとめと考察

	11 浄妙寺旧境内遺跡
(No.408) 
	第1章 遺跡の位置と歴史的環境

	第2章
調査の経過と堆積土層 
	第3章
検出された遺構と遺物
	第4章
まとめ

	12 若宮大路周辺遺跡群
(No.242) 
	第1章
遺跡の位置
	第2章
発見された遺構と遺物
	第3章
まとめ

	13 下馬周辺遺跡
(No.200) 
	第1章
遺跡の位置と歴史的環境
	第2章
調査経過・グリッド配置・基本層序
	第3章
検出遺構と出土遺物
	第4章
まとめ

	14 永福寺跡 (
No.61) 
	第1章
環境と立地
	第2章
調査の概要
	第3章
遺構と遺物
	第4章
調査成果

	15 米町遺跡
(No.245) 
	第1章
遺跡の位置と歴史的環境
	第2章
調査経過・グリッド配置・基本層序
	第3章
検出遺構と出土遺物
	第4章
まとめ

	報告書抄録(訂正前)
	報告書抄録(訂正後)
	奥付




